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和十年才月

渡

邊
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撰
點
竄
指
南
錄
評
判
の
著
作
年
代 

- 

—

附
指
南
錄
の
完
成
年
代
及
«:
渡
邊
一
と
齋
藤
尙
中
と
の
關
係!
—

T

松

森

胤

保

と

『
兩
羽
博
物
圖
譜
』

本

邦

に

於
け

る

窮

理

學

の

成

立(

一)

藤
浪
先
生
を
憶
ふ
……

ケ
ー
ル
全
書
の
和
蘭
譯
本
に
就
て

關
孝
和
は
果
し
て
元
祿
庚
午
曆
を
作
っ
た
か

『
解
體
約
圖
に
つ
い
て
』

の
補
訂

物
理
學
的
科
學
に
關
す
る
渡
來
外
國
書
ー
ニ) 

——

英

米

獨

佛

の

部

！—

寬

永

五

年

版
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算
用
記
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い
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盤
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塵
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會
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學
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硏
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第

七

號

渡
邊
「
撰
點
竄
指
南
錄
評
判
の
著
作
年
代

—
!

附
指
南
錄
の
完
成
年
代
及
び
渡
邊
一-

と
齋
藤
尙
中
と
の
關
係!
—

塔
修
日
本
數
學
史
及
林
鶴
一
の
指
南
錄
評
判
の
記
事 

指
南
錄
評
判
自
序
の
年
紀
。

文
化
ハ
年
六
月
と
文
政
ハ
年 

七
月

同
書
門
人
序

渡
邊
一
自
序

自
序
中
の
記
載
事
項 

累
重
翦
管
一
次
法
と
謹
薦
算
法 

側

BI
周
背
術

跋
文

謹
薦
算
法
序
と
門
人
齋
藤
尙
中 

同
書
中
の
累
重
翦
管
一
次
法
。
齋
藤
何
中

同
書
跋
文 

指
南
錄
評
判
の
主
張
と
山
形
の
齋
藤
何
中
碑
文

文
政
十
二
年
齋
藤
尙
中
よ
り
師
渡
邊
宛
の
長
文
報
吿
-

二

三

上
 

義

14
同
書
の
文
化
六
年
橋
本
直
信
算
額
批
評
等

15
翦
管
術
の
諸
算
題

16
文
政
九
年
の
古
今
算
學
人
角
力
番
付

17
報
文
の
續
き
。

自
在
先
生
十
三
囘
忌

18
報
文
と
齋
藤
尙
中
の
行
動

19
報
文
と
累
重
翦
管
一
次
法

20
指
南
錄
評
判
と
同
法
創
始
の
前
後

21
指
南
錄
評
判
所
載
の
算
額
記
事
と
著
作
年
代

32
渡
邊
氏
文
通
に
見
え
た
る
渡
邊
一
の
動
靜

23
指
南
錄
評
判
自
序
年
紀
の
判
斷

24
點S

指

南

錄

初

篇

の

刊

行

年

代

・

25
同
書
所
載
の
側
圓
周
背
術
完
成
の
年
代

26
指
南
錄
評
判
の
著
作
年
代
の
確
定

27
結
語

夫
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〔私
は
嚮
き
に
山
形
地
方
に
於
て
齋
藤
尙
中
が
最
上
流
を
擴
布
し
た
事
を
說
い
た
が
未
だ
發
表
し
て
な
い
。

其
後
に
至
り
二
本
松
、
三
春
地 

方
に
於
け
る
渡
邊
一
を
中
心
と
し
て
の
最
上
流
の
傳
播
を
・
調
査
せ
ん
と
欲
し
、

其
史
料
の
抄
錄
に
努
め
た
。
之
に
關
し
て
端
し
な
く
も
渡
邊 

一
撰
の
「
點
竄
指
南
錄
評
判
」
の
著
作
年
伶
に
疑
義
を
感
じ
た
の
で
、

之
を
說
か
ん
と
し
て
筆
を
執
っ
た
の
が
此
篇
で
あ
る
。
之
に
依
っ
て 

山
形
地
方
の
最
上
洗
の
篇
中
の
記
事
の
補
遺
に
も
な
ら
う
。

其
篇
に
就
い
て
は
も
っ
と
多
く
諸
文
獻
を
涉
獵
し
て
補
綴
す
る
所
有
り
た
い
や 

う
に
も
思
っ
て
居
る
。
此
篇
は
私
の
調
査
の
一
部
分
で
あ
る
が
、
若
し
蔘
照
に
役
立
つ
な
ら
ば
仕
合
せ
で
あ
る
。

昭
和
十
八
年
七
月
四
日
〕 

- 

「
增
修
日
本
數
學
史
」

に

「
文
化
ハ
年
渡
邊
一
點
竄
指
南
錄
評
判
ヲ
筆
ス
」

と
あ

り
(

頁
五
〇
七)

、
之
に
附
し
て 

渡
邊
一
、

治
右
衞
門
ト
稱
シ
、
東
嶽

ト
號
ス
、
奧
州
二
本
松
ノ
藩
士
ナ
リ
。
最
上
流
會
田
安
明
ノ
高
弟
中
ー
一
在
リ
テ
第
一
ト
稱
ス
。 

去
年
坂
部
廣
胖
ノ
著
ハ
セ
ル
算
法
點
竄
指
南
錄
中
ーー於

ケ
ル
題
辭
術
文
等
十
餘
條
ヲ
評
論
セ
リ
。

題

シ
テ
點
竄
指
南
錄
評
判
ト
日
フ
。 

其
ノ

修
正
ノ
條

件

僅

少

ー
ー
シ
テ
、
却

ッ
テ
罵
詈
多
シ
。

顧
フ
ー
ー
是
レ
其
師
安
明
ノ
氣
風
一
一
從
テ
關
流
ノ
徒
ヲ
敵
視
ス
ル
ノ
情
大
一
一
顯 

レ
タ
リ
。

同

氏

ノ
爲
-
一
之
ヲ
惜
厶
。

と
說
く
。

「
林
鶴
一
博
士
和
算
硏
究
集
錄
」

下

卷
(

頁
四
四)

に

も

「
文

化

ハ

年

一

ハ

二

點

竄

指

南

錄

評

判

ヲ

著

八

も

コ

レ
關
流
坂 

\
\

部
廣
胖
ノ
有
名
ナ
ル
算
法
點
竄
指
南
錄
ー
ー
對
ス
ル
最

上

流

ノ
批
評
ナ
リ
」

と
論
じ
、
前
記
數
學
史
の
評
言
を
引
抄
し
て
あ
る
。

叉
同
書
下 

卷
(

頁
五
二
四)

に
於
て
も
矢
張
り
文
化
ハ
年
の
著
な
り
と
す
る
。

此
文
化
ハ
年
と
云
ふ
著
作
年
代
は
果
し
て
事
實
で
あ
ら
う
か
。

實
は
疑
ひ
な
き
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
林
鶴
一
は
數

學
史
に
據

っ
た
に 

過
ぎ
な
い
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
問
題
は
數
學
史
の
記
事
だ
け
で
あ
る
。

二

渡

邊

一

著

の

「
點
竄
指
南
錄
評
判
」
は
寫
本
四
部
を
點
檢
し
た
が
、
如
何
に
も
序
文
に
文
化
ハ
年
六
月
の
年
紀
の
あ
る
の
が
あ
る
。 

卽
ち
遠
藤
利
貞
自
筆
の
筆
寫
本
が
其
れ
で
あ
る
。
他
の
一
本
に
は
序
文
を
缺
き
、
從
っ
て
年
紀
も
な
い
が
、
自
餘
の
二
本
は
序
文
の
尾
に 

渡
邊
一
撰
點
竄
指
南
錄
評
判
の
著
作
年
代
ニ
ニ
上)
 

三
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四 

文
政
ハ
酉
の
と
し
七
月
、
東
嶽
亭
し
る
す

と
あ
る6

遠
藤
筆
寫

本
に
於
て
は
、
「
文
化
ハ
申
の
と
し
六
月
」
と
見
え
る
。

こ
ゝ
に
注
意
し
て
置
き
た
い
の
は
、

文
政
八
年
は
乙
酉
で
あ
る
が
、

文
化
ハ
年
は
辛
未
で
あ
り
、

次
の
九
年
が
壬
申
で
あ
る
。 

帝
國
单

院

の

「
和
算
圖
書
目
錄
」

に
安
倍
貞
寄
贈
の
一
本
を
「
文
化
十
二
年
七
月
」
と
し
て
あ

る

が

.'
此

れ

は

「
算
法
點
竄
指
南
錄
」 

に
其
年
紀
が
あ
る
の
を
移
・
し
記
し
た
も
の
で
、
「
評
判
」

の
書
中
に
記
載
さ
れ
た
年
紀
で
は
な
い
。

其
本
に
も
文
政
ハ
酉
の
と
し
七
月
の
序 

文
が
あ
る
。

同
目
錄
に
は
か
う
し
た
粗
漏
が
數
多
く
見
ら
れ
る
。

三

冒
頭
に
門
人
數

名
の
名
を
連
ね
た
序
文
が
あ
る
。 

t
 

東
獄

先
生
語
て
日
、
夫
聞
、
儒
怫
の
大
道
も
道
は
其
祖
の
德
に
ひ
ろ
ま
り
、
法
は
其
門
の
智
に
成
就
し
、

百
世
に
人
の
鑑
と
な
れ
り
。 

し
か
あ
る
に
我
數
道
に
於
て
會
田
自
在
夫
子
天
地
開
闢
萬
國
不
傳
の
妙
法
を
ひ
ら
き
、
最
上
流
の
宗
祖
と
あ
を
が
れ
玉
ふ
。

我

其

門®■ 

流
を
つ
ぐ
と
い
へ
ど
も
、

生
得
愚
オ
非
力
に
し
て
、

こ
れ
に
加
る
に
家
に
は
ほ
た
し
の
孫
子
多
、

只
の
み
世
波
に
た
ゝ
よ
ふ
て
年
も 

老
け
ら
し
、
何
を

も
て
か
師
德
の
高
恩
を
報
せ
む
と
、
常
に
う
ち
歎
き
玉

ふ
。

さ
れ
と
も
先
生
は
古
人
の
幾
重
も
翦
管
を
重
ね
用
ひ 

し
者
、

一
重
翦
管
を
以
て
其
答
數
を
求
る
貫
通
矩
合
法
を
著
し
、
關
流.
に
て
得
一
一
個
數­

題
術
に
屢

虛
題
妄
術
を
用
ひ
し
者
を
改
て
正 

題
正
術
を
撰
み
吾
輩
に
敎
授
し
玉

ふ
。
今
文
於
二
東
都
一
當
時
達
算
と
聞
ふ
る
坂
部
廣
胖
の
著
せ
る
點
竄
指
南
錄
の
虛
邪
妄
說
を
改
正 

し
て
指
南
錄
評
判
と
題
し
、

吾
黨
の
ま
と
ひ
を
解
き
玉
ふ
。

先
生
の
道
に
を
け
る
、
混
沌
の
ム
の
自
在
を
得
て
數
學
の
妙
所
を
極
め 

推
て
事
物
の
實
理
に
及
し
、

日
用
忠
孝
仁
義
の
道
を
以­
て
門
生
を
喩
し
玉
ふ
。
實
に
自
在
夫
子
の
高
弟
た
る
を
は
づ
か
し
め
す
と
云 

ふ
べ
し
。

よ

っ
て
其
有
の
ま
ゝ
を
こ
ゝ
に
し
る
し
ぬ
。
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生 門

奧 攝 同 同 同 奧

州
州 州

二
大

仙 三 仙 二

本

松
坂・

臺 春 臺
本

松

藩 住 住 住 住 住

完

戶

佐

左

衞

門

政

廉
 

齋 

源

治

直

正

謹

 

佐

久

間

木

エ

之

丞

正

淸
 

佐

よ

木

松

藏

正

綱
 

岡

七

兵

衞

之

只

識

 

鈴

木

忠

藏

至

道

'

此
門
人
連
名
の
序
文
に
年
月
は
書
い
て
な
い
。
其
言
ふ
所
に
據
れ
ば
、
東
嶽
先
生
卽
ち
渡
邊
一
の
談
と
し
て
・
、

孫
子
多
し
と
云
ひ
、
年
 

老
い
た
り
と
も
言
っ
て
居
る
。

そ
れ
か
ら
渡
邊
が
古
來
幾
重
に
も
翦
管
術
を
重
ね
て
使
用
し
た
も
の
を
、
單
に
一
重
翦
管
で
解
く
べ
き
新
算
法
を
創
め
た
事
を
說

い
て 

あ
る
。 

・

叉
個
數
を
得
る
題
術
云
々
と
云
ふ
の
は
、
或
る
條
件
に
適
す
る
圓
と
か
球
と
か
の
數
が
幾
つ
あ
る
か
を
求
め
る
も
の
を
云
ふ
の
で
あ
り
、
 

此
れ
は
關
流
の
其
算
法
を
改
正
し
た
と
主
張
す
る
。

此
等
の
事
を
先
づ
言
ひ
、
之
を
門
人
等
が
敎
授
さ
れ
て
居
た
後
に
、

坂

部

廣

胖

編

「
算
法
點
竄
指
南
錄
」

に
關
じ
て.
「
評

判

」
の
書
を 

作
っ
た
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

當
峙
と
云
ふ
の
は
、
其
時
代
の
用
語
法
と
し
て
は
現
今
と
云
ふ
意
味
で
あ
る
。

此
主
張
か
ら
考
ふ
る
と
き
は
、
累
重
翦
管
一
次
法
と
云
ふ
べ
き
算
法
が
成
立
し
て
以
後
に
、
「
點
竄
指
南
錄
評
判
」
が
作
ら
れ
た
と
云
ふ 

事
に
な
る
。
得
個
數
算
題
の
方
は
姑
く
措
き
、

此

一

ヶ

條

も

「
評
判
」

の
稿
本
の
著
作
さ
れ
た
年
代
を
推
定
す
る
上
に
好
個
の
標
準
を
提 

渡
邊
一
撰
點
窮
指
南
錄
評
判
の
著
作
年
代A

三
上) 

五
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六

供
す
る
の
で
あ
る
。

四 

次

に

渡

邊

一
自
身
の
自
序
が
あ
る
。

予
が
門
生
完
戶
政

黛

と

い
へ
る
も
の
、

坂
部
廣
胖
の
作
れ
る
點
竄
指
南
錄
初
編
三
册
持
來
り
是
を
し
め
す
。

其
書
を
閱
す
る
に
、
書 

中
に
著
せ
る
所
、

卷
軸
に
撰
み
し
側
圓
周
弧
背
の
術
は
古
今
の
算
書
に
い
ま
だ
見
當
ら
ざ
る
術
に
て
、
先

っ
は
廣
胖
の
手
柄
と
い
っ 

っ
べ
し
。
扭
上
卷
第
二
十
、

同
二
十
一
の
題
術
は
面
白
き
解
括
の
業
あ
り
て
、

上
學
の
人
に
示
す
べ
き
算
題
に
し
て
、
指
南
錄
の
下 

卷
に
も
是
等
に
劣
り
し
題
術
多
く
見
え
た
り
。
拟
其
次
、
第
二
十
二
徑
矢
弦
の
題
術
は
、

よ
う
や
く
開
平
方
の
業
を
學

ぶ
人
に
示
す 

べ
き
題
術
な
り
。
是
よ
り
上
卷
の
中
に
は
初
學
の
題
術
の
み
に
し
て
、

と
り
分
第
五
十
の
題
、

高
と
免
あ
り
、

取
米
を
問
、
第
五
十 

ー
の
題
、
石
盛
と
免
あ
り
、

反
取
米
を
問
の
二
術
は
、

い
ま
だ
ハ
算
も
學
は
す
、

九
九
の
み
覺
し
人
に
て
も
其
理
は
解
す
べ
き
題
な 

り
。
何
そ
點
竄
の
起
原
を
施
す
に
及
ぶ
べ
き
ゃ
。

こ'

に
初
學
、

中
學
、

上
達
と
順
々
に
し
た
が
っ
て
喩
し
易
き
や
う
に
す
べ
き
を
、

其
順
序
が
兎
角
面
白
か
ら
ず
と
說
く
。

さ
て
續
い 

て
言
ふ
。

こ
の
點
竄
指
南
錄
の
如
き
亂
雜
に
編
し
算
書
は
古
今
い
ま
だ
見
あ
た
ら
ず
。

予
こ
の
頃
公
務
の
暇
な
う
し
て
、

ま
た
年
も
老
た
り
。 

家
に
は
拾
歲
以
下
の
孫
子
三
た
り
あ
り
て
、
右
に.
と
つ
つ
き
、
左

に

せ
が
み
、
筆

と
る
の
暇
も
な
く
、
夜
中
に
閑
を
得
、

こ
の#
!

を 

・閱
す

る

こ
と
半
月
に
し
て
左
の
答
術
を
撰
み
侍
り
ぬ
。

こ
れ
を
四
方
に
公
に
せ
ん
と
に
あ
ら
ず
。

予
黨
の
門
人
小
子
に
し
め
さ
ん
た 

め
而
已
。

文
政
ハ
酉
の
と
し
七
月
。
東
獄
亭
主
人
し
る
す
。
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五 

此
自
序
で
見
る
如
く
、
「
算
法
點
竄
指
南
錄
」

の
初
編
三
册
だ
け
を
門
人
完
戶
佐
左
術
門
政W

か
ら
示
さ
れ
て
其
存
在
を
知
り
、
半 

月
の
間
に
閱
讀

し

て

「
評
判
」

の
書
を
書
き
綴
っ
た
の
で
あ
る
。
初
編
三
册
と
云
ふ
の
は
十
五
册
本
の
初
三
册
で
あ
る
。
後
に
は
全
五
册 

に
綴
ぢ
た
も
の
が
多
く
流
布
し
た
。

此
初
編
三
册
だ
け
を
文
政
八
年
に
至
っ
て
始
め
て
見
た
と
云
ふ
の
は
、
餘
り
に
遲
き
に
失
す
る
や
う
な
氣
も
し
ょ
う
。
文
化
ハ
年
の
誤 

り
で
は
な
い
か
と
も
考
へ 
だ
く
な
ら
な
い
と
も
す
ま
い
。

此
文
中
に
は
自
ら
年
も
老
い
た
り
と
言
っ
て
居
る
し
、

家
に
は
十
歲
以
下
の
孫
子
が
三
人
居
っ
て
、

も
ぐ
れ
附
い
て
晝
間
に
は
勉
强
も 

さ
せ
な
い
や
う
な
事
情
が
明
瞭
に
記
さ
れ
て
居
る
。

卷
軸
と
あ
る
の
は
、
他
に
は
幹
軸
と
書
い
た
も
の
も
あ
る
。
最
も
樞
要
な
位
置
と
云
ふ
意
で
あ
る
。
書
中
の
終
末
に
擧
げ
た
も
の
を
云 

ふ
の
で
あ
る
。

側
圓
の
周
並
に
弧
長
の
算
法
は
古
今
の
算
書
に
見
ず
、
稱
揚
す
る
に
足
る
と
認
め
て
居
る
の
は
、

必
ず
し
も
罵
詈
し
た
の
み
で
は
あ
る 

ま
い
。

六 

門
人
の
序
に
は
渡
邊
一
が
累
重
翦
管
一
次
法
を
前
か
ら
門
人
等
へ
敎
授
し
て
居
り
、
其

後

に

「
指
南
錄
評
判
」
を
作
っ
た
や
う
に 

言
っ
て
居
る
。
之
に
關
す
る
事
項
も
書
中
に
所
載
が
あ
る
。

中
卷
第
百
二
十
五
、

此
題
八
本
書
歉
一
術
、
剩
ー
術
ノ
兩
術
ヲ
用
ヒ
文
義
一
百
〇
七
字
也
。
予
カ
術
ハ
文
義
八
十
二
字
ー
ー
シ
テ
、
剩 

-

術
ノ
ミ
用
ヒ
テ
答
術
ヲ
施
ス
コ
ト
如"

左
。

中
卷
第
百
二
十
六
、
救
ー
剩
一 

ノ
兩
術
ヲ
用
ヒ
ニ
百
字
、
予
カ
術
ハ
ー
百
一
十
字
、
剩
一
術
ノ
ミ
用
、
:

： 

渡
邊
一
撰
點
竄
指
南
錄
評
判
の
著
作
年
代(

三
上)
 

七
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科

學

史

硏

究
 

第

七

號

」
 

A
 

此
兩
題
の
剩
一
術
の
み
に
依
る
術
文
を
擧
げ
る
、

さ
う
し
て
次
の
如
く
說
く
。

•

評
日
、

此
題
者
關
流
四
傳
藤
田
貞
資
著
セ
ル
精
要
算
法
中
卷
第
九
ノ
題
術
也
。
夫
約
術
者
題

ノ
員
數
ー
ー
依
テ
變
化
變
術
多
キ
者
也
。 

故
ー
ー
自
在
先
生
改
精
算
法
、
同
改
正
論
、
解

惑
算
法
、
算
法
廓
如
、
算
法
非
撥
亂
等
ヲ
著
シ
、
員
數
ー
一
因

テ
同
題
變
數
變
術

有

ル
事 

ヲ
示
、
關
流
ノ
邪
妄
ヲ
悉
ク
辯

斥

セ

シ
コ
ト

ハ
遍

ク
世
一 
ー
知
ル
所
也
。
今

文
再
ヒ
廣
胖
不
精
ノ
術
ヲ
著
シ
指
南
錄
ナ

ド

卜
題
號
ヲ
ッ 

ケ
テ
世
一
一
示
ス
コ
ト
ハ
、
初

學

ヲ
惑
一
ー
ア
ラ
ス
ヤ
。
亦

ハ
廣
胖
未
タ
眠
ノ
覺

メ
ザ
ル
ヤ
。

再

評
-
一
日
、
古
今
ノ
人
二
重
三
重
四
重
ノ
翦
管
ヲ
重
ネ
用
ヒ
ル
術
ヲ
、
予
皆
悉
ク
ー
重
翦
管
ヲ
以

テ
答
數
ヲ
得

ル
通
術

六
條
撰
ミ ヽ

其
他
自
問
自
答
本
術
三
條
ヲ
著
シ
、
謹
薦
算
法
ト
題
シ
、
文
政
二
年

已
卯
十
月
二
十
六
日
、
自
在
尊
靈
三
囘
御
忌
ノ
碑
前

ーー捧
ゲ
シ 

コ
ト
ハ
、
予

力
同

門

ノ
知
ル
所
ナ
リ
。

他

門
-
一
テ,

モ
コ
レ
ヲ
傳
聞

ク
人
ア
リ
ト
云
。

此
記
述
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
、

文
政
二
年
以
後
の
も
の
で
あ
る
。
但
し
私
の
見
た
二
本
共
に
頭
記
に
な
っ
て
居
る
。

遠
藤
筆
寫
本
に
は 

見
え
な
い
。

「
謹
薦
算
法
」

に
就
い
て
は
後
に
說
く
こ
と
と
し
よ
う
。

七 

側
圓
周
及
び
側
圓
弧
背
術
の
二
ケ
條
は
下
卷
第
き
九
十
五
と
六
と
に
見
え
る
が.

■'
之
に
就
い
て
は

評
日
、

此
題
術
者
序
文
ー
ー
モ
賞
セ
シ
如
ク
未
夕
古
今
ノ
算
書
ー
一
著
シ
見
へ
ザ
ル
術

ー
ー
テ
先
ツ
坂
部
氏
ノ
手
柄
ト
云
ッ
べ
シ
。
予
公
務 

繁
ク
シ
テ
未
タ
此
起
源
術
一
ー
及
直
數
ヲ
直

ス
ー
ー
暇
ア
ラ
ズ
。
故
-
一
迂
簡
邪
正
者
重
テ
評
ス
ベ
キ
ノ
ミ
。

・

「
指
南
錄
」

の
初
編
三
册
を
見
た
ば
か
り
で
、

術
文
ば
か
り
、
從
っ
て
公
式
相
當
の
も
の
を
見
た
だ
け
で
は
直
ち
に
其
解
法
の
邪
正
を 

判
斷
す
る
こ
と
も
出
來
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

J



,

ハ 

跋
文
を
こ
ゝ
に
擧
げ
て
置
く
。

:
:

偌
テ
諸
萬
端
其
理
ノ
奧
妙
ヲ
究
メ
精
微
ヲ
盡
シ
、
古
今
ー
ー
獨
步
シ
算
學
ノ
法
則
ヲ
立
玉
フ
ハ
、
自
在
先
生
ナ
ル
哉
。

サ
レ
ト
モ 

無
ー
一
極
數
一
何
有"

極
ー
一
天
命i

其
術
盡
ク
人
ー
ー
示
ス
コ
ト
能
ハ
ス
シ
テ
先
生
沒
シ
給
ヒ
ヌ
。
哀
ヒ
哉
。
其
業
一
一
オ
イ
テ
殘
レ
ル
モ
ノ
又 

少
ナ
カ
ラ
ス
。

予
先
生
ノ
意
ヲ
續
ヒ
テ
コ
レ
ヲ
世-
一
明
力
」

セ
ン
ト
欲
ス
レ
ト
モ
、
淺

智

短

才-
ー
シ
・
テ
コ
レ-
一
加
ル-
一
又
公
務
ノ
暇 

ナ
ク
シ
テ
、
年
モ
亦
老
タ
リ
。
鳴
呼
廣
大
ナ
ル
數
道
、
其
業
一
ー
ヲ
イ
テ
盡
ク
ル
コ
ト
ナ
シ
ト
雖
モ
、

此
道
ノ
極
意
ト
云
ハ
ー
面
世
ノ 

理
屈
一
一
拘
ラ
ス
、

只
其
儘
ノ
直
數
味
ヒ
得
ル
ト
キ
ハ
乾
坤
自
然
ノ
眞
理
一
一
徹
ッ
シ
、
眞
有
眞
無
ノ
妙
用
ヲ
自
得
シ
、
其
意
ヲ
誠
一
一
シ
、
 

其
心
ヲ
正
フ
シ
、
其
身
ヲ
修
テ
天
地
ノ
造
化
ト
其
體
ヲ
同
シ
、
推
テ
國
ヲ
治
メ
天
下
ヲ
平,-
ー
ス
ル
ー
一
至
ル
モ
亦
此
至
理
ノ
外
ナ
ラ
ス
。 

故
ー
ー
古
人
ノ
語
ー
ー
モ:
:

ト
。

文
日
、
同
道
者
相
愛
、
同
藝
者
相
嫉
卜
。
算
術
者
藝
也
。
數
學
者
天
地
萬
物
ノ
眞
理
ヲ
推
シ
極
メ
其 

心
ヲ
正
ス
ル
ノ
直
道
也
。
何
ソ
坂
部
氏
ノ
如
ク
其
業-
一
誇
り
、

己
レ
カ
智
力
一
一
迷
ヒ
、
我
慢
ノ
ミ
增
長
シ
、
毀
譽
名
利
ヲ
事
ト
シ
、
 

一
向
一
一
古
人
ノ
眞
面
目
一
一
通
セ
ス
、
却
ッ
テ
眞
意,
ヲ
ト
リ
失
フ
コ
ト
ヲ
セ
ン
ヤ
。
數

學

ーー染
サ
ル
元
ノ
白
地
コ
ソ
增
シ
ナ
ラ
メ
、
憐 

ム
ベ
キ
コ
ト-
ー
ア
ラ
ズ
ヤ
。
:
:

依
テ
我
門
人
小
子
等
、
數
學
ノ
玄
妙
不
可
思
議
ヲ
知
ラ
ン
・
ト
要
セ
八
、

只
其
儘
ノ
直
數
ヲ
味
ヒ
知 

ッ
テ
、
前
ヲ
以
テ
後
ヲ
愼
ミ
カ
エ
リ
ミ
ヽ
其
中
一
一
眞
實
ノ
樂
シ
ミ
ア
リ
、

此
意
ヲ
自
得
ス
・
ル
ヲ
以
テ
眞
ノ
數
學
者
ト
ハ
云
コ
ト
也
。 

穴
賢
。
渡
邊
一
貫
卿
再
記
。 

'
 

九 

「
謹
薦
算
法
」

は
會
田
安
明
歿
し
て
三
囘
忌
に
當
り
、
諸
門
人
等
が
江
戶
淺
草
觀
音
境
內
に
記
念
の
碑
を
建
て

た
と
き
、
第
一
の 

高
覆
邊
ー
が

奧

州

二

本

松

藩

に

仕

へ
て

建

碑

の

式

典

に

列

席
す

る.
こ
と
が
出
來
な
い
の
で
、

此
書
を
作
っ
て
奉
獻
し
た
も
の
で
あ
る
。 

其
序
文
の
後
半
を
こ
ゝ
に
示
す
。

渡

邊

一
撰

點

竄

指

南

錄

評

判

の

著

作

年

代(

三
上)
 

九
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か
く
て
先
生
の
功
誰
か
こ
れ
を
贊
嘆
せ
ざ
ら
ん
。
尊
き
か
な
此
道
に
と
り
て
者
、

此
師
の
前
に
此
師
な
し
。

こ
の
師
の
後
も
こ
の
師 

な
か
る
べ
し
。

吾
ハ
歲
に
し
て
母
に
お
く
れ
、

一
十
八
歲
に
し
て
父
に
別
か
れ
、

こ
の
師
に
見
へ
し
よ
り
、

ひ
た
す
ら
父
母
に
仕
ふ 

る
お
も
ひ
を
な
し
き
。

し
か
あ
る
に
、

さ
り
し
文
化
丁
巳
冬
十
月
二
十
六
日
、
先
生
高
年
七
十
有
一
歲
、
病
み
て
身
ま
か
り
た
ま
ふ
。 

彼
の
地
に
あ
る
門
弟
子
は
其
お
り
に
病
床
に
つ
か
へ
奉
る
こ
と
も
心
の
ま
ゝ
な
り
。
己
れ
は
山
川
六
十
餘
里
を
隔
て
、

こ
と
に
覇
絆 

の
身
な
れ
ば
、

に
は
か
に
赴
く
こ
と
か
な
は
す
、

只
嘆
き
に
な
げ
き
て
、
遙
か
に
香
花
を
捧
ぐ
る
の
み
。
今
と
し
は
先
生
の
三
囘
御 

-

忌
に
當
り
て
令
嗣
な
ら
び
に
諸
國
の
門
弟
子
等
碑
を
東
都
淺
草
觀
世
音
の
境
內
に
た
て
、

こ
の
尊
靈
を
ま
つ
り
て
吾
道
の
不
朽
を
祈 

・
 

念
す
。
是
に
お
い
て
予
も
拙
き
題
術
三
條
を
作
り
、

ま
た
吾
門
生
齋
藤
尙
中
、
翦
管
の
題
に
依
て
新
に
發
明
せ
し
矩
合
的
當
の
旨
、
 

こ
れ
を
お
し
ひ
ろ
め
て
貫
通
す
る
と
き
は
、
古
人
の
二
重
、

三
重
、

四
重
の
翦
管
を
重
ね
用
し
術
も
皆
悉
く
無
用
と
な
る
も
の
な
り
。 

こ
れ
を
附
し
て
其
類
ひ
簡
易
の
術
凡
六
條
を
撰
み
、
皆
數
學
院
自
在
尊
靈
の
碑
に
捧
げ
て
、

聊
か
海
恩
萬
分
の
一
を
報
し
奉
る
の
み
。 

文
政
二
年
己
卯
孟
冬 

最
上
流
直
傳
第
一
高
弟

奧
州
二
本
松
家
士

東
獄 

渡
邊
治
右
衞
門
源
一
頓
首
再
拜
謹
記 

此
序
文
中
に
累
重
翦
管
一
次
法
に
關
し
て
說
く
所
が
あ
る
。

此
文
に
於
て
は
齋
藤
尙
中
を
吾
門
生
と
呼
ん
で
居
る
。

さ
う
し
て
其
新
算 

法
は
元
と
尙
中
の
工
夫
に
基
づ
き
、
渡
邊
は
之
を
推
し
擴
め
て
多
重
翦
管
の
場
合
に
も
一
重
翦
管
で
處
理
し
得
ら
れ
る
や
う
に
し
た
と
稱 

す
る
も
の
ら
し
い
。

十

更

に

凡

例

の

記

載

を

次

に

擧

げ

る

。



從
ー
一
第
四
一
至
一-
第
九
一
之
六
條
者
、
古
人
之
答
術
者
悉
ク
ニ
重
三
重
之
翦
管
ヲ
重
ネ
用
ヒ
シ
題
術
也
。
然
ル
ー
ー
今
予
ガ
門
生
齋
藤
尙
中
、
 

精
要
算
法
ノ
內
チ
ニ
重
翦
管
ヲ
用
ヒ
テ
答
術
ヲ
得
タ
ル
題
ー
ー
ー
重
翦
管
ヲ
用
ヒ
テ
得
二
答
術-

至
極
簡
易
ノ
的
當
ヲ
求
メ
テ
予
ー
ー
吿

ル
。 

予
叉
其
理
ヲ
推
シ
廣
メ
テ
貫
通
シ
、
古
人
之
幾
重
モ
翦
管
ヲ
重
ネ
用
't
シ
者
稍
一
重
翦
管
ヲ
以
求
ニ
其
答
數
一
貫
逋
矩
合
ヲ
得
タ
リ
。 

依
テ
此
條
簡
易
ノ
答
術
ヲ
施
ス
。
其

本

予

ガ

功-
ー
ア
ラ
ズ
、
是
門
人
尙
中

ガ

エ

夫-
一
依
ル
也
。5

 -

カ

、
ル
簡
易
ノ
術
ノ
出
ル
所 

以
者
、
自
在
先
生
發
明
シ
・
テ
予
ガ
輩
一
一
傳
へ
給
フ
諸
約
混
ー
術
ノ
良
法
ヨ
リ
生
ズ
ル
者
也
。
是
ー
ー
ツ
キ
テ
モ
尊
敬
ス
ベ
キ
ハ
師
ノ
高 

恩
-
一
コ
ソ
。

書
中
の
六
ヶ
條
に
關
し
て
も
夫
々
本
文
中
に
說
く
所
が
あ
る
。

卽
ち

第
四
、

此
題
者
精
要
算
法
中
卷
第
二
十
六
一
ー
出
タ
リ
。

其
術
二
重
翦
管
ノ
術
ヲ
施
ス
。
然
-
一
予
ガ
門
生
齋
藤
尙
中
一
重
翦
管
ノ
術
ヲ 

求
メ
テ
予
ー
ー
吿

ル
。

其
術
少
シ
ク
長
文
ナ
ル
而
己
。
依
テ
改
メ
テ
約
ー
ー
ス
。

第
五
、

此
題
者
古
今
之
人
、

二
重
翦
管
ヲ
用
ヒ
來
レ
リ
。
今
以L

重
翦
管-

答
レ
之
也
。

第
六
、
如­
一
此
題
-'
以=

二
竿
一
計
レ
之
者
、
古
今
之
人
、

用=

三
重
翦
管
一
來
レ
リ
。
今
以-
二
重
翦
管
一
施
二
答
術
一
也
。 

第
七
、
如
二
此
題-

八
、

甲
乙
丙
丁
之
五
辭
ヲ
題
ス
者
、
古
今
之
人
、

四
重
翦
管
之
術
ヲ
施
ス
、
今
以
ー
ニ
重
翦
管-

答
レ
之
也
。 

第
八
、

此
題
者
下
學
算
法
一
ー
見
へ
タ
リ
。

此
條
世
人
四
重
翦
管
ノ
術
ヲ
施
、
今
以
ー
ニ
重
翦
管-

答
レ
之
。(

乃
題
中
、

不
“滿
一-
貯
丁
銀 

二
百
萬-
之
一
辭
者
無
用
也
、
故
省
レ
之
、
施
レ
術
。)

以
上
は
問
題
も
術
文
も
今
之
を
省
い
て
置
い
た
が
、
第
九
は
一
般
の
形
に
叙
述
さ
れ
て
居
る
か
ら
、

其
全
文
を
紹
介
し
よ
う
。 

第
九
。
今
有
レ
物
。

不"

知
一
一
其
原
數-
〇
以
二
種
々
之
減
數
各
若
干Y

別
々
累
一
一
減
之
—〇
其
餘
各
若
干
。

用
注
種
々
減
數
。
與
一-
其
餘
數Y

求
ー
一8
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科

學

史

硏
究 

第

七

號

.

ニ
ー 

原

數-

術
。(

乃
減
數
二
種
者
一
重
翦
管
。

三
種
者
二
重
翦
管
。

四
種
者
三
重
翦
管
。
逐
如­

此
隨
レ
增
一
一
減
數
亠
種Y

增
二
翦
管
一
重-
-O
而 

古
今
人
施--
答

術-

來

タ
リ
。)

然

ル
ー
ー
今
問
卞
雖
备

一
一
減
數
何
種Y

以
ー
ニ
重
翦
管Y

得
一
一
原
數-

逋
術
如
何
±〇 

術
日
。
各
其
餘
數
。
累
一
一
乘
他
減
數
-

〇
併
一
之
。

名

“
天
。
亦
各
他
減
數

而

己

累

乘

シ

テ

併

レ
之
。

名
”
左
。
別
一
一
減
數
各
累
乘
。

名

“ 

右

。
依
一-
剩
一
術
一
得
一
左
段

數

—〇
乘-

天
滿
レ
右
減
レ
之
。
得
一
一
原
數-

合
レ
問
。

此
題
意
と
術
文
と
を
算
式
に
飜
譯
す
る
と
き
は'
 
N

を
原
數
と
し
、

〇
を
減
製
、

ソ
を
餘
數
、

m

を
倍
數
と
す
れ
ば
、⑴

の

如

き"

個 

の
式
が
あ
る
と
き
、N

を

求
め
る
爲
め
に
、
古

來
"

の
數
に
隨
ひ
て
二
重
翦
管
、

三
重
翦
管
、
:
:

を
用
ひ 

て
解
い
た
の
で
あ
る
が
、
今

“
の
數
に
拘
ら
ず
一
重
翦
管
に
依
っ
て
之
を
處
理
し
よ
う
と
云
ふ
の
で
あ
り
、
 

其
爲
に
は
天
、
左
、
右
と
名
づ
く
る
諸
數
を
作
り
て
、

不
定
方
程
式⑵

を
構
成
し
、

左

段
數
卽
ち
め
の
整
數 

値,0

を
求
め
る
。

此
値
を
用
ひ
て⑶

を
作
れ
ば
、

其
結
果
は
原
數

”
を
得
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

此
題
術
を
揭
げ
た
上
で
、

次
の
注
意
が
あ
る
。

評
日
、
約
術
者
、

依
一
-
題
員

數i

得
二
變

數f

或
ハ
虛
數
ヲ
得
ル
コ
ト
ア
リ
。

コ
レ
約

術

ノ

常

變

也
。

故 

ー
ー
題
意
明
カ
シ
テ
、
宜
ク
應
一
一
題
辭
-

員
數
ヲ
求
メ
テ
算

用

ヲ
施
ス
ベ
キ
者

也
。

十

一

右
の
記
載
を
終
っ
た
後
に
、

次
の
跋
文
が
あ
る
。 

/
 
«

右
一
卷
訂
正
猶
未
タ
全
ク
訖
ラ
ス
。

時
一
一
公
私
務
赠
麋
シ
テ
荏
苒
暇
ヲ
得
ズ
。

然
ル
ー
一
先
生
ノ
忌
辰
近
ッ
キ
ヌ
。

因
テ
止
ム
コ
ト
・
ヲ 

•

得
ズ
、
恭
敬
ノ
意
盡
サ
ス
ト
イ
へ
ト
モ
、

姑
ク
淨
寫
シ
風
便

ー
ー
附
ス
ル
ノ.
ミ
。

暢
月
初
三 

'

弟

子

一
重
識

N—miat — rt （i =1,2, ••…n） （X） 
刀ら。2。3・• •・a% =天 

刀autV • • - aTih 左

€11〇2〇3 ……Ora =右・

左勿一右y=! 但）

Hx天一（右の倍數）=N （3）
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此
文
に
據
れ
ば
、

文
政
二
年

十
月
の
會
田
安
明
三
囘
忌
の
淺
草
建
稗
に
際
し
、
渡

邊

ー

は

「
謹
薦
算
法
」
を
撰
ん
で
奉
揭
し
た
け
れ
ど 

も
、

二
本
松
か
ら
之
を
送
っ
た
の
で
あ
り
、
自
ら
上
府
し
て
其
式
典
に
列
し
た
の
で
な
い
事
が
知
ら
れ
る
。

十
二 

文

政

二

年

十

月

の

「
謹
薦
算
法
」

に
も
、

又

「
點
竄
指
南
錄
評
判
」

に
も
累
重
翦
管
一
次
法
の
事
が
特
筆
さ
れ
て
居
り
、
前
者 

に
は
門
人
齋
藤
尙
中
が

二
重
翦
管
の
場
合
を
工
夫
し
た
に
就
い
て
渡
邊
が
更
に
多
重
の
場
合
を
一
次
の
適
用
で
一
般
に
行
は
れ
る
や
う
に 

し
た
ら
し
く
見
え
る
。
後
者
に
至

り

て
は
齋
藤
尙
中
の
名
前
は
擧
げ
て
な
い
。
全
く
渡
邊
一
人
の
創
意
ら
し
く
說

い
て
あ
る
。,

其
邊
の
實 

際
の
眞
相
は
今
俄
か
に
判

斷

し
易
く
な
い
や
う
で
も
あ
る
。

然
る
に
羽
州
山
形
に
於
て
は
齋
藤
が
渡
邊
の
門
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
な
い
し
、
翦
管
術
の
業
績
は
全
く
齋
藤
だ
け
の
も
の
と
信 

ぜ
ら
れ
、
齋
藤
の
歿
後
に
至

り

て

「
算
法
新
書
」
が
傳
っ
て
其
中
に
同
樣
の
算
法
が
有

る

の
を
見
て
憤
慨
し
た
の
哪
、

山
形
長
源
寺
に
碑 

を
建
て
る
動
機
に
な
っ
た
や
う
に
も
思

は
れ
る
。,

碑
文
に
其
創
意
が
記
さ
れ
て
居
る
。

「
增
修
日
本
數
學
史
」(

頁
六
一
九
〉

に 

特
-

累
約
翦
管
一
次
法
ノ
如

キ
、
先
者
ノ
未
ダ
爲
サ
ヾ
ル
所
ノ
モ
ノ
ナ
リ
。

と
あ
る
の
は
、
碑
文
に
據

っ
た
と
思
は
れ
る
。

碑
文
に
は

先
生
以
二
弘
化
紀
元-

終
一-
于
家-
〇
時
年
七
十
二
矣
。
嘗

謂
創
一-
開
約
累
翦
管
爲
一
次
之
法Y

以
奠
一
-
尊
師
碑
前Y

我
師
若
永
レ
世
。
則
其 

喜
可-

知
而
已
。

此
誠
千
歲
未
發
之
方
。

而
非
ー
ー
ー
當
世
凡
算
之
能
可
ー
ー企

及-

焉
。

呼
旭
山
之
深
用
ー
ー
心
於
斯
道
一
也
。

可"

謂"

至
矢
。 

と
說
く
。

業
績
中
の
此

一
事
の
み
が
特
に
說

い
て
あ
る
。

山
形
で
の
此
種
の
事
情
は
、
嘗
て
山
形
地
方
に
最
上
流
の
弘
布
し
傳
承
し
た
諸 

算
家
の
事
蹟
を
說
い
た
一
篇
中
に
記
し
て
置
い
た
。

其
中
に
は
渡
邊
と
の
關
係
に
は
說
き
及
ん
で
な
い
。

十

三

會

田

安

明

の

十
三
囘
忌
卽
ち
文
政
十
二
年
の
頃
に
齋
藤
尙
中
か
ら
師
卽
ち
渡
邊
へ
宛
て
た
書
狀
若
く
は
報
吿
の

一
通
が
あ
る
が
、
 

渡
邊
一
撰
點K
指
南
錄
評
判
の
著
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年

代(

三
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,
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科

學

史

硏

究
 

第

七
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 ヽ

一
四 

此
れ
は
齋
藤
尙
中
の
傳
記
資
料
と
し
て
も
面
白
く
、
渡
邊
と
の
關
係
を
も
明
白
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
之
を
示
す
こ
と
と
す
る
。 

「
齋
藤
繁
之
丞
尙
中
施
術
」

と
題
せ
ら
れ
、
或

は

「
齋
藤
尙
中
草
稿
」

と
丄
た
の
も
あ
っ
て
、

次
の
如
く
見
え
る
。

ハ
ヶ
年
先
ー
ー
參
上
仕
、
其
秋
ヨ
リ
最
上
流
ノ
算

術

弘

ノ
カ
メ
最
上
山
形
中
所
々
不
殘

指
南
仕
候

處

二
ケ
年
餘
、
其
後
庄
內
鶴
ヶ
岡
並 

酒
田
近
村
不
殘
指
南
仕
候
處

二
ケ
年
餘
、
其
後
秋
田
御
城
下
並
仙

北

ヲ
指
南
仕
帳
處
二
ケ
年
餘
、
津
輕

南

部

一
ケ
年
餘
指
南
仕
、
晝 

夜
怠
ナ
ク
問
答
仕
候
處

、

一
度
モ
不
覺
ヲ
不

取
、
是
レ
モ
〇
先
生
ノ
御
影
故
誠
ー
ー
難
在
奉
存
候
。

四
年
先
秋
田
ヨ
リ
書
札
並
算
題

三 

ヶ
條
差
上
候
外
、

御
紙
面
モ
指
上
不
申
候
。

不

便

宜

ノ
處
ー
ー
罷
在
候
間
、
眞
平
御
免
被
下
度
奉
希
候
。
是
レ
モ
最
上
流
算
術
弘
メ
ノ 

タ
メ
ト
御
指
引
被

下
、
御
有
免
被
下
候

ハ
、
難
在
奉
存
候
。

所
々
指
南
仕
候
處
、
仙
臺

城
下
ー
ー
ハ
下
手
算
ノ
人
斗

リ
-
一
テ
取

ル
ー
ー
タ
ラ
ス
、

一
關
近
村
ー
ー
千
葉
勇
七
ト
申
者
御
坐
候
、
彼
レ
ハ
少 

々

諸

術-
一
心
得
ア
ル
者
一
一
候
。

彼

者

ヨ
リ
參
ル
所

ノ
問
算
最

初

ー
ニ
ー
問
、

次
ー
ー
三
問
參
り
、
皆
答
術

ヲ
戾
返
候
。

此
方
ヨ
リ
ニ
度
ー
ー 

五
問
遣
ス
處
、

ニ
問
ノ
答
術
ハ
戾
リ
候
得
共
、
後
三
問

ノ
答

ハ

只
今
ー
ー
カ
イ
ラ
ス
候
。

最
上
山
形
ハ
〇
自
在
先
生
ノ
生

請(
0

生
誕
地
の
意)

御
坐
候
得
共
、

下
手
算
人
斗
リ
ー
ー
テ
算
題
問
答
ス
ル
人
ハ
ー
人
モ
無
御
坐
候
。 

庄
內

ーー〇
自

在

先

生

門

人

=-
庄
司
津
藏
(

〇
實
は
伴
藏)

ト
申
者
御
坐
候
。

此
人

八
名
ヨ
リ
至
テ
下
手
算
人
故
、
問

答

ー
ー
モ
不
及
候
。 

(

度

々
出
會)

。

秋
田
ー
ー
會
澤
金
之
丞
申
者
ア
リ
、

彼
レ
モ
庄
司
津
藏

(
0

實
は
伴
藏)

位

ノ
下
手
算
ー
一
テ
掛

合
-
一
モ
及
程
ノ
算
者
ー
ー
無
御
坐
候
。 

庄
內
羽
黑
山
社
ー
ー
其
地
門
人
算
額
捧
二 

秋
田
御
城
下
門
人
寺
內
古
四
玉
社
捧
ー

起
元
ヲ
搜
ル
算
題
ハ
截
段
術
〇
剩
一
術
〇
歉
一
術〇

增
約
術
〇
翦
管
逋
術〇

整
數
術
〇
招
差
術
〇
鉤
股
變
換
術
。

予
撰
算
題
候
。
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增
補
仕
候
算
題
ハ
角
術
二
卷
ヲ
五
卷
ー
ー
增
補(

紙
數
百
ハ
十
程)

。

綴
術
增
補
マ
テ
六
卷
ー
ー
仕
候
。(

縄
數
二
百
二
十
枚
餘)

。
是

レ
(

平
方
、
立
方
、

三
乘)

ヨ
リ
次
第
。 

算
法
稽
古
大
全
ノ
起
元
不
殘
探
リ
申
候
。
撰

人
ハ
松
岡
良
助
、

此
人
八
上
手
ノ
窮

者
ー
ー
ハ
無
御
坐
候
。 

神
壁
算
法
ノ
起
元
殘
ラ
ス
探
リ
申
候
。
是
レ
モ
珍
敷
算
題
モ
見
得
不
申
、
漸
±

ニ
ケ
條
斗
リ
算
題
ハ
少
シ
六
ヶ
敷
候
。 

拾
磯
算
法
フ
起
元
ハ
不
殘
ト
ハ
申
セ
ト
・
モ
、

只
今
ー
ー
算
題
七
ヶ
條
ヲ
殘
シ
申
候
。

近
々
ハ
是
レ
ヲ
モ
湧
シ
間
數
候
。 

古
今
逋
ラ
ン
算
題
ノ
起
元
ハ
下
卷
ヲ
七
分
斗
リ
圖
解
ヲ
探
リ
申
候
。

當
世
塵
劫
記
ノ
起
元
モ
探
リ
申
候
。

外
一
ー
申
上
ル
コ
ト
御
坐
候
得
共
略
”
之
。 

、 

以
上
は
文
政
十
二
年
ま
で
ハ
年
前
か
ら
の
齋
藤
尙
中
の
行
動
を
略
述
し
た
も
の
で
、
碑
文
に
文
政
七
年
初
め
て
山
形
に
到
る
と
あ
る 

の
と
は
稍
て
齟
齬
す
る
。

此
種
の
事
は
別
に
考
慮
を
要
す
る
で
あ
ら
う
。

十
四 

右
の
記
載
は
前
置
き
の
や
う
な
も
の
で
、

改

め

て

「
最
上
流
齋
藤>

之
丞
尙
中
述
」
と
署
し
て
、
諸
算
題
の
事
な
ど
說
く
。 

增
補
當
世
塵
劫
記
一
番
題
。
:

：

ヽ
 

-
■
 

■ 

(

自

在

先

生

の

術

の

通

り
で

は

云
こ:
:

不

足
-

ー
相
見
得
候
。

此
ノ
別
何
用
ー
ー
御
坐
候
哉
。

此
術
御
考
被
下
度
候
。 

此
術
予
撰
文
議
則
如"

左
。
:

： 

此
術
ハ
如
何
御
坐
候
哉
。

御
ラ
ン
被
下
度
候
。 

文
化
己
巳
六
月
奉
納
。

郡

LII-
住
橋
本
寅
治
郞
直
信
。

:
:

予
撰
文
。

評
日
、
奉
納
ノ
文
義
ヲ
見
レ
ハ
予
撰
ル
處
ノ
文
義
ト
ハ
相
違
ナ
リ
。

此
ノ
別
ハ
如
何
御
坐
候
。
額
奉
納
ノ
砌
ハ
定
テ 

渡
邊
一
撰
點
竄
指
南
錄
評
判
の
著
作
年

代

-'
二
上)
 

・

一

五

，

$5
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史
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一
六

御

相

談

モ
可
在
之
存
候
。
然
ル
御
改
無
御
坐
候
テ
ハ
不
宜
候
。

以
上
の
如
く
自
撰
の
術
な
ど
適
否
如
何
を
見
て
吳
れ
よ
と
も
請
求
す
れ
ば
、

又
橋
本
直
信
の
算
額
に
就
い
て
は
原
術
文
と
自
分
で
試
み 

て
見
た
術
文
と
に
相
違
が
あ
っ
て
、
橋
本
の
術
は
良
く
な
い
や
う
だ
が
、
門
人
の.
奉
額
に
は
定
め
て
相
談
も
あ
っ
た
事
だ
ら
う
か
ら
、

間 

違
が
あ
っ
て
は
先
生
の
責
任
で
ム
る
ぞ
と
注
意
も
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

十

五

此
れ
か
ら
翦
管
術
に
關
す
る
算
題
の
事
が
見
え
、
今
日
の
と
こ
ろ
注
意
を
要
す
る
も
の
が
あ
る
。

精
要
算
法
翦
管
術
迂
遠
ナ
リ
。

故
ー
ー
改
之

と
云
ひ
て
若
干
の
問
題
を
擧
げ
、

改
正
術
を
記
し
て
居
る
の
は
、

凡
て
一
次
翦
管
を
使
用
す
る
。

一
問
に
つ
き
て

評
日
、*

算
題
ハ
精
要
算
法
中
卷
第
九
問
也
。
本
書
ハ
初®

ー
、
後
剩
一
ヲ
用
ル
也
。
此
術
甚
誤
也
。

予
力
見
立
ノ
術
ー
ー
シ
テ
ハ
剩 

一
法
一
度
ヲ
用
テ
同
高
元
銀
ヲ
得
ル
ナ
リ
。

此

題

ハ
自
在
先
生
病
題
ト
云
也
。

其
意
八
甲
ノ
元
利
和
銀
三
十
二
煤
宛
包
八
余

二
十
ハ
煤
ハ
分
ト
云
ヲ
棄
テ
モ
得
同
高
元
銀
也
。X

 

用
之

ト
キ
ハ
乙
ノ
元
利
利
銀
二
十
二
煤
宛
包
八
、
余
二
勿
五
分
ヲ
棄
テ
モ
得
同
高
元
銀
也
。

算
論
ノ
如
ソ
病
題
ナ
レ
ト
モ
、
所
問
數
皆
用
レ
ト
モ
、
予
カ
術
ノ
如
ク
ー
ー
シ
テ
ハ
剩
一
法.
一
度
用
ル
ト
キ
ハ
捷
一
ー
得
一
一
高
元
銀-

也
。 

故
ー
ー
本

書

ノ

術

ハ
不
宜
也
。

此
種
の
問

題

に
つ
き
猶
類
似
の
事
を
猶
べ\

・
要
す
る
に
剩
一
術
を
二
度
使
用
す
る
に
は
及
ば
ず
一
度
の
適
用
で
事
足
る
と
云
ふ
の
で
あ 

る
。
・

續
い
て
翦
管
法
通
術
と
題
し
て
、
「
今
有
レ
物
不"

知
一
一
醫1

:

」

と
云
ふ
數
ヶ
條
の
算
題
を
示
し
、

凡
て
剩

一

術

一
度
の
適
用
で
處
理
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し
て
居
る
。

十
六 

次
に
圖
形
關
係
の
算
題
な
ど
も
記
さ
れ
、

側
圓
周
や
弧
背
を
級
數
で
示
し
た
も
の
な
ど
も
あ
る
。

そ
れ
か
ら
次
の
如
く
述
べ
て 

居
る
。此

外
-

ー
立
方
以
上
天
元
術
ヲ
以
テ
所S

得
之
自
問
自
答
自
術
二
百
餘
條
、

又
指
上
候
算
題
ヨ
リ
少
シ
次
ナ
ル
處
ハ
九
百
餘
問
ヲ
考
申 

候
。

豈
撰
書
三
十
卷
程
選
申
候
。

文
政
九
年
仙
臺
住
笈
川
要
人
ト
申
者
古
今
算
學
人
角
力
番
付
ヲ
出
ス
。
其
大
關
ヲ
見
ル
ー
ー
、〇

自
在
先
生
八
大
關
ナ
リ
。
是
ハ
尤
ノ 

コF

ナ
ル
ベ
シ
。
其
外
一
ー
不
レ
及"

聞
算
者
、
借
ハ
書
板
一
ー
及
“
聞
人
モ
在
“
之
候
。

其
內

一
ー
名
人
ト
ハ
云
レ
間
布
人
ヲ
名
人
ト
書
、
如 

一
此
依
怙
最®

ナ
ル
板
付
、
其
儘
指
置
レ
候
テ
ハ
宜
シ
カ
ル
マ
シ
ク
ド
奉
存
候
。

其

譯

八

先

生

公
上
段
ノ

五
人
目
、

其
上
日
下
貞
八 

郞
ア
リ
。
此
人
ハ
先
生
ノ
上
一
ー
居
ル
人
ー
ー
非
ラ
ズ
。
此
儀
八
如
何
御
坐
候
哉
。

文
遠
國
ノ
算
師
ハ
存
セ
ス
、
仙
臺
八
生
國
故
ー
ー
遠
藤 

右
門
事
ハ
委
ク
存
候
。
此
人
二
段
ノ
三
枚
目
ー
ー
出
ル
。

此
人
ハ
算
至
テ
下
手
ー
ー
テ
五
段
位
ノ
所-
一
居
人
ナ
リ
。

艾
舟
山
氏
ハ
ト
ル
ー
一 

タ
ラ
ス
。

千
葉
勇
七
八
尤
二
段
位
ノ
所
ハ
佳
ナ
ル
ベ
シ
。
如"

此
相
違
ナ
リ
。

此

れ

は

「
古
今
名
人
算
者
鑑
」

の
一
枚
摺
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
文
政
九
年
丙
戌
仲
春
發
兌
、
仙
臺
住
及
川
氏
藏
と
あ
る
。
右
側
上
段
に 

日
下
貞
ハ
郞
誠
あ
り
、

一
ニ
二
人
を
距
て'

渡

邊

治

右

衞

門

」
の
名
が
あ
るC 

■ 

十

七

其

續

き

は

次

の

通

り

で

あ

るC

予
指
上
候
百
ヶ
條
の
算
題
は
點
竄
指
南
、

文
算
法
稽
古
大
全
、

叉
點
竄
錄
、
神
壁
算
法
、
學
海
算
法
杯
ヨ
リ
ハ
宜
イ
カ
ト
存
候
。
又 

精
要
算
法
ノ
容
術
ー
ー
競
テ
モ
增
カ
ト
存
候
。
豈
此
書
ノ
內
若
シ
不
シ
宜
所
モ
御
坐
候
ハ
、
補
レ
之
東
都
自
在
先
生
御
佛
前
ー
ー
捧
ヶ
被 

渡
邊
一
撰
點
竄
指
南
錄
評
判
の
著
作
年
代(

三
上)
 

一
七
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・
一
八

レ
下
度
候
用
ー
ー
奉
希
候
。

指
上
候
處
ノ
算
題
モ
解
ヲ
見
出
次
第
一
一
書
撰
候
間
前
後
ア
ッ
テ
題
ノ
居
所
モ
不"

宜
ナ
リ
。

此
段
ハ
御
不
肖
被
レ
下
度
候
。

色
々
强
語
申
上
候
段
眞
平
御
免
被
下
度
候
。

當
十
月
自
在
先
生
ノ
十
三
囘
忌
ノ
參
拜
ヲ
イ
タ
サ
ン
ト
秋
田
庄
內

ヨ
リ
段
々
罷
登
リ
候
處
、
病
氣
ー
ー
テ
十
月
二
十
日
山
形
迄
罷
越
候 

處
、
迎
モ
廿
六
日
ノ
間
工
合
不
“
申
、

乍
“
思
延
引
仕
、
然
處
山
形
門
人
擧
テ
指
留
候
故
、.
無
レ
據
モ
御
見
舞
不
仕
候
、
來

春
罷
上
り 

緩

々

世

中

ノ

噂'y

可
申
上
候
。 

旭
山 

十
八 

齋
藤
繁
之
丞
尙
中
號
旭
山
が
報
じ
た
以
上
の
ー
篇
は
宛
名
も
な
く
年
月
日
も
な
い
。
け
ね
ど
も
自
在
先
生
十
三
囘
忌
云
々
と
あ 

る
か
ら
文
政
十
二
年
の
作
と
知
ら
れ
る
。
之
を
送
ら
れ
た
の
が
渡
邊
ー
で
あ
る
こ
と
は
、
師
弟
の
關
係
が
記
さ
れ
て
居
る
の
と
、
算
者
鑑 

に
渡
邊
の
上
に
日
下
の
名
あ
る
の
が
書
中
の
記
載
と
連
絡
の
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
推
察
さ
れ
る
。
「
謹
薦
算
法
」
に
於
て
渡
邊
は
齋
藤
尙 

中
を
門
生
と
呼
ん
で
居
る
が
、
「
齋
藤
尙
中
施
術
」
の
所
載
と
相
俟
っ
て
、
尙
中
が
渡
邊
を
師
と
し
た
の
は
事
實
と
認
め
ら
れ
る
。 

文
政
十
二
年
の
書
狀
に
ハ
年
以
前
と
云
ふ
の
は
、

文
政
五
年
を
指
す
の
で
あ
ら
う
。
同
年
尙
中
は
二
本
松
に
渡
邊
を
訪
う
て
、
其
れ
か 

ら
十
二
年
十
月
ま
で
に
は
再
び
訪
う
た
事
が
な
い
。
四
年
以
前
卽
ち
文
政
九
年
に
書
狀
を
送
っ
て
か
ら
は
、
逋
信
も
し
て
居
な
い
。 

ハ
年
以
前
の
秋
よ
り
最
上
山
形
中
の
所
々
を
二
年
餘
も
指
南
し
・
そ
れ
か
ら
他
所
を
指
南
し
た
や
う
に
記
し
て
あ
る
が
、

山
形
長
源
寺 

の
齋
藤
尙
中
碑
文
に
は
、
尙
中
が
文
政
七
年
に
始
め
て
山
形
へ
來
て
指
南
し
た
と
見
え
る
。
山

形

の

所

《
殘
ら
ず
と
云
ふ
の
は
、

山
形
藩 

領
の
所
々
と
云
ふ
の
で
あ
ら
う
か
ら
、
其
二
ケ
年
餘
の
間
の
終
り
か
終
り
に
近
く
山
形
の
市
內
で
指
南
を
始
め
た
も
の
ら
し
い
。
且
つ
市 

內
に
は
長
ら
く
滯
在
敎
授
し
た
の
で
も
な
い
の
で
あ
ら
う
。
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羽
州
に
於
け
る
齋
藤
尙
中
の
行
動
で
現
に
知
ら
れ
た
の
は
、
文
化
十
四
年
四
月
ハ
日
、
秋
田
郡
寺
內
村
小
四
王
社
へ
の
奉

額

に

「
去
秋 

土
崎
に
寓
し
云
尢
、
仙
城
齋
藤
旭
山
」

と
あ
る
の
が
最
も
古
く
、

次
は
庄
內
大
山
の
算
家
が
文
政
元
年
ハ
月
、

大
山
算
學
中
と
し
て
槁
尾 

神
社
へ
奉
納
し
た
算
額
は
、
額
面
に
は
記
し
て
な
い
が
、
他
の
書
類
に
旭
山
門
人
と
見
え
て
居
る
、

文
政
六
年
五
月
に
は
松
山
藩
(

今
の 

松
嶺

町)

あ
た
り
の
諸
門
人

二
十
二
名
の
羽
黑
山
奉
額
が
あ
る
。.
文
政
十
三
年
三
月
に
は
山
形
の
鳥
海
月
山
兩
所
宮
へ
門
人
が
算
額
を
奉 

納
し
、

同
年
角
館
へ
其
地
方
の
門
人
の
奉
納
も
あ
っ
た
。

然
ら
ば
文
化
十
三
四
年
か
ら
文
政
元
年
の
頃
に
掛
け
て
、

秋
田
邊
か
ら
庄
內
地
方
に
亙
っ
て
敎
授
し
て
居
た
の
で
あ
り
、

又
文
政
七
年 

に
山
形
の
市
內
で
敎
授
を
始
め
た
前
年
に
も
松
山
藩
か
ら
庄
內
邊
の
弟
子
が
算
額
を
奉
納
し
た
と
云
ふ
の
は
、
其
頃
に
山
形
領
內
で
の
み 

指
南
し
た
も
の
で
も
な
い
の
で
あ
ら
う
。

ハ
年
以
前
か
ら
某
地
で
何
年
な
ど
云
ふ
の
は
、

必
ず
し
も
其
順
序
に
其
年
限
を
費
や
し
た
譯
で 

も
あ
る
ま
い
。

文
政
十
二
年
十
月
會
田
安
明
の
十
三
囘
忌
に
際
し
て
は
、

秋
田
庄
內
よ
り
段
ん
罷
登
っ
て
、
山
形
に
至

,
り
、
病
氣
で
間
に
合
は
ず
、

山 

形
の
門
人
等
に
引
留
め
ら
れ
た
と
云
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、

秋
田
か
ら
出
て
來
る
途
中
で
も
諸
所
を
經
廻
っ
て
居
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

十 

月
の
二
十
日
に
山
形
へ
着
い
て
、

翌

十
三
年
三
月
に
：

H
形
の
門
人
が
同
所
の
兩
刖
宮
へ
奉
額
し
た
の
は
、
其
頃
ま
で
尙
中
が
滯
在
し
て
居 

て
の
事
と
思

は
れ
る
。

十
九 

「
齋
藤
尙
中
施
術
」

中
の
翦
管
術
に
關
す
る
報
道
は
、
實
は
不
思
議
な
や
う
に
も
思
は
れ
る
。
其
事
項
は
尙
中

の

創

意

と

稱

せ. 

ら
れ
、
裨

文

に
も
其
事
を
特
筆
し
て
あ
る
し
、

文
政
二
年
の
會
田
安
明
三
囘
忌
の
建
碑
に
奉
獻
し
た
と
云
ふ
も
の
で
あ
る
。
其
建
碑
に
當 

っ
て
は
渡
邊
一
も
亦

「
謹
薦
算
法
」
を
作
っ
て
、
之
を
奉
獻
し
た
。
同
書
に
は
前
に
も
說
く
如
く
、

九
ケ
條
の
中
の
六
ヶ
條
は
累
重
翦
管 

渡

邊

一
撰
點
竄
指
南
錄
評
判
の
著
作
年
代(

三
上)
 

• 

L

九

89
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ー
 

ニ
〇 

一
次
法
に
關
す
る
。
さ
う
し
て
門
生
齋
藤
尙
中
が

二
重
翦

管

の

題

を

一
重
翦
管
で
處
理
す

る
こ
と
を
工
夫
し
た
の
で
、.
之
を
推
し
擴

め

て 

何
重
の
場

合

で

も

一
般
に
一
重
翦
管
で
解
け
る
や
う
に
し
た
と
言
っ
て
あ
る
。
尙
中
が

奉
獻
し
た
と

云
ふ

の
は

「
謹
薦
算
法
」
ゐ

中

に
さ 

う
言
っ
て
あ
る
事
の
意
で
あ
ら
う
か
。

そ
れ
と
も
之
と
は
別
に
尙
中
撰
の
算
題
だ
け
の
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
其
邊
の
事
は
明 

か
で
な
い
。

「
點
竄
指
南
錄
評
判
」

に
至
っ
て
は
、

同
じ
算
法
を
渡
邊
自
身
の
創
意
の
や
う
に
主
張
し
、
齋
藤
尙
中
の
名
前
も
言
っ
て
な
い
。
場
合 

に
依
っ
て
は
渡
邊
の
創
意
で
あ
る
の
を
、
其

一
部
分
を
門
生
齋
藤
の
工
夫
と
稱

し

て

「
謹
薦
算
法
」

に
記
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
算
家 

の
間
に
は
さ
う
し
た
事
も
往
々
有
っ
た
や
う
で
あ
る
。

「
齋
藤
尙
中
施
術
」
は

明

ら

か

に

「
謹
薦
算
法
」

よ

り

も

「
點
竄
指
南
錄
評
判
」

よ
り
も
後
出
の
書
で
あ
る
。
然
る
に
此
兩
書
に
載
せ 

ら
れ
た
累
重
翦

管

一
次
法
の
題
術
を
幾
ヶ
條
も
說
述
し
て
渡
邊
へ
報
じ
て
居
る
の
で
あ
る
。
尙
中
は
今
言
ふ
渡
邊
の
兩
書
の
事
は
知
ら
な 

か
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
怪
し
め
ば
怪
し
い
と
も
云
は
れ
よ
う
。
而
も
文
政
十
二
年
に
於
て
尙
中
が
其
算
法
に
通
じ
て
居
た
こ
と
は
、

此 

あ
る
が
故
に
極
め
て
明
ら
か
で
あ
る
し
、
山
形
に
於
け
る
尙
中
門
下
の
連
中
も
亦
之
を
尙
中
の
工
夫
と
し
て
知
っ
て
居
た
の
で
あ
る
。 

山
形
の
諸
算

家

は

渡

邊

の

「
謹
薦
算
法
」

の
如
き
は
見
て
居
な
か
っ
た
ら
し
く
、
渡
邊
と
齋
藤
と
の
關
係
に
就
い
て
も
知
る
所
は

な
か
っ 

た
や
う
に
も
思
は
れ
る
。

之
に
就
い
て
は
一
層
深
く
探
索
す
べ
き
手
掛
り
が
な
い
。

二
十 

「
點
竄
指
南
錄
評
判
」

に
は
上
述
の
累
重
翦

管

一
次
法
の
所
載
が
あ
る
。

同

法

は

「
謹
薦
算
法
」
を
作
っ
て
之
を
載
せ
、

文

政

二 

年
十
月
の
建
碑
の
時
に
奉
獻
し
た
も
の
で
あ
るa

旣
に
前
出
の
著
述
に
載
せ
て
あ
る
も
の
な
ら.
、
奉
獻
に
は
差
控

へ
ら
れ
た
ら
う
と
も
思

9〇



は
れ
る
。
「
評
判
」
が
文
化
ハ
年
の
作
で
あ
れ
ば
、

文

政

二

年

の

「
謹
薦
算
法
」

に
は
其
術
は
載
せ
ら
れ
な
い
筈
な
の
に
載
せ
て
あ
る
の
は
、 

「
評
判
」
が
建
碑
の
時
よ
り
後
の
作
と
云
ふ
事
に
な
ら
う
。

現

に

同

書

中

に

は

「
謹
薦
算
法
」

云
々
と
も
言
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。 

二

十

一

「
評
判
」
の
書
が
文
化
ハ
年
よ
り
も
後
の
作
で
あ
る
こ
と
は
、
書
中
に
渡
邊
の
門
人
丹
野
直
信
の
算
額
を
擧
げ
、
直
信
の
物
故 

し
た
こ
と
を
も
附
記
さ
れ
て
居
る
こ
と
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
。

・

安

積

郡

本

宮

驛

觀

世

音

堂

へ

・
 

最
上
流
直
傳
渡
邊
一
門
人 

文
化
三
丙
寅
年
二
月 

當

國

安

積

住

橋

本

虎

次

郞

直

信 

ゐ
奉
納
し
た
算
額
は
、

五
年
を
經
て
文
化
七
年
三
月
觀
音
堂
の
炎
上
で
燒
失
し
た
が
、
直
信
は
後
に
丹
野
九
內
と
改
名
し
東
都
へ
出
て
算 

術
指
南
を
家
業
と
し
て
居
た
と
こ
ろ
、

文
化
十
二
年
五
月
十
七
日
三
十
四
歲
で
歿
し
た
。

此
事
が
書
中
に
記
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。 

二
十
二 

「
評
判
」

の
自
序
に
孫
子
三
人
が
も
ぐ
れ
て
晝
間
に
は
書
く
こ
と
な
ど
出
來
な
い
と
あ
る
が
、

文
化
ハ
年
四
十
五
歲

の
頃
に 

果
し
て
さ
う
云
ふ
事
情
が
あ
っ
た
ら
う
か
。

幸
に
其
時
代
に
於
て
は
渡
邊
か
ら
會
田
安
明
へ
送
っ
た
書
狀
約
ハ
十
通
雄
會
田
が
寫
し
て
置 

い

た

「
渡
邊
氏
文
通
」

二
册
が
あ
り
、

中
に
は
前
後
し
て
綴
ぢ
ら
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

私
は
一
々
其
內
容
を
調
査
し
て
年
月
を
定
め 

て
置
い
た
。
之
に
依
れ
ば
其
數
年
間
に
於
け
る
渡
邊
の
動
靜
が
よ
く
判
る
。

番
號
は
元
の
順
序
の
儘
に
命
じ
て
置
い
た
。 

十
一
號
、

文
卷
五
年
ハ
月
七
日
、
妻
の
七
七
日
佛
事
云k

。

十
六
號
、

六
年
正
月
十
日
、
悴
算
作
砲
術
に
て
二
人
扶
持
、
名
人
へ
入
門
さ
せ
た
い
。

二
十
號
、

五
月
十
日
、
後
妻
大
內
氏
。

二
十
六
號
、

七
年
正
月
十
日
、
悴
算
作
砲
術
上
達
。 

• 

渡
邊
一
撰
點
竄
指
南
錄
評
判
の
著
作
年
代(

三
上)
 

ー
ニ
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科

學

史

硏

究
 

第

七

號
 

' 

ニ
ニ 

七
十
一
號
、

ハ
年

四
月
七
日
、
悴
出
府
に
付
大
急
用
、
悴
未
分
儀
當
未

五
月
よ
り
戌
五
月
迄
滿
三
ヶ
年
願
叶
、
牛
込
渡
邊
庄
次
郞
へ
罷 

出

。(

未
分
は
算
作
の
改
名
」
。 

• 

七
十
二
號
、

五
月
十
日
、
當
月
朔
日
女
子
出
生
。

七
十
三
號
、

六
月
七
日
、
悴
未
分
出
發
延
引
。

七
十
四
號
、

七
月
、
悴
未
分
來
廿
三
日
江
戶
屋
敷
着
。

ハ
十
一
號
「

九
年
二
月
十
日
、
佐
久
間
額
は
舊
臘
よ
り
妻
不
快
に
て
延
引
。

六
十
五
號
、

四
月
七
日
、
妻
大
病
、
去
年
生
の
女
子
も
あ
り
、
悴
未
分
は
居
ら
ず
、
自
分
一
人
に
て:

： 

四
十
號
、
七
月
七
日
、
去
冬
よ
り
妻
相
煩
、
朝
夕
飯
杯
、

子
供
世
話
等
、

私

一
人
に
て
化

:ゝ
:

悴
未
分
居
ら
ず
私
一
人
に
て
病
人
小

供
相
手
仕
。

四
十
七
號
、

十
年
三
月
七
日
、
妻
去
々
年
よ
り
長
病
、

一
月
九
日
よ
り
親
里
指
遣

、
全
怏
す
ま
じ
、

當
時
十
二
歲
男
子
、

七
歲
と
三
歲 

女
子
、

三
人
あ
り
、
甚
だ
困
る
。 

・
 

四
十
ハ
號

、
四
月
七
日
、
妻
去

月

十

一
日
死
去
。

文
化
五
年
か
ら
十
年
ま
で
の
渡

邊

一
の
家
庭
の
事
情
は
、

此
れ
だ
け
の
抄

出
で

略*

了
解
さ
れ
る
が
、

十
年
に
十
二
歲
、

七
歲
、

三
歲 

の
兒
あ
り
、

ハ
年
に
は
十
歲
を
頭
に
當
歲
ま
で
三
人
の
子
供
は
あ
っ
た
。
併
し
悴
の
算
作
改
未
分
に
は
未
だ
妻
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、
從 

っ
て
孫
は
居
な
い
。

故

に

「
評
判
」

に
十
歲
以
下
の
孫
子
三
人
云
々
と
云
ふ
の
と
は
稍e

異
な
る
。

「
評
判
」

の
遠
藤
筆
寫
本
の
自

序

姜

化

ハ
未
年
と
し
て
も
孫
子
は
な
い
筈
で
あ
り
、

同
九
申
年
と
す
れ
ば
十
一
歲
を
頭
に
三
兒
あ
る
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こ
と
に
な
る

〇

他
の
寫
本
の
自
序
文
政
八
酉
年
で
は
、
渡
邊
に
は
十
歲
以
下
の
兒
子
は
な
か
っ
た
と
思
ふ
。
墓
誌
文
に
依
る
に
、

次
に
迎
へ
た
第
三
の 

妻
に
は
子
な
し
と
あ
る
。

十
歲
以
下
の
孫
子
三
人
は
悴
未
分
の
兒
子
で
あ
ら
う
。

文
政
ハ
年
な
ら
ば
五
十
九
歲
で
あ
る
か
ら
、

老
た
り
と
言
ふ
の
も
首
肯
さ
れ
る
が
、

文
化
ハ
年
四
十
五
歲
の
頃
で
は
稍
・
該
當
せ
ぬ
。 

更
に
諸
書
狀
に
は
著
述
の
事
も
屢M

見
え
て
居
る
が
、
「
點
竄
指
南
錄
評
判
」
著
作
の
事
は
見
え
な
い
。

文
化
ハ
年
や
九
年
に
此
書
の
著 

作
さ
れ
て
居
な
か
っ
た
事
は
、

此
れ
か
ら
も
明
瞭
に
判
斷
し
得
ら
れ
る
。

二

十

三

右

の

如

き

事

情

で

あ

る

か

ら

、
「
評
判
」
の
書
は
遠
藤
筆
寫
本
の
文
化
ハ
申
の
と
し
六
月
と
云
ふ
自
序
の
年
月
の
正
し
か
ら
ず
、
 

從
っ
て
他
本
の
文
政
八
酉
七
月
と
あ
る
の
が
正
し
い
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
遠
藤
筆
寫
本
は
何
う
し
て
年
月
を
誤
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
。

單
な
る
推
測
で
は
あ
る
が
、
遠

藤

利

貞

は

「
點
竄
指
甫
錄
」
に
文 

化
七
年
の
自
序
が
あ
る
の
で
、
之
を
同
年
著
作
の
書
な
り
と
信
じ
、

他
の
序
文
等
に
十
一
年
十
二
年
の
年
紀
の
あ
る
も
の
な
ど
を
無
視
し 

た
の
で
あ
る
。
從
っ
て
刊
行
の
年
時
を
ば
考
へ
も
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

是

に

於

て

「
評
判
」

に
文
政
ハ
酉
年
の
自
序
が
あ
る
の
は
、
餘
り
に
年
時
を
後
れ
た
も
の
の
や
う
に
思
は
れ
た
で
あ
ら
う
。

故

に

武

範 

的
に
誤
寫
で
あ
ら
う
と
考
へ
、

文
化
ハ
年
と
書
き
改
め
た
が
、
文
化
ハ
年
は
未
の
年
で
あ
る
の
を
、
粗
忽
に
も
次
年
の
申
の
年
と
見
誤
り 

て
文
化
ハ
申
と
し
と
し
た
の
で
な
い
か
と
思
ふ
。
筆
寫
に
際
し
て
書
き
改
め
た
も
の
に
違
ひ
な
か
ら
う
と
思
は
れ
る
。 

遠
藤
は
他
に
も
寫
本
類
の
筆
寫
に
當
り
勝
手
に
書
き
改
め
る
や
う
な
事
は
往
々
之
を
試
み
ら
れ
た
事
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

二
十
四 

大
正
十
三
年
四
月
六
日
戶
田
廣
胖
の
百
囘
忌
に
際
し
て
長
澤
龜
之
助
、

岡
本
則
錄
の
連
名
で
祭
祀
の
文
を
草
し
、

文
岡
本
則 

渡
邊
一
撰
點
竄
指
南
錄
評
判
の
著
作
年
代(

三
上)
 

二
三
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科

學

史

硏
究 

第

七

號
 

二
四 

錄

誌

の

「戶
田
廣
胖
先
生
著
書
槪
目
」
を
作
っ
て
、
後

裔
戶
田
勇
之
助
に
呈
し
た
こ
と
が
あ
る
。
戶
田
廣
胖
は
即
ち
坂
部
廣
胖
に
し
，て
、
 

一
時
坂
部
を
稱

し
た
の
で
あ
る
。

其
文
中
に
次
の
一
節
が
あ
る
。

ー
 

算
法
點
竄
指
南
錄
。
初
編
三
册
。
小
子
所
藏
。
文
化
十

三

年

上

梓

發
行
。

本

書

ハ
全
部
五
編
十
五
册

ーーシ
テ
、
每
編

三
册
ナ
リ
。
今
初
編
三
册
發
行

ア
リ
。
但
シ
其
內
容
ノ
若
干
節

ハ
文
化
七
年
頃
一
一
成
リ
シ 

モ
ノ

、
如
シ
。

〇

二
編
以
下
ハ
是
ヨ
リ
後
文
政
年

間

ー
ー
續
々
上
梓
ア
リ
シ
ト
云
ラ
。 

- 

記
述
の
樣
式
は
多
少
之
を
改
め
、

又
節
略
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
「
指
南
錄
」
刊
行
の
年
時
に
就
い
て
の
見
解
は
、

と
ヽ
に
明
瞭
に
現 

は
れ
て
居
る
。
盖
し
初
編
三
册
だ
け
の
本
に
文
化
十
三
年
の
刊

記
か
何
か
有
る
の
に
據

っ
た
所
說
の
や
う
に
思
は
れ
る
。 

書
中
の
側
圓
周
背
の
術
の
如
き
も
亦
文
化
七
年
に
所
載
の
形
式
に
成
立
し
て
居
た
か
は
疑
は
し
い
。

此

一
件
は
原
資
料
に
就
い
て
取
調
べ
た
の
で
も
な
い
が
、

上

述

の

「
指
南
錄
評
判
」

の
書
が
文
化
ハ
年
の
撰
で
あ
る
ま
い
と
云
ふ
私
の 

見
解
を
補
足
す
べ
き
一
個
の
根
據
と
な
り
得
べ
き
で
あ
ら
う
。

同
じ
坂
部
廣
胖
撰

の

「
海
路
安
心
錄
」

に

は

序

文

に

「
文
化
十
三
年
歲
在
丙
子
三
月
坂
部
廣
胖

記
」

と
あ
り
、

卷
尾

に

「
開
式
新
法
」 

以
下
六
種
の
書
を
二
段
に
列
記
し
て
、

次

に

「
文
化
十
三
丙
子
冬
十
月
刻
成
」

と
あ
る
刊
記
が
あ
る
。

中

に

「
五
明
算
法
」

二

册

.？>

あ
り
、
 

又

「
點
竄
指
南
錄
、

全
部
十
五
本
、
初
編
三
册
出
來
」

と
あ
る
か
ら
、

文
化
十
三
年
十
月
に
は
此
初
編
三
册
は
板
木
が
出
來
て
居
た
の
で 

あ
ら
う
。
「
五
明
算
法
」

二
册
と
云
へ
ば
其
前
編
で
あ
る
が
、

奧
に
文
化
十
一
年
三
月

發
行
と
記
す
。.
此
奧
附
の
刊

記

か

ら

は

「
指
南
錄 

初
編
」

三
册
が
文
化
十
三
年
十
月
以
前
、
何
年
何
月
頃
に
刊
刻
出
來
し
た
か
は
判
ら
な
い
や
う
で

あ
る
。

ノ
 

「
增
修
日
本
數
學
史
」(

頁
五
一
五
—

六)

に
市
瀨
惟
長
が
文
化
十

一

年

「
算
學
稽
古
大
全
別
術

一
條
」
を
著
は
し
て
、
其

一
ケ
條
の
算
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題

は

「
點
竄
指
南
錄
」

に
も
出
て
ゐ
る
が
、
其
兩
著
者
の
術
を
邪
術
或
は
迂
遠
な
り
と
非
難
し
た
旨
を
記
す
。
「
此
別
術
一
條
」
は
卷
尾
に 

文
化
十
一
甲
戍
年
十
二
月
廿
一
日
解
義
評
論
全
成
矣

最
上
流
直
傳 

愼
齋 

市
瀨
惟
長
再
識 

と
あ
る
。

但

し

此

書

中

に

は

「
關
流
五
傳
坂
部
勇
左
術
門
廣
胖
之
術
如
左
」

と
云
ふ
の
み
で
、
「
指
南
錢
」
の
所
載
と
も
何
と
も
書
い
て
は 

•

な
い
。
今

其

廣

胖

術

と

云

ふ

の

を

「
指
南
錄
」
第
百
七
十
二
條
の
術
文
と
比
較
す
る
に
、
算
式
も
行
文
も
同
じ
く
な
い
し
、
「
指
南
錄
」
に 

は

「
江
戶
關
口
水
道
町
住
、
門
人
石
井
善
藏
保
敎
考
之
」

と
あ
り
、
廣

胖

術

と

云

ふ

の

は

「
指
南
錄
」
第
百
七
十
二
條
の
術
文
を
指
す
も 

の
で
な
い
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
未

だ

「
指
南
錄
」
を
見
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

•

二

十

五

「
指
南
錄
」
初
編
の
末
に
擧
げ
ら
れ
た
側
圓
周
背
の
術
に
就
い
て
は
、

文
化
七
年
若
く
は
ハ
年
の
頃
に
其
術
が
旣
に

成

立

し 

て
居
た
か
何
う
か
、
實
は
甚
だ
疑
は
し
い
も
の
が
あ
る
。

.
■

石

黑

信

由

著

述

「
側
圓
周
背
眞
術
」

は

奧

に

「
文
化
四
丁
卯
年
秋
九
月
下
旬
、.
石
黑
藤
右
衞
信
由
訂
之
」

と
あ
る
が
、

遠
藤
利
貞
は
明 

治
四
十
四
年
七
月
識
の
見
解
を
附
記
し
て
居
る
。

卽
ち
言
ふ
。

本
邦
數
學
從
來
圓
理
ヲ
講
シ
テ
楕
圓
理
ヲ
講
セ
ス
。
:
:

未
タ
曾
テ
弧
背
周
圍
等
ヲ
講
究
ス
ル
ー
一
及
バ
ザ
リ
シ
也
。
信
由
迺
チ
楕
圓 

，
弧
背
ノ
眞
理
ヲ
硏
究
シ
テ
始
メ
テ
得
タ
ル
者
有
リ
、
本
書
是
也
。
:
:

同
氏
ガ
此
解
法
ア
リ
シ
ハ
實
ー
ー
文
化
四
年
ー
ー
シ
テ
、
:
:

坂 

部
廣
胖
モ
亦
同
發
明
ア
リ
。
:
:

廣
胖
氏
ガ
點
竄
指
南
錄
ヲ
刊
行
シ
タ
ル
ハ
同
七
年
ニ
ア
リ
テ
、
後

ル

、
コ
ト
三
年
ナ
レ
ド
モ
、

此 

硏
究
ノ
成
リ
タ
ル
ハ
必
ズ
前
者
ト
相
前
後
シ
テ
殆
ン
ド
同
時
ト
見
ル
ヲ
得
べ
シ
。
:

： 

遠
藤
利
貞
は
此
の
如
く
言
ふ
。
然

る

に

「
創
製
側
圓
術
」
な
る
寫
本
あ
り
、
川
井
久
德
撰
、

坂
部
廣
胖
訂
と
署
せ
ら
れ
、
「
指
南
錄
」
の 

渡
邊
一
撰
點
竄
指
南
錄
評
判
の
著
作
年
代(

三
上)
 

二
五
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科

學

史

硏

究 

第

七

號 

二
六 

側
圓
周
背
の
兩
術
と
同
じ
術
文
を
記
し
て
、

末

に

「
文
化
九
壬
申
年
ハ
月
十
三
日
」

と
誌
し
、

次
に
解
が
あ
る
が
、

尾
に
は
矢
張
り
同
一 

の

年

月

日

の

下

に

「
全
成
」

と

見

え

て

居

る

.0
末
に

右

術
者
用
一
一
坂
部
氏
藏

書7

文
化
十
癸
酉
秋
ハ
月
模
寫
之

一

關

流

正

統

算

儒

長

谷

川

寬

子

栗

謹

書
 

と
あ
っ
た
り
、
更

に

之

に

附

し

て

「
文
政
六
癸
末
春
又
寫
之
、
菊
地
成
裕
子
惇
書

」

と

血

る
本
も
あ
る
。
、
子
栗
を
子
粟
と
誤
記
し
た
の
も 

あ
る
。

「
側
圓
周
解
」
は
川
井
久
德
撰
、
東
都
處

士
戶
田
廣
胖
校
正
と
あ
る
が
、
「
創
製
側
圓
術
」

と
同
樣
若

く
は
類
似
の
公
式
を
得
る
も
の
で 

あ
り
、
解
法
は
甚
だ
詳
密
に
な
っ
て
居
る
。

尾
に

・
文

政

三

年

庚

辰

冬

十

月

晦

日

再

訂

終

・

と
あ
り
、
更
に

文
政
五
年
壬
午
閏
正
月
十
六
日
誌
終

中

嶽

戶
田
廣
胖
子
顯1

I

、

于
峙
歲
六
十
四
。

と
見
え
る
。

次
の
序
文
が
あ
る
。

…

・
往
歲
濃
州
人
渡
邊
某
者
。
著
一
一
玉
積
逋
考
—〇
於
ー-
其
卷
末
—〇
問
卡
求­

ffl
圓
周
及
闕
背-

之
術
±〇
而

二
十
有
餘
年
。

無
・
爲
ー
ー
此
之
答- 

者
±0
于

”兹
予
門
人
越
之
前
州
刺
史
川
井
君
。

聞
レ
之

日
。
:
:

況
如
レ
所
レ
間
。

其
如
レ
示
二
諸
掌
一
乎
。

日
思
夜
慮
。

終
得-
一
其
術
--*0
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授
二
此
於
同
好
之
十-
〇
然
術
理
幽
微
、

卽
通
曉
者
鮮
矣

「
可
レ
謂
・
可
レ
惜
焉
。
嗚
呼
。

難
”
曉
亦
宜
哉
。

千
載
未
發
新
法
。
豈
可
一-
容
易 

得
一
乎
。

於"

是
今
復
作
二
之

詳
解Y

又
加
一
一
考
正Y

為
ニ
ー
卷
一
也
。
實

雖­-
奇

中
之
奇
。
妙
中
之
妙"

不
一-
韜

藏-

而
著
レ
之

。
學
者
若
熟 

覽
之Y  

了
一-
知
其
理Y

則
闇
夜
得

レ
燈
。
盲
之
忽
如"

開

“
眼
云
爾
。

文
政
四
年
辛
巳
仲
秋
三
五
日

中
嶽
戶
田
廣
胖
謹
誌 

此
序
文
を
見
て
も
如
何
に
其
創
意
を
重
視
し
た
か
が
知
ら
れ
る
。

中
に
謂
ふ
所

の

「
玉
積
逋
考
」

は
蘭
琬
先
生
著
に
し
て
、
寬
政
七
乙 

卯
十
一
月
の
序
と
跋
が
あ
り
、

著
者
は
字
を
伯
一
と
云
ひ
、
跋

に

「
伯
一
は
數
を
好
み
、

究
め
ざ
る
な
し
、
:
:

伯
一
は
常
師
な
く
し
て 

其
道
を
究
め
た
り
」

と
見
え
る
。
下
卷
の
末
に
、
長
立
圓
、
矮
立
內
の
皮
積
及
び
缺
皮
積
並
に
側
圓
周
及
び
缺
弧
を
求
め
る
術
を
問
う
て 

居
る
の
で
あ
る
。 

/
 

• 

斯
く
も
重
視
し
た
側
圓
周
背
の
術
が
「

初
め
に
文
化
九
年
八
月
十
三
日
の
年
紀
を
以
て
擧
げ
シ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
其 

以
前
に
成
立
し
て
居
た
と
は
認
め
難
い
で
あ
ら
う
。
「
指
南
錄
」
の
術
文
も
同
じ
な
の
で
あ
り
、

此
年
紀
以
前
に
同
書
原
稿
中
に
載
せ
ら
れ 

て
居
た
ら
う
と
は
、
甚
だ
考
へ
難
い
。

故
に
初
編
三
册
の
成
稿
を
見
た
の
は
、

此
月
日
以
後
で
あ
ら
う
と
推
測
し
た
い
。

此
れ
は
恐
ら
く 

無
理
で
あ
る
ま
い
。

故

に

遠

藤

利

貞

が

「
側
圓
周
背
眞
術
」

に
附
記
し
た
所
說
は
成
立
た
な
い
。

二

十

六

上
述
の
結
果
に
よ
り
て
、
「
指
南
錄
」
は
文
化
九
年
八
月
以
後
に
初
編
三
册
の
成
稿
を
見
た
の
で
あ
り
、

十
三
年
十
月
に
は
刊 

行
さ
れ
て
居
た.
と
云
ふ
事
に
な
る
。
然

ら
ば
、

文

化

ハ

年

六

月

に

「
指
南
錄
評
判
」

の
作
ら
れ
た
ら
う
と
云
ふ
道
理.
は
な
い
の
で
あ
る
。 

渡
邊
「
撰
點
竄
指
南
錄
評
判
の
著
作
年

代C

ーー上)
 

二
七
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科

學

史

硏

究
 

第

七

號 

二
八 

從
っ
て
文
政
八
酉
年
七
月
の
年
月
を
記
し
た
渡
邊
一
の
自
序
が
生
き
て
來
る
。
序
文
の
年
月
を
書
き
改
め
た
な
ど
は
、
隨
分
念
の
入
っ
た 

仕
草.
で
あ
っ
た
と
言
び
た
い
。

文
化
十
一
年
十
二
月
に
江
戶
に
居
っ
た
市
瀨
惟
長
が

未
だ

「
指
南
錄
」

の
刊
本
を
見
て
居
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

二
本
松
の
渡
邊
一
が 

初
め
て
之
を
見
る
の
が
、
ず
・
っ
と
後
れ
て
も
、
其
時
代
と
し
て
は
無
理
か
ら
ぬ
事
で
あ
っ
た
ら
う
。
「
指
南
錄
」
の
刊
行
は
文
化
十
一
年
十 

二
月
以
後
で
あ
っ
た
ら
う
と
も
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

二
十
七 

「
點
竄
指
南
錄
評
判
」

の
著
作
年
代
に
就
い
て
遠
藤
、

林
兩
先
哲
の
記
載
を
疑
は
し
と
考
へ
、
之
を

是
正
し
た
い
こ

と
を

念 

願
し
て
色
々
と
致
究
し
た
の
が
、
意
外
に
く
だ/

、
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
而
も
其
疑
團
は
幸
に
解
釋
し
得
た
こ
と
と
信
ず
る
。 

齋
藤
尙
中
が
會
田
安
明
の
門
人
で
あ
る
こ
と
は
、
淺
草
觀
音
境
內
の
算
子
塚
の
裏
面
に
刻
し
た
最
上
流
高
弟
中
に
錄
せ
ら
れ
て
居
る
の 

で
明
ら
か
で
あ
る
が
、

而
も
又
渡
邊
ー
の
門
人
で
あ
っ
た
と
は
、
「
增
修
日
本
數
學
史
」
に
も
見
え
ず
、
山
形
の
碑
文
に
も
之
を
言
は
ず
、
 

山
形
の
最
上
流
は
尙
中
の
擴
む
る
所
で
あ
っ
た
が
、
其
門
流
に
於
て
は
全
く
知
ら
れ
て
居
な
か
っ
た
ら
し
い
。
然

る

に

渡

邊

一

の

「
謹
薦 

算
法
」

に
之
を
言
っ
て
あ
る
し
、

此
書
は
文
政
二
年
十
一
月
の
會
田
安
明
三
囘
忌
の
建
碑
の
際0

奉
獻
で
あ
る
か
ら
、

た
と
ひ
渡
邊
は
藩 

の
公
務
に
忙
し
く
、
其
祭
典
に
出
府
臨
席
す
る
こ
と
は
出
來
な
か
っ
た
と
は
い
へ
、
其
所
載
は
信
じ
て
宜
い
と
思
は
れ
る
。

そ
れ
に
文
政 

十
二
年
十
月
の
作
と

思
は
れ

る
「
齋
藤
繁
之
丞
尙
中
施
術
」
が
、
其
內
容
か
ら
推
し
て
渡
邊
一
へ
宛
て
た
も
の
で.
あ
る
こ
と
言
ふ
ま
で
も 

な
く
、其

♦
!

中
に
師
と
呼
ん
で
居
る
の
も
事
實
で
あ
る
か
ら
、
尙
中
が
渡
邊
の
門
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
亦
疑
ふ
べ
く
も
な
い
の
で
あ
る
。 

累

重

翦

管

一

次

法

が

「
謹
薦
算
法
」
を
以
て
初
見
と
し
、
尙
中
の
名
も
書
中
に
擧
げ
て
お
る
が
、

其
創
意
に
就
い
て
は
尙
中
と
渡
邊
と 

の
關
係
が
明
瞭
正
確
に
指
摘
し
得
ら
れ
な
い
の
は
、
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。

文
政
六
年
に
尙
中
門
人
羽
黑
山
奉
納
の
算
額
に
は
多
重
翦
管
ー

9.8



次
法
の
題
術
が
擧
げ
て
あ
る
し
、

文
政
十
二
年
の
渡
邊
宛
の
報
文
に
は
渡
邊
が
說

い
た
よ
り
も
別
種
の
題
術
に
も
說
き
及
ん
で
あ
る
。 

此
報
文
中
に
は
尙
中
の
業
績
に
就
い
て
、
師
渡
邊
が
補
訂
し
て
會
田
先
師
の
佛
前
に
供
へ
て
吳
れ
る
や
う
に
も
賴
ん
で
居
る
し
、

三
囘 

忌

建

碑

の

時

に

も

「
謹
薦
算
法
」

以
外
に
尙
中
の
み
の
碑
前
奉
獻
は
な
か
っ
た
の
か
と
も
思
は
れ
る
。

「
指
南
錄
評
判
」

の
引
合
か
ら
、

此
種
の
題
術
に
も
說
き
及
ん
だ
が
、
渡
邊
證
に
齋
藤
の
著
述
や
門
下
の
諸
文
獻
中
か
ら
は
、
其
算
法 

の
解
法
を
記
し
た
も
の
を
、
未
だ
見
出
し
得
な
い
。
渡
邊
、
齋

藤

に

や.X
後
れ
て
、
「
算
法
雜
爼
」
、
「
算
法
新
書
」
、
「
古
今
算
鑑
」
、
「
豁
機
算 

法
」
等
刊
行
算
書
に
も
同
種
の
題
術
が
現
は
れ
て
、

此
れ
か
ら
其
解
法
を
說

い
た
も
の
も
見
ら
れ
る
事
と
な
る
。

此
等
の
題
術
や
算
法
は 

篇
を
更
め
て
紹
介
し
た
い
積
り
で
あ
る
。

谨
邊
一
撰
點
竄
指
南

錄

評

判

の

著

作

年

代(

ー
ニ
上)

ニ
九
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科

學

史
・

®

究 

第

七

號
 

三

〇
'

松

森

胤

保

と

爾

羽

博

物.
圖
譜
』
,江

崎
 

悌

三

ー
、

緖 

.
言 

松
森
胤
保
と
言
ふ
人
は
幕
末
か
ら
明
治
中
葉
に
か
け
て
活
躍
を 

し
た
人
で
庄
內
の
鄕
土
史
の
上
で
は
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
の
で 

あ
る
が
、

そ
の
科
學
上
の
業
績
に
就
い
て.
は
そ
れ
が
長
い
間
筐
底 

に
秘
め
ら
れ
て
ゐ
た
關
係
か
ら
、

今
日
も
尙
殆
ん
ど
世
に
知
ら
れ 

て
ゐ
な
い
。
併
し
彼
が
科
學
及
び
そ
の
應
用
技
術
の
上
に
殘
し
た 

遺
稿
は
夥
し
い
量
に
上
っ
て
居
り
、

こ
れ
を
精
檢
し
、

又
そ
の
人 

物
、

硏
究
の
態
度
、
方
法
等
を
囘
顧
す
る
時
は
、

彼
が
稀
に
見
る 

人
物
で
あ
っ
て
、
各
の
業
績
は
そ
れ
ぐ

の
專
門
の
立
場
か
ら
之 

を
硏
究
評
論
す
る
に
十
分
價
値
あ
る
も
の
と
信
ず
る
の
で
あ
る
。 

私
は
昨
昭
和
十
七
年
秋
機
會
を
得
て
彼
の
遣
跡
を
探
り
、

又
そ
の 

主

著

の

ー

で

あ

る

『
兩
羽
博
物
圖
譜
』
を
閱
讀
す
る
こ
と
が
出
來 

た
の
で
、

こ
こ
に
そ
の
大
要
を
報
吿
し
、
彼
の
業
績
の
一
端
を
紹 

介
す
る
と
共
に
、
各
方
面
の
篤
志
家
に
對
し
更
に
夫
々
の
專
門
的

見
地
か
ら
そ
の
硏
究
を
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
慫
憑
し
た
い
と
思
ふ
の 

で
あ
る
。

本
調
査
に
際
し
て
種
々
の
便
宜
と
示
敎
を
與
へ
ら
れ
た
酒
田
市 

財

團
法
人
光
丘
文
庫
長
白
崎
良
彌
氏
、

同
司
書
佐
藤
正
吉
氏
、

同 

白
崎
晋
・
氏
、
鶴
岡
市
松
森
家
當
主
松
森
昌
胤
氏
、
山
形
縣
鶴
岡
工 

業
學
校
敎
諭
赤
谷
孝
次
郞
氏
、
東
京
市
齋
藤
弘
氏
に
對
し
て
深
謝 

す
る
次
第
で
あ
る
。

二
、
松
森
胤
保
の
略
歷

松
森
胤

保
(

第
一
圖)

は
出
羽
鶴
岡
の
人
、

文
政
ハ
年
六
月
二 

十

・
日
鶴

岡

二
百
人
町
中
町
長
坂
市
右
衞
門
治
禮
を
父
とI

、

石 

原

氏
富

|1|>
を
母
と
し
て
、

そ
の
長
男
に
生
れ
た
。
幼
名
長
坂
欣
之 

介

、

中
頃
右
近
之
介
、
後
に
姓
を
松
森
と
改
め
、
通
稱
嘉
世
右
衞 

門
と
言
っ
た
。
字
は
基
伯
、
號
は
南
郊
、
晚
年
は
單
に
松
森
胤
保 

と
稱
し
た
。
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長
坂
氏
は
平
氏
の
出
で
、

始
め
卞
總
千
葉
常
胤
の
庶
流
「

三
河 

丸
山
の
丸
山
氏
を
經
て
信
濃
に
至
り
甲
斐
武
田
氏
の
幕
下
と
な
っ

第1圖松森胤保
明治24年丄2月3日家藏の寫眞機を用 

ゐて息昌三に撮影せしめたもの,手にせ 

るは自作の網結器械

た
。
武
田
信
虎
、
晴
信
に
仕
へ
た
八
郞
右
衞
門
に
六
子
あ
り
、
長 

子
は
晴
信
、
勝
賴
に
仕
へ
半
右
衞
門
と
呼
び
、

次
子
は
右
近
之
介 

と
言
っ
た
。
天
正
十
年
武
田
氏
亡
び
、
右
近
之
介
は
徳
川
家
康
に 

屬

し
た
。
右
近
之
介
の
母
は
長
坂
十
右
衞
門
尉
勝
吉
の
妹
に
て
、
 

勝
吉
勇
武
を
以
て
名

あ
り
た
る
に
よ
っ
て
、

右
近
之
介
は
家
康
の 

命
に
よ
り
外
戚
長
坂
氏
を
冒
す
こ
と
と
な
っ
た
。
慶
長
七
年
家
康 

の
子
忠
輝
佐
倉
に
封
ぜ
ら
れ
、
右
近
之
介
の
子
、
源
右
衞
門
之
に 

松
森
胤
保
と
『丽
羽
博
物
圖
譜
』(

江
崎)
 

-

從
っ
て
四
百
石
を
賜
っ
た
。

忠
輝
は
信
越
高
田
に 

轉
ぜ
ら
れ
、
後
罪
を
得
て
封
を
放
た
れ
、
源

右

衞. 

門
は
落
魄
し
た
が
、
讒
に
醫
を
以
て
口
を
糊
し
た
。
 

そ
の
後
正
保
元
年
出
羽
に
來
り
莊
內
侯
酒
井
忠
勝 

に
見
え
、

二
百
石
を
賜
は
り
藩
士
と
な
っ
た
。

こ 

れ
が
卽
ち
莊
內
長
坂
氏
の
祖
で
あ
る
。

胤
保
の
父
、
市
右
衞
門
治
禮
は
莊
內
長
坂
氏
ハ 

世
の
當
主
に
て
御
領
地
御
元
締
.-'
人
民
宗
派
檢
査 

官
で
あ
り
、
安
政
元
年
世
子
忠
勝
の
寶
藏
院
流
槍 

術
の
師
範
と
な
っ
た
。
萬
延
元
年
公
子
錫
助
米
澤 

侯
の
家
を
繼
ぐ
や
、
治
禮
は
之
に
從
っ
て
江
戶
邸 

に
入
り
、

大
夫
に
列
し
政
事
に
與
る
。

文
久
元
年
病
を
以
て
辭
し 

藤
原
村
に
住
み
、
由
緣
岡
と
稱
し
、
槻
蔭
老
人
と
號
し
た
。

明
治

五
年
二
月
六
日
病
沒
、
享
年
六
十
六
。
・
六
男
あ
り
て
、

そ
の
長
子 

は
卽
ち
胤
保
で
あ
り
、
他
の
五
子
は
盡
く
他
姓
を
嗣
ぎ
、
夫
々
山 

岸
武
雄
、
佐
藤
平
、
岡
田
兼
胤
、

石
原
面
、

樋
越
義
平
と
稱
し
た
。 

胤
保
は
廣
穎
修
眉
、
眼
光
爛
々
、
威
風
人
を
襲
っ
た
と
言
は
れ
、
 

先
づ
藩
校
致
道
館
に
學
び
、
稍
長
じ
て
坂
尾
穆
卿
を
師
と
し
た
。 

天
保
十
三
年
に
は
藩
侯
酒
井
忠
發
か
ら
大
坪
流
馬
術
を
賞
せ
ら
れ 

た
。
安
政
三
年
九
月
五
日
致
道
館
の
助
敎
と
な
っ
た
。

文
久
二
年

三
一

ior



科

學

史

硏

究
 

维

七
號 

二
月
三
十
八
歲
に
し
て
家
督
を
相
續
し
、

二
百
、石
を
賜
は
り
文
久/ 

三
年
五
月
藩
主
忠
發
の
命
に
は
り
支
藩
松
山
藩
の
大
夫
、
藩
主
酒 

井
忠
良
大
學
頭
の
附
家
老
と
な
っ
た
。

•

慶
應
三
年
十
一
月
二
十
五
日
江
戶
に
在
り
て
松
山
藩
の
兵
に
將 

と
し
て
、
宗
藩
の
先
鋒
と
な
り
、
芝
三
田
薩
藩
邸
の
賊
を
討
ち
、
 

先
登
の
功
を
奏
し
た
。
慶
應
四
年
閏
四
月
二
十
六
日
松
山
藩
軍
務
, 

惣
裁
と
な
り
、

六
月
五
・
日
宗
藩
の
參
謀
を

兼
ね
、
最
上
橫

手
方
面 

に
轉
戰
、

同

年
(

明
治
元
年)

九
月
二
十
二
日
松
山
に
凱
旋
し
た
。 

同

月

二

十

-®
日
其
功
に
よ
り
宗
藩
主
忠
篤
よ
り
三
十
石
加
增
せ
ら 

れ
、

老
侯
忠
發

よ

り
は

佩

刀

一
 

ロ
を
賜
っ
た
。

又
同
月
二
十
六
日 

松

山

藩

主

忠

良

か

ら

特

に

「
松
守
」

の
姓
を
賜
っ
た
が
、
胤
保
は 

ー
應
固
辭
し
て
許
さ
れ
ず
、
後

要

請

し

て

「
守
」

の
字
を
避
け
て 

「
松
森
」
と
改
め
た
。

明
治
二
年
正
月
忠
良
世
子
忠
匡
松
山
藩(

明 

治
元
年
十
二
月
松
嶺
と
改
む
、

二
萬

五
千
石)

の
知
事
と
な
り
、
 

胤
保
そ
の
執
政
と
な
り
、
同
年
六
月
一
日
大
參
事
に
任
ぜ
ら
れ
た
。 

・
明
治
五
年
廢
藩
置
縣
後
、

同
年
五
月
三
日
松
嶺
の
區
長
と
な
り
、
 

同
年
ハ
月
舊
松
嶺
藩
校
里
仁
館
の
惣
管
と
な
り
、

兼
ね
て
大
敎
授 

に
任
ぜ
ら
れ
た
。

同
ハ
年
七
月
一
日
病
の
た
め
に
區
長
を
免
ぜ
ら 

れ
た
。

更
に
同
年
七
月
十
四
日
第
五
大
區
の
學
區
取
締
に
任
じ
、
 

十
三
小
學
を
領
し
た
が
、

九
月
二
十
九
日
病
の
た
め
に
右
取
締
並

三
二• 

に
里
仁
館
惣
管
兼
大
敎
授
を
辭
し
た
。

明
诒
十
一
年
一
月
三
十
一 

日

開

進

中

學(

松
嶺)

の
校
長
と
な
っ
た
が
、

同
十
二
年
九
月
三 

日
辭
職
し
た
。

明
治
十
二
年
九
月
十
六
日
に
松
嶺
を
去
っ
て
鶴
岡
へ
戾
り
、
寶 

町
三
十
二
番
地
の
新
邸
に
移
り
、

十
二
月
十
七
日
縣
會
議
員
と
な 

っ
た
。

同
十
七
年
三
月
十
日
縣
會
議
員
を
辭
し
、
同
年
十
月
四
日 

酒
田
本
町
並
に
外
十
四
箇
町
の
戶
長
と
な
り
、

同
月
二
十
三
日
飽 

海
郡
十
番
區
の
學
務
委
員
の
職
を
兼
ね
た
。

明
治
十
八
年
七
月
三
日
病
を
得
て
「
切
の
公
職
を
辭
し
、
爾
後 

閑
に
就
い
て
讀
書
、
著
述
、
機
械
工
藝
の
發
明
に
沒
頭
し
、

明
治 

二
十
五
年
四
月
三
日
病
を
以
て
鶴
岡
に
沒
し
た
。

享
年
六
十
八
。 

鶴
岡
禪
源
寺
に
葬
ら
れ
た(

第
二
圖)

。

胤
保
の
妻
は
松
山
氏
鐵
井
、
 

三
男
三
女
を
擧
げ
た(

夭
死
の
子
女
を
除
く)

。

長

子

は

胤

盛(

叉 

次
郞)

と

言
ひ

松

森(

長
坂)

家
十
代
を
嗣
ぎ
、

賁

は

胤

寬
(

昌 

三)

は

分

家

し

三

男

は

胤

宗(

岩
雄)

と
言
っ
た
。

松
森
家
十
一 

代
は
分
家
昌
三
の
長
男
昌
胤
が
一
峙
之
を
嗣
い
だ
が
、

更
に
十
二 

代
と
し
て
昌
三
自
身
之
を
冒
し
、

そ
の
沒
後
昌
胤
十
三
代
と
し
て 

再
び
之
を
襲
い
で
今
日
に
至
っ
て
ゐ
る
。

，
 

胤
保
の
略
歷
は
更
に
鶴
岡
禪
源
寺
の
墓
碑
の
背
面
に
刻
ま
れ
て 

・
ゐ
る
。
右
に
記
し
た
所
と
大
同
小
異
で
あ
る
が
、

一

ニ

整

す

べ

102



き
事
項
が
記
さ
れ
て
居
る
の
で
、

こ
こ
に
收
錄
し
て
置
く
。

第2圖 松森胤保夫妻の墓

（鶴岡市禪源寺;）

故
松
嶺
藩
太
夫
松
森
君
墓
碣
銘

君
諱
胤
保
字
基
伯
長
坂
氏
後
改
松
森
氏
稱
右
近
介
別
號
南
郊
帝
桓
武 

之
裔
有
居
下
總
者
稱
千
葉
氏
其
支
流
居
信
濃
者
稱
丸
山
右
近
元.
天
之
間 

事
東
照
基
以
武
名
顯
腸
長
坂
氏
其
孫
源
右
衞
門
仕
我
舊
藩
成
覺
公 

賜
祿
二
百
石
屬
小
姓
組
實
爲
君
始)
ffi
ハ
世
之
孫
日
市
右
衞
門
治
禮
任
火 

器
隊
長
歷
大
監
察
爲
長®

藩
大
夫
娶
石
原
氏
生
六
男
君
長
子
也
君
幼
讀 

書
從
共
父
友
阪
穆
卿
遊
長
入
學
館
卒
業
爲
助
敎
君
爲
人
沈
毅
有
氣
節
不 

好
修
章
句
居
常
言
儒
者
汲
淑
一
身.
利
澤
不
及
物
豈
足
爲
通
儒
乎
文
久
二

松

森

胤

保

と

『
兩
羽
博
物
圖
譜
』(

江
崎)

年
二
月
大
夫
致
仕
君
嗣
家
家
祿
如
舊
任
火
器
隊
長
無
譏
以
選
遷 

松
嶺
藩
大
夫
于
時
昇
平
久
上
下
愉
惰
君
赛

群
下
士
氣
稍
振
慶 

應
三
年
十
一
月
舊
藩
受
需
之
命
討
薩
州
之
邸
君
率
松
嶺
兵
會 

之
先
登
得
首㈣

級
松
嶺
公
賞
其
功
手
賜
寶
刀
並
十
人
口
食
舊
藩 

亦
賞
之
賜
章
服
明
治
元
年
一
月
前
將
軍
棄
軍®

于
東
也
諸
藩
震 

駭
不
知
所
爲
君
有
所
建
議
需
議
不
協
止
矣
二
月
隨
松
嶺
公
就 

邦«

藩
賞
君
前
後
之
捞
賜
職
祿
三
十
石
班
列
下
大
夫
兼
松
嶺
軍 

務
總
督
五
月
奧
羽
同
盟
抗

官

軍

平
某
爲
上
軍
將
酒
井
某 

爲
下
軍
將
將
伐
白
川
之
官
軍
君
爲
上
軍
參
謀
率
松
嶺
兵
隨
之
旣 

秋
田
之
官
軍
入
新
莊
挑
戰
我
軍
破
之
于
舟
潟
進
陷
新
莊
轉
戰
于 

羽
後
之
野
擊
破
湯
澤
橫
手
諸
城
所
向
無
不
崩
潰
焉
終
迫
窪
田
城 

九
月
戰
止
矣
君
殿
諸
除
入
吹
浦
此
役
也
孤
軍
深
入
敵
地
能
奏
不 

世
之
功
者
蓋
君
力
居
多
焉
舊
藩
復
立
之
際
不
能
悉
賞
諸
將
士
之
功
君
亦 

加
所
賜
殲
祿
二
百
三
十
石
松
嶺
公
頗
好
君
之
材
幹
屢
賞
之
賜
姓
松
森
氏 

蓋
寵
之
也
二
年
六
月
任
松
嶺
藩
大
蓼
事
及
廢
藩
置
縣
爲
松
嶺
區
長
兼
里 

仁
館
總
裁
又
爲
勸
業
掛
縣
血
最

員
諸
職
而
世
變
俗
移
君
不
樂
爲
吏
以
病 

辭
職
歸
鄕
里
讀
書
自
娛
二
十
五
年
四
月
三H
病
卒
享
年
六
十
ハ
葬
平
田 

山
禪
源
寺
君
晚
喜
泰
西
究
理
之
書
及
家
居
益
硏
究
動
植
之
學
所
著
書
二 

百
七
十
卷
藏
家
文
好
機
巧
自
作
織
網
機
未
及
施
行
而
逝
矣
君
始
娶
常
世 

氏

生

一
女
有
故
去
繼
娶
松
山
氏
遜
順
能
事
舅
姑
性
强
記
一
經
耳
目
終
身 

不
忘
爲
君
內
助
不
少
云
生
五
男
五
女
長
日
又
次
郞
次
日
昌
三
次
某
み
夭

三
三

!〇3



科

學

史

硏

究
 

第

七

號 

末
男
日
岩
馨
氣
慨
爲
鄕
學
敎
員
希
有
所
成
立
二
十
餘
而
卒
人
皆
惜
之 

長
女
嫁
北
鄕
武
之
助
末
女
嫁
北
鄕
信
穗
其
餘
皆
夭
今
玆
庚
子
二
月
二
日 

松
山
氏
病
卒
年
六
十
四
與
君
合
葬
君
卒
之
五
年
又
次
郞
復
卒
昌
三
嗣
家 

昌
三
將
立
墓
石
傳
不
朽
携
狀
來
乞
銘
銘
日 

士
志
功
名
或
屈
或
伸
君
遇
頹
運
感
激
奮
身
摧
强
兼
弱
顯
名
北
軍
賞
不
報 

勞
史
不
策
勳
時
乎
命
矣
示
之
後
昆 

明
治
三
十
三
年
四
月
一
ー
百

■ 

大
泉 

勝

山

重

良

撰

孝
子 

松

森

昌

三

建
 

以
上
の
略
歷
に
よ
っ
て
見
ら
れ
る
如
く
、

松
森
胤
保
は
純
然
た 

る
士
族
で
武
人
と
し
て
そ
の
生
涯
の
大
部
分
を
過
し
て
ゐ
る
。

而 

し
て
明
治
維
新
以
後
は
幾
つ
か
の
公
職
に
就
い
て
は
ゐ
る
が
、
孰 

れ
も
意
に
適
ふ
所
が
多
か
ら
ず
、
公
職
を
辭
し
て
悠
々
自
適
の
生 

活
に
入
る
や
、
勃
然
と
し
て
好
學
の
念
に
驅
ら
れ
、

日
夜
倦
む
所 

を
知
ら
ず
、

比
較
的
短
い
期
間
で
は
あ
る
が
、

そ
の
間
に
於
て
讀 

書
に
著
述
に
、

又
思
索
に
發
明
に
驚
く
べ
き
量
の
業
績
を
殘
し
て 

ゐ
る
。

彼
の
學
的
態
度
や
、

業
績
の
內
容
に
就
い
て
は
更
に
次
節 

に
述
べ
る
で
あ
ら
う
。

三
、
松
森
胤
保
の
著
述

三
四 

松
森
胤
保
の
殘

し
た
著
述
は
夥
し
い
量
に
達
す
る
が
、

今
日
ま 

で
に
公
刊
さ
れ
た
も
の
は
一
つ
も
な
い
。

近
年
ま
で
こ
れ
等
は
全 

部

松
森
家
に
保
存
さ
れ
て
、

門
外
不
出
、

叉
遺
族
が
人
に
示
す
こ 

と
を
好
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
、
最
近
ま
で
世
に
知
ら
れ
な
か
っ
た
，
 

も
の
が
多
い
。

然
る
に
昭
和
十
年
九
月
に
本
間
光
正
氏
が
そ
の
主 

著
の
大
半
を
遺
族
か
ら
讓
り
受
け
、
酒
田
市
に
あ
る
財
團
法
人
光 

丘
文
庫
に
東
宮
殿
下
臺
臨
滿
十
周
年
紀
念
圖
書
と
し
て
寄
贈
せ
ら 

れ
、
爾
來

次
第
に
世
の
注
目
を
惹
く
樣
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

次
に
胤
保
著
述
目
錄
を
揭
げ
る
が
、
之
は
昭
和
十
三
年
二
月
赤 

谷
孝
次
郞
氏
の
編
纂
に
な
る
謄
寫
版
印

刷

物

『
庄
內
に
於
け
る
飛 

行
機
の
發
明
家
松
森
南
郊
齋
藤
外
市
兩
翁
の
事
績
』
所
收
、

『
南 

郊
著
述
目
錄
』
を
骨
子
と
し
て
、
更

に

『
光
丘
文
庫
藏
松
森
氏
圖 

書
目
錄
』(

未

刊)

、
白
崎
良

彌

氏

編

『
庄
內
聞
人
錄
』(

未
刊)

原 

稿

、
並
に
私
の
現
品
に
就
い
て
知
り
得
た
る
所
に
よ
っ
て
補
正
し
、
 

更
に
博
物
學
關
係
書
に
簡
單
な
る
解
說
を
附
し
た
も
の
で
あ
る
。 

分
類
に
は
尙
妥
當
を
缺
く
點
が
あ
る
と
思
ふ
が
、
姑
く
假
記
し
て 

將
來
の
改
訂
を
期
し
た
い
と
思
ふ
。
赤
谷
氏
の
分
類
は
恐
ら
く
胤 

保
自

筆

の

『
南
郊
著
述
目
錄
』

に
據
っ
た
も

の
と

思
は
れ
Is
が
、
 

こ
こ
で
は
便
宜
之
を
改
め
た
所
が
少
く
な
い
。

松
森
胤
保
著
述
目
錄

1〇4



日
附
は
主
に
各
書
の
序
文
に
記
さ
れ
た
も
の
で
、
起
草
の
日
の
場
合
と 

完
結
の
日
の
場
合
と
あ
る
。/

〇
を
附
し
た
も
の
は
現
在
酒
田
市
財
團
法
人
光
丘
文
庫
に
保
存
さ
れ
て 

ゐ
る
も
の
、
殘
餘
は
松
森
家
に
遺
っ
て
ゐ
る
。

▲

を
附
し
た
も
の
は
未
完
結
稿
本
又
は
成
書
の
體
裁
を
な
さ
ざ
る
も
の
。

ー
、
先

世

年

表
 

年
表
外
篇 

霍

之

記
 

長
坂
氏
略
世
家
、

篇 長
坂
氏
家
錄
變
換
錄

▲

家
事
雜
集

▲

松
森
氏
土
壤
錄 

▲

松
森
氏
家
寶
目
錄

二
、
 

百
年
聞
談 

〇
東
走
記
事 

〇

北
征
記
事 

〇
南
登
記
事

初身

書 
--

一三
册
附

錄
一
册

一一一一一

類 册 册册 册 册 册 册

明
治
六
年
九
月
十
日
起 

明
治
六
年
六
月
十
一
日
起 

明
治
四
年
四
月
起
同
ハ
年
三 

月
十
三
日
成

自
明
治
十
年
十
月
七
日
至
同 

十
二
年
三
月
十
一
日 

明
治
十
一
年
十
月
七
日 

慶

應

元

年

十

一

月

二

十

-*
日

成
，

明
治
十
年
一
月
二
十
九
日 

明
治
十
九
年
九
月
十
日

三
、
物 

錄 

類

i
i
坤

十 
五 
册

一 一 二 十
—>•

合

册
冊 冊 冊 册

自
嘉
永
四
年
七
月
至
永
久
二 

年
暮

自
明
治
五
年
暮
至
同
十
四
年

明
治
十
五
年
以
降

自
天
保
十
二
年
正
月
十
七
日 

至
明
治
七
年
十
月
二
十
日 

明
治
十
九
年
九
月
七
日 

明
治
二
十
三
年
十
一
月
十
二

日
迄

書

類

九一六一

册 册 册 册

元
治
元
年
十
一
月
二
十
一
日 

明
治
七
年
ハ
月
二
十
四
日 

明
治
三
年
三
月
四
日
成 

明
治
三
年
三
月
二
十
七
日
成

幣
貨
錄 

二 

錢
貨
錄 

二 

培
植
錄 

五 

畜
養
錄 

ー
 

邸
産
錄
，
 

二 

家
財
新
調
錄 

二 

家
藏
五«
(

？)

雜

錄

五
 

〇
培
植
小
論 

-

三 

〇
同

追

論
 

ー
 

〇
庭
園
四
時
景
物 

一
 

〇
北
征
餘
談 

ー

册

文

久

元

年

十

月

二

十

九

日

册

文

久

元

年

十

月

册

文

久

二

年

秋

册

明

治

六

年

十

月

二

十

日 

册

天

保

十

年

八

月

十

日 

册

安

政

七

年

十

月

二

十

七

日 

册

慶

應

二

年

正

月

十

日

册册册 

自
明
治
二
十
二
年
一
月
至
同 

册 

二
十
四
年
十
一
月
五
日 

册

明

治

二

十

三

年

ハ

月

二

日

四
、

日 

誌 

類

松

森

胤

保

と

『
兩
羽
博
物
圖
譜
』(

江
崎
レ

三
五

【。5



以
上
の
中
『鳥
刺
控
』
以
下
の
諸
誌
は
總
て
夫
々
の
方
法
に
よ
る
鳥 

類
採
集
の
記
錄
で
あ
る
。

〇 
同

附
記 六

詩

詛 

抄
2l

公

、三
文

二 十

册

四
書

册 册 類 册 册 册 册 册 類

日明

、二

迨 頁明

-.1
月
至
十
年 
十

科

學

史

硏

究
 

第

七

號

▲
日

記

册 册 册 册 册 册

+
六 
册

起明

三
六

〇 
遊淡 
覽嶋 
記紀

行 七

紀

〇 
同

附 
錄

四一 一 一 二
行

一1 一 一 一 一 一 一 一 八 二 二 — 四

册册 册 册 册 類 册 册 册 册 册 册 册 册 册 册 册 册 册

日明 日翌 弘 
坐 

至

!〇6



〇
溫
海
土
産 

•

一
 

册 

八
、
敎

育

書

類
 

〇

談
論
雜
記 

二

册
 

〇
止
オ
小
議 

一

册 

〇
人
身
健
康
保
全
論 

ー

册 

衞
生
養
生
訓
で
あ
る
。

衞
生
救
弊
論 

ー

册 

〇
南
郊
鄙
見 

三

册
 

〇

侵

勢

三

言(

一
名
天
理
人
道
論) 

五

册
 

〇

政

敎

論

_
二

册
 

名
敎
私
見 

三

册
 

〇
世
弊
論 

三

册
 

〇

南
郊
雜
論 

三

册
 

〇
穆

卿

先

生

言

行

一

端

一

册 

〇
南
郊
假
紳 

十
二
册 

〇
內
外
雜
視
初
篇 

五

册
 

〇

同

' 

二
篇 

三

册
 

〇
新
政
辨
疑 

一

册

安
政
四
年
四
月

文
久
三
年
ハ
月
二
十
五
日 

慶
應
二
年
十
一
月
二
十
六
日 

自
明
治
十
一
年
四
月
十
五
日 

至
同
十
二
年
一
月
六
日 

明
治
十
年

明
治
四
年
五
月
ハ
日 

明
治
二
年
四
月
二
十
二
日 

明
治
十
九
年

明
治
二
十
三
年
十
二
月
四
日 

明
治
二
年
四
月
十
九
日 

明
治
二
十
一
年

自
嘉
永
至
明
治
元
年 

明
治
十
年
三
月
十
五
日 

自
明
治
五
年
一
月
二
十
三
日 

至
三
月
二
十
三
日

松

森

胤

保

と

『
南
羽
博
物
圖
譜
』(

江
崎)

九
、
物

理

書

類
 

光
色
私
言 

三 

册 

明
治
六
年
ハ
月
十
日 

光
學
に
關
す
る
書
、
「英
人
合
信
氏
ガ
視
學
一
步
ヲ
看
テ
大
イ--
感
ズ 

ル
所
ア
リ
ゝ
依
テ
此
ノ
書
ヲ
作
ル
モ
ノ
ナ
リ
」 

聲
音
私
言 

一
 

ノ
册 

明
治
九
年
十
二
月
二+

百
 

音
響
學
に
關
す
る
書
。

〇
求
理
私
言 

六 

册 

明
治
八
年
四
月
六
日 

「
天
地
四
時
晝
夜
動
植
器
械-
ー
至
ル
ア
デ:

論.
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ナ
リ
」 

〇
物
理
新
論 

三

册

「
大
ハ
天
地
日
月
ノ3

卜3

リ
小
八
動
植
二
物
ノ
コ
ト-
一
至
ル
マr

 

專
ラ
私
見
ノ
新
說
ア
ル
モ
ノ.
ヲ
論
ズ
」

ー
 

〇
、
工

藝

書

類

〇
南
郊
意
匠
開
物 

七

册

0

匍
咖
題
勖 

三 

毋

自

明

治

二

十

一

年

十

一

月 

〇
屏
物
獎
勵 

三

册

至

同
 

二
十
四
年
十
二
月 

-

濤
松
森
家
に
別
に
『
南
郊
開
物
徑
歷
』
數
册
が
あ
る
。
こ
れ
等
の
書 

は
各
種
機
械
、
紡
績
、
航
空
、
車
輛
、
交
通
、
橋
梁
、
築
城
、
力
學
、
 

測
量
、
天
體
儀
等
に
關
す
る
考
案
、
設
計
を
含
み
、
文
そ
の
中
に
は
模 

型
或
は
實
際
の
機
械
を
製
作
し
た
る
も
の
も
少
く
な
い
。
こ
の
中
飛
器 

及
び
水
學
器
械
に
就
い
て
は
昭
和
十
三
年
赤
谷
孝
次
郞
及
び
井
澤
義
男 

氏
が
夫
々
謄
寫
版
印
刷
物
を
以
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
又
飛
器

三
七

107



科

學

史

硏

究
 

第

七

號 

考
案
の
こ
と
は
竹
内
正
虎
氏
『
日
本
航
空
發
達
史
』(

昭
和
十
五
年)

の 

中
に
簡
單
に
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
。
更
に
動
植
物
利
用
に
關
し
て
も
幾
多 

の
工
夫
が
述
べ
て&

る
。
數
十
種
の
蕩
か
ら
澱
粉
を
採
取
す
る
こ
と 

を
考
へ
、
實
際
に
作
っ
た
澱
粉
の
標
本
は
松
森
家
に
現
存
し
て
ゐ
る
。 

又
動
物
に
關
し
て
は
『
南
郊
徑
物
、
第
四
』(

書
名
の
標
題
は
各
册
每 

に
異
同
が
fe'
る)

中

に

「動
物
發
見
」
と
い
ふ
章
が
あ0
、
こ
の
中
に 

次
の
如
き
諸
法
が
詳
述
さ
れ
て
ゐ
る
。

イ
ボ
タ
蠟

蜂
蜜
及
黃
蠟

嶋

鼠

カ
ケ
ツ 

ー

彪
替
雀
獲
方

摺
飼
鳥
餌
付
方

摺
餌
製
造
法

鶯
子
師
傳
方

卵
子
脱
去
方

各
色
鼠
製
造
方

二

、
博

物

書

類
 

〇
兩
羽
博
物
圖
譜 

五
十
九
册 

本
書
は
胤
保
遺
著
中
最
大
の
力
作
で
、
こ
の
書
に
關
し
て
は
次
節
に 

詳
述
す
る
。

三
ハ 

〇
大
泉
珍
禽
聞
見
整
呻 

二 

册 

明
治
十
四
年
九
月
二
十
九
日 

「
大
泉
」
と
は
舊
出
羽
國
飽
海
、
田
川
二
郡
を
大
泉
の
庄
と
稱
し
た 

・
る
に
基
く
。
胤
保
は
鳥
類
に
は
特
別
の
興
味
と
經
驗
を
有
っ
て
ゐ
て
、
・
 

自
ら
觀
察
し
た
る
事
實
は
總
て
『兩
羽
博
物
圖
譜
』
に
收
錄
し
て
ゐ
る 

が
、
こ
の
外
に
人
よ
り
聞
き
傳
へ
た
る
鳥
に
關
す
る
記
事
を
書
き
誌
し 

&

も
の
が
本
書
で
、
第
一
卷
は
一
乃
至
四
十
五
丁
、
四
十
五
件
、
第
二 

卷
は
四
十
六
乃
至
九
十
八
丁
、
五
十
三
件
の
記
事
が
收
錄
さ
れ
て
ゐ
る
。 

尙
こ
の
外
に
松
森
家
に 

大

泉

諸

鳥

寫

眞

畫

譜

四

册
 

同 

附
錄 

,

二
•

册 

が
殘
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
書
は
『
兩
羽
博
物
圖
譜
』
の
鳥
の
部
の
前
身
と 

も
見
る
べ
き
も
の
で
、
こ
の
中
の
記
事
は
槪
ね
同
書
中
に
再
錄
さ
れ
て 

居
り
、
多
く
の
寫
生
圖
は
切
り
拔
い
て
博
物
圖
譜
の
中
に
加
へ
ら
れ
て 

ゐ
る
。
併
し
本
書
の
內
容
に
は
天
保
十
一
年
以
來
の
觀
察
が
詳
述
せ
ら 

れ
居
り
、
本
卷
四
册
に
は
二
百
項
目
、
附
錄
二
册
に
は
「
境
外
諸
鳥
」九 

十
四
項
目
の
記
錄
が
あ
り
、
鳥
類
硏
究
家
に
と
っ
て
頗
る
注
目
す
べ
啓 

も
の
と
信
じ
る
。

各
册
の
完
成
日
附
は
次
の
如
く
記
さ
れ
て
居
る
。 

ー
、
慶
應
三
丁
卯
正
月
九
日
表
紙
附
る 

二
、
慶
應
三
丁
卯
四
月
四
日
表
紙
附
る
、
 

三'
 

明
治
五
壬
申
年
四
月
十
入
日
加
表
紙

1〇8



四
、
明
洽
十
二
年
三
月
十
二
日
表
紙
出
來 

附
錄
ー
、
明
治
五
壬
申
年
四
月
十
八
日
加
表
紙 

附
錄
二
、
明
治
十
三
年
三
月
兀
日
表
紙
附
ル 

又
第
一
卷
の
見
返
し
に
は
「
天
保
十
一
庚
子
年
春
よ
り
慶
應
三
丁
卯 

年
正
月
六
日
に
至
其
間
星
霜
合
二
十
八
年
」
と
記
さ
れ
、
次
の
如
き
序
・ 

が
附
し
て
ち
る
。

大
泉
諸
鳥
寫
眞
畫
譜
一
草
稿 

松
森
胤
保
述

・

序

予
幼
に
し
て
鳥
を
好
み
或
さ
し
或
網
し
其
他
種
・
の
工
を
施
て
之
を
獵 

す
る
や
盡
せ
り
之
を
養
ひ
之
を
圖
し
其
之
を
玩
ふ
も
亦
極
れ
り
之
を
好 

の
餘
一
旦
此
書
を
作
ら
ん
と
欲
顧
に
小
鳥
の
屬
は
獲
る'

處
少
く
從
て 

知
ら
さ
る
物
も
少
か
ら
ん
然
と
も
大
鳥
の
如
き
は
國
家
之
を
獵
す
る
事 

を
禁
し
て
獲
る
事
を
得
さ
れ
ば
之
を
見
る
事
も
亦
難
し
見
る
事
難
け
れ 

ば
亦
從
て
知
事
か
た
し
依
て
其
業
を
果
さ
す
文
久
三
年
癸
亥
年
松
山
に 

官
し
慶
應
元
乙
丑
年
六
月
六
日
銃
獵
を
ゆ
る
さ
れ
态
に
大
鳥
を
建
事
を
・
 

得
後
日
の
慰
に
備
へ
ん
と
欲
し
て
銃
獵
誌
を
作
り
初
て
彈
す
る
所
の
も 

の
を
圖
す
る
に
及
忽
昔
の
拿
を
思
ひ
之
を
作
ら
ん
事
を
欲
し
ニ
ー
の
曾 

て
圖
す
る
所
寫
眞
成
も
の
を
筐
笥
に
探
り
猶
存
す
る
事
あ
る
も
の
は
之 

を
此
册
子
に
粘
糊
し
更
に
見
る
所
を
以
種
・
寫
眞
し
て
之
に
附
記
し
他 

日
の
稿
に
備
へ
や\

ー
册
に
滿
た
ん
と
す
依
て
此
言
を
記
實
に
慶
應
ニ 

丙
寅
年
正
月
十
八
日
初
て
業
に
就

松
森
胤
保
と
『
兩
羽
博
物
圖
譜
』(

江
崎)

慶
應
ニ
丙
寅
年
十
月
十
三H
N
H
U
-
 

尙
こ
の
六
册
は
後
に
末
子
岩
雄
に
與
へ
た
も
の
の
如
く
「
合
テ
六
本 

與
岩
雄
」
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
『
兩
羽
博
物
圖
譜
』
の
成
る
に 

及
ん
で
、
不
用
と
な
っ
た
た
め
で
あ
ら
う
。
又
三
男
の
中
特
に
岩
雄
は 

博
物
學
の
趣
味
深
く
、
胤
保
の
最
も
愛
し
た
所
で
あ
る
と
言
ふ
。
そ
の 

夭
折
が
惜
し
ま
れ
て
ゐ
る
。

〇
弄
石
餘
談 

五
一
册 

明
治
十
一
年
七
月
四
日 

•

本
書
は
石
譜

で

蕩

書

で
あ
る
が
、
實
際
は
土
器
石
器
等
の
記
事
大
，
 

部
分
を
占
め
、
人
類
學
、
考
古
學
の
内
容
が
主
で
ち
る
と
言

へ
る
。
第 

一
册
は
ー!

二
十
二
丁
、
二
十
二
件
の
記
事
が
あ
り
、
珠
石
、
眞
珠
、
，
 

珊
瑚
其
他
寶!W

、

.
硝
子
等
の
外
棘
代
石
器
、
土
器
等
の
記
述
を
含
む
。
 

・
第
二
册
は
二
十
三
—
四
十
五
丁
、B
、
石
器
其
他
の
記
事
二
士
ー
ー
件
。 

第
三
册
は
四
十
六
丄
ハ
十
一
丁
、
石
器
、
鉞
、
化
石
、
勾
玉
其
他
の
記 

事
十
六
件
、
圖
多
く
、
第
四
册
は
六
十
ニ
ー
九
十
五
丁
、
土
器
、
石
器 

の
記
事
三
十
四
件
、
第
五
册
は
九
十
六
—
百
三
十
三
丁
、
同
じ
く
土
器
、
 

石
器
の
記
事
三
十
ハ
件
、
五
册
合
計
百
三
十
三
件
の
記
事
が
あ
る
。 

松
森
胤
保
が
こ
の
方
画
に
も
造
詣
深
か
っ
た
こ
と
は
、
當
時
學
界
に 

も
知
ら
れ
て
ゐ
た
。
明
治
二
十
三
年
莊
內
に
羽
柴
雄
輔
と
言
ふ
人
の
發 

起

で

「奧
羽
人
類
學
會
」
が
創
立
せ
ら
れ
、
長
い
間
繼
續
し
て
、
多
數 

の
會
合
が
行
は
れ
た
。

こ
の
會
の
記
錄
は
東
京
人
類
學
會
雜
誌
、
第
五 

卷
第
五
四
號(

明
治
二
十
三
年
九
月)

以
降
、
同
誌
に
每
月
揭
載
せ
ら

三
九
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科

學

，史

硏

究 

第

七

號 

れ
て
ゐ
る
。
そ
の
中
か
ら
松
森
胤
保
に
關
す
る
事
項
を
摘
錄
し
て
見
よ 

う
。

.

.

/

 

明
治
二
十
三
年
十
二
月
七
日
第
二
會
を
鶴
岡
に
開
き
會
長
を
名
譽
會 

員
松
森
胤
保
に
依
託
、
承
諾
す
。

明
治
二
十
四
年
四
月
五
日
第
六
會
に
於
て
松
森
胤
保
「石
器
土
器
に 

つ
き
鄙
見
を
述
ぶ
」
と
い
れ
講
演
を
な
し
、
『
弄
石
餘
談
』
を
展
觀
す
。 

明
治
二
十
四
年
十
一
月
一
日
第
十
三
會
に
於
て
松
森
胤
保
齋
甕
一
箇
、
 

素
燒
土
器
三
箇
を
展
觀
す
。

明
治
二
十
五
年
四
月
三
日
第
十
八
會
開
か
る
。
松
森
胤
保
こ
の
日
午 

・

前
一
時
三
十
分
病
死
す
。

明
治
二
十
七
年
四
月
十
四
日
第
四
十
二
會
開
か
れ
、
次
囘
に
故
會
長 

松
森
胤
保
第
三
年
追
弔
會
を
開
き
遺
書
標
品
展
觀
を
豫
吿
す
。 

明
洽
二
十
七
年
五
月
十
二
日
第
四
十
三
會
に
於
て
追
弔
會
執
行
、
遺 

書
四
十
四
部
百
入
十
册
、
遺
物
と
し
て
、
石
ffi
三
百
五
十
箇
、
石 

斧
三
十
箇
、
石
匙
五
十
枚
、
石
棒
三
本
、
石
鉢
十
五
箇
、
朝
鮮
土 

器
甕
一
箇
、
繩
紋
土
器
完
全
五
箇
、
各
所
の
繩
紋
土
器
片
數
百
箇
、
 

各
所
朝
鮮
土
器
片
數
百
箇
を
展
觀
す
。

明
迨
一
十
七
年
六
月
九
日
第
四
十
四
會
に
於
て
、
坪
井
正
五
郞

「故 

-

松
森
氏
追
弔
會
に
際
し
注
意
と
云
ふ
事
を
述
ぶ
」
及
び
鵜
飼
直
緝 

「
故
松
森
氏
身
世
の
槪
略
及
逸
事
」
の
二
篇
期
讀
せ
ら
る
。

又
こ 

-

の
記
事
所
載
の
東
京
人
類
學
會
雜
誌
ヽ
第
九
卷
第
九
九
號
、
三
七

四
〇

五
—
三
七
七
頁(

明
治
二
十
七
年
六
月)

に

「
故
奧
羽
人
類
學
會 

長
松
森
氏
を
祭
る
文
」
二
篇(

鶴
岡
角
田
俊
次
、
秋
田
宮
澤
運
治) 

が
揭
載
さ
れ
て
ゐ
る
。

四
、
『
兩
羽
博
物
圖
譜
』

こ
の
書
は
旣
述
の
如
く
松
森
胤
保
畢
生
のO

p
u
s

 m
a
g
n
u
m

で 

あ
り
、
單
に
そ
の
內
容
浩
瀚
な
る
め
故
の
み
で
な
く
、

文
極
め
て 

異
色
あ
る
主
張
に
充
滿
し
て
ゐ
る
點
で
注
目
す
べ
き
著
述
で
あ
る
。 

本
書
は
全
部
五
十
九
册
、

ハ
帙
に
收
容
さ
れ
て
ゐ
る
。

松
森
家 

藏

の

『
南
郊
著
述
目
錄
』

に
よ
る
と
、

本
書
は
五
十
册
の
豫
定
で 

次
の
如
き
ハ
部
か
ら
成
る
計
畫
で
あ
っ
た
。

卽
ち

兩
羽
走
獸
圖
譜

兩
羽
飛
禽
圖
譜

兩
羽
爬
虫
圖
譜

兩
羽
游
魚
圖
譜

兩
羽
貝
螺
圖
譜 

-

兩
羽
飛
蟲
圖
譜

兩
羽
雜
蟲
圖
譜

兩
羽
植
物
圖
譜

實
際
の
書
ば
こ
の
通
り
に
は
な
っ
て
居
ら
ず
、

又
各
册
の
題
簽

IIO



も
甚
だ
不
統
一
で
あ
る
。

次
に
各
册
の
標
題
及
び
丁
數
を
記
す
。

こ
れ
は
內
容
に
應
じ
て

そ
の
標
題
を
統
「
し
た
も
の
を
記
し
た
の

で
、
實
際
の
題
簽
に
必
ず
し
も
か
く
記
さ
れ
て
な
い
場
合
も
あ
る
。 

第
-

帙
(

ハ
册)

ー
、
兩
羽
獸
類
圖
譜 

・

二
、
兩
羽
獸
類
圖
譜 

・
三
、
兩
羽
禽
類
圖
譜

四
、
 

兩
羽
禽
類
圖
譜

五
、
 

兩
羽
禽
類
圖
譜

六
、
 

兩
羽
禽
類
圖
譜

七
、
 

兩
羽
禽
類
圖
譜 

ハ
、
兩
羽
禽
類
圖
譜

第

二

帙
(

ハ
册)

一(

總 

論)

四
九
丁 

二
(

各 

論)

七
八
丁 

一(

總

論

こ

四

五

丁
 

二
(

總

論

二
)

五
七
丁 

三
(

鷹
鵲

部

一)

九
〇 
丁 

四
(

鷹
鵲

部

二)

七
四
丁 

五
(

鷹
鵲
部
三)

五
六
丁 

六
(

鷄

雉

部
)

六
三
丁

九
、
兩
羽
禽
類
圖
譜 

ー
〇
、
兩
羽
禽
類
圖
譜 

ー
ー
、

兩
羽
禽
類
圖
譜 

ー
ニ
、
兩
羽
禽
類
圖
譜 

ニ
ニ
、
兩
羽
禽
類
圖
譜

一
四
、
 

兩
羽
禽
類
圖
譜

一
五
、
 

兩
羽
禽
類
圖
譜

七
(

鴨

鴨

部

一)

六
五
丁 

A
 
(

鳩
鴨
部
二)

五
五
丁 

九
(

鴨
掠
部
一)

四
六
丁 

-

〇 
-
3

部

二)

七
六
丁

(

鶴
鶴
部
一)

五
三
丁

D

四
七 
丁

ニ

ニ(

鴻
鵠
部
一)

六
九
丁

松

森

胤

保

と

『
兩
羽
博
物
圖
譜
』(

江
崎)

ニ
ハ
、
兩
羽
禽
類
圖
譜

第

三

帙
(

七

册) 

一
七
、
兩
羽
爬
虫
圖
譜 

ー
八
、
兩
羽
魚
類
圖
譜 

ー
九
、
兩
羽
魚
類
圖
譜 

二
〇
、
兩
羽
魚
類
圖
譜 

ニ
ー
、
兩
羽
魚
類
圖
譜 

ニ
ニ
、
兩
羽
貝
螺
圖
譜 

二
三
、
兩
羽
貝
螺
圖
譜

第

四

帙
(

ハ
册)

二
四
、
 

兩
羽
飛
蟲
圖
譜

二
五
、
 

兩
羽
飛
蟲
圖
譜

二
六
、
 

兩
羽
飛
蟲
圖
譜

二
七
、
 

兩
羽
飛
蟲
圖
譜

二
八
、
 

兩
羽
飛
蟲
圖
譜 

ニ
九
、
兩
羽
飛
蟲
圖
譜 

三
〇
、
兩
羽
飛
蟲
圖
譜

亠

四
(

鴻
鵠
部
二)

五
七
丁

六
五
丁

- 

•

五
三
丁

二 

三
九
丁

三 

五
三
丁

四
(

人
魚
、
鯨
類
を
含
む)

五
〇

丁

ー
 

六
三
丁 

二
(

甲
殼
類
、
棘
皮
類
等
を
含
む)

七
三
丁 

一
 
(
M

部

一
)

五
〇
丁 

二
(

蜂

部

二
)

四
九
丁 

三
(

推

部

三
)

四
ハ
丁 

四
(

蜂
部
四
、

蟬
部)

- 

四
二
丁 

五
一
蝶
部 

一
 

ノ
ニ
九
丁 

六
(

蝶

部

二
)

四
五
丁 

七
(

蜻
蛉
部
、
其
他)

門

III



科- 

學 

史 

硏

一 一 八
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届 

稻 
部

z~\

蕈 

茸 

部

松 

柏 

部

&

部

第

七

號・

四 
丁

五—I—
T

五 
九 
丁

五・
九
丁

—L.

〒

四 
八 
丁

九 
丁

七 
〇 
丁

t

五

ヽ

合

計

兩' 
羽 
•植 
励 

圖 
譜

A

S 
花 

部

1

柚

部

•面

肉 
菓 
舸

肉 
菓 
部

7 
芙 

蓉 

部

t—
〇

蓮

七

冠 

部

縮 

部

五

蕭 

,部

四

根 

菜 

部

S
說

四

五
九
丁

五
八
丁

_I -
四 
丁 丁

八 
四 
丁 亍

四
八
丁

七
七 
丁

五

T

八 
〇 
丁

七
八 
丁
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現
品
に
は
別
に
帙
番
號
は
な
く
、
右
に
記
し
た
も
の
は
便
宜
上 

附
し
た
も
の
で
あ
り
、

又
各
圖
譜
に
も
卷
數
の
記
入
の
な
い
も
の 

が
多
く
、
右
は
同
じ
く
假
に
番
號
を
附
し
た
も
の
が
多
い
。 

本
書
は
羽
前
羽
後
兩
國
に
於
け
る
動
植
物
を
圖
錄
し
、

こ
れ
に 

著
者
獨
特
の
觀
察
記
事
を
記
錄
し
て
ゐ
る
の
み
で
な
く
、
各
類
每 

に
屢
ご
詳
細
な
る
汎
論
を
附
し
、
著
者
得
意
の
所
說
を
叙
し
て
ゐ 

る
。

本
書
の
內
容

は

著

者

が

そ

の

第

一

册(

第

三

圖)

た

る

『
兩 

羽
獸
類
圖
譜
』

の

卷

頭

に

揭
げ

た

「
凡
例
」

に
よ
っ
て
、

よ
く
察 

知
せ
ら
れ
る
の
で
、

次
に
之
を
引
用
す
る
。

松

森

胤

保

と

『
兩
羽
博
物
圖
譜
』(

江
崎)

第3圖三『兩羽博物圖譜』第一冊の養紙

凡 

例

凡
此
書
ノ.
論
說
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ハ
專
ラ
予
ガ
新
見
ノ
私
說
ヲ
主
ト
ス 

ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
止
ム
コ
ト
ナ
キ
モ
ノ
ノ
外 
ハ
世
上
ノ
周
知
ス
ル
所
ノ
者 

ハ
務
メ
テ
之
ヲ
省
ク
モ
ノ
ト
ス 

•

凡
此
書
ハ
專
我
ガ
土
ノ
獸
類
ヲ
圖
譜
ス
ル
ニ
止
マ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ト
モ 

人
間
ハ
同
シ
有
脊
動
物
中
二
モ
尤
上
等
獸
二
近
ク
シ
テ
是
ガ
靈
長
タ
ル 

ヲ
免
レ
サ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
第
一
卷
論
說
中
一
ー
於
テ
聊
之
力
說
論
ヲ
述
フ 

ル
モ
ノ
ナ
リ

凡
此
書
ハ
獸
類
ノ
ー
部
ニ
止
ル
所
ト
讓
類
ハ
他
ノ
動
物
中
二
於
テ 

頗
ル
上
位
ニ
居
ル
所
ナ
ル
ノ
爲
二
予
亦
此
書
ヲ
以
諸
題
ノ
始
二
置
力
爲 

二
之
力
論
說
ノ
中
ニ
於
テ
ハ
頗
ル
諸
動
物
ヲ
合
セ
テ
論
ス
ル
コ
ト
モ
有

ル
モ
ノ
ト
ス
殊
ニ
序
文
二
論
ス
ル
所
ノ
如
キ
ハ
專
ラ
他
ノ
諸
篇
二
及
フ 

モ.
ノ
ト
知
ル
可
シ

凡
此

二
載
ス
ル
所

ノ
モ
ノ
ハ
獨
リ
論
說
ノ
ミ
ー
ー
ア
ラ
ス
其
圖
譜
ニ
於 

ケ
ル
モ
諸
書
一
ー
據
ラ
ス
シ
テ
專
實
物
ト
私
見
ト
ヲ
主
卜
ス
ル
モ
ノ
ト
ス 

凡
此
書
論
說
ナ
リ
圖
譜
ナ
リ
諸
書
ー
ー
據
ラ
ス
シ
テ
專

ラ
實
物
ト
私
見 

ト
ヲ
主
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
左
ノ
數
件
ア
ル
カ
爲
ナ
リ

其
ー
、
和
漢
二
求
ム
ル
ニ
其
書
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
ト
雖
專
ラ
書
面
上
ノ 

鑿
說
多
ク
苴
ハ
實
二
違
フ
コ
ト
多
ケ
レ
ハ
ナ
リ 

其
二
、
和
漢
ノ
論
說
ハ
獨
り
其
實
一
一
違
フ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
專
ラ
怪
異
不 

經
ノ
コ
ト
多
ク
論
ス
ル
ニ
足
ラ
サ
ル
モ
ノ
多
シ四

三

“3



科

學

史

硏

究
 

第

七

號 

其
三
、
和
漢
ノ
論
說
-
一
就
テ
其
實

ーー違
ヲ
辨
シ
其
經
談
等
ヲ
論
セ
ン 

ト
欲
ス
ル
モ
ー
時
ノ
能

ス
ル
听
--
非
ス 

其
四
、
和
漢
ノ
圖
畫
八
其
粗
略
ー
ー
シ
テ
殆
ト
信
據
ス
可
キ
モ
ノ
ア
ラ 

サ
ル
カ
如
シ

其
五
、
近
時
一
一
及
テ
ハ
計
書
中'

一
ハ
往
々
鮮
明
信
據

ス
ヘ
キ
モ
ノ
世 

一一現

ス
ト
雖
此
ノ
如
キ
ノ
類

ハ
小
學
生
徒
モ
猶
之
ヲ
見
聞
ス
ル
所
ナ
レ 

ハ
煩
重
一
一
之
ヲ
論

ス
ル-
ー
及
ハ
ス

其
六
、
洋

書

一
一
據
ラ
サ
ル
ハ
其
周
知
ス
ル
所
ナ
ル
カ
爲
ノ
ミ
ナ
ラ
ス 

其
中
未
タ
テ
ー
プ
ル
上
ノ
鑿
說
-
一
止

マ
ル
モ
ノ
モ
亦
ナ
キ-
ー
ア
ラ
サ
レ 

ハ
ナ
リ

其
七
、
洋
書
モ®•

鑿
說
ア
ル
ヲ
免
レ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
洋

人

ハ

擊 

如
何
ン
ノ
精
微
ヲ
極

ム
ト
雖
モ
我
ガ
地
方
ノ
物-
一
對
シ
テ
ハ
余
力
實
地 

--
求

ル-
一
如
サ
ル
者

モ
有
ハ
也

其
八
、
博
物
學
ハ
其
初
西
洋--
於
テ
モ
猶
和
漢
ノ
如
ク
其
翥
性
行 

利
用
等
--

止
ル
モ
ノ 

ー
-

似
タ
リ
然
ル
ニ
百
事
精
密-
一歸
セ
シ
ョ
リ
今
ハ 

專

ラ
內
部
ノ 3

卜--
及
ヒ
骨
格
ナ
リ̂

B
E

ナ
リ_»

經
ナ
リ
組
織
ナ
リ
ノ 

コ
ト
ー一亙
リ
獨
リ
之
一-

亙
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
其
甚
シ
キ
ー
-

至
テ
ハ
專
ラ
顯 

微
鏡
上
ノ
諭
一
一
係
ル
モ
ノ
有
リ
此
ノ
如
キ-
ー
至
テ
ハ
精
ハ
則
精
ナ
リ
ト 

雖
モ
其
本
旨
ナ
ル
、外
貌
性
行
ヲ
忽
略
ス
ル-
一
至
ル
ヲ
常
ト
ス
此
ノ
如
キ 

ハ
是
博
物
學--
非
ス
シ
テ
萬
物
ノ
解
剖
學
若
ク
ハ
顯
微
鏡
・
學
ト
稱

ス
ル 

モ
誣
言
ト
ス
へ
カ
ラ
サ
ル-­

似
是
予
力
此
ノ
書--
於
テ
取
ラ
サ
ル
所
ナ

四
四

リ
然
ラ
ハ
則
今
其
外
貌
內
部
事
ヲ
併
セ
テ
之
ヲ
詳
明
一
ー
ス
ル
コ
ト
如
何 

ン
ト
云
フ--
精
ハ
則
精
善
八
則
善
ナ
リ
ト
雖
モ
是
ー
朝
ー
タ
ー
ー
シ
テ
ー
 

人
一
己
ノ
館
ス
ル
所
-

ー
ア
ラ
ス
要
ス
ル
所

ハ
則
各
・
專
門
家
ノ
主
ト
ス 

ル
所
-
一
シ
テ
余
ガ
此
書
ヲ
作
ル
所
ノ
旨-
一
非
ス
獨
其
旨
二
非
ル
ノ
ミ
ナ 

ラ
ス
要
ス
ル
所
ハ
カ
ノ
能
ハ
サ
ル
所
ナ
リ
故
ー-

今
ハ
夫
等
ノ
書­
一依
ラ 

ス
シ
テ
只
其
實
物

ノ
外
貌
性
行
ヲ
略
記
シ
其
内
部
ノ
コ
ト
ノ
如
キ
ハ
皆 

其
書
-

ー
讓
ル
ヲ
常
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

松
森
胤
保
の
文
章
は
屢
・
冗
長
に
し
て
決
し
て
名
文
で
は
な
い 

が
、
右
の
凡
例
に
於
い
て
言
は
ん
と
欲
す
る
所
は
明
瞭
で
あ
り
、

彼
の
博
物
學
に
對
す
る
態
度
、

此
書
の
目
的
と
す
る
所
を
能
く
察 

知
す

る
こ
と
が
出
來
る
。

第

一

册

た

る

『
兩
羽
獸
類
圖
譜
』

の

上

卷

は

「
論
說
」

の
み
で 

全
卷
十
六
章
よ
り
成
り
、
寧
ろ
全
動
物
部
の
總
論
に
相
當
す
る
も 

の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
內
容
を
簡
明
に
紹
介
し
て
お
く
。

第 第 第 第 第 第

一二三四五六

章 章 章 章 章 章

動
物
大
數 

動
物
大
名 

動
物
區
別 

有
脊
一
類 

動

物

一
類 

動
物
係
表

動
物
の
種
數
を
論
ず
。 

主
要
動
物
群
の
名
稱
を
論
ず
。 

動
物
を
主
要
群
に
分
類
す
。 

脊
椎
動
物
の
總
論
。

動
物
全
體
の
系
統
關
係
を
論
ず
。 

動
物
群
の
系
統
圖
表
。
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第

七

章
 

動

物

原

始

、
動
物
創
生
を
論
ず
。

第

ハ

章

火

中

生

物

諸

書

を

引

照

し

、

火
中
生
物
を
生
ず 

る
妾
信
を
否
定
。
但
し
そ
の
可
能
性
を
保
留
す
。

第

九

章

暗

中

生

物

第

十

章

人

間

原

始

人

類

起

原

を

論

じ

、

ノ
ア
洪
水
說
を 

否
定
、
猿
類

起
原
說

の
可
能
性
を
認
む
。

第

十

一

章

人

間
種
類

第
十
二
章

人

降

爲
猿 

將
來
人
間
以
上
の
生
物
の
出
現
に
よ 

り
、

人
間
が
今
の
猿
の
位
置
は
轉
落
す
る
可

能• 

性
を
指
示
す
。

第

十

三

章

人

間

終

極 

・
 

第

十

四

章

獸
類
惣
論 

• 

第

十

五

章

獸

類

區

別 

・

第

十

六

章

物
類
順
序

こ
の
中
で
ム
ニ
注
目
す
べ
き
點
を
擧
げ
て
見
よ
う
。

先

づ

「
動 

物
區
別
」
卽
ち
分
類
の
方
式
を
見

る

と

最

初

萬

物

を

「
固
形
體
、

・
 

流
動
體
、
氣
狀
體
」

に
三
大
別
し
、

次
に.

「
固
形
體
」
を

「
有
機 

體
、
無
機
體
」

に
、
「
有
機
體
」
を

「
動
物
、
植
物
」

に
分
ち
、
動 

物

を

次

の

如

く

分

類

し
て

ゐ

る(

第

四

圖)
。

松

森

胤

保

と

『
兩
羽
博
物
圖
譜
』(

江
畸)

第4圖 『兩羽博物圖譜』中「動铮區別」（動物分類表）
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動

物

—

科

學

史

硏

究
 

第

七

號

第

三

別

第

四

別

—
有

脊

—

二
體
四
肢T

人 
一

I
獸 

一
,

鳥 

L

爬

第

五

別
 

第

六

別

第

七

別

類
—
品 

類
—
品 

類
—
品 

類
—
品

種 種 
a
 種

厂
一
體

四
肢
—

魚

—t
e
-

脊
——

關

節

兩
._

如

W

無

骨

多

足

一
 
4

L

蜘

I
關

節

三

體

秦

—
無
骨
六
足
——

蝶

I
有
殼
無
殼
——

軟

十
體
無
足
厂
寸

類
—
品

種

«

—
品 

蛛
—
品

種 種

蜂
—
品

種

體
—
品 

線
—
品

種 種

こ
の
分
類
は
西
洋
博
物
學
初
期
の4

類
と
極
め
て'
酷
似
し
て
居 

り
、

明
治
初
年
流
布
し
た
博
物#
!

の
影
響
を
受
け
て
そ
の
骨
子
を 

作
り
、
之
に
自
家
の
考
察
を
加
味
し
た
こ
と
は
殆
ど
疑
を
い
。

叉 

こ
の
分
類
の
第
六
別
は
大
體
分
類
學
上
の
綱
に
相
當
し
て
居
り
、
 

第
七
別
に
於
て
直
ち
に
種
に
移
っ
て
ゐ
る
が
、本

!
!

貝
の
內
容
を
見 

る
と
こ
の
間
を
更
に
幾
つ
か
の
階
級
に
分
類
し
て
居
り
、
且
そ
れ 

に
極
め
て
獨
特
な
命
名
を
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
更
に
後 

述
す
る
で
あ
ら
う
。

第5圖 『兩羽博物圖譜』中「動物係表」（系統樹の一部）

u6



第6圖 『兩羽博物圖譜』中獸頸圖譜の一部cnヤマイヌの圖

松

森

胤

保

と

『
兩
羽
博
物
圖
譜
』(

江
崎)

次

に

「
動
物
係
表
」
卽
ち
系
統
樹
は
極
め
て
特
色
あ
る
獨
創
的 

な
も
の
で
、
萬
物
の
相
互
關
係
を
多
數
の
圓
周
上
に
排
列
し
て
表 

現
し
た
も
め
で
、

一
つ
の
多
元
的
な
動
的
體
系
を
作
っ
て
ゐ
る 

(

第
五
圖)

。

第

二

册

『
兩
羽
獸
類
圖
譜
』

の
各
論
に
は
、
猿
、
熊
、

狸
、

貉
、
 

小
犬
、
大
犬
、
豺
、
狼
、

狐
、

猫
、

夜
干
ハ
射
干)

、
豺
、
貓
、
栗 

鼠
、

施
鼠
、
・
蝙
蝠
、
■<
、S

腿
鼠
、
兎
、
野
豕
、
山
豕
、
家 

豕
、.
馬
、
鹿
、•

靑
獅
々
、

獺
、

ヲ
ッ.
ト
セ
、

ト
ド
、

ア
ザ
ラ
シ
の 

各
記
錄
が
あ
る
。

こ
の
中
犬
の
類
に
關
す
る
記
事
及
び
圖
は
嘗
て 

齋

藤

弘

氏

が.
「
兩
册
博
物
圖
譜
の
紹
介
」

と

題

し

て

雜

誌

『
日
本

第7圖『兩羽博物圖譜』中獸類 

圖譜の一部（2）南京鼠の諸品種

㈣
七
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科

學

史

畚

究
 

第

七

號

犬
』
第
四
卷
第
一
號
、

五
ニ
ー
六〇

頁
、

ロ

繪
(

昭
和
十
年
十
一 

月)

に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、

そ
の
中
に
今
は
絕
滅

し

た

日

、
 

本
獨
特
の
ヤ
マ
イ
ヌ 

(ca
g.s hoaophylaa

 Tem
m

illck)  
の
寫 

生
圖
が
四
箇
も
含
ま
れ
て
ゐ
る
の
で
、
頗
る
重
要
視
さ
れ
て
ゐ
ろ 

(

第
六
圖)

。

又
鼠
の
項
に
南
京
鼠
を
飼
育
し
て
、
諸
種
の
色
斑
の 

も
の
を
得
る
實
驗
を
記
し
、' 

圖
示
し
て
ゐ
る(

第

七

圖

'-
■〇
そ
の
記 

事
に
日
く

「
明
治
五
年
ノ
頃
予
多
ク
此
ノ
南
京
鼠
ヲ
飼
育
ス
然
ル
ー
一
白
也
白
黑
色 

ナ
リ
灰
白
斑
ナ
リ
千
變
一
ノ
如
ク
奇
毛
ヲ
生
セ
ス
予
思
フ
ニ
黑
斑
ノ
黑 

色
一
一
與

フ
ル
ー
ー
腿
鼠
ノ
純
色
ヲ
以
テ
セ
ハ
純
黑
ノ
物
ヲ
生
ス
ル
モ
計

ル 

へ
カ
ラ
ス
ト
依
テ
之
ヲ
試
ム
ル
ー
ー
第
一
囘
-
一
三
四
頭
ヲ
產
ム
然
ト
モ
皆 

腿

色­-

シ
テ
各
尾-
二

白
點
ヲ
ー
ホ
ス
ー-

過
キ
ス
其
中
鼠
斑
ノ
モ
ノ
モ
亦 

之
ア
リ
之
ヲ
以
テ
彼­-

合
ス
ル-
一
豈
計
ラ
ン
ヤ
赤
斑
鼠
ヲ
生
シ
タ
リ
之 

3

リ
轉
々
數
囘
ノ
試
驗
ヲ
歷
ル
後
明
治
六
年

一
月
ヨ
リ
入
月--

至
ル
マ 

テ
左
ノ
如
キ
六
奇
品
ヲ
得
タ
リ
然
ト
モ
未

タ

ー
純
黑
ヲ
得
ル
ー
ー
及
ハ
ス 

シ
テ
廢

ス
」
〔下
略
：！

第
三
册
か
ら
第
十
六
册
に
至

る

十

四

册

は

卽

ち

「
兩
羽
禽
類
圖 

譜
」

で
實
に
全
圖
譜
の
約
四
分
の
一
の
分
量
を
占
め
て
ゐ
る
。

胤 

保
が
特
に
鳥
類
に
對

し
て
若
い
頃
か
ら
興
味
と
關
心
を
持
ち
、
之 

を
捕
獲
し
、
飼
育
し
、
觀
察
し
た
こ
と
故
、

か
く
の
如
く
大
部
を

四A

第8圖 『兩羽博物圖譜』中禽類 

圖譜の一部CD ■

な
す
に
至
っ
た
こ
と
は
當
然
で
あ
ら
う
。

同
時
に
又
こ
の
鳥
類
の.
ハ
 

部
が
最
も
精
緻
を
極
め
、
內
容
豐
富
で
あ
り
、
且
圖
も
特
に
傑
作 

が
多
い
の
で
、

こ
の
方
面
の
專
門
家
の
精
査
を
冀
ふ
次
第
で
あ
る
。 

十
四
册
の
中
最
初
の
二
册
は
總
論
で
、

第
三
册
、
卽
ち
禽
類
圖
譜 

「
の
中
に
は
、

序
文
、

凡
例
に
次
い
で
、
論
說
と
し
て
次
の
五
章 

が
含
ま
れ
て
ゐ
る
。

第

一

章

鳥

名

混

亂 

第

二

章

鳥

圖

要

眞 

第

三

章
.
鳥
類
區
別 

第

四

章

鳥

類

一

區

第
丑
章 

鳥
書
雜
論 

諸
書
の
批
判

n8



第9圖 『兩羽博物圖譜』中禽類圖譜の一部C2)

松

森

胤

保

と

『
兩
羽
博
物
圖
譜
』(

江
崎)

次
の
第
四
册
に
は 

第

六

章

鳥

獵

法

略 

第
七
章

鳥

養

法
略 

第

ハ

章

鳥

藏
法
略 

第

九

漳

鳥

事

雜

話 

食
性
其
他
の
記
事 

の
四
章
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
。

そ
の
凡
例
を
見
る.
と
特
に
禽
譜
に
對
し
て
は
他
の
類
壮
對
し
て 

見
ら
れ
ぬ
愼
重
な
態
度
と
熱
心
さ
が
窺
は
れ

る
の
で
、

そ

の
.
部 

を
摘
記
し
て
見
よ
う
。

凡 

例

〔前
略
〕

一
、
凡
此
書
寫
眞
ヲ
主
ト
ス
然
共
日
光
畫
ノ
寫
眞-
ー
ア
ラ
オ
筆
ヲ

Jy 

テ
寫
眞
ス
ル
ノ
謂
ナ
リ
而
其
寫
眞
一
一
左
ノ
七
別
ア
ル
モ
ノ
ト
ス 

其
一
生
鳥
ヲ
寫
眞
ス
ル
モ
ノ
ト
ス 

其
二
死
鳥
ヲ
寫
眞
ス
ル
セ
ノ
ト
ス 

其
三 

死
也
生
也
他
日
之
ヲ
實
視
ス
ル
コ
ト
ア
ル
モ
之
ヲ
圖
ス
ル 

--
當
リ
テ
臨
寫
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ト
ス 

其
四 

之
ヲ
實
視
ス
ル
モ
遠
望
若
ク
ハ
ー
見
其
詳
細
ヲ
悉
サ
サ
ル

モ
ノ
ト
ス

其
五 

他
人
ノ
手-
一
成
ル
モ
ノ
ト
雖
モ
頗
ル
信
ヲ
置
一
一
足
ル
ト
ヲ 

モ
ヘ
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
模
寫

ス
ル
コ
ト
有
ル
モ
ノ
ト
ス

㈣

九
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第疋圖『兩羽博物圖譜』中禽類圖譜の~部（3）

‘
 

五
〇 

其
六 

其
圖
ヲ
得
ス
ト
雖
モ
人
言
若
ク
ハ
文
書
上
ニ
於
テ
頗
ル
信 

依
ス
ル
ニ
足
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
圖

ス
ル
コ
ト
モ
ア
ル
モ
ノ 

ト
ス 

・
 

• 

其
七 

其
皮
羽
ト
雖
モ
之
ヲ
見
テ
全
體
ヲ
察

ス
ル
ニ
足
ル
ト
ヲ
モ 

ヱ
ル
モ
ノ
ハ
又
之
ヲ
圖
ス
ル
コ
ト
有
モ
ノ
ト
ス 

ー
、
凡
圖
例
ヲ
定
ム
ル
豫
メ
前
ノ
七
別
ヲ
設
ト
雖
其
實
際
ニ
於
テ
ハ 

專
ラ
生
鳥
死
鳥

ヲ
寫
眞
ス
ル
ニ
在
テ
其
他
ハ
容
易
二
見
ル
コ
ト
ヲ
得
へ 

カ
ラ
サ
ル
ノ
鳥
ー
ー
ア
ラ
サ
レ
ハ
輕
々
シ
ク
從
ハ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
而
シ
テ 

萬
一
之
二
從
フn

ト
ア
ル
モ
ノ
ハ
必
其
理
由
ヲ
詳
說
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
其 

法

ハ
則
左
ノ
六
例
ト
ス

其
一
寫
生
生
鳥
ヲ
寫
眞
ス
ル
モ
ノ

其
二
寫
死
死
鳥
ヲ
寫
眞
ス
ル
モ
ノ

其
三
臆
圖
他
日
ノ
實
視
及
略
視
ニ
係
ル
モ
ノ 

其
四 

傳
寫 

他
人
ノ
手
ニ
成
ル
モ
ノ
ヲ
模
臨
ス
ル
モ
ノ 

其
五
聞
寫
人
言
及
文
書
上
ニ
依
ル
モ
ノ 

其
六
皮
臨
皮
羽
ヲ
視
テ
寫
眞
ス
ル
モ
ノ

〔中
略
〕

一
ヽ
凡
此
ノ
書
二
圖
セ
ン
コ
ト
ヲ
勤
ム
ル
モ
ノ
左
ノ
順
序
ノ
如
シ
然 

レ
ト
モ
老
年
多
事
自
ラ
山
野
ヲ
跋
涉
シ
テ
之
ヲ
獵
獲
收
集
〔
ス
ル
〕

コ 

ト
能
ハ
ス
又
邊
邑
同
好
ノ̂

^

助
ク
ル
モ
ノ
少
ナ
ク
シ
テ
見
ル
コ
ト
能 

ハ
ス
得
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
缺
モ
ノ
ト
ス
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〔
以
下
略
〕

其
一
成

鳥

成

鳥
ト

ハ

親

鳥
ノ コ

ト
ナ
リ

其
A

其
七

其 其 其 基

卵 1 雛 
鳥
f 
鳥

彪 
替

照 
蠱

松

森

胤

保

と

『
兩
羽
博
物
圖
譜
』(

江
崎)

第□圖『兩羽博物圖譜』中類

禽圖譜り一部5)

第
二
册
目
に
あ
る
採
集
法
、
飼
育
法
、
剝
製
法
の
記
事
は
著
者 

の
長
年
の
實
驗
を
基
礎
と
し
た
極
め
て
有
益
、
且
自
身
最
も
得
意

の
記
事
で
、

そ
の
道
の
人
に
は
特
に
興
味
深
い
こ
と
と
思

ふ 

第
五
章
の
中
た
あ
る
各
種
鳥
書
の
批
評
も
甚
だ
精
細
辛
辣
を
極 

め
、

中
に
は
字
句
の
枝
葉
の
點
を
採
っ
て
酷
評
を
加
へ
た
樣
な
所 

も
見
ら
れ
る
。

そ

の

一
例
と
し
て
文
部
省
發
行

『
動
物
通
解
』

の 

批
判
の
記
事
を
引
照
し
て
見
よ
う
。

-

文
部
省
篇
集
局
ノ
書
」
シ
テ
中
學 

「其
三
，
動
物
通

解

校

師

釐

校

ノ
敎
科
書
ト
ス
ル
所 

ー
、
動
物
通
解
一
一
據
レ
ハ
現
今
生
存
ス
ル
者
ハ
千
種
一
一
下
ラ
ス
ト
雖 

ト
モ
其
亡
族--

係

ル
者

ハ
僅-
一
四
五
種
一
一
過
キ
サ
ル
ナ
リ
今
其
化
石
ト 

爲
リ
タ
ル
者
ヲ
除
キ
之
ヲ
大
別
シ
テ
七
目
ト
ス 

.
第
一
目

猛

禽

類

第

二

目

鳴

禽

類
' 

第
三
目

課

類

第

四

目

搔

撥

類

第
五
目 

涉
水
類 

第
六
目 

水
禽
類

第

七

目
走
禽
類

右
第
一
目
ナ
ル.
猛
禽
類
ト
云
ヲ
以
テ
ー
類
名
ヲ
立
ツ
ル
ハ
性
別
ナ
リ 

然
ル
以
上
ハ
他
ノ
六
類-
一
ハ
之
一
一
對
ス
ル
性
名
稱
ヲ
與
へ
テ
寬
禽
類
ト 

云
ハ
ザ
ル
ヲ
得
ザ
ル
ノ
稱
ナ
リ
然
ル
ー
一
否
セ
サ
ル
ハ
非
ナ
リ 

第
二
目
ハ
鳴
禽
類
ト
云
フ
ヲ
以
テ
ー
類
名
ヲ
立
ツ
ル
ハ
是
亦
性
別
也 

然
ル
以
上
ハ
他
之
六
類
一
一
ハ
之
一
一
對
ス
ル
性
名
稱
ヲ
與
へ
テ
啞
禽
類
ト 

云
ハ
サ
ル
ヲ
得
サ
〔
ル
〕
ノ
稱
ナ
リ
然
ル
ー-

否
サ
ル
ハ
非
ナ
リ
且
其
鳴
禽 

ト
云
フ
パ
其*

聲
ノ
聞
ク
可
キ
モ
ノ
ヲ
云
フ
ナ
ル
ヘ
シ
果
シ
テ
然
ル
時

五
一



科

學

史

硏

究
 

第

七

號 

ハ
各
類
ノ
中
一
一
モ
往
々
鳴
禽
ト
稱
ス
ヘ
キ
モ
ノ
有
テ
ー
類
ト
ス
へ
キ
モ 

ノ-
一
非
ス
鶯
ハ
蟲
食
鳥
、
野
躅
ハ
粒
食
鳥
、
鷄
ハ
走
禽
類
其
性
行
各
別 

--

シ
テ
決
シ
テ
ー
類
ト
ス
へ
カ
ラ
ス
然
ル
ー
一
之
ヲ
以
テ
ー
類
ト
ナ
ス
ハ 

則
否
也
若
シ
之
ヲ
外-
一
セ
ハ
則
鳴
蠶
ト
稱X

ル
ハ
名
有
テ
實
ナ
キ
ノ 

類
別
ト
云
ハ
サ
ル
ヲ
得 >
 

カ
ラX

是
亦
非
也

〔中
略
〕

以
上
論
ス
ル
所
ノ
如
ク
ナ
ル
カ
故
一
一
此
類
別
ノ
稱
ハ
從
フ
コ
ト
ヲ
得. 

へ
カ
ラ
ス
之
ヲ
心
性
別
ト
云
ハ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
得
ス
性
行
別
ト
2i
ハ
ン 

卜
欲
ス
ル
モ
得
ス
居
所
別
卜
云
ハ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
得
ス
止
ム
ナ
ク
ハ
其 

特
異
ノ
ー
事
ヲ
擧
ケ
テ
之
ヲ
稱
ス
ル
カ
如
ク
チ
レ
ハ
之
ヲ
特
性
別
ト
稱 

セ
ン
ト
欲
ル
モ
亦
其
實-
ー
叶
ハ
サ
ル
所
ア
リ
テ
此
稱
ヲ
與
フ
ル
コ
ト
能 

ハ
ス
是
只
此
書
ノ
區
別
法
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
方
今
ノ
譯
出-

シ
テ
此
意
ー-

係 

ラ
サ
ル
モ
ノ
ハ
予
未
タ
之
ヲ
見
ス

〔中
略
、
更
に
本
書
中
の
記
述
の
自
己
の
觀
察
と
一
致
せ
ざ
る
點
を 

多
數
指
摘
す
〕

是
等
ノ
類
ハ
皆
其
一
嘴
ヲ
規
ト
シ
テ
之
ヲ
定
ム
ル
ノ
鳥
事--
粗
ナ
ル 

-
一根
ス
ル
ー
一
外
ナ
ラ
ス
此
ノ
如
キ
ハ
誰
カ
和
漢
ノ
妄
書­
一
異
ナ
ラ
ス
ト 

云
ハ
ン
ヤ

そ
の
最
初
の
論
の
如
き
は
徒
ら
に
名
稱
の
文
字
に
の
み
捕
は
れ 

た
議
論
で
、

必
ず
し
も
正
論
と
は
言©

難
い
が
、
後
に
說
く
彼
獨 

特
の
分
類
樣
式
か
ら
言
ふ
と
、
當
然
非
難
さ
れ
る
べ
き
も
の.
で
あ

五
二 

ら
う
。

文
事
實
の
叙
述
の
不
備
を
指
摘
し
た
所
等
は
特
に
鳥
類
に 

關
す
る
も
の
は
相
當
傾
聽
に
價
す
べ
き
點
が
多
い
樣
に
考
へ
ら
れ 

る
〇第

十

七

册

『
兩
羽
爬
虫
圖
譜
』
は

題

簽

に

は

單

に

『
爬
虫
部
』 

と
な
っ
て
ゐ
る
。

こ
の
中
に
記
事
と
し
て
長
野
縣
鈴
木
一
平
の
說 

を
聽
取
し

て

「«

養
法
略
」
卽
ち
ス
ッ
ポ
ン
の
養
法
が
記
さ
れ
、
 

又
嘉
永
元
年
十
二
月
の
ヲ
サ
ガ
メ
の
圖
や
、
「
花
龍
」
と
稱
し
て
明 

治
二
十
一
年
庄
內
神
社
見
世
物
に
出
た
オ
ホ
ト
カ
ゲ 

や
、
「
寶
龍
魚
」

及

び

「
カ
イ
マ
ン
龍
」

-i
し
て
オ
ホ
サ
ン
セ
ウ
ウ 

ヲ
の
圖
が
あ
る
。

又
奇
怪
な
圖
と
し
て
十
二
足
の
井
守
、
體
の
兩 

端
に
頭
を
有
っ
た
兩
頭
蛇
二
例
の
寫
生
圖
が
あ
る
、
但

し

こ
れ
は 

乾
固
品
を
寫
し
た
も
の
で
あ
り
、

又
二
叉
し
た
兩
頭
蛇
や
、
更
に 

珍

と

す

べ

き

は

「
長
芋
の
金
蠅
子
一
ー
半
化
セ
ル
モ
ノ
、
圖
」
と
し 

て
他
人
の
臆
圖
を
模
寫
し
た
も
の
が
あ
り
、

か
か
る
こ
と
も
半
ば 

信
じ
て
ゐ
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第

十

八

册

以

下

四

册

の

『
兩
羽
魚
類
圖
譜
』

は
描
圖
槪
ね
極
め 

て
精
巧
で
あ
っ
て
、
種
類
は
必
ず
し
も
豐
富
で
は
な
い
が
、

見
事 

で
あ
る
。
殊

に

第

一
卷
は
大
半
淡
水
魚
の
占
め
る
阮
で
、

あ
る
も 

の
で
は
雌
雄
並
に
婚
姻
色
を
區
別
し
て.
寫
生
し
て
居
り
、
更
に
詳 

細
な
る
觀
察
記
錄
が
あ
る
。X

「
緋®

、
虎
斑®

」
等
と
名
付
け
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て
ド
ゼ
ウ
の
諸
種
の
色
彩
型
を
圖
示
し
極
め
て
興
味
深
い
。

更
に 

鯨
、

イ
ル
カ
の
類
も
こ
の
魚
類
圖
譜
中
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
こ
と
は 

上
述
の
如
く
で
あ
る
。

第
二
十
二
及
び
二
十
三
册
の
『
兩
羽
貝
螺
圖
譜
』
は
陸
棲
節
足
動 

物
を
除
い
た
無
脊
椎
動
物
全
部
を
包
含
す
る
も
の
で
、

第
一
卷
は 

眞
の
介
螺
類
の
外
、
腕
足
類
、
蔓
脚
類
、

サ
ル
パ
、

ヒ
ザ
ラ
ガ
ヒ
、
 

貝
化
石
等
が
圖
錄
さ
れ
て
居
り
、
第
二
卷
は
十
脚
甲
殼
類
、
頭
足 

類(

「
タ
コ
舟
浮
游
圖
」

あ
り)

、
腔

腸

類
(

管
水
母
、

水
母
、
磯 

巾

着)
、
棘

皮

類
(

ウ
-
一
類
、

ヒ
ト
デ
類
、

ク
モ
ヒ
ト
デ
類)

、
被 

囊
類
、
苔
蟲
、

珊
SIJ
類
、

ケ
ヤ
リ
、
淡
水
介
螺
、
陸
貝
、

ナ
メ
ク 

ヂ
、

カ
ウ
ガ
イ
ビ
ル
、
淡
水
甲
殼
類
等
を
含
ん
で
ゐ
る
。 

第
二
十
四
册
以
下
の
ハ
卷
は
卽
ち

『
兩
羽
飛
蟲
圖
譜
』

で
あ
り
、
 

こ
れ
亦
極
め
て
注
目
す
べ
き
記
錄
に
滿
ち
て
ゐ
る
。
昆

蟲

を

「
飛 

蟲
」

と
呼
ん
で
ゐ
る
こ
と
は
頗
る
卓
見
で
あ
る
と
思
ふ
。
意
味
の 

全

く

不

明

瞭

な

「
昆
蟲
」

よ
り
は
遙
か
に
適
切
で
あ
る
。
無
脊
椎 

動
物
で
飛
ぶ
も
の
は
昆
蟲
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ 

に
就
い
て
第
一
卷
の
最
初
に
之
を
飛
蟲
と
呼
ぶ
理
由
を
明
記
し
て 

ゐ
る
。

漿
飛
蟲
圖
譜
之
首­
一
題 

凡
虫
ト
稱
ル-
ー
ニ
別
ア
リ
其
一
八
諸
動
物
ノ
惣
稱
ト
ス
人
ヲ
以
テ®
 

松
森
媼
保
と
『
兩
羽
博
物©

譜
』(

江
崎)

虫
ノ
長
ト
シ
男
兒
ヲ
以
可
憐
ノ
虫
ト
云
フ
カ
如
キ
卽
是
ナ
リ
其
二
ハ
人 

獸
鳥
魚
ノ
四
類

ヲ
除
キ
其
餘

ヲ
併

セ
テ
虫
ト
云
フ
通
常®

8

蝶
蜂
百
足 

蚯
蚓
ノ
類
ヲ
以
テ
槪
シ
テ
虫
ト
云
フ
カ
如
キ
卽
是
ナ
リ
是
只
今
時
ノ
通 

常
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
和
漢
古
今
素
ヨ
リ
然
リ
故
二
龜
蛇
ナ
リ
蝶
蜂
ナ
リ
大
二 

其
類
ヲ
異
ニ
シ
其
差
人
獸
鳥
魚
ノ
別
ヨ
リ
甚

シ
ト
雖
モ
槪
シ
テ
之
ヲ
虫 

ト
云
フ
ノ
ミ
ニ
シ
テ
各
別
ノ
惣
稱

ナ
シ
果
シ
テ
何
ソ
ヤ
顧

フ
ニ
和
漢
ノ 

古
百
事
百
物
間
古
ノ
致

ス
所
鳥
獸

ノ
著
ナ
ル
ニ
精
ナ
ル
モ
蝶
蜂
ノ
微
ナ 

ル
ニ
忽
ナ
ル
ニ
外
ナ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ニ
似
タ
リ
昔
時
百
事
ニ
間
ナ
ル
ノ
世 

二
在

テ

ハ
猶
是
可
ナ
リ
近
時
百
事
ニ
精

ナ
ル
ノ
世
ニ
及
テ
ハ
則
置
ク
可 

カ
ラ
ス
況
ヤ
予
力
輩

ノ
如
ク
此
ノ
如
キ
萬
物
ノ
區
別
ヲ
論
ス
ル
者
ニ
於 

テ
ヤ
何
ソ
況
ヤ
之
ヲ
置
テ
顧
ミ
サ
レ
ハ
世
ノ
之
ヲ
見
ル
モ
ノ
ニ
於

テ

ハ
 

終
一
一
是
等
ノ
分
ヲ
辨
知
ス
ル
ノ
期

ア
ラ
サ
ル
可
キ
ニ
於
テ
ヲ
ヤ
是
予
力 

今
日
飛
虫
ノ
ー
門
ヲ
、立
テ

、
龜
她
及
ビ
其
他
ノ
諸
虫
類
ト
區
別
ス
ル
所 

ナ
リ
然
ト
雖
只
此
ノ
飛
虫
類
ニ
於
テ
之
力
惣
稱
二
當
ツ
可
キ
ノ
字
無
ヲ 

如
何
ン
ト
モ
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
故
ニ
暫
ク
之
ヲ
暇
稱
シ
テ
飛
虫
圖
譜
ト 

稱
ス
ル
所
ナ
リ
只
恨
厶
所
ノ
モ
ノ
ハ
諸
鳥
諸
獸
卜
其
題
例
ヲ
同
ク
ス
ル 

コ
ト
能

ハ
サ
・
ル
ニ
在
ナ
リ
凡
此
二
飛
蟲
卜
稱
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ハ
三
體
六 

足
四
羽
ヲ
以
テ
常
ト
ス
其
中
或
ハ
兩
羽
ノ
者
モ
或
之
ア
リ
手
長
夜
蚊
ノ 

類
是
也
此
ノ
門
ニ
在
ル
モ
ノ
ハ
其
初
ハ
關
節
ヲ
以
テ
體
ヲ
ナ
シ
前
二
六 

足
ア
リ
後

二
ハ
足
ア
リ
其
中
或
八
無
足
ナ
ル
モ
ノ
有
テ
或
ハ
土
ニ
栖
ミ 

或
ハ
水
ニ
栖
ミ
或
ハ
木
ー
ー
栖
厶
其
期
二
及
へ
八
蛹
ト
ナ
リ
テ
遂
ニ
此
ノ

五
三
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第

七

號
 

飛

物­
一變
ス
ル
ヲ
以
常
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
已-
一此
飛
物
一
一
變
ス
ル
ノ
後 

--
至
テ
ハ
有
聲
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
無
聲
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
其
有
聲
ナ
ル
モ/
 

ハ
ロ
ヲ
以
テ
セ
ス
腹

ヲ
以
テ
ス
ル
ア
リ
蟬
類
是

ナ
リ
翼
ヲ
以
テ
ス
ル
ア 

リ»

類
是
ナ
リ

明
治
十
八
年
九
月
十
五
日
誌 

松

森
■

胤

保
 

全
ハ
册
の
中
最
初
の
四
册

は

「
蜂
部
」

で
あ
る
が
、

そ
の
中
の 

三
册
は
專
ら
蜜
蜂
に
關
す
る
記
事
で
あ
っ
て
、
第

一

卷

に

は

「
蜜 

蜂
圖
譜
、
蜜
蜂
養
法
、
蜜
蜂
日
誌
」

の
三
章
が
含
ま
れ
、
專
ら
自 

家
の
經

驗

に

基

い
て
詳
論
し
て
ゐ
る
。

第

二

章

の.
「
蜜
蜂
養
法
」 

は

更

に

「
蜜
蜂
豫
備
、
蜂
網
造
法
、
蜂
樋
造
法
、
箱
入
手
續
、
箱 

掛
法
方
、
養

法
注

意

、
蜜
蠟
收
法
、
越
年
工
夫
」

の
ハ
節
に
分
け 

て
詳
論
し
、
第

三

章

の

「
蜜
蜂
日
誌
」
は
明
治
七
年
九
月
ニ 

十

一
日
よ
り
明
治
十
年
十
月
十
八
日
ま
で

の
自
家
養

蜂

日
誌 

で
あ
る
。

第
二
卷
及
び
第
三
卷
は
蜜
蜂
に
關
す
る
諸
書
の
記
事
を
抄 

•

出
し
た
も
の
で
、

第

二

卷

に

は

日

本

名

產

圖

會

、
天
工
開 

物
、

和
漢
三
才
圖
會
、

農

業

雜

誌

、
博

物

掛

圖

、
蜜

蜂

ー
 

覽

、
百
科
全
書
、

第
三
卷
に
は
百
科
全
書
、

出
羽
新
聞
、

大 

日
本
史
の
記
事
を
拔
粹
し
て
ゐ
る
。

第
四
卷
以
下
が
實
際
の
飛
蟲
圖
譜

に

相

當

す
る
わ
け
で
、

t

五
四 

第
四
卷
に
は
蜂
部
及
び
蟬
部
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
。 

こ
こ
で
昆
蟲
の
部
を
例
に
と
っ
て
胤
保
の
分
類
方
式
を
一
瞥
し 

て
見
よ
う
。
飛

蟲
(

綱)

を
先
づ
部
に
分
ち
、

部
を
屬
に
、
屬
を 

類
に
、
類
を
種
に
分
ち
、
種
の
下
に
或
は
品
と
名
付
け
或
は
名
付
・ 

け
ず
し
て
、
箇
々
の
種
類
を
列
擧
し
て
ゐ
る
。
之
を
現
在
の
分
類 

範
疇
を
對
照
し
て
記
す
と
大
體
次
の
樣
に
な
る
。 

飛
蟲-
-

部-
-

屬

一
^

類̂
^
^

種 

品 

綱 

目

亞

目

科
 

屬 

種

勿
論
必
ず
し
も
此
の
如
く 

一
致
し
な
い
場
合
も
少
く
な
い
が
蜂 

部
の
例
を
記
し
て
見
よ
う
。

第12圖『兩羽博物圖譜』中飛蟲 

圖譜の一部（n
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蜂
部眞

蜂
屬

花
吸
蜂
類

-

野
蜜
蜂
種

来
蜂
種

茄
子
蜂
種 

マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
類

嶋
蜂
類 

地
下
蜂
種 

クn
ス.
ス
メ
バ
チ
類 

赤
蜂
類

龜
蜂
種 

ス
ズ
メ
バ
チ
類 

足

長

種

...7
シ
ナ
ガ
バ
チ
類

黑
蜂
類

龜
蜂
變
種 

ツ
チ
バ
チ
類
等 

足
長
變
種 

ベ
ッ
カ
フ
バ
チ
ゝ
ド

t>
バ
チ
等 

腰
長
種 

ジ
ガ
バ
チ
、
ト
ッ
ク
リ
バ
チ
等 

大
頭
種 

ハ
キ
リ
バ
チ
、
ギ
ン
グ
チ
パ
チ
等 

尾
長
種 

ヲ
ナ
ガ
バ
チ
等 

I
s
 

-

赤
蜂
種

黑
蜂
種

8
a

松
森
胤
保
と
『
兩
羽
博
物
圖
譜
』(

江
崎)

變
蜂
屬(

蟻

類
)

〔細
別
略
〕

蜂

變

屬(

雙
翅
目)

〔細
別
略
〕

右
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
如
く
、

そ
の
命
名
も
極
め
て
特
異
な
も 

の
で
、
眞
蜂
—
變
蜂
—
蜂
變
と
い
ふ
式
の
命
名
は
多
數
の
類
に
見 

ら
れ
る
所
で
あ
る
。

分
類
は
外
部
形
態
の
顯
著
な
る
特
徵
と
、

生 

態
と
を
加
味
し
た
方
法
で
、
歐
洲
に
於
け
る
文
藝
復
興
期
以
後
の 

生
態
分
類
と
相
似
た
點
が
あ
る
。

尤
も
後
出
の
蜻
蛉
の
分
類
の
如 

き
は
頗
る
正
鵠
を
得
た
も
の
で
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。 

蟬

の

類

を

獨

立

し

た

「
蟬
部
」

と
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、

こ
の
昆

五
五

第:13圖『兩羽博物圖譜』中飛 

蟲圖譜の一部(2)「爾翼蟬」(チ' 

ッチゼミの圖)
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第

七

號 

蟲
が
そ
の
特
異
な
形
態
と
習
性
に
よ
り
古
く
か
ら
人
間
の
關
心
を

惹
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
首
肯
し
得
ら
れ
る
。

蟬
部
に
は
稀 

品

チ

ッ

チ

ゼ

ミ(

第
十
三
圖)

や
、

エ

ゾ

ゼ

ミ(

第
十
四
圖)

、
工 

ゾ
ハ 

ル
ゼ
ミ
の
優
秀
な
る
圖
や
記
事
が
あ
る?

エ
ゾ
ハ
ル
ゼ
ミ
は 

方

言

「
容
海
坊
」
と
稱
す

る

が

こ

れ

は

「
鳴
聲

ヨ
ウ
ゲ7

ヨ
ウ
ゲ 

ろ
と
云
ふ
が
如
」

き
た
め
で
あ
る
と
云
ふ
。
豐
前
彥
山

に

「
淨
欣 

坊
」

の
方
言
あ
る
の
と
揆

を

一

に
し
て
面
白
い
。

こ
の
蟬
部
の
記 

事
は
蜻
蛉
部
の
記
事
と
绘
に
飛
蟲
圖
譜
中
の
白
眉
で
あ
る
。 

第
五
卷
と
第
六
卷
は
「
蝶
部
」
で
、

上
卷

は

「
論
說
、
雜
話
」
卽 

ち
總
論
で
あ
り
、

第
七
卷
が
圖
譜

に
な
っ
て
ゐ
る
。

こ
の
「
蝶
部
」 

の
總
論
は
極
め
て
異
色
あ
る
內
容
の
力
作
で
あ
る
。

先
づ
論
說
を第14圖『兩羽博物圖譜』中飛蟲 

圖譜の一部（3）エゾゼミの圖

五
六

次
の
九
章
に
分
っ
て
ゐ
る
。.
蝶
と
は
鱗
翅
類
の
總
稱
で
あ
る
の
は

申
す
ま
で
も
な
い
。

第

一

章

胡

蝶

生

存

蝶

類
を

そ

の

生

活

史

に

應

じ

「
越
年
類r

新
生
類
」

に
二
大 

別
、
前

者

を

萸

に

「
外
栖
類
、
內
栖
類
」
、
後

着

ハ

「
一
年
一 

囘
の
蜉
化
類
、
二
囘
ノ
蜉
化
類
、
三
囘
四
囘
數
囘
ノ
蜉
化
類
」

に
分
つ
。

• 

第

二

章

胡

蝶

變

化

・

蝶
蛾
の
變
態
を
論
ず
。

第

三

章

胡

蝶

飮

食

蝶
蛾
の
食
性
を
論
ず
、
俗

間

蝶

蛾

が

愛

の

み

を

吸

收

す

る 

も
の
と
信
ず
る
の
不
可
を
指
摘
し
こ
れ
を
食
性
に
よ
り
次
の 

如
く
六
別
し
て
ゐ
る
。

其

一

無

飮

食
 

其

二

飮

靈
 

其

三

吸

木

液
 

其

四

喫

葉

汁

其

五

取

敗

物

其

六

食

夜

蚊

蠶
蛾
ノ
類
ノ
如
キ
是
ナ
リ 

尋
丈
花
一
一
集
モ
ノ 

ノ
如
キ
是
ナ
リ 

猶
液
蝶
ノ
類
ノ
如
キ
是
ナ
リ 

小

細

葉

背­
一
着
ク
者
蓋
シ
皆
是
力 

巴
蝶
ノ
如
キ
ハ
蓋
シ
是
ナ
ラ
ン 

黃

昏

檐

外--

據
者
ノ
類
是
ナ
リ

夕
方
家
の
軒
端
に
飛
來
す
る
蛾
が
蚊
を
食
す
る
も
の
と
確
信
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し
て
ぬ
た
も
の
の
樣
で
、

こ
の
事
は
屢*

そ
の
記
事
に
出
て 

來
る
。

第

四

章

胡

蝶

時

期

「
季
節
論
、

時
刻
論
、

天
氣
論
」

に
分
っ
て
、
蝶

の

活

動

す 

る
季
節
、

時
刻
、
天
候
を
論
ず
。

第

五

章

胡

蝶

地

處

・

蝶
が
そ
の
棲
息
環
境
に
應
じ
て
種
類
の
異
る
こ
と
を
論
ず
。 

第

六

章

胡

蝶

獵

狩

蝶
の
採
集
方
法
を
詳
說
す
。

こ
の
章
は
實
に
本
論
說
中
の
壓 

卷
で
、

よ
く
そ
の
耍
諦
を
把
ん
だ
記
事
で
あ
る
。

先

づ

「
手 

網
」

の
製
法
を
詳
記
し
且
大
中
小
三
箇
を
用
意
す
る
必
要
を 

述
ぶ
。

大
は
飛
翔
中
の
も
の
を
捕
ふ
に
用
ゐ
、

中
は
叢
林
に 

入
り
て
使
用
、

小
は
樹
幹
に
靜
止
す
る
も
の
を
捕
へ
る
の
に 

用
ゐ
る
。

花
に
止
っ
た
も
の
は
橫
に
な
ぐ
る
方
法
を
賞
揚
し 

て
ゐ
る
。

次
に
捕

へ

た

る

蝶

の

殺

し

方(

現
在
行
は
る
ゝ
胸 

部
壓
殺
法
と
全
く
同
じ)

、
殺
し
た
る
も
の
を
紙
に
包
み
蝶
箱 

に
收
容
す
る
方
法
、
紙
の
包
み
方
、
箱
の
構
造
等
を
記
し
て 

ゐ
る
。

こ
れ
等
は
や
は
り
現
行
の
方
法
と
着
想
は
同
じ
で
あ 

刃
が
、
紙
包
の
折
り
方
や
、
耦
の
作
り
方
は
異
っ
て
ゐ
る
。 

第

七

章

胡

蝶

干

法

松

森

胤

保

と

『
兩
羽
博
物
凰
譜
』(

江
常2

標
本
の
製
作
法
で
、

針
に
刺
し
、
展
翅
す
る
方
法
、
防
腐
法
、
 

乾
固
せ
る
も
の
を
柔
軟
な
ら
し
め
る
法
、
標
本
箱
の
管
理
法 

等
を
詳
記
す
。
展

翅

板

を

「
羽
直
板
」

と
稱
し
、

又
翅
を
押 

へ
る
に
紙
片
を
用
ひ
ず
、

硝
子
板
に
て
被
ふ
法
を
述
べ
て
ゐ 

る
。

第

ハ

章

胡

蝶

類

別

蝶
の
分
類
で
、

第

一

法
(

「
大
小
別
」)

と
し
て
大
き
さ
に
よ 

り
五
類
に
分
ち
、
第

二

法
(

「
色
彩
別
」)

と
し
て
色
彩
に
應 

じ
て
十
三
類
に
分
ち
、

第

三

法
(

「
形
狀
別
」)

と
し
て
翅
の 

形
狀
に
よ
っ
て
同
じ
く
十
三
類
に
區
別
し
、
最
後
に
第
四
法 

を

「
眞
性
別
」

と
稱
し
、

そ
の
棲
息
環
境
に
應
じ
て
十
五
類 

に
分
っ
て
ゐ
る
。

こ
の
第
四
法
の
分
類
は
未
完
成
の
ま
ゝ
に 

な
つ
で
ゐ
る
。

第

九

章

胡

蝶

類

似

他
の
昆
蟲
と
の
類
似
に
よ
っ
て
六
別
し
、
夫
・
類
緣
あ
る
も 

の
な
ら
ん
と
し
た
。

論
說
に

次

で

「
雜
話
」

が
六
章
あ
る
。

こ
れ
も
亦
興
味
深
き
記 

事
が
多
い
。

第

一

章

胡

蝶

源

因

蝶
と
花
と
の
相
互
扶
助
關
係
を
論
ず
。五

七
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科

學

史

硏

究
 

第

七

號
 

第

二

章

弄

蝶

故

事 

次
に
そ
の
全
文
を
摘
錄
す
る
。

「
予
蝶
事
ニ
從
フ
ノ
日
淺
ク
且
蝶
學
ヲ
爲
サ
ス
見
聞
甚
寡
シ
只
其
一
ニ 

胸
臆
ニ
在
ル
モ
ノ
ヲ
記
シ
テ
同
好
故
事
ヲ
探
ル
ノ
端
緖
ヲ
開
カ
ン
ト
ス 

顧
フ
ニ
漢
土
ノ
古
見
ル
所
甚
少
ナ
キ
カ
如
シ
詩
ー
ー
蛾
眉
ノ
字
ア
リ
莊
子 

二
胡
蝶
ノ
夢
ア
リ
ト
雖
未
之
ヲ
愛
賞
ス
ル
ノ
コ
ト
ニ
及
ハ
ス
下
テ
唐
代 

二
及
ヒ
・
テ
ハ
詩
人
ハ
往
々
之
ヲ
咏
賞
ス
ル
ニ
至
ラ
〔
ズ
〕
淸
代
二
至
テ 

ハ
花
鳥
金
魚
等
ト
併
セ
テ
園
中
秀
物
ト
ナ
シ
之
ヲ
筆
ニ
ス
ル
モ
ノ
ア
ル 

ー
ー
至
ル
ト
雖
猶
未
予
力•
今
日
ノ
樂
ヲ
知
ル
者
有
ヲ
見
ス 

歐
洲
ノ
古
ノ
如
キ
ハ
予
殊
ニ
之
ヲ
知
ラ
ス
近
時
魯
西
亞
人
ノ
樺
フ
ト 

地
方
二
來
ル
モ
ノ
往
々
蝶
ヲ
狩
モ
ノ
有
テ
之
ヲ
問
へ
ハ
則
云
風
土
季
候 

ヲ
考
窮
ス
ル
ノ
學
ニ
要
ナ
ル
カ
爲
ニ
之
ヲ
捕
フ
ト
又
或
答
テ
云
國
王
ノ 

土
產
ト
ナ
ス
カ
爲
ニ
之
ヲ
捕
ト
顧
フ
ニ
玩
弄
ニ
供
ス
ル
乎
若
ク
〔
ハ
〕
 

博
物
館
ノ
列
品
ニ
充
テ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
乎
未
タ
之
ヲ
詳
二
ス
へ
カ
ラ
ス 

我
カ
東
方
ノ
古
ニ
於
ケ
ル
詩
人
排
人
ノ
筆
ニ
係
ル
ハ
之
ヲ
愛
賞
ス
ル 

二
外
ナ
ラ
ス
ト
雖
亦
之
ヲ
干
シ
テ
玩
弄
ス
ル
ニ
至
ラ
ス
只
予
カ
幼
ナ
リ 

シ
時
大
坂
ノ
醫
師
衆
蝶
ヲ
會
集
シ
册
子
二
挾
テ
之
ヲ
藏
シ
其
數
數
百
二 

至
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
聞
次
二□

口
州
ノ
ロ
口
公
ハ
ロ
ロ
ノ
別
野
二
在
テ
園 

村
-
一
來
ル
モ
ノ
ヲ
捕
往
々
一
百
一
一
至
レ
ハ
窮
極
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
ト
云
テ 

遂
-
一
之
ヲ
廢
セ
ラ
レ
シ
コ
ト
有
卜
聞
次
一
一
將
軍□

口
公
ハ
深
ク
之
好
一
-- 

東
都
ノ
番
一
一
命
ジ
テ
之
ヲ
獻
セ
シ
メ
且
近
侍
ノ
奉
ス
ル
所
ヲ
納
メ
テ

五
八 

其
數
少
カ
ラ
ス
一
日
畫
工
ヲ
城-
一
召
シ
テ
之
ヲ
寫
眞
セ
シ
メ
ラ
レ
シ
コ 

卜
有
テ

ー
畫
エ
ノ
之
一-

關

カ
ル
モ
ノ
詳
一
一
予--
語
ル
ヲ
聞
ク
然
ル
ー
一
近 

日
我
ガ
舊
藩
士
某
八
東
京
ノ
市
店
一
ー
於
テ
善
美
ヲ
盡
ス
ノ
蝶
帖
ヲ
得
ダ 

リ
ト
聞
ク
顧
フ--
彼
ノ
將
軍
ノ
'！

'fi
戊
辰
ノ
亂--
會

シ
テ
民
間--
出
ツ
ル 

モ
ノ-
ー
ハ
非
ル
乎

又
我
ガ
庄
內
ー
ー
於
テ
ハ
舊
藩
士
上
田
氏
ノ
女
人-
ー嫁
セ
ス
御
馬
咏
歌 

ヲ
以
日
ヲ
・
送
リ
旁
蝶
ヲ
弄

シ
テ
其
書
ヲ
著
ス
モ
ノ
有
リ
ト
聞
ク
女
ハ
蓋 

シ
文
化
時
代
ノ
人
ナ
リ
ト
雖
其
家
今
一
一
及
其
書
ヲ
藏
セ
ス
惜
ム
ヘ
シ 

此
等

ノ
外-
-

ハ
我
國
我
鄕
ー
­

於
テ
ハ
古
來
弄
蝶
ノ
有
ル
ヲ
聞
カ
サ
ル 

ナ
リ

第

三

章

弄

蝶

近

況

近

擘

客

ノ

橫
濱
一
一
來
居
ル
モ
ノ
能
ク
箱
根-
一
行
テ
蝶
ヲ
獵
ト
聞
明 

治
十
二
年
ノ
五
月
橫
濱-
一
遊
ヒ
シ
日
予
ハ
之
ヲ
見
ス
ト
雖
同
行
ノ
五
弟 

岡
田
匠
作
ハ
之
ヲ
市
店-
一
販
ヲ
見
ル
ト
云
フ
去
レ
バ
其
化
ノ
東
京--
及 

ヒ
弄
蝶
ノ
コ
ト
往
々
盛

ン
一
一
此
一
一
行
ハ
ル
、
ヤ
昨
明
治
十
五
年
一
ー
ハ
百 

羽

ノ
接
タ
ル
モ
ハ
直
ヒ
ニ
十
圓
一-

至
ル
ト
聞
果
シ
テ
信
ナ
ル
ヤ
否
ヤ
ヲ 

知
ラ
ス
又
博
覽
會
-

ハ
天
竺
全
國
ノ
蝶
ト
云
フ
ヲ
出
ス
モ
ノ
ア
リ
テ
其 

中
ノ
大
ナ
ル
モ
ノ
ハ
鳩

ノ
如
キ
モ
ノ
ア
リ
ト
聞
ク
然
ラ
ハ
則
弄
蝶
ノ
コ 

ト
往
々
東
京
ニ
行

ハ
ル
ル
乎

我

力
山
形
縣
ニ
於
テ
ハ
明
治
十
三
年
五
月
十
一
日
我
友
犬
塚
氏
ヲ
勸 

メ
テ
此
事
二
從
ハ
シ
メ
明
年
我
之
二
着
手
セ
シ
ョ
リ
諸
人
往
々
之
二
化
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シ
今
一
一
及
デ
指
ヲ
屈
ス
ル-
一
暇
ナ
シ
又
余
縣
會
ヲ
以
山
形
一
-

在
ノ
每
度 

之
ヲ
見
テ
之
一­

化

ス
ル
モ
ノ
亦
屈
指-
一暇
ア
ラ
サ
ル-
ー
至
ル
然
ト
モ
庄 

内
山
形

ノ
兩
地
ト
モ
其
數
一
百
一
一
至
ル
モ
ノ
勸
業
課
長
氏
家
子
只
一
人 

ノ
ミ
然
ト
モ
未
タ
余
力
品
ノ
多
キ
ー一及
ハ
ス
余
ガ
品
ハ
旣
ー
ー
ニ
百
一
一
至 

レ
リ
又
近
日
山
形
ノ
長
深
氏
ハ
ニ
圓
五
十
錢
ヲ
以
庄
内
ノ
彼

ノ
犬
塚
氏 

力
六
十
品
ヲ
買
フ-
ー
至

ル
是
蓋
我
鄕
土
一
ー
於
テ
金
ヲ
以
蝶
ヲ
賣
買
ス
ル 

ノ
始
ナ
リ 

第

四

章

蠶

性

改
良

第

五

章

米
國
流
行 

• 

近
頃
北
亞
米
利
加
ヨ
リ
歸
リ
來
ル
モ
ノ
ノ
語
ヲ
聞
ク-
一
云
同
國
一
一
於 

大
二
流
行
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
三
ア
リ
ー--
郵
便
切
手
ノ
古
物
ヲ
宇
內
=

集 

ム
ル
ナ
リ
ニ
ー­

鳥

ノ
丸
拔
及
其
卵
ヲ
會
集
ス
ル
ナ
リ
、
三
一
一
蝶
類
ヲ
會 

集

ス
ル
ナ
リ
其
中
ノ
最
大
チ
ル
モ
ノ
ハ
烏
鳶
ノ
如
キ
ー
一
至
ル
モ
ノ
ヲ
見 

ル
豈
只
鳩
大
ノ
ミ
ナ
ラ
ン
ト
若
我
ガ
地
方
ノ
物
ト
交
易
ス
ル
コ
ト
ア
ラ 

ハ
最
可
ナ
ラ
ン
ト
蝶
ヲ
弄

ス
ル
ハ
兒
輩
一
ー
至
ル
マ
テ
競
爭
ノ
勢

ア
リ
ト 

云
フ
依
テ
我
カ
物
ヲ
示
ス-­

鳥
ナ
リ
・
蝶
ナ
リ
皆
是
ナ"

ト
云
フ
此
時
明 

治
十
六
年
ハ
月
十
八
日
記

第

六

章
•

蠶
蛾
飛
去

蝶

部

第
二
卷
の
圖
譜
に
は

初
め
に
「
幼
蟲
類
」

と
し
て
各
種
躱 

蟲
及
び
毛
蟲
が
圖
示
せ
ら
れ
、

次

に

「
蛹
類
」

と

し

て

幼

蟲(

イ

松

森

胤

保

と

『
兩
羽
博
物
圖
譜
』(

江
崎)

ラ
ガ
、

ド
ク
ガ
幼
蟲)

、
蛹
、
繭
が
記
錄
さ
れ
て
ゐ
る
。
蝶
蛾
の
圖 

示
せ
ら
れ
た
も
の
は
甚
だ
多
く
、

圖
も
秀
作
が
少
く
な
い
が
、

特 

記
す
べ
き
も
の
は
少
い
。
ク
ロ
ウ
ス
タ
ビ
ガ
・R

h
o
a

s-K
a

 j
a
n
k
o
w
,

 

sb
s:oberthdr)  
が
圖
示
さ
れ
て
ゐ
る
の
が
珍
と
す
べ
き
で
あ
ら 

う
。

又
こ
の 
卷
の
最
後
に
サ
ラ
・
サ
ヒ
ト
リ(cam

m
olom

a

S-
S.C
 

i
o
r
a
f
a

 w
a
l
k
e
r
)

の
・
發
音
す

る
こ

と

が

記

錄
せ
ら

れ

「
黃
昏
樹
下 

ーー於

テ
雌
雄
相

上

下

シ
テ
相
戯

レ
蝙

蝠

ーー似

タ
ル
聲
ヲ
ナ
シ
キ
ー 

キ
ー
ト
云
フ
カ
如

シ
ト
云
」

と
述
べ
て
ゐ
る
。

『
兩
羽
飛
蟲
圖
譜
』
第

七

卷

に

は

「
蜻
蛉
部
、«

部

〔
直
翅
類
〕
、
 

甲
蟲

部

〔
鞘
翅
類
、

ゴ
キ
ブ
リ
、

カ

ハ
ゲ
ラ
、

水
棲
半
翅
類

〕
、
夜 

蚊

部

〔
絲
角
雙
翅
類
〕
、
落
霞
部

〔
蜉«

類

〕」

が
含
ま
れ
て
ゐ
る
。 

こ
の
中

「
蜻
蛉
部
」

の
記
事
は
頗
る
正
確
で
、
書
中
最
も
科
學
的 

で
あ
る
。

そ
の
最
初
の
部
分
を
摘
錄
し
て
見
よ
う
。•

蜻

蛉

部

和
=s
ア
キ
ツ
ム
シ
方
言
ト
ン
ボ
其
原
蟲
ハ
淡
水
ノ
中
二
生
長
・
シ
春
末 

--
及
ヒ
始
テ
陸
地-

這
出
其
殼
ヲ
脫
ス
レ
ハ
則
三
體
四
翼
六
足
ノ
飛
物 

卜
化
シ
テ
則
此
名­
一
當
タ
ル
六
足
有
リ
ト
雖
行
步
ノ
用
ヲ
ナ
サ
ス
只
草 

木
ノ
枝
葉-
一
取
着
ク
ト
飛
行
ノ
小
動
物
ヲ
捕
ル
ノ
用
二
供
ス
ル
ノ
ミ
其 

子
種
ヲ
營
爲
ス
ル
ノ
法
ハ
諸

物-
ー
ア
ラ
サ
ル
特
異
ノ
法-
一
依
ル
モ
ノ - 

シ
テ
雌
雄
其
赛
械

ノ
所
在
ヲ
異-
ー
ス
陽
具
ハ
腹

部-
一有
リ
陰
具
ハ
尾
端

五
九
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科

學

史

硏

究

」

第

七

號

-
ー
ア
リ
故-
一
尋
常
雄
尾
ノ
雌
首-
一
接
ス
ル
ハ
是
只
其
雌
ヲ
擁
ス
ル
所-
一
 

シ
テ
未
タ
歡

ヲ
合
ス
ル--
非
ス
雌
尾

ノ
端
雄
腹-
一
接
シ
車
輪
狀
ヲ
爲
ス 

一
至
リ
テ
始
メ
テ
子
種
ノ
營
爲
一
一
從
フ
モ
ノ
ナ
リ
而
シ
テ
雌
尾
ヲ
水
面 

_­

揷
シ
或
ハ
飛
チ
其
尾
ヲ
水-
一
入
ル
ハ
皆
其
卵
ヲ
下
タ
ス
所
ナ
リ
其
原 

蟲
ノ
水
中
一
一
孵
化
生
長
ス
ル-
ー
及
テ
ハ
海

岸--
遠
キ
我

カ
人
民
ハ
之
ヲ 

蝦

類-
ー
合
セ
テ
食
フ
ト
云
フ
以
上
論
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ハ
皆
此
部
一-

係
ル 

所
ノ
モ
ノ
、
通
有
性
ト
ス
ル-
一足
ル
モ
ノ
也
凡
蜻
蛉
ノ
人
用
ハ
蚊
虻
ヲ 

食
テ
人
害
ヲ
減
少
セ
シ
メ
蝶
蛾
ヲ
捕
へ
テ
菓
穀
ヲ
害
ス
ル
蟲
原
ヲ
除
去

シ
每
一-

稻
刈
ト
ン
ポ
ウ
ノ
如
キ
ハ
田
野-­

郊
遊
シ
テ
稻
田
ヲ
害
ス 

ル
飛
物
ヲ
制
シ
テ
其
人
間--
功
德
ア
ル
實-
一
少
々
ナ
ラ
ザ
ル
也
然. 

ト
モ
壽
命
ノ
短
ナ
ル
夂-

ヲ
知
ラ
ス 

蜻
蛉
の
分
類
は
現
在
の
分
類
と
全
く 

一
致
し
て
極
め
て
興 

味
深
い
。

次
に
之
を
對
照
し
て
見
よ
う
。 

蜻
蛉
部 

蜻

蛉

目o
d
o
n

s-a

 

開
翼
蜻
蛉
屬 

不

均

翅

亞

目A
n
i
s
o
p
f
e
r
a

- 

山
蜻
蛉
類 

ヤ

ン

マ

科A
e
s
e
h
n
i
d
a
e

 

並
蜻
蛉
類
，
 

ト
ン
、ボ

科

L
i
b
e
l
l
u
J
i
d
a
e

 

•
揚
羽
蜻
蛉
屬 

均
翅
・
亞
目z

y
g
o
p
e
e
l
-
a

 

大
種
類 

力
・
ハ
ト
ン
ボ
科C

a
l
o
p
f
e
r
y
g
i
d
a
e

 

小
種
類 

イ

ト

ト

ン

ボ

科A

 g
r
i
o
n
i
d
a
e

六
〇

(

細
別
は
省
略)

內
容
の
記
述
も
頗
る
精
細
で
ア
カ
ト
ン.
ボ(

S
0

ミ

■B
s.n
t
s

を
十 

數
種
に
識
別
し
、
兩
性
の
も
の
を
圖
示
し
て
ゐ
る
等
驚
く
べ
き
も 

の

で

あ

る(

第
十*

圖)

。

最

後

の

第

八

册

に

は

「
雜
蟲
部
」
と
し
て
壁
蟲
、
蟆
蚣
、
抽
蜒
、
 

馬
陸
、B

蟲
、

ナ
ナ
フ
シ
、
蜘
蛛
等
を
圖
示
し
、
「
カ
ゲ
ロ
ウ
部
」 

■
と
し
て
眞
正
脈
翅
類
や
シ
リ
ア
ゲ
ム
シ
が
出
て
ゐ
る
。

第15圖『兩羽博物圖譜』中飛蟲圖譜の一部（め 

「赤蜻蛉種」分類の一部

130



以
上
を
以
て
動
物
部
の
內
容
の
一
端
を
紹
介
し
た
次
第
で
あ
る
。 

植
物
部
は
動
物
部
と
は
や
ゝ
そ
の
趣
を
異
に
し
、

園
藝
花
卉
、
果 

木
等
が
そ
の
大
半
を
占
め
、
野
生
種
も
林
木
、
花
木
、

花
草
が
主 

で
あ
っ
て
、
寧
ろ
園
藝
學
の
方
か
ら
興
味
深
い
も
の
と
思
ふ
。

私 

は
短
時
日
に
閱
覽
し
た
の
で
、
植
物
部
に
就
い
て
十
分
の
紹
介
を 

な
し
得
な
い
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
。

以

上

『
兩
羽
博
物
圖
譜
』

に
よ
っ
て
松
森
胤
保
の
博
物
學
者
と 

し
て
の
態
度
學
識
を
考
察
し
て
見
よ
う
。
胤
保
は
本
來
武
士
と
し 

て
敎
養
を
享
け
、
靑
年
か
ら
壯
年
期
を
藩
政
や
戰
陣
の
間
に
過t
 

て
ゐ
て
、
勿
論
科
學
者
と
し
て
の
敎
育
を
受
け
て
ゐ
な
か
っ
た
の 

で
あ
ら
う
。
併
し
稟
性
好
學
好
事
で
あ
っ
て
、
自
然
物
に
對
し
て 

綿
密
な
る
觀
察
眼
を
有
ち
、

文
そ
の
獲
得
し
た
知
識
は
倦
む
こ
と 

な
く
細
大
こ
れ
を
記
錄
し
て
ゐ
た
。

そ
の
熱
心
と
蜩
眼
は
希
に
見

松

森

胤

保

と

『
兩
羽
博
物
圖
譜
』(

江
崎)

る
所
で
、

そ
の
不
撓
の
精
力
に
は
驚
嘆
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

そ 

の
文
章
文
字
は
必
ず
し
も
優
れ
た
も
の.
と
言
ひ
難
い
こ
と
は
彼
自 

ら
之
を
知
悉
し
て
ゐ
た
由
で
あ
る
が
、

そ
の
寫
生
の
技.
倆
は
全
く 

獨
學
で
あ
る
に
も
關
は
ら
ず
、

極
め
て
優
秀
で
あ
る
。
自
己
の
觀 

察
に
重
き
を
置
き
、

こ
れ
に
對
し
て
は
絕
對
の
自
信
を
有
っ
て
居 

り
、

又
自
ら
思
索
考
驗
に
よ
っ
て
獨
特
の
理
論
や
學
說
を
案
出
し
・
 

て
ゐ
る
。

獨
創
性
は
極
め
て
豐
富
で
あ
る
が
」

一
面
自
說
に
對
す 

る
過
信
と
、
狹
量
の
た
め
に
枝
葉
の
瑣
事
に
拘
泥
す
る
樣
な
點
が 

な
い
と
は
言
へ
な
い
。
併
し
戰
塵
の
間
に
馳
驅
し
た
武
士
に
し
て
、
 

一
面
か
ゝ
る
緻
密
な
觀
察
硏
究
に
此
の
如
き
優
秀
且
大
量
の
業
績 

、を
殘

し
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
眞
に
驚
歎
し
尊
敬
す
べ
き
こ
と
で
、
 

彼
の
功
績
は
今
後
更
に
各
方
面
か
ら
の
硏
究
に
よ
っ
て
益
・
顯
彰 

さ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
ふ
の 

で
あ
る
。

六
ー



二三四五六七 結

科

學

史

硏

究
 

第

七

號
 

六
二 

本
邦
に
於
け

る
窮
理
學
の
成
立

(

一)
 

/

矢

島
 

祐

利

緖

言

一-

靑
地
林
宗
の 

帆
足
萬
里
の 

川
本
幸
民
の 

廣
瀨
元
恭
の 

佐
久
間
象
山
の
理
化
學
の
硏
究

其
の
他
の
諸
硏
究 

舍
密
の•

硏
究 

論

『
氣
海
顧
瀾
』

『
窮
理
通
』

『
氣
海
觀
瀾
廣
義
』(

以
上
本
號)

『
理
學
提
要
』

緖

言

著
者
は
さ
き
の
報
文
に
於
て
明
和
の
頃
か
ら
文
化
の
頃
に
到
る 

凡
五
十
年
間
の
物
理
學
的
硏
究
に
つ
い
て
記
し
た
。

さ
う
し
て
此 

の
時
代
は
今
日
の
物
理
學
か
ら
み
れ
ば
未
だ
斷
片
的
な
も
の
し
か 

存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。

中
に
は
志
筑
忠
雄
の
や
う
な 

科
學
的
硏
究
に
專
心
し
た
學
者
が
あ
り
優
れ
た
著
述
も
殘
し
て
ゐ

る
け
れ
ど
も
、

そ
れ
は
寧
ろ
例
外
的
で
あ
っ
て
、

一
般
に
言
へ
ば 

物
理
學
者
と
い
っ
て
よ
い
や
う
な
硏
究
者
は
此
の
ほ
か
に
は
ま
だ 

出
て
ゐ
な
い
。

否
、

そ
れ
ど
こ
ろ
か
科
學
の
冲
に
物
理
學
と
い
ふ 

や
う
な
分
化
は
ま
だ
考
へ
ら
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

天
文 

學
は
歷
史
の
古
い
學
問
で
あ
り
、
ま
た
物
理
學
と
關
係
が
深
い
も 

の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

こ
こ
で
は
物
理
學
を
主
な
る
對
象
と
し
て 

ゐ
る
か
ら
天
文
家
の
仕
事
は
物
理
學
か
ら
見
て
特
別
興
味
の
あ
る 

も
の
の
ほ
か
は
觸
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

文

化
•

文
政
に
入
り 

蘭
學
が
盛
に
な
る
に
つ
れ
て
西
洋
科
學
に
注
意
す
る
者
も
稍
多
く 

な
り
、

や
が
て
窮
理
や
そ
の
姉
妹
科
學
た
る
舍
密
が
考
へ
ら
れ
る 

や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

此
處
に
取
扱
ふ
文
政
頃
か
ら
明
治
維 

新
に
到
る
約
五
十
年
は
我
國
に
於
け
る
窮
理
及
び
舍
密
の
成
立
の 

時
代
と
し
て
特
長
づ
け
る
こ
と
が
出
來
る
。

こ
れ
は
呎
治
に
入
っ 

て
か
ら
の
物
理
學
硏
究
の
歷
史
の
前
史
で
あ
る
。

か
く
見
る
と
き 

は
前
の
報
文
に
於
て
取
扱
っ
た
時
代
は
窮
理
學
の
前
史
で
あ
る
。
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(

一) 

本
邦
に
於
け
る
初
期
の
物
理
學
的
硏
究
、
及
び(

そ
の
二y

本 

誌
、
第
二
號
及
び
第
四•

五
號
。

此
の
時
代
は
我
國
に
窮
理
及
び
舍
密
の
成
立
し
た
時
代
で
あ
る 

b

言
っ
た
が
、

そ
れ
を
具
體
的
に
示
す
も
の
は
前
者
に
つ
い
て
は 

此
の
期
に
現
は
れ
た
靑
地
林
宗
の
『
氣
海
觀
瀾
』(

文
政
十
年
、

ー
 

ハ
二
七
、

刊)

、
帆

足

萬

里

の

『
窮
理
通
』(

天
保
七
年
、

一
八
三 

六
、

稿
成
る)

、
川

本

幸

民

の

『
氣
海
觀
瀾
廣
義
』(

嘉
永
四
年
、 

一
ハ
五一

、

刊)

、
廣

瀨

元

恭

の

『
理
學
提
要
』(

安
政
三
年
、

ー
 

ハ
五
六
、

刊
)

等
で
あ
る
。
是
等
の
著
述
は
悉
く
窮
理
の
名
を
冠 

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
是
等
の
も
の
に
依
っ
て
窮
理
學
と
い
ふ 

も
の
が
形
造
ら
れ
、

明
治
に
入
っ
て
大
學
南
校
に
於
て
は
そ
の
課 

程
に
窮
理
學
が
揭
げ
ら
れ
る
に
到
っ
た
の
で
む
る
。

こ
れ
が
や
が 

て
物
理
學
と
な
る
め
で
あ
る
。

ま
た
後
者
す
な
は
ち
舍
密
に
つ
い 

て

は

宇
田

川

榕

庵

の

『
舍
密
開
宗
』(

天
保
ハ
年
、

一
ハ
三
七
、
刊
) 

を

始

め
と

し
て

河

野

禎

造

の

『
舍
密
便
覽
』(

安
政
三
年
、

一
八
五 

六
、

刊)

、

上
野
彥
馬

の

『
舍
密
局
必
携
』(

文
久
二
年
、

亠
ハ
六 

二
「
刊)

等
が
あ
り' 

ま
た
明
治
に
入
っ
て
か
ら
も
大
阪
に
舍
密 

局
が
設
け
ら
れ
、

ハ

ラ

タ

マW

 

G
l
s
t
a
m
a
)

 

述

の

『
舍
密 

局
開
講
之
說
』(

明
治
二
年
、

一

八
六
九)

と
い
ふ
書
も
あ
る
。

そ 

の
他
舍
密
の
名
を
冠
し
た
も
の
は
種
々
あ
る
が
、

こ
れ
が
や
が
て 

本
邦
に
於
け
る
窮
理
學
の
成
立(

一)
(

矢
鳥)

化
學
と
な
る
の
で
あ
る
。

窮
理
學
は
こ
こ
に
考
へ
て
ゐ
る
五
十
年
の
間
に
成
立
し
た
と
言 

っ
た
け
れ
ど
も
、
窮
理.
と
い
ふ
言
葉
が
用
ひ
ら
れ
始
め
た
の
は
此 

の
期
に
入
っ
て
か
ら
で
は
な
い
。
宋
儒
の
窮
理
な£

は
暫
く
措
く 

と
し
て
、
今
日
の
物
理
學
に
も
っ
と
近
い
も
の
に
も
橋
本
曇
齋
の 

『
究
理
原
』(

文
化
ハ
年
、

一

ハ
ー 

ー)

の
あ
る
こ
と
、

ま
た
內
容 

は
不
詳
で
あ
る
が
馬
場
佐

十

郞

に

『
窮
理
摘
要
』(

文
政
四
年
、

ー
 

八-

二
)

の
あ
っ
た
こ
と
は
旣
に
述
べ
た
。
然
し
此
の
時
分
に
は 

ま
だ
窮
理
學
と
い
ふ
稍
纏
っ
た
形
の
も
の
は
考
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い 

の
で
あ
る
。

次
に
詳
述
す
る
靑

地

林

宗

の

『
氣
海
觀
瀾
』

に
於
て 

も
ま
だ
窮
理
學
と
は
言
・
っ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
靑

地

は
(

文
政 

ハ

年(

一
八
二
五)

の
日
附
の
あ
る
其
の
凡
例
の
中
で
「
曩

予
涉
二 

獵

遠
西
理
科
書f

譯
一
一
述
格
物
綜

凡
誉

干
篇
-

」

と

か

「
理
科
者
物 

則
之
學
」

と
か
言
っ
て
ゐ
る
。

此
の
理
科
は
後
の
窮
理
學
、
今
日 

の
物
理
學
を
指
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

同
書
に
桂
川
國
寧
の
書 

い
て
ゐ
る
序

文
(

文
政
十
年
の
日
附
が
あ
る)

に

「
醫
科
之
書
旣 

難
譯
、
至
一
一
理
科
格
物
之
論f

為
一
一
更
難
匸
譯
」
と
言
っ
て
ゐ
る
の
は 

靑

地®

言
說
に
依
據
し
て
ゐ
る
と
も
見
ら
れ
る
か
ら
餘
り
權
威
は 

な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、

當
代
の
蘭
學
者
の
筆
と
し
て
當
時
の
認 

識
を
見
る
こ
と
が
出
來
る
。
す
な
は
ち
理
科
の
學
と
か
榕
物
の
學

六
三
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科

學

史

硏
究 

第

七

號 

と
か
い
ふ
も
の
が
漠
然
と
し
て
で
は
あ
る
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
こ 

と
が
知
ら
れ
る
。
宇

田

川

榕

庵

の

『
植
學
啓

原
』(

天
保
四
年
、

ー
 

ハ
三
三)

は
植
物
學
に
關
す
る
最
初
の
纏
っ
た
著
述
で
あ
る
が
其 

の
序
文
の
中
に
「
天
地
之

大
、
莫
い
所"

不
”
容
、

而
萬
物
之
擾
々
、
 

莫
い
所
レ
不
”
有
、
參
二
天
地
一
而
統
二
紀
萬
嗖

是
乃
人
道
也
、
西
聖 

立
二
三
科
之
學7
日
辨
物
、

日
究
理
也
、

日
舍
密

也
」

と

言

っ

て 

ゐ
る
。

こ
こ
に
旣
に
後
の
物
理
と
化
學
が
對
立
的
に
考
へ
ら
れ
て 

ゐ
る
の
で
あ
り
、

此
の
究
理
は
か
な
り
は
っ
き
り
と
物
理
學
に
對 

應
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
舍
密
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
オ
ラ
ン
ダ 

語

のC
h
e
m
i
e

の
音
譯
で
あ
る
。
靑
地
は
舍
密
と
い
ふ
言
葉
は
使 

っ
て
ゐ
な
い
が
ゝ
分
析
術
に
つ
い
て
言
っ
て
ゐ
る
。
す
な
は
ち
所 

謂
理
科
の
學
と
別

に

一
分
科
を
考
へ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

此
の
稍 

漠
然
と
し
た
區
別
が
宇
田
川
榕
庵
あ
た
り
に
な
る
と
か
な
り
判
然 

と
な
り
、
窮
理
と
舍
密
に
な
る
の
で
あ
る
。

次
に
此
等
の
學
の
成 

立
に
寄
與
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
諸

硏
究
に
つ
い
て
檢
討
し
て
み
た 

い
。

、一
 

靑

地

林

宗

の

『
氣

海

觀

瀾

』

『氣
海
觀
瀾
』
の
槪
觀 

我
國
に
於
て
物
理
學
の
稍
纏
っ
た
最
初
の
著
述
は
靑

地
林

宗

の

六
四 

『
氣
海
觀

瀾
』
で
あ
る
と
は
旣
に
一
般
に
言
は
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で 

あ
る
。

尤
も
志
筑
忠

雄

の

『
曆
象
新
書

11=

を

以
て
本
邦
最
初
の
物 

理
學
書
と
い
ふ
な
ら
ば
、

こ
れ
は
第
二
の
物
理學

1
!

と
い
ふ
こ
と 

に
な
る
が
、
前
者
に
較
べ
る
と
後
者
は
そ
の
取
扱
ひ
の
範
圍
が
遙 

か
に
廣
く
な
り
物
性
、
熱
、
音
、
光
、
電
氣
、
磁
氣
等
に
つ
い
て 

簡
單
な
が
ら
觸
れ
て

ゐ
る
の
で
、

そ
の
記
載
の
深
淺
と
い
ふ
事

よ 

り
も
構
造
の
點
に
於
て
よ
り
多
く
物
理
學
ら
し
い
體
裁
を
備
へ
て 

ゐ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
前
者
が
當
時
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
の
に
對 

し
て
後
者
は
出
版
さ
れ
て
居
り
、
相
當
に
讀
ま
れ
て
ゐ
る
點
に
於 

て
其
の
影
響
は
前
者
の
比
で
は
な
く
大
き
い
。
後
世
窮
理
を

言
ふ 

者
が
此
の
垂
貝
を
擧
げ
な
い
こ
と
は
先
つ
無
い
と
言
っ
て
よ
い
。
從 

來
此
の
書
を
以
て
我
國
最
初
の
物
理
學
書
と
言
っ
て
ゐ
る
の
は
理 

由
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
精
確
に
い
・
へ
ば
「
氣
海
觀
瀾
」
は
當 

時
出
版
さ
れ
た
本
邦
最
初
の
物
理學

#
!

と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。 

(

一)

少
し
餘
談
め
く
が
森®

外
の
考
證
物
「
瀝
江
抽
齋
」
の
中
に
次 

の
や
う
な

ー

說
が
あ
る
。-

I

奇
と
す
べ
き
は
五
百
が
六
十
歲
を 

こ
え
て
か
ら
英
文
を
讀
み
は
じ
め
-fc
こ
と
で
あ
る
。
五
百
は
す
こ
ぶ 

る
早
く
か
ら
西
洋
の
學
術
に
注
意
し
か
。
冀
の
時
期
を
考
ふ
る
に
、
 

'

抽
齋
が
妥
積
艮
齋®

書
を
讀
ん
で
西
洋
の
事
を
知
つ4

!

時
王
少
も
早 

か
っ
た
。
五
百
はX
だ
里
方
に
居
た
時
、
或
るR
兄
榮
三
郎
が
鮮
久 

汇
奇
な
事
を
い
ふ
の
を
聞
い
た
。『
人
間
は
夜
逆
さ
に
な
っ
て
あ
る
』
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云
々
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。

五
百
は
怪
ん
で
、
鮮
久
が
去
っ
た
後
に 

兄
に
閒
う
て
、

初
め
て
地
動
說
の
講
義
を
聞
い
た
。

そ
の
後
兄
の
机 

の
上
に
氣
海®

瀾
と
地
理
全
志
と
の
あ
る
の
を
見
で
、

取
っ
て
讀
ん 

だ
。

云
々
」

Q
U

此
の
書
は
活
版
本
と
し
て
は
『
文
明
源
流
叢
書
』
卷

二(

大
正 

二
年
刊
、
昭
和
十
五
年
再
版)

に
あ0
、
ま
ま
最
近
朝
日
新
聞
社
刊 

『
日
本
科
學
古
典
全
書
』
第
六
卷(

昭
和
十
七
年)

に
假
名
交
”k
書 

き
く
だ
し
て
收
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
後
者
に
は
帆
足
萬
里
の
加
へ
た
評 

語
が
註
記
し
て
あ
る
の
で
其
の
點
を
見
る
に
も
好
都
合
で
あ
る
。 

『
氣
海
觀
瀾
』
は
い
つ
ご
ろ
の
書
物
か
と
い
へ
ば
著
者
の
書
い
た 

凡
例
に
は
文
政
乙
酉
冬
と
あ
る
。

文

政

乙

酉

は

文

政

ハ

年(

一
八 

二
五)

で
あ
る
。
然
し
桂
川
國
寧
の
序
文
に
は
文
政
十
年
丁
亥
秋 

七
月
と
あ
る
。
依

っ

て

文

政

十

年(

一
ハ
二
七)

に
出
版
さ
れ
た 

も
の
と
み
て
差
支
へ
あ
る
ま
い
。
西
洋
で
は
オ
ー
ム
の
法
則
や
ブ 

ラ
ウ
ン
運
動
の
發
見
さ
れ
た
年
で
あ
る
こ
と
を
一
應
注
意
し
て
よ 

い
。
著
者
靑
地
林
宗
は
如
何
な
る
人
か
と
い
へ
ば
、

江
戶
の
藩
士 

で
名
を
盈
、

字
を
子
遠
、
號
を
芳
滸
と
い
っ
た
。

父
快
庵
は
松
山 

侯
の
侍
醫
で
あ
っ
た
。

林
宗
は
幼
に
し
て
家
學
を
修
め
漢
方
醫
を 

學
ん
だ
。
京
阪
に
遊
學
し
て
江
戶
に
歸
り
、
蘭
學
に
志
し
て
譯
官 

馬
場
佐
十
郞
に
就
い
て
學
ん
だ
。
杉
田
立
卿
や
宇
田
川
玄
眞
等
と 

交
り
が
あ
っ
た
。
數
年
に
し
て
蘭
方
を
以
て
一
家
を
な
し
た
。
特 

本
邦
に
於
け
る
窮
理
學
の
成
立(

一)
(

矢
島)

に
窮
理
に
興
味
を
持
っ
た
。

孜

政

五

年(

一
ハ
ニ
ニ)

杉
田
立
卿 

と
共
に
幕
府
の
命
を
受
け
て
馬

場

佐

十
郞
の
從
事
し
て
ゐ
た
口
シ 

ア
人
遭
厄
記
事
の
譯
業
を
繼
ぎ
之
を
完
成
し
た
。

同

十

年2

八 

二
七)

命

に

依

り

『
輿
地
誌
』

六
十
五
卷
を
撰
し
た
。
浩
潯
な
る 

を
以
て
の
ち
之
を
ハ
卷

に

縮

め

て

『
輿
地
志
略
』

と
い
ふ
。

天
保 

三

年
(

一
八
三
二)

水
戶
侯
に
聘
せ
ら
れ
て
醫
員
と
な
り
兼
て
西 

學
都
講
と
し
て
西
洋
學
を
講
ず
。

翌
天
保
四
年
二
月
病
を
以
て
歿 

し
た
。
年
五
十
九
。

こ
れ
よ
り
逆
算
す
れ
ば
安

永

四

年
(

一
七
七 

五)

生
れ
で
あ
る
。

性
沈
靜

旦
タ
ー
室
に
座
し
洋
圭
貝
を
左
右
に
し. 

て
譯
述
す
る
を
以
て
樂
み
と
し
た
。
醫
學
に
關

す

る

著

述

に

は
. 

『
醫
學
集
成
』

一

卷
(

寫
本X

『
公
私
貌
爾®

內
科
書
』
十
八
卷(

寫 

本)

、
『
居
家
備
用
』

七
卷(

寫
本)

、
『
依
百
乙
藥
性
論
』
六
卷(

寫
本
・ 

が
あ
る
。

以
上
を
見
る
と
本
來

醫
家
で
あ
る
け
れ
ど
も
開
業
醫
で 

は
な
く
、
醫
書
の
譯
述
を
行
ひ
、

ま
た
特
に
窮
理
に
心
を
用
ひ
、
 

且
つ
地
理
の
譯
述
も
あ
る
と
い
ふ
に
要
約
す
る
こ
と
が
出
來
る
。 

(

一) 

林
宗
裨
陰
、
『
洋
方
醫
傳
』
、
『
近
世
名

-S
傳
』
、
『新
撰
洋
學
年
表
』 

に
據
る
。
譯
述
書
の
う
ち
當
時
出
版
さ
れ̂

の
は
『
氣
海
觀
瀾
』
だ 

け
で
あ
る
。『
輿
地
志
略
』
は
今R
文
明
源
流
叢
書
卷
一
に
收
め
ら
れ 

て
ゐ
る
。
尙
、
昭
和
十
一
年
・
石
川
縣
に
開
か
れ
た
日
本
海
文
化
展
覺 

會
目
錄
の
七
六
ペ-

ジ
を
見
る
と
『
星
摩
般
海
地
誌
』(

靑
地
林
宗
譯
、
 

寫
本
、
九
冊)

と
い
ふ
も
の
が
出
品
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
前
記
文

六

五
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科

學

史

硏

究
 

第

七

號 

獻

や

『
西
洋
學
家
譯
述
目
錄
』
に
も
載
っ
て
ゐ
な
い
も
の
で
ち
る
。 

さ
て
此
の
書
が
如
何
な
る
目
的
で
如
何
な
る
問
題
に
つ
い
て
書 

い
た
も
の
か
と
い
へ
ば
、
著
者
は
そ
の
序
文
に
相
當
す
る
凡
例
の 

中

で

「
曩
予
涉
一-
獵
遠
西
理
科
書
へ
譯
二
述
格
物
綜
凡
若
干
篇i

藏
- 

于
帳
中
一
屬
者
童
蒙
求
レ
我
、

抄
卞
其
說
ー
ー
氣
性-

數
十
章Z

訂

正

漫 

題
ー
ー
氣
海
觀
瀾
字f
費­­
資
剖
删i

以
施­
一
同
好一

然

是

僅

理

科

中

一
 

班
而
己
、
實
如­-
殘
闕
一
何
、
若
欲
シ
觀-
箕

梗

槪f

載
在
二
綜
凡f

俟
一
一 

校
讎
竣
匸
業
、
 

將-

謀
ー-
嗣

出

ご

と

言

っ

て

ゐ

る

。
卽
ち
、

西
洋
の 

理
科
書
か
ら
格
物
綜
凡
な
る
譯
述
を
行
ひ
、

そ
の
中
か
ら
氣
性
を 

說
く
數
十
章
を
版
に
す
る
と
い
ふ
の
で
お
り
、

格
物
綜
凡
も
つ
い 

で9
2

さ
う
と
す
る
と
あ
る
が
、w

れ

は

版

に

な

ら

ず

、

ま
た
遺 

稿
に
つ
い
て
は
何
等
知
る
こ
と
を
得
な
い
。
右
の
文
中
に
是
れ
理 

科
中
の
一
班
の
み
と
言
っ
て
ゐ
る
の
を
、見
る
と
、
・
靑
地
の
理
科
と 

呼
ん
で
ゐ
る
も
の
が
此
のf
!

に
記
さ
れ
て
ゐ
る
處
よ
り
も
遙
か
に 

廣
汎
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
理
科
な
・
 

る
も
の
に
つ
い
て
著
者
は
ま
沦

言
ふ
。

日

く

「
理
科
者
物
則
之
學
、
 

揆
一
ー
其
形
性i

察
一
一
其
功
用7

徵
二
諸
器
數
-'*
竅
ー-
諸
測
驗i

審
諦
熟
觀 

以
折
二
諸
實i

故
其
所
レ
究
也
、
莫
・
一
有
・
妄
想
裁
、
支
離
反
覆
、
而 

不

レ

可

-fe
者4

與
卡
彼
空
理
亡
レ
藝
、
腐

譚

妙

要

者3

判
ア
非
二
轍-

」, 

と
。.
之
を
今
日
の
言
葉
で
言
ひ
換
へ
れ
ば
理
科
は
物
の
法
則
の
學

六
六 

で
あ
り
、
物

の

形

性•

功
用
を
考
察
し
、

こ

れ

を

實

驗•

觀
測
に 

徵
し
實
地
に
定
め
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
風
に
解
釋
さ
れ.
る
。

卽 

ち
靑
地
が
呼
ん
で
理
科
と
言
っ
て
ゐ
る
も
の
は
當
に
精
密
科
學
で 

あ
る
。

そ
れ
は
彼
の
空
理
藝
亡
く
腐
譚
要
妙
き
者
と
判
て
一
轍
に 

非
ず
と
言
っ
て
ゐ
る
の
に
依
っ
て

一
層
明
か
と
な
る
。

こ
こ
で 

「
彼
の
」
空
理
云
々
と
い
ふ
の
は
宋
儒
の
窮
理
の
如
き
思
辨
的
な 

も
の
を
指
し
て
ゐ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

此
處
に
靑
地
の
自
然 

科
學
に
對
す
る
認
識
が
看
取
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
靑
地
が
理
科
と
言
っ
て
ゐ
る
の
は
今
日
の
自
然
科
學 

と
い.
ふ
程
に
廣
汎
な
學
問
で
あ
ら
う
か
。

次
に
言
ふ
處
は
此
の
點 

に
關
し
て
補
足
的
な
說
明
を
與
へ
る
で
あ
ら
う
。

日

く

「
藝
術
家 

各
有
二
其
家
言7

卽
其
科
目
詞
、

星
學
地
學
、

醫

也

數

也

、

先
輩 

往
往
譯
レ
之
、

如
ー
ー
理
科-

者

、
爲
ー
ー
ー
諸
家
所
ニ
兼
逋.
共

學
―

■»
然
其
言 

僅
僅
稀"

見
、

云
々
」

と
。
是
を
見
る
と
此
の
理
科
を
物
理
學
と 

見
た
と
き
意
味
が
判
然
と
す
る
の
で
あ
り
、

而
も
そ
れ
は

星
學• 

地

學•

醫
•

數
等
の
諸
家m

共
通
す
る
處
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ 

る
か
ら
此
等
の
學
問
の
根
本
に
與
か
る
處
の
あ
る
こ
と
が
含
ま 

れ
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
。

卽
ち
物
理
學
が
基
礎
的
な
學
問
で
あ
る 

こ
と
が
漠
然
と
で
は
あ
る
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

ま
た 

次
の
一
節
は
此
の
理
科
の
內
容
の
一
班
を
限
定
し
て
ゐ
る
も
の
で
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あ
る
。

日

く

「
編

中
所
レ
謂
物W

謂
二
極
微7

萬
有
謂"

體
、
摸
有
一
一 

定
形 
ー
謂
ー
ー
凝
體7

觸r

矗

-

謂
二
流
體一

自
然
運
用
謂
二
平
均7  

謂
一-
引
力
張
カ
一
之
類
、

不
一
可
ニ
枚
擧f

皆
是
理
科
家
言
、
覽
者
須 

”
注
レ
意
」

と
。

卽
ち
物
質
に
極
微
を
言
っ
た
り
、

萬
有
に
體
を
言 

っ
た
り
、
定
形
あ
る
を
凝
體
と
言
っ
た
り
、
觸
れ
て
一
定
の
向
き 

の
な
い
の
を
流
體
と
言
っ
た
り
、
自
然
の
運
用
の
平
均
を
言
っ
た 

り
、
引
力
や
張
力
を
言
ふ
の
類
、
枚
擧
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
理 

科
の
術
語
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
で
理
科
と
呼
ん 

で
ゐ
る
も
の
が
物
理
學
で

あ
る
こ
と
は
明
瞭
と
な
る
。
靑
地
の
理 

科
と
唱
へ
て
ゐ
る
學
問
が
今
日
の
物
理
學
と
全
く
同
一
だ
と
い
ふ 

の
で
は
な
く
、
も
う
少
し
廣
い
意
味
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
で
あ
ら 

う
け
れ
ど
も
、
學
問
は
固
定
し
た
も
の
で
な
く
成
長
發
展
す
る
も 

の
で
あ
る
。

西

洋

に

い
ふn

a
t
u
r
a
l

 p
h
i
l
o
s
o
p
h
y

の
如
き
も
の
？>■ 

ト

ム

ソ

ン•

テ
ー
ト
等
に
於
て
はp

h
y
s
i
c
s

と
全
く
同
義
語
に
用 

ひ
ら
れ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
其
の
成
立
の
當
初
に
於
て
は
も
っ
と 

廣

い
意
味
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
靑
地
の 

言
っ
て
ゐ
る
理
科
が
窮
理
學
と
な
り
更
に
物
理
學
と
な
っ
た
事
實 

を
見
れ
ば
足
る
の
で
あ

る

，0

更
に
靑
地
の
凡
例
の
中

r.
次
の
一
節
が
あ
る
。

日

く

「
分
析
術 

著
、

分
二
析
物
體->

以
諦
一-
其
交
配
-■»
覆
ニ
其
質
性
一
之
術
也
、
如­
一
理 

本
邦
に
於
け
る
窮
理
學
の
成

立(

一)
(

矢
島)

科
醫
科
等へ

特
為
一
一
斯
進
步
路
逕
、
闢
墾
之
田
地7

西
土
傳
レ
之
旣 

尙
矣
、
近
世
益
精
一
一
修
之->

編
纂
亦
多
見
、
予
別
有
一-
矗

備

二

于

考 

索
-

」
と
。

此
の
分
析
術
な
る
も
の
が
今
日
の
化
學
を
意
味
す
る
こ 

と
は
明
瞭
で
あ
る
。

そ

れ

は

理

科•

醫
科
の
如
き
も
の
に
と
っ
て 

進
步
の
路
逕
で
あ
る
と
言
っ
て
ゐ
る
。
卽
ち
理
科
と
は
別
箇
に
、 

而
も
そ
れ
と
大
切
な
關
係
の
あ
る
も
の
と
し
て
物
體
を
分
析
す
る 

術
を
考
へ
て
ゐ
た
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。

此
處
に
言
ふ
と
こ
ろ 

・
の
靑
地
の
分
析
術
に
關
す
る
ノ
ー
ト
と
い
ふ
も
の
に
就
い
て
は
今 

日
知
る
こ
と
を
得
な
い
。
因
に
言
へ
ば
、

こ
れ
と
同
じ
頃
高
野
長 

英

に

『
シ
ケ
イ
キ
ュ
ン
デ
譯
名
分
離
術
』
と
題
す
る
譯
述
が
あ
っ
た 

筈
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
就
い
て
は
後
に
觸
れ
る
で
あ
ら
う
。
」

『
氣
海
觀
瀾
』
の
內
容

次

に

『
氣
海
觀
瀾
』
が
如
何
な
る
問
題
を
取
扱
っ
て
ゐ
る
か
と 

い
ふ
に
、
其
の
目
次
に
據
っ
て
之
を
示
せ
ば
次
の
四
十
項
目
か
ら 

成
る
。

日
く

體
性
、
引
力
、
氣
孔
、
溫
質
、
・
雰
圍
、
氣
性
、
氣
重
、
氣
張
、
排 

氣
、
衷
氣
、
氣
種
、
窒
氣
、
淸
氣
、
燃
氣
、
水
質
、
硬
氣
、
吸
氣
、
 

寒
、
光
、
色
、
音
、
風
、<

列
吉
的
爾
質
、
氣
融
、
氣
化
、
雲
、
 

・
雨
、
電
雷
、

露
、
霜
、
冰
、
浮
氣
、
虹
、
暈
、
水
性
、
稱 

水
、
驗
水
、
潮
汐

• 

六
七
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是
を
見
る
と
な
る
ほ
ど
氣

性
に
關
す
る
も
の
が
主
で
あ
る
け
れ 

ど
も
、

こ
れ
で
と
も
か
く
も
物
理
學
の
初
步

的
な
問
題
を
大
體
網 

羅
し
て
ゐ
る
こ
と
が
分
る
の
で
あ
る
。

物
理
學
の
體
裁
を
稍
備
へ 

て
ゐ
る
と
い
ふ
意
味
の
一
つ
は
此
の
點
に
あ
る
。

ま
た
其
の
用
語 

を

見

る

-t
、
著
者
の
創
意
に
成
る
も
の
が
か
な
り
澤
山
あ
る
。

此 

の
點
に
於
て
も
著
者
の
仕
事
は
先
驅
的
な
意
味
を
十
分
に
持
つ
も 

の

で

あ

る>°

著
着
の
創
意
に
成

る

そ
れ
ら
の
用
語
は
後
の
窮
理
家 

の
典
據
と
せ
ら
れ
、

更
に
其
の
上
に
改
良
を
加
へ
ら
れ
て
行

く

の 

で
あ
る
。

次
に
本
文
を
摘
記
し
て
其
の
內
容
を
檢
討
し
て
み
よ
う 

と
思
ふ
。

原
本
に
は

な

い
の
で
あ
る
が
以
下
に
於
て
は
便
宜
上
各 

項
目
に
番
號
を
つ
け
る
こ
と
に
す
る
。

(

一) 

體

性 

體
性
と
い
ふ
の
は
ド
イ
ツ
語
で
言
へ
ば 

K
6
r
,

 

p
e
l
.
l
i
c
h
k
e
i
t

と
で
も

い
ふ 
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

こ
れ
に 
つ 

い 

弋 

日
く

夫
萬
有
之
使
義
先
為
二
觸
覺
一
者
、
以
三
體
有
二
度
分i

別

一彼
舉

此 

而
後
着
レ
知
ニ
其
爲
レ
象
為
二
物
、
:
:

旣
有
レ
體
則
必
有
碍
性i  

彼
此
二
體
、
相
排
不
レ
可
レ
容
ニ
於
ー
處i

譬
如
三
砂
粒
在
二掌
間i

其 

膚
否
稍
接
〔
如
二
鰻
中
有
レ
氣
水
不
で
入
レ
之 

卽
ち
萬
有
の
我
々
に
感
覺
を
爲
さ
し
め
る
の
は
物
に 

d
i
m
e
i
i
s
i
o
n

 

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。(

こ
れ
を
測
る
に
は
點•

線
•

面
積
・
體
積

- 

六
ハ 

が
あ
る
と
の
記®

が
次
に
あ
る
が
右
の
引
用
に
は
省
略
し
た
。)

旣 

に
し
て
體
が

あ
れ 

ば
碍
性
が
あ
る
。
碍

性
と

は

0
1
1do

ol
.d

ri
ng

-  

b
a
r
b
e
i
d

す
な
は
ち
不
可
入
性
の
こ
と
で
あ
る
。

文
日
く 

物
之
爲
レ
體
、
原
質
細
微
、
集
以
成
レ
之
、
其
質
謂
ー一之
極
微i

其
至 

・
 

微
至
細
之
極
、
至
レ
不
レ
可=

復
析-
而
後
爲-
二
極
微- 

こ
れ
は
物
質
の
原
子
的
構
造
を
說

い
て
ゐ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。 

復
析
っ
べ
か
ら
ざ
る
に
至

て

一
極
微
と
な
す
と
い
ふ
の
は
ギ
リ
シ 

ア
語
に
て
不
可
分
の
義
で

あ
る
ア
ト
ム
を
指
す
の
に
他
な
ら
な
い
。 

(

二)

引

力

こ
こ
で
は
次
の
や
う
に
言
っ
て
ゐ
る
。 

極
微
之
爲
レ
性
、
欲
二
相
近
相
集
自
相
附
著f

此
謂
一
乏
引
力i

莫B  

物
否

ー
-

レ
有
一
此
性i

由
レ
此
相
讓

レ體
、
若
無-
引
力i

萬
有
渾
爲= 

•

粉
蠶-
耳
、
謂--
引
力
一
有
二
ニ
道
二
爲-
集
之
引
力i

乃
極
微
之
相 

引
也
、
如
一
一
水
極
微
之
引
力7

譬
如­=
注
レ
水
滿
匸
盃
、
少
高
ー­
於
邊- 

而
不
レ
溢
、
但
少
溥
一
一
其
邊
一
則
從
レ
之
注
出
、
因
ー
濡
之
引
匸
水
然
、
 

又
水
油
同
注
一
二
桶i

拌
レ
之
則
水
引
レ
水
油
引
レ
油
、

互
不
一
一
相
和i  

穿
レ
桶
以--
竹
負

濡
レ
之
以
レ
水
則
水
注
瀉
、
濡
レ
之
以
レ
油
則
油
注 

瀉
、
亦
由
一
一
其
極
微
各
有
匸
所
レ
引
、
一
為
一
童
之
引
力i

乃
引
レ
他
使= 

乙
酊
民
也
、
如­
一
太
陽
地
球
諸
曜
之
引
力i

別
有
一
一
本
論i  

引
力
又
此
謂­
一
重
力i

凡
百
物
莫
レ
不
二
嚮
レ
地
落i

落
者
卽
物
之
重 

力
、•

而
為
一
一
大
地
之
引
力i

夫
地
球
之
爲
レ
體
最
大
、
爲
レ
質
最
多
、
 

爲
レ
カ
最
强
、
遠
達
一-
日
月i

是
以
地
上
之
凡
百
、
雖­
%-
有
一
引
性i
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小
爲
レ
大
所
レ
引
、
莫
レ不
卞
悉
饗
地
落
而
以
地
心
一
爲
上
二
底
極-
•>
是 

可T
以
觀
由
地
形
圓
球
滿
面
敷
一>

國
土
海
洋-
固
無
一
一
傾
覆
一
莫B

物 

否=
落-
著
於
地
乏
理
上
焉' 

引
力
韻-
使
レ
之
者i

重
力
謂--
所
レ
使 

.
*
•

厨
ー
力
也
、

物
之
落
レ
地
、
準
具
自
レ
高
至
匸
低
有
二
遲
速
之
度i

降
愈
近
レ
地
而 

落
勢
愈
速
、
譬

初

一
嘗

落

一

十

五

尺

、
第
二
秒
四
十
五
尺
、
第
三 

秒
七
十
五
尺
、
第
四
秒
一
百
零
五
尺
、
乃
爲-
初
秒
落
一
十
五
尺
、
 

第
二
六
十
尺
、
第
三
百
三
十
五
尺
、
第
四
二
百
四
十
尺i

其
降
近 

レ
地
速
力
倍
加
如
レ
此
、
夫
輕
重
者
不
レ
外
ー
ー
ー
於
物
之
與
レ
地
相
引
之 

度i體
各
有
レ
重
、
重
各
有
一
中
心―

•»
以
下
其
重
之
所
二
平
均
一處
上
為
二
此
中 

心i

此
有
一
二
銅
丸i

重
心
在
ー-
其
中
心
、
若
其
丸
半
銅
半
銀
、
或 

半
木
半
石
、
乃
重
心
不
レ
在
ー
ー
其
中
心i
移
在-
銀
與
レ
石
之
畔i

銀 

之
洪
石
、
重-
一
於
銅
之
舉
木
、
此
以-
一
相
半
一
則
不
レ
得
二
平
均
於
其 

中
央
一
也
、
凡
體
雖S

重
心
直
嚮-
其
所
・
止
而
安
レ
焉
、
故
物 

撑
二
其
重
心
一
則
不
二
傾
落i

人
身
之
重
心
、
在
二
胯
間
直
中
處
ー
每 

レ
步
撑
レ
之
以
立
、
負
レ
重
者
前
屈
、
提
レ
重
者
伸
レ
手
、
同

一
理
也
、
 

こ
れ
は
引
力
の
條
の
全
文
で
あ
る
が
か
な
り
詳
密
で
あ
る
。•

盃
に 

水
を
滿
し
て
云
々
と
い
ふ
處
の
如
き
は
恐
ら
く
實
驗
し
て
み
た
の 

で
あ
ら
う
。

記
述
が
鮮
明
で
あ
る
。
靑
地
が
多
少
實
驗
も
行
っ
た 

で
あ
ら
う
こ
と
は
凡
例
の
中
に
「
圖
中
諸
器
、
旣
有
二
吾
儕
摸
傲 

製
造
者7

就

”
便
求
レ
之
、
應
匕
有
レ
所
“
獲
」
と
言
っ
て
ゐ
る
こ
と
か 

•

本
邦
に
於
け3
窮
理
學
の
成
立(

亠)
(

矢
島)

ら
も
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
物
體
落
下
の
法
則
を
斯
の
如 

く
數
量
的
に
記
述
し
た
も
の
は本

一
!

以
前
に
は
皆
無
で
あ
つ
沦
。

(

三) 

氣
孔

氣

孔
と
い
ふ
の
は
、
物
質
は
極
微
が
集
つ
右
成 

る
も
の
で
あ
る
か
ら
其
の
間
に
空
隙
の
あ
る
こ
と
を
說
い
た
も
の 

で
あ
る
。

其
の
文
に
日
く

極
微
相
集
成
レ
體
、
非
二
渾
然
實
塞i

其
附
接
間
、
必
有
二
孔
隙i

如
二 

水
綿
狀i

莫
二物
不
匸
有
レ
之
、

此
二
之
氣
孔f

如
二
金
銀
一
質
最
緻
密
、
 

孔
最
云
微
、
雖
四
肉
眼
不
三
レ
可
二
得
而
視
『
然
其
孔
稠
如
二
篩
眼
巔
 

微
鏡
得
二
以
視
匸
之
、
夫
物
之
成
レ
體
、
有
一
斯
氣
孔f

是
以
質
有
一
疎 

密
一
以
異
輕
重i

譬
如
二
鉛
舉
木
同
匸
量
、
鉛
質
密
孔
細
形
小
、
木 

質
疎
孔
粗
形
大
、
所
謂
引
力
在-
ー
質
實
處i

不
レ
在-
孔
隙i

故
欲
ー= 

附

著

物-
者
、

先
塡=

其
孔i

令=

實
質
相
按

一
則
引
力
忠
、
取
-
銅 

板
平
滑
者
二
枚i

少
塗­
一上
蠟
一
以
相
附
則
固
著
、
膠
糊
之
用
是
而 

已
、

卽
ち
金
銀
の
如
き
稠
密
の
物
で
も
實
は
篩
の
眼
の
如
き
で
あ
る
と 

い
ふ
。

此
處
に
顯
微
鏡
と
い
ふ
言
葉
が
用

ひ
て
あ
る
。

(

四) 

溫
質 

こ
れ
は
西
洋
に
い
ふ
と
こ
ろ
のC

a
l
o
r
i
c

或

ひ 

は 
w
a
l
-
m
e
s

s-f
f

オ
ラ
ン
ダ
語
で
は

w
a
l
.
m
f
e

s-o
f

 

で
あ
る
。

こ 

れ
は
十
八
世
紀
の
物
理
の
ー
つ
の
特
質
で
あ
っ
て
、

此
處
に
そ
れ 

が
說
か
れ
て
ゐ
る
の
は
何
等
怪
し
む
に
足
り
な
い
。

日
く

溫
質
者
為
二
精
微
流
動
質i

常
撥
二
諸
體i

爲
ニ
張
カ
之
基

--'*
其
在
二

六
九
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諸
體i

多
者
與
レ
寡
、
寡
者
取
レ
多
、
朮
爲
一
一
平
均i

多
者
謂-
乏
取P

 

凉
、
寡
者
謂
一
乏
得P

煖
、
又
出
レ
之
徙
レ
彼
、
從
レ
物
所
レ
導
、
但
導
レ
之 

從
レ
物
有
一
遲
速
多
寡i

如
-
銅
錫
諸
金i

導
レ
之
速
且
多
、
木
興=

玻 

壊

一
道
レ
之
遲
、
羽
毛
導
レ
之W

灰
殆
不
レ
爲
レ
導
、:
:

又
物
相
盪 

懑
則
使=
溫
質
絞-
一
出
於
其
體i  

旣
に
引
用
し
た
凡
例
中
に
、
自
然
の
運
用
に
平
均
を
謂

ふ
が
如 

き
は
理
科
の
家
言
で
あ
る
と
い
ふ
事
が
あ
っ
た
が
、
溫
質
が
互
に, 

平
均
を
爲
す
と
い
ふ
の
も
そ
の

一
例
で
あ
ら
う
。
右
の
文
の
終
に 

物
相
摩
す
れ
ば
溫
質
を

し
て
其
の
體
よ
り
絞
出

さ
し
む

と

い
ふ
こ 

と
が
言
っ
て
あ
る
。

因

に

『
遠
西
醫
方
名
物
考
補
・
生
』

で
は
溫
素 

と
な
っ
て
ゐ
る
。

(

ご

『
名
物
考
補
遣
』
は

『
氣
海
觀
瀾
』
よ0
後
で
あ
る
。 

(

五)

雰
圍

こ
れ
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
地
球
を
取
卷
く
大
氣 

の
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
の
文
は
次
の
や
う
で
あ
る
。

日
月
星
曜
之
所
レ
懸
、
滓
漠
大
虛
、
至
犬
至
廣
、
不
レ
可
レ
極-
一涯
際i  

而
稀
微
之
天
氣
充
レ焉
、
此
謂
一
一
之
氣
海i

地
球
爲
一­
氣
海
中
之
一
大 

體i

亦
有
〒
所
一
一
自
發
一
之
氣4

周
圍
一
其
外i

此
謂-
乏
雰
圍i

如= 

第
二
圖-

〔圖
省
略
〕
、
雰
圍
之
低
處
、
卽
是
地
面
、
人
之
所a

以
生一一ー 

活
呼
ニ吸
於
其
中
一
之
氣
也
、
雰
圍
之
氣
擴­
於
氣
海i

愈
高
愈
疎
、
 

殆
難
レ
定
一
其
度i

或
就

ft
昏
分
光
-'
槪
爲
二
十
二
萬
四
千
四
百 

尺i

又
或
爲=

二
十
萬
零
七
千
四
百
尺i

比­-
其
氣
於
人
之
所
レ
在
地

七
〇

上i

爲-
一
四
百
九
十
六
分
之
疎i

此
の
初
め
の
方
の
記
述
は
支
那
趣
味
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
大
氣
に 

つ
い
て
一
逋
り
述
べ
て
居
り
、

末
段
に
は
數
量
的
の
記
載
も
あ
る
。 

ま
た
本
書
の
題
名
に
用

ひ
ら
れ
て
ゐ
る
氣
海
と
い
わ
言
葉
が
あ
る
。 

.(

六)

氣

性

、
こ
れ
は
氣
體
の
性
質
を
說

い
た
も
の
で
あ
る
。

日
く

氣
者
爲
一
一
微
細
流
動
質i

晶
不
レ
可
レ
視
、
能
通
一
一
光
線i

朗
徹
如­-
玻 

塑

不
レ
見
一-
自
己
極
微
之
影i

性
亦
有
レ
重
、
有
一
一
張
力7

張
ー
擴
之
一 

可
一
ー
以
稀
疎i

絞-
東
之
一
可
一-
以
稠
厚i

激
爲-
抗
衝i

洗
動
更
新
、
 

普
入
一
凡
百
氣
孔i

參
ニ
其
運
化i

資
一
斯
生
活i

是
爲
一
一
其1
 

此
の
中
に
張

力

と

い
ふ
言
葉
が
用
ひ
て
あ
る
。

こ
れ
ば
蒸
氣
張
力 

な
ど
と
し
て
今
日
使
は
れ
て
ゐ
る
。

(

七)

氣

重

こ

こ

で

は

大
氣
の
壓
力
に
つ
い
て
述
べ
て
ゐ
る
。 

日
く

重
之
有
レ
重
以
壓
レ
地
、
銓
氣
管
可
二
以
驗
匸
之
、
如
二
第
三
圖
ー
〔圖
省 

略
〕
:ヽ••
•

今
管
中
之
水
銀
與
二
外
氣•
一
正
均
ニ
其
重
一
猶-
衡
之
平
ー
故 

，名
為
二
銓
氣
管i

管
中
之
水
銀
、
逢
二
時
氣
之
重
一
則
高
升
、
逢
二
時 

-
•

氣
之
亀
一
則
低
降
、
亦
可
ー
ー
ー
以
驗
一
氣
之
陰
晴i

今
銓
氣
管
之
候
、
高 

二
尺
六
寸
、•

水
銀
之
與
レ
水
比
レ
重
為
二
十

四

負

是

以

氣
之
壓
レ
水 

営
ー
ー
ー
高
至
一
一
三
十
五
忌7
水
之
方
尺
、
重
為
一
ー
六
貫
一
百
錢
ニ
ニ
十
五 

方
尺
之
重
、
為
二
ニ
百
十
五
貫i

乃
氣
之
壓
レ
地
、
方
尺
有
一
二
百
十

14〇



五
貫
之
重i

此
處
で
水
銀
氣
壓
計
を
銓
氣
管
と
呼
ん
で
ゐ
る
。

こ
れ
よ
り
だ
い 

ぶ
後
で

あ
る
が
內
田
五
觀
も
此

の

語

を

用

ひ

『
銓
氣
管
略
說
』(

寫 

本
、
年

代

不
詳)

と
い
ふ
著
述
が
あ
る
。
靑
地
の
師
馬
場
佐
十
郞 

は
天
氣
計
儀

と

い

ひ

『
天
氣
計
儀
譯
說
』
と
い
ふ
飜
譯
の
あ

る
こ 

と
は
旣
に
記
し
た
。

ま
た
靑

地
と
同
じ
頃

高

野

長

英

に

『
驗
氣
管 

略
說
』

と
い
ふ
著
述
が
あ
る
。 

， 

(

ハ)

氣
張

t

れ
は
前
の
氣

性
の
中
に
言

ふ
と
こ
ろ
の
氣
の 

張
力
に
つ
い
て
更
に
精
し
く
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

日

く

，
 

氣
有-
一張
力i

可--
以
張
擴i

又
可-
一
以
絞
朿i

氣
性
敬
一
欲
ー
一
自
伸
工
・ 

透
ー
兀
百
氣
孔7

使一ー斯
無
ー
一
空
虛i

譬
室
中
之
氣
除-
其
一
半
一
則
所 

レ
遺
一
半
之
氣
、
«.
§:
張
擴
、
充
一
滿
室
內i
是
因
ヤ
氣
性
之
所
レ
資 

之
溫
質
存
・
其
中-
焉
、
試
取-
空
胞i

紮
一
其
口-
燐

諸

火
上
一
則
胞 

內
僅
存
之
氣
、
直
自
張
擴
、
使
三
胞
膨
脹
次
至
二破
裂i  

(

九)

排
氣 

こ
れ
は
空
氣
ポ
ン
プ
を
以
て
排
氣
す
る
こ
と
を 

述
べ
た
も
の
で
、

此
の
中
に
排
氣
鐘
と
い
ふ
言
葉
が
用
ひ
ら
れ
て 

ゐ
る
。

2
6
)
 

裒

氣

氣

を

裒
む
る
器
は
排
氣

鐘
に
似
て
其
の
開
闔 

が
反
對
に
な
っ
て
ゐ
る
と
い
ひ
、

こ
れ
は
壓
縮
ポ
ン
プ
を
以
て
氣 

體
を
壓
縮
す
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

ポ
ン
プ
は
嗨
筒
と 

本
邦
に
於
け
る
窮
理
學
の
成
立C

)
(

失
鳥)

い
ふ
文
字
を
以
て
表
し
て
あ
る
。

(

ー
ー)
 

氣
種 

こ
れ
は
氣
體
の
種
別
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の 

で
あ
る
。

日
く

雰
圍
氣
者
、
不
下
坠
交
由
諸
雰
氣
蒸
氣
之
自
レ
地
升
騰
者4

氣
之
原
質
、
 

亦
不
レ
ー
、
其
所-
常
有-
者
、
出
〒
於
窒
氣
與
一
淸
氣
一
相
交4

四
一
一
分 

之
一
窒
氣
居
レ
三
、
淸
氣
居
レ
ー' 

以
成
一
ニ
調
和
之
氣i

是
爲
ヤ
所
宜= 

生
活
一
之
氣4

又
有
一
一
燃
氣i

有
一
一
硬
氣i

共
爲--
氣
中
之
別
種i  

す
な
は
ち
此
處
に
窒
氣
•

淸

氣
•

燃
氣
•

硬
氣
の
四
種
が
擧
げ
て 

あ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
次
の
說
明
が
あ
る
。 

(

一
ニ)

窒
氣 

こ
れ
は
窒
素
で
あ
る
。

日
く 

窒
氣
者
、
為
一-
其
性
窒
碍
、
不
レ
可
レ
吸
之
饕i

單
以-
一
斯
氣i

火 

不
レ
韜
レ
燃
、
然
交=

於
淸
氣
一
則
爲
X.
且=

生
活
一
之
氣4

分
析
術
有T 

排
氣
鐘
下
、
置-=
®

水
與一一一熾
炭
一
以
分
一
一
窒
氣
一
之
法
上 

右
の
分
析
術

に

云
々
は
記
述
が
明
瞭
で
な
い
が
、
帆

足

萬

里

は 

「
此
法
ナ
ド
譯

載

ス
ベ
シ
乙

百
依

ナ

ド

詳-
一
見
エ
タ
リ
」
と
い
ふ
批 

評
を
し
て
ゐ
る
。

乙

百

依

はY
p
e
y

の
著
書
を
指
し
て
ゐ
る
。
窒 

氣

は

『
名
物
考
補
遺
』

に
な
る
と
窒
素
と
な
っ
て
ゐ
る
。
『
舍
密
開 

宗
』
・
も
勿
論
さ
う
で
あ
る
。

(

一) 

R

本
科
學
古
典
全
書
本
に
依
る
。

(

二) 

拙

籀

「
物
理
學
的
科
學
に
關
す
る
渡
來
外
國
書

」
、
本
誌
第
二 

號
、
參

照
。

七
ー
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科

學

史

硏

究
 

第

七

號

(

一
三) 

淸

氣

こ

れ

は

酸

素

を

指

し

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

日 

く

淸
氣
者
、
艾
云
生
氣
、
文
云
酸
氣
、
出=_
於
酸
質
與
一
一
溫
質i

生
得 

レ
之
蘇
、
火
得
レ
之
燃
、
能
與
レ
物
交
爲=

諸
酸
之
原i

銅
鐵
之
生
レ
銹
、
 

亦
因=

斯
氣i
分
析
術
串
鎔
一
一
硝
石
一
或
笋

鉛
汞
灰-
以
分
二
淸
氣- 

之
法4
云
 々

<

こ
れ
を
譯
す
の
に
苦
心
し
て
ゐ
る
樣
が
よ
く
分
る
。

こ
れ
に
對
し 

て
萬
里

H;'
「
此
譯
當
ラ
ズ
酸
質
モ
言
分
ア
レ
バ
ヨ
カ
ラ
ズ
、
生
氣 

又
滋
質

ナ
ド
言
エ
バ
略
當
ラ
ン
カ
、
僕

ガ
讀

ミ
シ
書

ノ

論

ハ
不
精 

ナ
リ
」

と
言
っ
て
ゐ
る
。
『
名
物
考
補
遺
』,

で
は
酸
素
と
な
っ
て
ゐ 

る
。 

-

(

一
四) 

燃
氣 

此
處
に
は
次
の
や
う
に
書
い
て
あ
る
。

燃
氣
者
、
文
云
硫
氣
、
質
如
ー
ー
硫
黃
一
可-
一焚
燒i
出
ー
=
於
水
質
與
二
溫 

質f

常
蒸-
發
於
溝
瀆
泥
濕i

有

惡

晏

冬

日

屢
看
溝
瀆
冰
中
胎-- 

白
色
氣
球
一
秉-
一
燭
火-
近
照
一
其
上i

打
一
一
破
其
冰
一
則
矍

迸
出
、
 

斯
氣
輕=

於
雰
圍
氣
ニ
ー
ー
十
分
、
最
高
升
騰
、
且
與
一-
雰
圍
氣-
交
、
 

不
レ
害
一
入
畜i

分
析
術
有

最-
鐵
屑
若
亞
鉛-
注
以
一
礬
精
一
以
分= 

燃
氣
乏
法4

此
の
初
め
の
方
の
記
述
は
沼
の
底
な
ど
か
ら
發
生
す
る
沼
氣
す
な 

は
ち
メ
タ
ン
瓦
斯
を
指
し
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
斯
の
氣
彖
圍
氣
よ 

り
輕
き
こ
と
三
十
分
と
い
ふ
の
は
當
ら
な
い
。

メ
タ
ン
の
空
氣
に

- 

七
二 

對
す
る
比
重
は
二
分
の
一
位
で
あ
る
。

此
の
數
値
は
水
素
に
關
す 

る
も
の
で
あ
ら
う
。

そ
れ
に
し
て
も
小
さ
過
ぎ
る
が
。

要
す
る
に 

此
等
の
區
別
は
は
っ
き
り
し
て
ゐ
な
か
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

(

一
五) 

水
質 

こ
れ
が
水
素
を
指
し
て
ゐ
る
ら
し
い
こ
と
は 

次
を
讀

め

ば
分
る
。

燃
氣
好
引
二淸
氣i

溫
質
媒
レ
之
以
相
合
、

試
取
ニ
ー
硝
子®

i

納
三 

矍
與
一
淸
氣i

以
レ
火
點
宦
則
兩
氣
互
引
急
發
二
爆
聲

一
而
生
二
滴 

質
流
動
體i

卽
水
也
、
由
レ
此
知
四
水
之
生
三
於
燃
氣
與
一
淸
氣(

故 

分
析
術
謂
ニ
燃
氣
之
原

一爲
二
水
質
亠
夫
旣
發
四
明
水
之
原
於
三
酸
質
與
一 

水
質i

更
極
一
精
巧
一
分­
折
之i

審

1:
〈以=
一酸
質
ハ
十
五
分
與
永 

質
十
五
分-
合
爲
-(■
水
、
云
々

卽
ち
燃
氣
の
原
を
水
質
と
謂
ふ
の
で
あ
り
、
水
の
原
は
酸
質
と
水 

質
で

あ
る
こ
と
を
發
明
し
、

分
析
術
に
依
っ
て
酸
質
ハ
十
五
分
と 

水
質
十
五
分
と
合
し
て
水
を
爲
す
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、

此
の 

水
質
は
水
素
に
相
違
な
い
。
化
合
の
割
合
は
今
日
か
ら
見
れ
ば
少 

し
違
ふ
け
れ
ど
も
そ
れ
は
致
し
方
が
な
い
。

文
さ
き
に
淸
氣
と
言 

っ
た
も
の
が
此
の
場
合
に
は
酸
質
と
な
っ
て
ゐ
る
。

こ
れ
な
ど
も 

混
亂
し
て
ゐ
る
と

い

ふ
よ
り
は
創
始
時
代
の
仕
事
の
困
難
さ
を
物 

語

っ
て
ゐ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

(

一
六) 

硬
氣 

こ
れ
は
酸
酸
瓦
斯
で
あ
る
。

日
く
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硬
氣
者
、
出
下
於
媒
質
與
一
淸
氣-
合
め
性
重
常
在
ニ
低
處7

窖
井
中 

暫
多
、
吸
レ
之
則
有
レ
害
、
如
丁
窖
井
中
下
二
燭
火
一
則
焰
滅
、
人
入
レ
之 

則
氣
窒3

皆
因
一
此
氣
一
也
、煤
質
者
、
爲
工
種
原
質
、
諸
物
之
所
申 

具
有亠

其
性
甚
好
引
一
一
淸
氣-
相
合
爲--
硬
氣i

云
 々

此
處
で
煤
質
と
呼
ん
で
ゐ
る
の
は
炭
素
で
あ
る
こ
と
は
右
に
依
っ 

て
分
る
。
之

に

對

し
て

帆

足

萬

足

は

「
炭
質
ト
譯
ス
ベ
シ
、
仙
臺 

高
埜
生
モ
左
言
エ
リ
煤
八
尙
諸
質
ヲ
哈
有
ス
ル
ナ
リ
」

と
記
し
て 

ゐ
る
。
仙
臺
高
埜
生
は
長
英
で
あ
る
。
長
英
を
引
合
に
出
し
て
ゐ 

る
の
は
長
英
の
學
が
重
き
を
な
し
て
ゐ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
运
。 

-
(

一
七)

吸
氣 

此
の
條
は
呼
吸
の
に
を
を
述
べ
た
も
の
で
あ 

る
。

(

一
八)

，
寒 

此
處
ま
で
は
諸
種
の
氣
體
に
關
す
る
記
述
が
多 

く
あ
っ
た
が
、

此
の
條
で
祗
熱
の
問
題
を
取
上
げ
て
ゐ
る
。
熱
の 

理

論

が

カ□

リ
ッ
ク>

で
あ
る
こ
と
は
旣
に
記
し
た
。

試
み
に
そ 

の
一
節
を
引
用
し
て
み
る
な
ら
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

寒
準
二
於
氣
中
溫
質
減
退
之
度-
而
人
之
所
レ
覺
也
、
雰
圍
氣
溫
増
則 

張
擴
爲=

輕
疎i

溫
減
則
引
縮
爲-
一
重
稠i

人
身
之
關
一
斯
運
用-
尤 

爲
レ
大
、
與
一
莫
生
活
一
尤
爲
レ
要
、
云

々
' 

ま
た
此
の
條
に
寒
暖
計
に
就
い
て
述
べ
て
あ
る
。

日
く 

ゝ
>

氣
中
溫
質
之
增
減
【
有
二
驗
溫
管i

取
二
玻
環
細
管
『
納
二
水
銀 

本
邦
に
於
け
る
窮
理
學
の
成
立(

一)

〔矢
島)

若
精
液7

沿
二其
管-
旁
刻
二
度
數i

驗
ー
一
其
升
降i

溫
增
則
升
、
溫 

減
則
降
ゝ
寒
暖
之
度
、
可
二
以
測
定i

其
記
レ
度
之
法
、
先
取
下
雪
交
二 

确
砂
ー
者4

比
二
諸
極
寒
一
揷
ニ
管
於
此i

見
二
管
中
之
物
降
幾
許i

記 

爲
レ
圈
、
次
揷
ニ
管
於
將
冰
水
中
一
記
爲
レ
中
、
次
又
揷
ニ
管
於
賓
沸
湯 

中―*

為
二
極
熱
宀
乃
揆
一
自
レ
圈
至
吊
、
分
為
二
三
十
二
度i

從
用
ー 

此
度i

又
揆
一1

至
一
極
寒i

分
爲-
一
二
百
十
二
度i

或
唯
以T
沸
湯 

與

一冰

水

乏
度
翳
分-A
十
度
一
而
用
レ
之
亦
得
、
 

卽
ち
寒
暖
計
を
驗
溫
管
と
い
ひ
、
溫
度
目
盛
は
華
氏
と
列
氏
を
擧 

げ
て
ゐ
る
。

平
賀
源
內
が
明
和
年
間
に
之
を
自
作
し
た
と
い
ふ
事 

に
つ
い
て
は
旣
に
記
し
た
。

ま
た
三
浦

梅

園
は

安

永

七

年(

一
七 

七
八)

長
崎
に
再
遊
し
、
歸

っ

て

著

し

た

「
歸
山
錄
」

の
中,
で
長 

崎
の
通
詞
吉
雄
幸
左
雄
門
の
處
で
タ
ル
モ
メ
ー
ト
ル
を
見
た
と
い 

ひ
、

そ
れ
は
吉
雄
が
蕃
書
を
考
へ
て
自
製
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
譯 

す
れ
ば
寒
熱
升
降
器
と
云
べ
し
と
書
い
て
ゐ
る
。

ま
た
廣
瀨
周
伯 

の

『
三
才
窺
管
』

の
中
に
寒
暖
計
を
自
作
し
た
記
述
の
あ
る
こ
と 

に
就
い
て
は
旣
に
述
べ
た
。
靑
地
と
略
同
時
代
と
考
へ
ら
れ
る
も 

の

に

高

野

長

英

の

『
驗
溫
管
略
說
』(

寫
本)

と
類
す
る
著
述
が
あ 

り

、
長
英
も
自
ら
製
作
し
た
と
傳
へ
ら
れ
る
。

・
 

.
(

一
九)

光 

光
は
精
微
流
動
質
で
あ
る
と
言
っ
て
ゐ
る
。

日 

く

七
三
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•

科

學

史

硏

究
 

第

七

號
 

光
者
為
二
精
微
流
動
質i

其
動
射
”
線
尤
迅
速
、
膏
恒
屋
火
燄
自 

發
レ
光
者
、
此
謂
二
光
體i

受,

其
光
一
而
得
レ
明
者
、
此
謂-
暗
體i

若
一- 

太
陽
爲
氣
海
中
最
大!

-

其
光
線
透
ニ於
雰
圍i

明
二
於
地
上i  

但
光
線
之
映
ニ
於
找
眼i

雰
圍
氣
爲
ニ
之
中
質i

其
用
甚
大
、
何
者
、
 

太
陽
光
線
無
レ
所
レ
撓
一
一
於
雰
圍
一
則
蒼
天
畫
暗
如
レ
夜
乎
、
太
陽
唯
懸= 

於
天
之

一
方i
人
背
レ
之
則
無
レ
有
レ
明
乎
、
又
太
陽
之
在­
於
地
平 

下
一
則
無=
一得
視
二
晨
昏
分
光
一
乎
、

夫
晨
昏
分
れ
、
由=
一雰
圍
之
撓­

光
線
一來
、
如=

第
八
圖
二

圖

省
略
〕
云
ん 

此
の
後
に
蜃
氣
樓
の
説
明
が
あ
り
、
海
市
の
語
を
用
ひ
て
ゐ
る
。 

な
ほ
そ
の
あ
と
に
光
と
溫

十
一
質
を
爲
す
と
い
ふ
こ
と
が
述
べ 

て 

あ
る
。

■
(

二
〇
〉

色

此

處

で

は

分

光

の

こ

と

を

述

べ

て

ゐ

る

。;
日
く 

色
者
原

於
光
線
撓
折
一
而
所
レ
起
也
、

光
線
册
二於
暗
體
一
而
映
二
於 

我
咚
一
則
直
現-
諸
色i

凡
體
受
ニ
光
線
一
而
盡
反
ニ
射
之
一
者
爲
レ
白
ヽ
 

光
線
入
ニ
於
體

一
而
一
分
融
解
、

一
分
反
射
、
多
少
撓
折
者
、
起
以
一 

諸
色i

又
光
線
入
ニ
於
體

一
而
全
融
解
、
無
二
以
反
射
一
者
爲
レ
黑
、
故 

黑
無
レ色
也
、
試
取
ー
一
三
稜
玻
翌
以
受
ー
一
光
線i

現-
諸
色
於
紙
上
一 

可
〒
以
審1

〈撓
折
反
射
多
寡
有
レ
數
之1

如
一
一
第
九
凰
〔圖
省
略
〕
 

云
々

色
之
於
レ物
、
爲
ヤ
不
レ
屬
一
諸
其

ft=
一
而
由
由
光
線
之
作
用亠

然
則
光
質 

之
精
微
、
猶
雜=

沓
彼
赤
黃
綠
紫
之
諸
質
上
者
乎
、
是
實
不
レ
然
、
光 

固
爲­
覃
純
質i

然
從=
一其
動
之
遲
速
與
一-
其
體
之
疎
密i

不
レ
得
レ
無
ー
一

七
四 

差
等i

諸
色
之
有
一-
區
別
一
則
不
一
一
亦
宜
一
乎
、
云
・ 

右
の
中
に
は
プ
リ
ズ
ム
に
依
っ
て
種
々
の
色
の
現
は
れ
る
こ
と
を 

述
べ
、

三
稜
玻
環
と
い
ふ
言
葉
を
用
ひ
て
ゐ
る
。 

(

ニ
ー)

音 

こ
こ
で
は
「
音
者
爲-
一氣
之
所P

傅
 

夫
物
有
レ
起
一- 

顫

動i

傳
ニ
之
於
氣

一
而
入
ニ
於
耳7

斯
有
二
以
聽
一
云
々
」

と
い
ひ
、
 

音

に

つ
い
て
の
簡
單
な
說
築

あ

り

、
音
の
速

力

と

し

て

「
槪
每
二 

一
秒
時7

爲
二
千
尺
餘
一
」

と
い
ふ
數
値
を
擧
げ
て
ゐ
る
。 

(

ニ
ニ)

風

風

に

つ
い
て
の
記
述
の
一
部
を
示
せ
ば
次
の
如 

く
で
あ
る
。

氣
之
汎
流
、
此
謂
乏
風―>

氣
之
與
レ
風
、
猶
二
湖
之
與
匸
川
、
起
二
於 

氣
之
推
盪i

雰
圍
中
生
二
斯
推
盪
一
之
原
、

或
爲
レ
由
卞
氣
失
二
平
均
一 

而
有
中
偏
勝4

或
爲
レ
由
〒
海
陸
蒸
氣
之
有
中稀
稠
不
平
め
又
或
爲
レ
由
三 

氣
之
變
二
冷
煖i

擧
為
ニ
ー
理i

夫
雰
圖
氣
亦
從
三
溫
質
之
有

」增
減i  

爲
レ稀
爲
レ
稠
、
是
以
此
有
二
重
稠
之
氣i

必
嚮-
於
彼
輕
稀
之
氣i

濟
二 

其
平
均-
•■»
云

•々

(

二
三)

越

列

吉

的

爾

こ

れ

は

電

氣
で
あ
る
。

日
く 

越
列
吉
的
爾
者
、
琥
珀
之
謂
也
、
初
由
二
琥
珀
一
發
二
明
此
性
カ
-*>

因 

爲
ニ
其
名i

是
亦
一
種
流
動
質
、

而
凡
百
體
申
莫
レ
不
レ
具
二
有
斯
質i  

柢
如
二
氣
火
性
亠
在
丁
其
引
力
之
與
一
張
カ
ー相
平
均
之
中4

雖
レ
無
ー 

以
見
匸
之
、

一
失
二
其
平
均
一
則
顯
ニ
其
作
用
一
也
、
云
 々

斯
樣
に
電
氣
の
理
論
は
所
謂
電
液
說
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
先
の
溫
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質
と
共
に
十
八
世
紀
物
理
學
の
特
長
で
あ
る
。
續

い
て
言
ふ
中
に 

電
堆
の
事
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
此
の¢
!

の
中
で
恐
ら
く
最
も
新
し 

い
知
識
で
あ
ら
う
。

ヴ
・
お
夕
の
電
堆
が
發
明
さ
れ
た
の
は
寬
政 

十
一
年
(

一
七
九
九)

で
あ
り
、

一
般
に
發
表
さ
れ
た
の
が
其
の 

翌
年
で
あ
る
。

尤
も
靑
地
の
記
述
で
は
ガ
ル
ヴ
ァ
ー
ー
が
之
を
發

明 

し
た
や
う
に
な
っ
て
ゐ
る
。

其
の
文
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

…
•

近
有
〒
意
太
利
亞
國
瓦
爾
華
來
之
所
一
發
明
二
器4

取
〒
銅
擧
 

亞
鉛
一
各
箇
扁
圓
如
上
レ錢
、
重
疊
乏
一
法
、
無
ー
ー
以
摩
揩
一
而
揮-
發 

斯
質7

尤
爲
レ
妙
矣
、
亦
可
二傲
製i  

卽
ち
銅

と

亞
鉛
の
錢
の
如
き
圓
い
も
の
を
重
ね
摩
る
こ
と
な
く
し 

て
斯
の
質
を
生
ず
と
あ
る
。

摩
る
こ
と
な
く
し
て
と
い
ふ
の
は
此 

の
前
に
摩
擦
に
依
っ
て
電
氣
を
發
す
る
こ
と
が
述

べ

て
あ
る
か
ら 

で
あ
る
。

(

二
四) 
•

氣

融

，
こ
れ
は
大
氣
融
解
之
力
と
い
ふ
事
を
意
味
す 

る
も
の
で
今
日
の
物
理
學
に
は
無
い
用
語
で
あ
る
。
す
な
は
ち
雰 

圍
が
蒸
氣
を
融
解
す
る
に
は
限
度
が
あ
り
、

多
過
ぎ
れ
ば
融
解
せ 

ず
雲
霧
と
な
っ
て
大
氣
中
に
懸
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

(

二
五) 

氣

化

此
處

虫

言

ふ
氣
化
は
今
日
用

ひ
ら
れ
て
ゐ
る 

の
と
は
少
し
意
味
を
異
に
す
る
。

大
氣
中
の
種
々
の
蒸
氣
の
變
化 

と

い
ふ
意
味
で
あ
る
。

本

邦

に
於
け

る
窮
理
學
の
成
立(
3
(

矢
島)

(

二
六)

雲

(

二
七)

雨

此

等

は

前

節

に

い

ふ

氣

化

の

具 

體
的
な
說
明
で
あ
る
。

(

二
八) 

電
雷
電
は

雲
の
中

の

越

列

吉

的

爾

の

作

用
で

あ

る 

こ
と
を
述
べ
、
避
雷
針
の
記
載
も
あ
る
。
避
電
線
と
い
ふ
言
葉
が 

使
っ
て
あ
る
。

(

二
九) 

霉
腿 

こ
れ
は
旋
風
で
あ
る
が
、
雨
を
伴
ふ
の
を
椽
、
 

雨
を
伴
は
な
い
の
を
應
と
い
ふ
と
あ
る
。

(

三
〇)

露

(

三
一)

雪

(

三
二)

霜

(

三
三)

冰

(

三
四) 

浮

氣
こ

れ
は

大
氣
中
に
浮
游
し
酸
素
と

結
合
し
て 

光
を
發
す
る
諸
種
の
氣
體
の
こ
と
を
說
い
た
も
の
で
あ
る
。.
大
氣 

中
の
發
光
現
象
と
も
言
ふ
べ
き
も
の
が
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
。

文
中 

に

「
有
・
名­-
忽
斯
忽
略
斯-

者
、
其
質
好
引
二
淸
氣
一
而
發
“
燄
、
如= 

彼
燐
火i

正
是
類
也
」

と
い
ひ
燐
光
が
何
等
怪
し
む
べ
き
も
の
で
・ 

な
く
、

一
種
の
浮
氣
の
は
た
ら
き
で
あ
る
こ
と
を
說

い
て
ゐ
る
。

(

三
五) 

虹

(

三
六)

暈 

虹
は
太
陽
光
線
が
雨
滴
に
於
て 

撓
折
し
て
現
は
れ
る
も
の
と
說
き
、
暈

に

つ

い

て

は

「
日
月
之
暈
、
 

起
ー
ー
ー
於
其
光
線
撓
一
一
折
干
氣
中
之
雰
翳
、

云
々
」

と
述
べ
て
ゐ
る
。

(

三
七)

水
性
・
こ
れ
は
水
の
性
質
を
說
い
た
も
の.
で
あ
り
、
 

靜
水
壓
を
述
べ
、
水
を
盛
っ
た
容
器
の
側
面
に
孔
を
穿
っ
と
き
水 

の
流
出
す
る
樣
を
精
し
く
圖
解
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

七
五
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硏
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第

七
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，(

三
八)

稱

水
こ

れ
は

比
重
を

求
め
る
こ

と
を

述
べ

た
も

の 

で
あ
る
。

日
く

凡
物
之
形
體
相
等
而
質
實
各
殊
者
、
比
二
其
輕
重
一
而
可
一
兔
品
別i  

斯
有=

輕
重
比
例
法i

譬
如­-
金
與
矗

、
形
等
質
殊
、
比
例
之
重
則 

-

如---
十
九
與-
十
一-
是
也
、
又
稱--
之
流
動
質
中
一
以
比-
一
例
之i

謂= 

之
稱
水
術―*

夫
物
之
與
レ
水
、
相
比
而
有
レ
重
レ
焉
、
有
レ
輕
レ
焉
、
又 

有
レ
相-
一
等
焉i
故
重
レ
焉
者
沈
、
輕
レ
焉
霍

、
相
二
等
焉
一者
、
不 

レ
浮
不
レ
沈
、懸
一
ー
干
其
中i
其
重
レ
焉
者
入
レ
水
壓
一
-
其
形
所
レ
稱
之
水
一 

靈

it
〈重i

譬
有
一
鎔
與
匸
牙
、
每
塊
各
一
錢
、
水
中
稱
レ
之
、
銳 

為
一
一
六
十
分
錢
之
五
十
四
又
四
分
之
一 i

牙
爲
一
ー
六
十
分
錢
之
二
十 

九i

乃
鉛
減=

六
十
分
錢
之
五
又
四
分
之
三i

れ
減
二
六
十
分
錢
之 

三
十
一
 i

今
以
ーー其
減
數

一
除­
一
六
十i

其
商
爲
ー
ニ
ー
與-
二
又
三
分 

之

三

乃

鉛

與
レ
牙
比
、
如ヨ

三
一
與
一-
五
又
四
分
之
三i

鉛
重
五
一- 

倍
於
?:?.

此
の
計
算
は
餘
り
正
確
で
は
な
い
が
、・
と
も
か
く
も
こ
れ
で
物
體 

の
比
重
を
求
め
る
こ
と
が
述
べ
て
あ
る
。

次
に
液
體
の
比
重
の
求 

め
方
が

一
ー¢
!

い
て
あ
る
。

諸
洗
動
質
、
亦
相
比
可=
一
以
分
一
輕
重i

凡
液
質
重
者
、
稱
一
物
於
其 

中
一
則
減-
一
其
重­
幾
何
多
、
豐
乳
中
減
レ
重
百
分
、
則
水
中
減
ーー九
十 

七
分i

故
乳
與
レ
水
比
、
如
一
t.
與
-
九
十
七a

往
昔
亞
而
希
默
得
荻 

始
發-
萌
稱
水
之
理i

由
レ
此
驗
下
知
其
王
冠
之
爲-
純
金
一
也
否
め
若 

由
一
一
此
術i

可
ヤ
以
檢
養
諸
金
相
混
交
之
差
數
-

t,>
其
秤
如
一
第
十
七

七
六

圖i

〔圖
省
略
〕 

此
の
次
に
種
々
の
物
質
に
つ
い
て
の
稱
水
の
例
と
此
重
の
表
が 

揭
げ
て
あ
る
。

(

三
九)

驗
水 

こ
れ
は
水
の
檢
査
で
あ
っ
て
、

鹽
質
を
驗
す 

る
方
法
、
鉛

質
を
除
く
方
法
等
が
述
べ
て
あ
る
。

(

四〇
)

 

潮

汐

月

の

引

力

に

依

っ

て

潮

汐

の

起

る

こ

と

、

月 

と
太
陽
の
引
力
が
合
致
し
た
と
き
潮
汐
の
作
用
が
特
に
大
き
い
こ 

と
等
に
つ
い
て
一
通
り
述
べ
て
あ
る
。 

・
 

以
上
が
此
の
書
の
內
容
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。

こ
れ
に
依
っ
て 

其
の
取
材
の
範
圍
と
記
述
の
程
度
を
知
る
こ
と
が
出
來
る
。
本
書 

以
前
に
は
未
だ
こ
れ
だ
け
の
項
目
に
つ
い
て
記
述
し
た
も
の
は
無 

か
っ
た
の
で
あ
る
。
著
者
の
凡
例
に
言
ふ
や
う
に
氣
體
に
關
す
る 

と
こ
ろ
が
多
い
け
れ
ど
も
、

な
ほ
其
の
他
の
題
目
に
つ
い
て
も
ー 

わ
た
り
の
敍
述
が
あ
り
、
初
步
の
物
理
學
の
內
容
を
大
體
具
へ
て 

ゐ
る
と
い 

ふ
こ
と
が
出
來
る
。

『
氣
海
觀
瀾
』
の
原
本

靑
地
林
宗
は
何
に
據
っ
て
此
等
の
硏
究
を
し
た
か
と
考
へ
て
み 

る
の
に
、
旣
に
引
用
し
た
如
く
著
者
の
序
文
に
は
遠
西
理
科
書
を 

涉
獵
し
て
格
物
綜
凡
を
譯
述
し
其
の
中
か
ら
氣
性
に
關
す
る
數
十 

章
を
抄
し
て
氣
海
觀
瀾
と
題
し
た
と
い
ふ
だ
け
で
あ
っ
て
、
如
何
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な
る
書
に
據
っ
た
か
は
記
し
て
ゐ
な
い
。

然
し
靑

地
の
女
婿
の
川 

本
幸
民
が
此
の
書
を
增
補
し
た
と
こ
ろ
の
『
氣
海
觀

瀾
廣
義
』(

後 

出)

を
見
る
と
其
の
凡
例
の
中
に
次
の
や
う
な
處
が
あ
る
。

:
:
«
_

一岳
父
芳
滸
靑
地
先
生
氣
海
番
ヲ
著
セ
シ
ー­

、
其

世

一
- 

行
ハ
ル
ル
コ
ト
已
一
一
二
十
年
、
海
內
有
志
ノ
志
コ
レ
ヲ
珍
ト
ス
ル 

者
多
シ
。
但
其
書
タ
ル
ヤ
理
科
綜
凡
中
ノ
拔
萃
一
ー
シ
テ
極

メ
テ
簡 

略
ナ
ル
者
ナ
リ
。:

： 

ま
た
凡
例
中
の
別
の
處
に
於
て

原
書
八
文
政
十
一
年
和
蘭
人
ボ
イ
ス
氏
著
ス
所
ノ
「
ア
ル
ゲ
メ
ー 

•

ネ
、
ナ
チ
ュ
ー
ルキ

-
'

ン
デ
フ
、

ス
コ
ー
ル
ブ
ー
ク
」

囂

ト
題 

セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
初
學
ニ
理
科
ノ
大
意
ヲ
知
ラ
シ
メ
ム
ガ
爲
ニ
ス 

ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
。:

：

と
あ
る
。

此
處
で
・
ボ
イ
ス
の
書

の

下

に

「
格
物
綜
凡
」

と
あ
る
の 

に
注
意
す
る
と
、

こ
れ
は
川
本
の
創
意
で
は
な
く
靑
地
が
主
と
し 

て,
ボ
イ
ス
の
書
か
ら
抄
譯

し

た

も

の

を

「
格
物
綜
凡
」

と
呼
ん
で 

ゐ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
右

に

言

ふ

文

政

十

一
年 

(

一
ハ
二
八)

は
靑
地
の
著
書
の
後
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

こ
れ
は
ボ 

イ
ス
の
書
の
第
五
版
で
あ
り
、

初
版
は
一
八
〇

二
年(

享
和
二
年) 

で
あ
る
か
ら
靑
地
は
第
五
版
以
前
の
も
の
を
見-C
ゐ
た
か
も
知
れ 

な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
、ボ
イ
ス
の 

書

と

い

ふ

の

は 

J

 〇h
a
n
n
e
s

 

本
邦
に
於
け
る
窮
理
學
の
成
立(.

一)
(

矢
島)

B

s.js" N

g-U
U
T
k
m
-
d
i
g  

S
c
h
o
o
l
b
o
e
k  

u
i
f
g
e
g
e
v
e
n  

d
o
o
r  

d
e  

M
a

s-s
e
h
a
p
p
i
j  T

S-N
n
f  v

a
u
^
A
T
g
e
m
e
e
n  

で
あ
る
。

此
の
書 

は
先

生

が

二

人

の

生

徒H
e

旦

j  e

とJ
m
a
e

に
話
す
形
式
を
以 

て
書
か
れ
た
初
等
理
科
書

で

あ
る
。

こ
れ
は
物
理
學
や
物
式
學
に 

限
ら
ず
動

物

や
植
物
等
の
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
物
理
學
的
の 

も
の
が
大
部
分
を
占
め
て
ゐ
る
。

『
氣
海
觀

瀾
』
を

ボ
イ
ス
の
此
の
書
ど

比
較
し
て
み
る
と
、
例 

へ
ば
前
者
の
體

性
、
引
力
、
氣
孔
等
に
當
る
も
の
は
後
者
の
初
め 

の
方
に
書
い
て
あ
る
と

い
ふ
が
如
き
對
應
を
見
出
す
こ
と
は
出
來 

る
。

然
し
配
列
の
順
序
は
か
な
り
相
違
し
て
居
り
、

此
の¢

¢
1

に
の 

み
據
っ
て
ゐ
る
と
は
斷
定
し
難
い
。
著
者
の
言
へ
る
や
う
に
數
種 

の
理
科
書
を
涉
獵
し
た
の
で
あ
ら
芳
。

さ
う
し
て
其
の
中
に
は
此 

の
書
も
あ
っ
た
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

そ
の
ほ
か
に
如
何
な
る 

も
の
が
あ
っ
た
だ
ら
う
か
と
い 

へ
ば
有
名
な
シ
ョ
メ
ー
ル
や•

エ
グ 

ベ

ル

ト•

、ボ
イ
ス
の
百
科
辭
典
の
如
き
も
の
は
利
用
し
て
ゐ
た
に 

相
違
な
く
、
更
に Mal

rt-i
n
a
" K

s-e
c
h
i
s
m
u
s  

d
e
r  N

a
f
u
u

「

な 

ど
も
見
て
ゐ
た
か
も
知
れ
な
い
し
、
艾p

・

v
a
n  M
u
s
s
c
h
e
n
b
r
o
e
k  " 

Beginsels'der

 N
a
f
u
u
r
k
u
n
d
e

あ
た
り
も
見
た
か
も
知
れ
な
い
。 

然
し
是
等
は
單
な
る
想
像
に
過
ぎ
な
い
。
何
れ
に
し
て
も
是
は
い 

は
ゆ
る
直

譯
で
は
な
く
著
者
の
好
み
に
從
っ
て
拔
萃
し
た
編
者
で

±

七
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科

學

史

硏

究
 

第

七

號 

あ
る
。

此
の
點
の
う
ち
に
述

べ

る

『
理
學
提
要
』
な
ど
と
は
趣
を 

異
に
す
る
も
の
と
思
は
れ
る
。

一

一
.
一
帆
足
萬
里
の
『
窮
理
通
』

『窮
理
逼
』
の
著
者
，

本
邦
の
窮
理
學
の
成
立
に
貢
獻
し
た
人
&

は
殆
ん
ど
總
て
が
オ 

ラ
ン
ダ
學
を
修
め
た
と
こ
ろ
の
所
謂
蘭
學
者
で
あ
る
が
、

此
處
に 

-

つ
の
異
例
が
あ
る
。

そ
れ
は
帆
足
萬
里
で
あ
る
。
帆
足
は
元
來 

儒
者
で
あ
る
が
、
窮

理

に

心

を

潜

め

『
窮
理
通
』

ハ
卷
を
成
し
た
。 

儒
學
は
自
然
科
學
と
は
傾
向
を
異
に
す
る
學
問
で
あ
る
が
、
本
邦 

に
於
て
獨
自
の
自
然
哲
學
を
組
立
て
た
三
浦
梅
園
の
學
統
か
ら
帆 

足
萬
里
が
出
て
ゐ
る
こ
と
を
思
へ
ば
此
の
學
者
の
出
現
は
決
し
て 

突
然
で
は
な
い
。
『
窮
理
通
』
は
當
時
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
關
係
も 

あ
り
、
『
氣
海
觀
瀾
』

の
や
う
な
大
き
な
影
響
を
與
へ
な
か
っ
た
け 

れ
ど
も
、

そ
の
識

見

の

高

邁

な

こ

と

は

『
氣
海
觀
瀾
』

の
比
で
は 

な
い
。

著
者
帆
足
萬

里
(

一
七
七
八
—

一
八
五
二)

は
字
は
鵬
卿
、

通 

稱
は
里
吉
と
い
っ
た
。

豐
後
國
日
出
の
人
で
あ
る
。

十
四
歲
に
し 

て
三
浦
梅
園
の
門
人
脇
蘭
室
に
就
い
て
學

ん
だ
。
蘭
室
が
肥
後
に 

聘
せ
ら
れ
て
去
っ
て
か
ら
父
と
共
に
浪
華
に
行
き
中
井
竹
山
に
學

七
几 

ん

だ
。

二
十
五
歲
の
と
き
京
師
に
行
き
皆
川
淇
園
に
學
ん
だ
。

二 

十
九
歲
儒
者
と
し
て
日
出
藩
に
仕
へ
、
後
に
家
老
に
な
っ
た
。 

(

一) 

西
村
時
彥

『
學
界
の
偉
人
』(

明
治
四
十
三
年)

中

の

「
帆 

足
萬
里
」
、
帆
足
記
念
文
庫
編(

帆
足
萬
里
先
生
略
傳)
(

明
治
四
十 

四
年
、
幅

刀
次
六
『
帆
足
萬
里
』(

大
正
二
年)

、
『
帆
足
萬
里
全
集
』 

(

大
正
十
五
年)
 

- 

・
儒
者
と
し
て
各
種
の
著
書
が
あ
る
が
、
窮
理
の
學
に
心
を
寄
せ 

文

化

年

間

に

『
窮
理
通
』

と
い
ふ
も
の
を
書
き
脇
蘭
室
に
序
文
を 

蚩
貝
い
て
貰
っ
た
。
其
の
序
文
に
は
文

化

七

年

庚

午

仲

冬(

一
八­

〇)

と
い
ふ
日
附
が
あ
る
。
蘭
室
は
先
づ
帆
足
子
が
窮
理
の
・

!

を 

書
い
た
由
を
言

ひ
、

次
で
「
而
其
物
與
理
、
則
猶
未
盡
焉
者
、
是
肠 

理
之
本
然
、

蓋
非
」

人厶
!
!

日
所
能
悉
也
、
嗚
呼
萬
世
之
人
咸
窺
之
、
 

萬
國
之
書

竝
論
之
、
孰
是
孰
非
、
孰
眞
孰
僞
、
若
有
聖
人
出
、
其 

必
取
是
而
眞
者
、
吾
儕
碌
碌
、

姑
從
似
是
而
近
眞
者
、

可
也
」

と 

言
っ
て
ゐ
る
。

卽
ち
姑
く
是
に
似
て
眞
に
近
き
者
に
從
ふ
可
な
り 

と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
全
腹
の
賛
意
を
表
し
た
も
の
で
な
い
こ
と 

が
知
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
於
て
萬
里
は
此
の
稿
を
棄

て
て 

更
に
硏
鑽
を
重
ね
た
。

此

の

初

稿

『
窮
理
逋
』

は
如
何
な
る
も
の 

か
今
日
知
る
こ
と
を
得
な
い
が
、

恐
ら
く
梅
園
の
系
統
に
立
つ
條 

理
の
學
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。

此
の
頃
は
西
洋
の
學
問
は
直
接
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に
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
-<o
門
人
勝
田
之
德
を
し
て¢
!

か
し 

め

た

『
窮
理
小
言
』(

寫

本)

と
い
ふ
も
の
が
あ
る
が
、

そ
の
序
に 

勝
田
之
德
は
尖
の
や
う
に
書
い
て
ゐ
る
。

日

く

「
文
化
・
丁
丑
、
先 

生
使
之
德
等
作
窮
理
小
言
、

已
成
謂
之
德
日
、
說
天
莫
精
於
曆
象 

.
新
書
、
而
算
數
深
奧
、

非
初
學
所
能
解
也
、
予
之
有
此
擧
專
以
便 

初
學
而
已
、
若
欲
、

求
其
精
、
曆
象
新
書
存
焉
、
且
余
久
甚
疾
病
、
 

獨
學
固
陋
、

必
多
紙
謬
、
他
日
當
後
有
修
改
故
門
生
之
外
、
不
聽 

傳
寫
也
、
之
德
日
、

唯
唯
退
錄
先
生
之
言
、

以
置
其
首
」.
ど
。
因 

に
文
化
丁
丑
は
文
化
十
四
年(

一
八
一
七)

で
あ
る
。
之
を
見
る 

と
旣
に

『
曆
象
新
書
』

の
如
き
も
の
は
硏
究
し
て
居
り
且
つ
尊
重 

し
て
ゐ
た
こ
と
が
分
る
。

こ
れ
よ
り
獨
學
に
て
オ
ラ
ン
ダ
の
書
を 

も

讀

み

新

稿

『
窮
理
通
』
を
書
い
た
の
で
あ
る
。

自
序
に
は
天
保 

七

年

丙

申

春

三

月(

一
八
三
六)

の
日
附
が
あ
る
。
卽
ち
初
稿
よ 

り
二
十
餘
年
を
隔
て
て
ゐ
る
こ
と
が
分
る
の
で
あ
る
。

此
の
事
情 

は

自

序

の

中

に

「
予
之
壯
、
著
窮
理
通
數
萬
言
、
蘭
室
先
生
所
爲 

作
序
也
、

已
而
以
其
多
紺
毀
之
、

四
十
餘
得
西
藉
讀
之
、
寒
鄕
苦 

無
師
、
唯
就
譯
語
搜
索
意
倦
則
止
、
積
六
七
年
得
稍
通
其
義
」
「
と 

述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。

こ
れ
に
依
っ
て
刻
苦
し
た
樣
を
知
る
こ
と
が 

出
來
る
。
齡
四
十
を
越
し
て

か
ら
僅
か
に
藤
林
普
山
の
『
譯
鍵
』 

に
賴
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
書
を
硏
究
し
た
の
で
あ
る
。

此
の
樣
に
苦
心 

本
邦
に
於
け
る
窮
理
學
の
成
立(

一)
(

矢
島)

し

て

『
窮
理
逋
』

ハ
卷
が
出
來
上
っ
た
け
れ
ど
も
、

こ
れ
は
其
の 

當
時
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
。
天
文
の
計
算
に
不
備
の
點
が
あ
る
の 

で
門
人
に
洋
算
を
習
は
せ
て
訂
正
さ
せ
よ
う
と
し
て
果

さ
れ
な
か 

っ
た
の
で
あ
る
。

此
の
書
は
初
め
和
文
を
以
て
書
か
れ
た
。

そ
れ 

を
門
人
に
漢
譯
さ
せ
、
更
に
著
者
が
訂
正
し
た
の
で
あ
る
。
著
者 

の
歿
後
ハ
卷
の
う
ち
三
卷
が
門
人
岡
松
甕
谷
に
依
っ
て
江
戶
で
出
・ 

版
さ
れ
た
。
岡
松
甕
谷
の
書
い
た
題
言
に
は

安

政

丙

申

九

月(

一
 

ハ
五
六)

と
あ
る
が
扉
に
は
萬
延
庚
申
發
兌

『
窮
理
通
初
鐫
』
と 

あ

る

か

ら

萬

延

元

年(

一
八
六〇

)

に
版
が
成
っ
た
の
で
あ
ら
う
。 

然
し
他
の
門
人
の
間
に
校
訂
に
關

し
て
異
論
が
あ
っ
た
の
で
絕
版 

と
な
し
、
更
に
完
全
な
も
の
を
出
す
た
め
に
議
論
を
行
っ
て
ゐ

る
. 

う
ち
に
出
版
の
事
は
沙
汰
止
み
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
全
文 

が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
大
正
华
五
年(

一
九
二
六)

『
帆
足
萬
里
全 

集
』(

二
卷)

に
於
て
で
あ
る
。•

斯
樣
な
事
情
に
よ
り
、

又
一
方
に 

於
て
は
著
者
が
九
州
に
在
っ
て
中
央
か
ら
離
れ
て
ゐ
た
事
に
も
依 

り
、

當
時
の
學
界
に
餘
り
知
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

『窮
理
逼
』
の
內
容

此
の
書
は
如
何
な
る
內
容
の
も
の
か
と
い
へ
ば
、
原
曆
、

大
界
、
 

小
界
、

地
球
、
引
力
、

大
氣
、

發
氣
、
諸
生
の
ハ
篇
か
ら
成
り
、
 

附
錄
に
西
洋
各
國
度
衡
表
が
あ
る
。

此
の
う
ち
岡
松
等
に
依
っ
て

ヽ

七
九
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出

版

さ
れ

た
の
は
原

曆

よ
り
地
球
ま
で
で
あ
る
。
第
一
篇
の
原
曆 

は
曆
法
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
布
都
祿
某
斯
、
龐

太
我 

刺
私
、

可
白
兒
、

地
谷
、
缺
夫
列
兒
等
の
名
を
擧
げ
て
諸
家
の
說 

に
つ
い
て
記
し
て
ゐ
る
。
第
二
篇
の
大
界
は
恒
星
界
に
つ
い
て
述 

べ
た
も
の
で
あ
る
。

此
の
中
に
惑
星
運
動
を
記
し
た
と
こ
ろ
の
如 

き
簡
潔
に
し
て
然
も
精
確
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
次
の
樣
で
あ
る
。 

緯
星
繞
レ
日
、
其
行
皆
成
一
一
側
圓i

側
凰
爲-
面
«

斜
截
之
形i

有
一 

所
レ
謂
二
臍
者i

日
在
一-
其

二

故
七
星
距
レ
日
有_
最
高
最
卑
之
時i  

在
一
一
最
髙
一
則
其
行
最
遲
、
在
ー
一
最
卑-
則
其
行
最
速
、
皆
比
辰
レ
日 

正
立
線i

:
:

最
高
點
亦
有
一-
移
動
一
每
年
右
行
、

麗

所
二
測
定i  

一
年
積
差
、
水
星
三
十
四
分
二
十
秒:

：

• 

尤
も
是
等
の
內
容
は
旣
に
・
『
曆
象
新
書
』

に
あ
り
、
側

圓
•

臍
等 

の
語
も
側
圓
が
圓
錐
曲
線
で
あ
る
こ
と
も
其
處
に
記
さ
れ
て
ゐ
る 

の
で
あ
る
が
、

近
日
點
移
動
の
數
値
的
記
載
に
ま
で
は
及
ん
で
ゐ 

な
か
っ
た
と
思

ふ
。
萬
里
は
ラ
ラ
ン
ド
天
文
志
等
に
依
り
詳
細
に 

及
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る.
。
第
三
篇
小
界
は
太
陽
系
の
こ
と
で
あ
り
、
 

第
四
篇
地
球
で
は
地
理
の
こ
と
の
み
な
ら
ず
地
質
鑛
物
等
に
も
及 

ん
で
ゐ
る
。

物
理
學
か
ら
み
て
特
に
興
味
が
あ
る
の
は
引
力
以
下
の
諸
篇
で 

あ
る
。

A
0
 

引
力
、
奈
端
始
發
明
、
卽
日
星
、
及
萬
物
之
所
二以
成
匸
形
也
、
日 

星
皆
得
三
以
レ
之
虛
二
懸
空
中i

相
抗
令
レ
遠
、
又
相
引
令
レ
近
、
今
分 

爲
ニ
ニ
、
日
日
星
引
力
、
日
分
析
術
引
力i

日
星
引
力
、

一
名
二
重 

力i

邸

球

結
聚
力
、
其
ヵ
大
小
、
如
ニ
其
物
大
小
、
及
相
距
遠
近 

S
反
比i

分
析
術
引
力
亦
略
同
、
但
於
ニ
ニ
物
至
近
之
際
一
徵
レ
之
、
 

故
又
名
二
親
力i

要
レ
之
、
ニ
カ
皆
出
ニ
ー
原i

但
有
二
遠
近
之
異
一
耳
、
 

'

帆
足
氏
日
、
缺
夫
列
兒
始
作
二
地
球
五
星
遠
近
一
周
時
刻
比
例(

然 

徒
就
二
算
式-
求
索
、
ネ
レ
知
ヨ
其
有
二
引
力
妙
理i

波
意
玄
斯
能
明
二 

地
球
重

カ
ー
秒
時
下
行
怎
長i  

が
不
レ
知
一i

力
卽
為
一
引
力i

至
一- 

奈
端i

始
知-
引
力
之
用i

合
ニ
ニ
家
說i

明
二
小
界
立
形
之
故i

而 

不
レ
知T
引
力
爲=

百
物
發
氣i

日
星
之
光
、
及
地
球
上
磁
石
琥
珀
二 

力
、
卽
是
物
上
也
、
是
西
人
於
ー
一
小
界
之
用-
末
レ
謔
一
一
明
晰i

今
ー 

ー
 

糾
正
、
便=
後
學
無­-
迷
惑-
也
、
 

右
に
言

ふ
奈
端
は
-
一=

1
ト
ン
、
波
意
玄
斯
は
ホ
イ
ゲ
ン
ス
で
あ 

る
。

此

の

一
例
を
見
て
も
問
題
を
批
判
的
に
取
扱
は
う
と
し
て
ゐ 

る
氣
宇
の
大
き
さ
が
分
る
。
眞
の
批
評
に
達
し
得
ず
と
す
る
も
、
 

少
く
と
も
西
洋
人
の
說
を
無
批
判
に
取
入
れ
よ
う
と
す
る
の
で
な 

く
之
を
自
家
の
立
場
に
於
て
判
斷
し
よ
う
と
す
る
熱
烈
な
學
問
的 

態
度
が
よ
く
現
は
れ
て
ゐ
る
と
思
ふ
。

此

の

篇

で

は

更

に

振

子 

(

「
振
子
」

と
い
ふ
言
葉
を
用
ひ
て
ゐ
る)

、
ニ
カ
の
合
成
、
處
魄
力 

(

電
氣
力
の
謂
で
あ
も)

等
を
述
べ
、

次
に
光
の
問
題
に
入
っ
て
眼

巧。



の
構
造
、

レ
ン
ズ
、
プ
リ
ズ
ム
、
鏡
等
に
就
い
て
詳
述
し
て
あ
る
。 

引
力
の
條
で
此
等
の
問
題
に
入
る
の
は
次
の
や
う
な
建
前
か
ら
で 

あ
る
。

帆
足
子
日
、
日
光
引
力
之
可
レ
見
者
、
陵
質
肌
膚
所
レ
覺
、
是
引
力 

之
性
、
日
包
以
レ
吹
、
光
之
出
ー
於
日­
者
、

必
成
一
圓
錐
倒
形i

地 

上
之
火
、
原
一-
於
暖
質i

其
已
生
レ
熔
、
食­
一
地
膩-
以
立
、
其
尖
向 

レ
上
、
亦
成
一
一
圓
錐
之
形i

燐
及
虎
魄
力
亦
火
也
、
以a

其
爲=_
地
膩 

所
一
葆
蓄
一
成
一
一
球
形i
不
レ
能
レ
焚
レ
物
、
若
置
ー
乏
排
氣
鐘
中i

引
レ
氣 

使
レ
氣
使
レ
盡'

能
發
揚
段
熔
、
火
著
一
一
燒
酒-
見T
靑
色4

觸
レ
之
不 

レ
覺
レ
熱
、
已
熾
成
一
赤
色
錐
形i
亦
輻
焚
レ
物
也
、
西
人
疑
ー=
光
亦
有= 

重
力7

又
以=
一
光
與
一_
暧
質
一
爲
レ
ニ
、
皆
由
レ
不
尿
ー
=
光
為
二
引
力
一
而 

誤
也
、

か
な
り
獨
斷
的
な
と
こ
ろ
も
見
え
る
け
れ
ど
も
自
己
の
考
へ
を
述 

べ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
に
興
味
が
あ
る
。
右
に
あ
る
暖
質
は
靑
地
林
宗 

が
溫
質
と
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

以
下
に
續
く
光
學
の
諸
問
題
は 

中
々
詳
し
く
、

反

射
•

屈
折
の
法
則
の
如
き
は
も
と
よ
り
正
確
に 

理
解
さ
れ
て
居
り
、
鏡
面
に
於
て
生
ず
る
い
は
ゆ
る
火
線
等
も
取 

扱
っ
て
ゐ
る
。

次
に
凝
集
力
等
を
述
べ
、

更

に

挺

子•

轆

轆
•

螺 

旋
其
他
が
是
亦
細
か
く
論
じ
て
あ
る
。

大
氣
の
篇
に
於
て
は
先
づ
ト
リ
チ=

リ
の
實
驗
に
つ
い
て
次
の 

本
邦
に
於
け
る
窮
理
學
の
成
立(

一)
(

矢
島)

や
う
に
述
べ
て
ゐ
る
。

都
兒
利
設
爾
利
由
私
、
伊
太
利
人
、
博
學
精
一
於
算
術
ギ
六
百
四 

十
三
年
、
作
一-
晴
雨
硝
子i

於
一
一
窮
理
學
宀
尤
爲­
宴
器i

葢
管
中
水 

鎳
之
重
、
與
一
一
大
氣
上
際
至
レ
盤
者-
略
同
、
置-
一是
器
於
几
上i

見=- 

管
中
水
銀
時
有
一
上
升i

過i
-
a

氣
一
脹
大
者4
是
大
氣
加
レ
重 

故
也
、
馋
中
水
銀
髙
爲
一
一
列
尹
國
尺
二
十
九
拇
、
尤
低
二
十
七
拇
、
 

尤
高
不
レ
過
-
三
十
拇i

其
差
三
拇
許
、其
尤
低
爲
一
一
千
七
亘
一
ー
十
五 

年
正
月
十
七
日
宀
若
將
レ雨
、
大
氣
中
夾
レ水
加
レ
重
、
水
銀
必
升
、
 

已
晴
復
レ
故
、
若
携
二
是
器
一
上
一
高
山7

水
銀
必
見
一
卞
降i

益
上
益 

降
、
是
減
ー
地
面
大
氣
之
重­
故
也
、
故
四
以
測
ーー山
岳
高
低i

今 

所
レ
用
晴
雨
硝
子
、
後
人
由
レ
是
改
作
、
加
一
一
便
巧-
也
、
 

此
處
に
晴
雨
硝
子
と
い
ふ
言
葉
を
用
ひ
て
ゐ
る
。

次
で
白
斯
如
路 

(

パ
ス
カ
ル)

が
高
山
の
上
で
氣

壓
を
測

っ

た

こ
と
を
述
べ
、

ま
た 

別
に
大
氣
高
を
求
む
る
法
が
次
の
や
う
に
述
べ
て
あ
る
。

す
な
は 

ち

月
視
徑
在
一
一
天
頂
一
可
一
一
半
度f

其
在-
一
地
平
一
殆
三
億 

今
以-
地
平 

上
視
徑i

爲-
一三

負

據
圓
中
容
鉤
股
形
、
立
一
一
ー
算
一
爲
一
天
氣
高i  

云

々

と
記
し
其
の
算
法
が
書
い
て
お
る
。
萬
里
の
記
述
は
數
量
的
で

あ 

る
。

此
處

に
も

そ
れ

が

よ

く

現

は

れ

て

ゐ

る

.0
こ
れ
に
よ
っ
て
も 

著
者
が
科
學
的
な
頭
腦
の
持
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で

ハ
一

巧I



科

學

史

硏

究
 

第

七

號 

あ
る
。

次
に
蒲
伊

列
(

ボ
イ
ル)

の
法
則
等
に
っ
き
詳
述
し
、

ま 

た
亞
都
巴
非
烏
里
骨

計
(

オ

ッ

ト•

フ
・
ン
・
ゲ
リ
”
ヶ)

が
排 

氣
鐘
を
作

っ
た
こ
と
等
も
述
べ
て
ゐ
る
。

大
氣
の
成
分
に
關
す
る 

と

こ

ろ
で

は

李

里

伊
斯

的

列

伊(

プ

リ

ー

ス
ト
リ
ー)

、

斯
計

列 

(

シ

ェ1

レ)

等
の
名
を
擧

げ

て
ゐ
る
。

大
氣
中
四
分
之
三
、
置
レ
火
消
滅
、
納
一
_
活
物
其
中i

氣
息
窒
塞
、
 

故
名
一
一
塞
質i

是
物
大
氣
彈
カ
之
所­
一
由
生i

因
レ
此
觀
レ
之
、
大
氣 

卽
塞
質
、
與
二
酸
質­
相
合
者
、
酸
質
能
養
レ
火
宜
一
一
氣
息i

窒
質
反 

レ
之
、

大
氣
中
又
有
二
種
原
質
一
甚
少
、
卽
所
レ
謂
炭
質
與
酸
質­
合
成
者
、
 

名
一
一
唳
質
夾
酸i

又
名=

茨
質
夾
酸
氣
形i
別
在-B

渠
濁
水
腐
敗
之 

地i

得-
二
種
原
質i

是
水
之
所
ー
ー
ー
以
爲
一
一
本
質i
故
名­
一
水
質i

若 

與
®

質-
相
和
、
名
一
永
質
氣
形i  

此
等

の

記

述

は

『
氣
海
觀
瀾
』

の
そ
れ
と
大
同
小
異
で
あ
る
が
、
 

此
處
で
は
塞
質
(

窒
素)

、
酸

質
(

酸
素)

、
炭

質
(

炭

素)

、

水
質 

(

水
素
〉
、
炭

質

夾

酸

氣

形(

炭
酸
瓦
斯)

、
水

質

氣

形(

水
素
瓦
斯) 

等
の
言
葉
の
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
。

次
に
此
等
の 

氣
體
の
性
質
に
つ
い
て
述
べ
、
終
に
大
氣

中
の
音
の
速
度
等
が
述 

べ
て
あ
る
。

次
に
發
氣
と
題
す
る
篇
が
あ
る
。

こ
れ
は
如
何
な
る
意
味
か
と

八
二 

い
へ
ば
、
旣
に

前

篇

の

大

氣

の

條

に

「
晴
雨
硝
子
中
水
銀
峙
有
一
一 

升
降-

者
・ 

大
氣
中
夾
ー
ー
發
氣-

之
所­

致
、
發
氣
含­
一
暖
質7

多
則
開 

展'

、撑
一-
大

氣-

使

“輕

、
暖

質

稍

減

則

收

縮

、

壓
二
大
氣-

使"

重
」 

と
あ
り
、

ま

た

此

の

篇

に

「
露

質

駁

雜

不

二

、

多
帶
二
生
物
、

及 

草
木
發
氣
一
也
」
な
ど
と
言
っ
て
ゐ
る
の
で
分
る
や
う
に
蒸
氣
を 

指
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

此
の
篇
に
は
風
の
こ
と
も
多
く
あ
り
、
 

虹
•

蜃
氣
樓
等
の
記
述
も
あ
る
。
海

市
(

蜃
氣
樓)

に
關
す
る
ー 

節
を
抄
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

帆
足
子
日
、
海
市
、
越
中
魚
津
、
奧
州
津
輕
尤
多
、
其
見
以
一=

四 

月i

每
歲

ニ
ー
次
、
必
在=

天
氣
和
腹
將
レ
雨
之
時i

有
一
發
氣
瑩
徹 

者i

因
ー=
前
一
111
嶋i

尊
硝
子
鏡
、
藉

以-
黑
物7

得
養
・--
遠
影i  

其
所
レ
寫
葢
二
三
十
里
外
之
物
也
、
氣
之
向
背
不
匕
、
故
其
影
亦 

變
幻
無
レ
常
、
唐
龍
朔
二
年
三
月
、
洛
陽
城
東
七
里
之
地
、

色
如 

レ
水
、
樹
奎
馬
歷
々
見
レ
影
、
漸
移
至
レ
都
、
月
餘
乃
滅
、
此
氣
之 

平
鋪
者
、
以
レ
地
爲
レ
底
、
故
不
レ
能
レ
收­-
遠
影-
也
、
所
レ
謂
山
市
、
 

亦
是
類
也
、

最

後

の

篇

諸

生

は

「
地
上
之
物
、

分
爲-
一
四
種f

日

勲

日

植

、
 

日
鑛
類
、

日
氣
類
」

に
始
ま
り
、

地
上
の
萬
物
に
つ
い
て
述
べ
た 

も
の
で
あ
る
。

此
の
中
に
次
の
や
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

凡
萬
物
之
形
，
有
一-

一
種
分
子
造
成
者i

金
銅
硫
黃
、
是
也
、
體
中 

分
子
、
其
質
皆
同
、
不
レ
可
一-
分
析i

有-
一
二
種
分
子
合
成
者i

可

巧2



宿
二
分
析i

乃
至
二
三
種
四
五
璽
其
質
各
異
、
其
造
成
有
卞
由
二
原 

質-
者4

又
有
下
由
二
合
成
分
子
一
者
、
至
中
四
五
重
上
也
、
原
質
結
二成 

一
形
一者
、
至
少
、
如
二
大
氣―

是
也
、
所
レ
謂
暖
質
酸
質
塞
質
皆
爲
二 

原
質i
若
鹽
與
レ
水
相
和
成
二
鹹
水i

然
鹽
、
及
水
亦
皆
合
成
可
二
分 

析
一
也
、
故
有
漬
出
之
物i

有
二
造
成
之
物
--,*
如
二
灰
鹽
一
出
二
于
灰i  

是
漬
出
之
物
、
石
鹼
則
和
ニ
灰
鹽
、
及
油
ー
製
者
、
是
造
成
也
、、
 

此
處
に
は
元
素
と
化
合
物
の
區
別
が
は
っ
き
り
と
述
べ
て
あ
る
。 

又
日
く

亞
利
私
杜
迭
里
私
始
立
二
四
行i
以
為
二
萬
物
原
質i

學
校
童
生
至
二 

窮
理
家i

皆
從
ニ
其
說i

後
世
多
レ
所
二
增
益i

至
二
千
七
百
年
後i  

分
析
家
初
悟
一
一
其
非i

利
設
蘭
土
所
レ
載
、
純
質
四
十
八
、
大
氣
中 

四
質
、
金
銀
銅
鐵
鉛
錫
水
銀
硫
黃
石
灰
土
礬
土
屬
、
其
他
尙
多
、
 

今
不
一
具
載i

卽
ち
先
づ
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
四
元
素
說
を
述
べ
、
千
七
百
年
後 

に
到
り
分
析
家
に
よ
っ
て
種
々
の
元
素
が
知
ら
れ•

リ
セ
ラ
ン
ド 

の
書
に
は
四
十
ハ
を
擧
げ
て
ゐ
る
由
を
記
し
て
ゐ
る
。

な
ほ
動
物 

植
物
等
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。

そ
の
後
に
人
口
の
事
な
ど
が 

あ
り
、
續
い
て
西
洋
人
と
本
邦
人
の
長
短
を
論
評
し
た
と
こ
ろ
が
・ 

あ
る
。

帆
足
氏
日
、
亞
墨
利
加
人
淺
愚
、
其
官
吏
可
レ
比
一
一
歐
羅
巴
農
夫i  

又
讀
一-
西
本
草i

日
、
亞
細
亞
洲
、
諸
草
花
尤
肥
大
妹
美
、
歐
羅
巴 

本
邦
に
於
け
る
窮
理
學
の
成
立(

一)
(

矢
島)

根
莖
壯
大
、
開
花
殊
小
、
亞
夫
利
加
花
萼
繊
碎
破
裂
、
葢
亞
細
亞 

之
地
、
在-
一
大
洲
東
邊i

得
二
太
陽
發
生
之
力
一
尤
多
、
歐
羅
巴
在
ー- 

大
洲
西
邊 i  

偏
得
一
地
球
結
聚
カ
ー
之
故
也
、
亞
夫
利
加
之
地
、
多
二 

，沙
磧
一
少
一
永
泉i

是
其
所=
及
成
二
破
碎

一
也
、
近
歲
和
關
葛
必
丹
以T 

喜
望
峰
天
度
與
一
本
邦-
同
小
齎
一
諸
菜
二
十
種i

將-
試
播
種i

或 

得
一
其
種
一
贈
レ
余
、
函
封
經
レ
年
、
皆
不
レ
生
、
有
一1

服-
獨
生
、
其 

根
有
二
赤
白
黑
三
種f

葉
粗
硬
多
一
毛
茸i

根
亦
密
理
、
味
不
一
一
甚
美i  

類

一
楊
花
菜
根i

數
易
之
後
、
乃
成
一W
鬆i

與
一
本
邦
之
產
-
無
レ
異
、
 

草
木
之
異
如
レ
此
、
人
亦
宜
レ然
、
故
東
方
之
人
、
敏
捷
仁
慈
、
其 

蔽
在
ー
ー
輕
易
不
匸
能
レ耐
レ
久
、
西
方
之
人
强
力
堅
忍
、其
敝
在=

魯
鈍 

刻
薄i

故
其
窮
理
說
雖
レ
精
、
皆
積
歲
測
驗
所
レ得
、
精
微
之
際
、
 

測
術
所
レ不
レ
至
、
槪
卑
陋
可
レ
笑
、
觀
二
尹
夷
自
鳴
鐘
諸
器i

削
鋪 

極
拙
、

一
似
下
拙
工
經
蘑
礎
一
成
者
め
至
二
算
術
一
尤
穿
鑿
迂
囘
、
比
二 

本
邦
人
一
不
レ
及
遠
甚
、
其
戰
鬪
亦
不
レ
能
二
矯
捷i

但
巧
用
二
火
器i  

亦
積
習
之
所
レ
致
耳
、
聞
二
諸
譯
師
一
日
、
蘭
字
僅
二
十
五
、
而
其
軍 

卒
髅

字
者
、
十
無
二
ニ
ニ
葛
必
丹
醫
師
、
有
レ
暇
則
讀
書
、
カ
學 

自
厲
、
僅
可/

比
二本
邦
不
學
之
人i

養
二
其
未
レ
學
者i

些
和
人

i  

皆
遲
鈍
昏
塞
、
不
レ
及
遠
甚
、
故
其
使
二賤
卒
一必
用
二
鞭
朴
一從
レ
之
、
 

理
喩
遂
不
レ
能
レ
入
也
、
葛
必
丹
醫
師
、
去
レ
國
萬
里
、
遠
客
二異
邦i  

.
適
有
二
猜
忤i

同
堂
異
室
、
睇
目
相
見
、
不
レ
交
ニ
ー
言i

疾
病
亦
不
二 

省
視i
其
忍
如
レ
此
、
嘗
見
丁
其
治
二
本
草
一
者
、
朝
中
江
都4

沿
途
来 

播
、
夜
則
疏
記
、
辨
二
別
種
類i

終
不
レ
就
レ
枕
、
鑿
間
過
ニ
都
邑i

八
三

巧3



科

學

史

硏

究
 

第

七

號 

在
一
一
轎
中-
假
寐
而
已
、
如
レ
是
者
、
十
數
日
、
其
强
力
亦
非
二
和
人 

所
-
需
及-
也
、

此

の

意

見

は

『
東
潜
夫
論
』

や

『
醫
學
啓
蒙
』

に
も
見
ら
れ
る 

も
の
で
あ
っ
て
著
者
の
識
見
を
覗

ふ
に
足
る
も
の
で
あ
る
。
西
洋 

の
窮
理
の
說
は
精
し
い
け
れ
ど
も
、

そ
の
長
を
採
る
べ
く
し
て
又 

そ
の
短
を
知
る
べ
き
こ
と
を
力
說
し
て
ゐ
る
。

西
洋
の
學
問
に
對 

し
て
徒
ら
に
驚
歎
す
る
の
で
な
く
、
之
を
攝
取
す
る
態
度
が
明
示 

さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

此
の
態
度
は
本
書
の
全
篇
を
貫
い
て
ゐ 

る
の
で
あ
っ
て
、

さ
き
に
著
者
の
識
見
が
高
邁
で
あ
る
と
い
っ
た 

の
は
こ
れ
で
あ
る
。 

、
 

最
後
に
附
錄
と
し
て
收
め
て
あ
る
西
洋
各
國
度
量
衡
表
も
細
密 

な
も
の
で
あ
っ
て
、
著
者
の
緻
密
と
博
搜
と
が

分
る
の
で
あ
る
。 

以
上
に
抄
記
し
た
と
こ
ろ
は
本
書
の
一
斑
に
過
ぎ
な
い
が
、

大 

體
の
傾
向
は
こ
れ
に
て
示
さ
れ
る
と
思
ふ
。
著
者
の
態
度
は
個

 々

の
問
題
に
つ
い
て
利
用
し
得
る
限
り
の
資
料
を
集
め
こ
れ
に
檢
討 

を
加
へ
て
細
大
洩
さ
ず

記
述
す
る
と
い
ふ
遣
り
方
で
あ
っ
て
、
易 

き
に
就
い
て
簡
單
に
敍
し
去
る
と
い
ふ
や
う
な
も
の
で
は
な
い
。 

而
も
數
學
的
で
あ
っ
て
單
に
言
葉
だ
け
で
述
べ
て
ゐ
る
の
で
は
な 

い
。

一
々
數
量
的
に
煩
を
厭
は
ず
記
述
し
て
ゐ
る
。

科
學
的
精
神 

の
旺
盛
な
こ
と
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。

此
の
點

『
曆
象
新
書
』

と

ハ
四 

好
一
對
で
あ
る9

記
述
の
細
密
な
こ

と

は

『
氣
海
觀
瀾
』

の
簡
單 

な
の
と
到
底
比
較
に
な
ら
な
い
。
書
物
の
分
量
か
ら
み
て
も

そ

の 

約
十
倍
で
あ
り
、
『
曆
象
新
書
』

に
較
べ
て
も
そ
の
二
倍
に
近
い
。 

此
の
書
は
本
邦
の
科
學
に
於
い
て
な
か
な
か
の
大
著
で
あ
る
。

萬
里
の
參
考
書

『
窮
理
逋
』

は
細
密
な
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
自
ら
觀
測
や 

實
驗
を
行
っ
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
事
物
に
關
す
る
具
體
的 

な
知
識
は
文
獻
に
求
め
た
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
著
者
は
如 

何
な
る$

5

物
を
利
用
し
た
か
と
い
ふ
に
引
用
和璽

!
!

と
し
て
繆
仙 

武
羅
古
窮
理
說
、
缺
兒
的
爾
地
球
窮
理
說
、
某
甲
窮
理
講
義
、
刺 

蘭®

天
文
志
、
私
密
兒
曼
地
理
志
、
佛
郞
察
人
繞

地

球

一
周
紀
行
、
 

魯
斯
人
東
西
洋
紀
行
、

暗
厄
利
亞
使
支
那
記
、
甫
林
仙
地
理
志
、
 

葉
脐
分
析
術
錄
、
味
爾®

奴
本
草
說
、
利
設
蘭
土
人
身
窮
理
說
、
 

公
斯
辟
爾
夫
病
因
考
の
十
三
書
を
擧
げ
て
ゐ
る
。

此
の
う
ち
ミ
ラ 

セ 

ン
ブ 

ロ
ク
は 

P
e
h
n

 s  

v
a
n

 M
u
s
c
h
e
s
b
r
o
e
k

 
八
 E

e
g
m
s
e
l
s

 d
e
r

 

N
a
h
iu

rk
u
n
d
e

 

D
e
s
c
h
re

e
ve

n  

te
n

 d
ie

n
s
te  d

e
r  L

a
n
a
g
e
n

s-e
ru

(

こ

L
e
y
d
e
?
1
7
3
9
,

で
あ
ら
う
。

ラ
ラ
ン
デ
は
有
名
な 

L
a
l
a
n
d
e
:

(

二)

A
s
f
l
-
o
n
o
m
i

 
二 o

f

 s
f
e
l
q
e
k
u
n
d
e
,

プ
リ
ン 

セ
ン
は P

 

P
r
i
n
s
c
m

 

G
e
o
g
m
p
h
i
s
c
h
e

 

ゴ G
p
e
m
n
g
e
n

 

〇
!
:  

L
e
e
r
b
o
e
k

 d
z
-
 A

a
T
d
n
J
k
s
—

•(
三) 

k
u
n
d
e

•

エ
ペ
イ
は 

Y
p
e
y
"

 

s
i
j
s
f
e
m

g-i
s
c
h
B
a
J
l
d
b
o
e
k

 

d
e
j
*
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U

こ

s
c
h
e
i
k
l
l
u
d
e
,

リ

セ

ラ

ン

ド

は 

A
.  R

i

g-e
m
n
d  8

 E. R
e
r
a
l

(

四) 

- 

A

s-6: 
N
a
.
?
u
l
.
k
l
m
d
e  v

a
n  

d
e
n  M

e
n
s
c
h
.

で
あ
ら
う
。

(

一)
 

此
の
書
に
つ
い
て
の
最
初
の
報
吿
は

武

藤

長

藏

氏

「
舊
佐
伯
文 

-

庫
所
藏
繆
仙
武
羅
古
窮
理
書
」(

東
京
朝
日
新
聞
、
昭
和
二
年
六
月
二

十
四
日)

で
あ
る
。

(

二) 

拙

稿

「
物
理
學

的
科
學
に
關
す
る
渡
來
外
國
科
學
書
」
、
本
誌
第 

一
號
。

(

三) 

筆
者
の
見
た
此
の
書
の
第
二
版
は
一
八
一
七
年
ア
ム
ス
テ
ル
ダ 

厶
か
ら
出
版
さ
れ
て
ゐ
る
。

(

四) 

筆
者
の
寓
目
し
た
も

の

はA
 T

n
s
f
e
r
d
a
F
1
8
3
5
1
3
9
0

で
あ
る 

が
、

も
っ
と
古
い
版
も
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
後
に
述
べ
る
廣
瀬 

元
恭
が
リ
セ
ラ

ン
ド
を
譯

し
て
ゐ
る
。

引
用
書
目
と
し
て
擧
げ
て
ゐ
る
の
は
右
の
通
り
で
あ
る
が
、
本 

文

の

「
諸
生
」

の
篇
の
初
め
の
方

に

「
嘗
讀
ーー揚,

的
顯,

的
二
童
問 

答

—
>

云
々
」

と
い
ふ
處
が
あ
る
か
ら
靑

地

林

宗

の

條

で

述

べ

た

、
 

J

・
 B

u
i
j
s  

“
 

Natuul-ku
1
1d
i
g  

Schoolboek

 
な
ど
も
讀
ん
で
ゐ
た 

こ
と
が
分
る
。
何
故
か
と
い
へ
ば
此
書
は
前
述
の
や
う
にJ

”~
n
f
j
e  

(

揚
的)

とH

s.n
t
j
e
r

顯
的.
)

の
二
童
と
先
生
と
の
問
签
を
以
て 

書
か
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
杉

田

成

卿

は

『
窮
理
通
』

よ
り
後 

で
あ
る
が
(

天
保
十
四
年)

此
の
書

の

一
部
を
『
二
童
問
答
』

と 

し
譯
し
て
居
り
、

其
處
で
は
ヤ
ン
チ
ェ
、

ヘ
イ
ン
チ
チ
な

る

二
童 

本
邦
に
於
け
る
窮
理
學
の
成
立(

一)
(

矢
鳥)

が
楊
智
、

扁
痴
と
書
い
て
お
る
。

萬
里
が
此
の
書
を
嘗
て
讀
ん
だ 

と

い

て

ゐ

る

と

こ

ろ

は

餘

り

重

要

な

引
用
で
は
な
く
、
ま
た
此 

の
書
は
程
度
の
低
い
も
の
で
あ
る
か
ら
著
者
名
を
擧
げ
な
か
っ
た 

の
で
あ
ら
う
。

引

用

書

目

中

の

「
某
甲
窮
理
講
義
」
と

い
ふ
の
は 

此
の
ヨ
ハ

ネ

ス•

ボ

イ

スの
#
!

で
は
な
い
か
と
想

像

さ
れ
る
の
で 

あ
る
。

此
處
に
名
を
擧
げ
な
い
の
も
前
と
同
樣
に
餘
り
尊
重
し
て 

ゐ
な
い
氣
持
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
ふ
。

ま
た
本
文
中
の
矢 

張

り

「
諸
生
」

の

篇

の

終

に

近

い

處

に

「
薄,

以

嶄

載

書

史

之

作 

云
々
」
と

あ

る

の
はEgbert;

 B
u
y
s

の
百
科
辭
典
で
は
な
い
か
と 

思
ふ
。

な
ぼ
引
用
書
目
中
に
リ
セ
ラ
ン
ド
の
生
理曇

！!

や
コ
ン
ス
ヘ
ル 

フ
病
因
考

の

如
き

醫

科

の.♦

が
擧
げ
て
あ
る
が
、
萬
里
は
醫
術
は 

行
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
本
邦
竝
に
西
洋
の
醫
書
を
も
讀
ん
で
居 

り
、
門
人
中
の
醫
を
志
す
者
に
は
指
導
を
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。 

さ

う

し

て

『
傷
寒
論
』

の
解
釋
を
與
へ
た
り
、

ま
た
前

に

一
言
觸 

れ

た

『
醫
學
啓
蒙
』

の
如
掩
も
の
を
草

し
て
門
弟
に
與
へ
た
の
で 

あ
る
。'

齡
四
十
を®

■■
し
て
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
を
獨
習
し
、

ミ
ュ
ッ
セ 

ンブ
!
!

ッ
ク
、

ラ
ラ
ン
デ
、

エ
ペ
イ
其
他
當
時
と
し
て
は
高
尙
な 

科
學
書
を
涉
獵
し
て
ゐ
る
こ
と
に
は
唯
々
敬
意
を
表
す
る
の
ほ
か 

は

な

い
。 

・

ハ
五
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科

學

史

硏

究
 

第

七

號
 

三 

川
本
幸
民
の
『
氣
海
觀
瀾
廣
義
』- 

著
者
並
陰
『
氣
海
觀
瀾
廣
義
』
の
成
立 

次
に
重
要
な

の
は

川

本

幸

民

の

『
氣
海
觀
瀾
廣
義
』

で
あ
る
。 

こ

れ

は

『
氣
海
襯
瀾
』
を
增
補
し
た
も
の
で
あ
る
が
全
く
面
目
を 

新
た
に
し
た
も
の
で
あ
っ
て
獨
立
の
著
述
と
言
っ
て
差
支
な
く
、
 

廣
く
世
に
行
は
れ
た
點
か
ら
み
て
も
物
理
學
史
上
大
切
な
も
の
で 

あ
る
。
著

着

川
本
幸
民
は
攝
津
三
田
の
人
で
あ
る
。
名
は
裕
、
裕 

軒
と
號
し
た
。

文

化

七

年(

一
八
一 〇

)

に
生
れ
た
。

父
を
周
安 

と
い
ひ
九
鬼
侯
の
醫
員
で
あ
っ
た
。

幸
民
は
初
め
藩
校
に
學
ひ
頭 

角
を
見
は
し
た
。

選
ば
れ
て
江
戶
に
遊
學
し' 

足
立
長
雋
の
門
に 

入
り
蘭
學
を
學
ん
だ
。

長
雋
そ
の
才
に
驚
き
、
自
分
は
師
と
す
る 

に
足
り
な
い
か
ら
坪
井
誠

軒
(

信

道)

に
學
ぶ
こ
と
を
勸
め
た
。 

勸
め
に
從
っ
て
坪
井
の
門
に
入
っ
た
。

此
處
に
學
ぶ
こ
と
數
年
、
 

天
保
五
年 

二 

ハ
三
五)

本
藩
の
醫
官
と
な
っ
た
。
侯
に
從
っ
て 

再
び
江
戶
に
來
り
芝
露
月
町
に
居
を
ト
し
業
を
開
い
た
。
靑
地
林 

宗
の
三
女
と
婚
し
た
。

幸
民
は
特
に
理
化
學
を
好
み
、
林
宗
の
書 

を

補

述

し

て

『
氣
海
觀
瀾
廣
義
』
を
書
き
其
の
名
が
顯
れ
た
。
嘉 

永
六
年
ア
メ
リ
カ
の
汽
船
が
浦
賀
へ
來

た
と
き
人
々
は
西
洋
の
船 

や
器

械

に

驚

い

た

が

幸

民

は

『
遠
西
奇
器
述
』
を
著
し
て
汽
船
等

A
六 

の
解
說
を
行
っ
た
。
薩
摩
の
島
津
侯
は
兼
て
大
船
の
建
造
を
考
へ 

て
ゐ
た

の
で
幸
民
を
聘
し
た
。
安

政

三

年
(

一
ハ
五
六)

幕
府
は 

幸
民
を
擧
げ

て
蕃
所
調
所
敎
授
手
傳
と
し
た
。

明
治
元
年
三
田
に 

歸
り
著
述
に
從

っ
た
。

明

治

四

年(

一
八
七,
一)

六
月
一
日
歿
す
。 

寫
眞
其
他
物
化
學
の
硏
究
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

(

一)

『
近
世
名
醫
傳
』
。

志
賀
富

士

男

氏

「
川

本

幸

民

に

っ
い
一
て
」
科 

學
史
硏
究
、
第

二

號
(

昭
利
十
七
年
五
月)

。

『
氣
海
觀
瀾
』
は
か
な
り
世
に
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
漢 

文
を
以
て
書
か
れ
て
居
>)■
餘
り
簡

單
な
の
で
幸
民
は
岳
父
の
書
を 

補

述

し

て

『
氣
海
觀
瀾
廣
義
』
を

著

し

た

の
で
あ
る
。
其
の
初
め 

の
方
は
嘉
永
三
年
に
稿
成
り
、
初
篇
は
嘉
永
四

年
(

一
八
五
一) 

に
刊
行
さ
れ
た
。

こ
れ
を
見
る
と
嘉
永
庚
戊
重
陽
日
と
の
日
附
の 

あ
る
坪
井
信
良
の
序
文
が
あ
る
。
嘉
永
庚
戊
は
嘉
永
三
年
で
あ
る
。 

ま
た
坪
井
信
良
は
坪
井
信
道
誠
軒
の
養
嗣
子
で
あ
る
。

幸
民
の
師 

事

し
た
信
道
は
旣

に
嘉
永
元
年
に
歿
し
て
ゐ
る
の
で
、
信
良
の
序 

文
を
貰
っ
た
の
で
あ
ら
う
が
、,

信
良
は
靑
地
林
宗
と
も
川
本
幸
民 

と
も
姻
戚
關
係
に
あ
る
。

そ
れ
は
林
宗
の
長
女
が
信
良
に
嫁

し
て 

ゐ
る
か
ら
・
で
あ
る
。

さ
れ
ば
信
良
は
此
の
序
文
の
中

で

「
外
祖
父 

芳
滸
翁
所
著
氣
海
觀
瀾
者

於
理
科
爲
嘴
矢
一
つ
」

と
言
っ
て
ゐ
る
。 

『
氣
海
觀
瀾
廣
義
』
は
初
篇
を
出
し
て
か
ら
五
年
を
費

し
、
安
政
三

呼



年
(

一
八
五
六)

に
全
十
五
卷
を
完
結
し
た
。
卷
ー
か
ら
卷
十
二 

ま

で

は

「
三
田 

川
本
裕
幸
民
譯
述
」

と
あ
る
が
、
卷
十
三
以
下 

は

「
薩
州 

川
本
裕
幸
民
譯
述
」
と
あ
る
か
ら
薩
摩
侯
に
聘
せ
ら 

れ
て
か
ら
稿
を
續
け
た
も
の
で
あ
ら
う
。

此
の
書
は
『
氣
海
觀
瀾
』 

よ
り
も
二
十
餘
年
を
經
て
ゐ
る
か
ら
內
容
も
だ
い
ぶ
進
ん
で
ゐ
る
。 

(

u

Jte
の
書
は
近
頃
朝
ヨ
新B

社

刊

「
日
本
科
學
古
典
全
書
」
第

六. 

卷
に
收
め
ち
れ\
た
の
で
見
易
く
な
っ
た
。

『氣
海
觀
瀾
廣
義
』
の
內
容 

著
者
は
先
づ
そ
の
凡
例
に
於
て
次
の
や
う
に
述
べ
て
ゐ
る
。 

「
ヒ
シ
カ
」
ハ
和
蘭
一-

コ
レ
ヲ
「
ナ
チ
ェ1

ル
キ
ュ
ン
デ
」
ト
云
ヒ
、
 

先
哲
譯
シ
テ
理
學
ト
云
フ
。
天
地
萬
物
ノ
理
ヲ
窮
ム
ル
ノ
學
ー
ー
シ 

テ
、
上

ハ
日
月
星
辰
ヨ
リ
下
ハ
動
植
金
石-
一
至
ル
マ
デ
其
性
理
ヲ 

B

シ
テ
ー
モ
殘
ス
所
ナ
シ
。
此
學
タ
ル
ヤ
、
諸
藝
百
エ
ノ
源
ー
ー
シ 

テ
、
千
百
ノ
事
物
、
須
臾
モ
此
理
ヲ
離
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
嚮
-
一
岳
父 

芳
滸
靑
地
先
生
氣
海
觀
瀾
ヲ
著
セ
シ
ー
ー
、
其

世-
一
行
ハ
ル;

ト
、
 

已
-
一
二
十
年
、
海
内
有
志
ノ 
士
コ
レ
ヲ
珍
ト
ス
ル
者
多
シ
。
但
其
・ 

書
タ
ル
ヤ
、
理
科
綜
凡
中
ノ
拔
萃­
ー
シ
テ
、
極
メ
テ
簡
略
ナ
ル
者 

ナ
リ
。
覽
者
其
語
ノ
耳
目-
一
新
ニ
シ
テ
、
意
義
ノ
全
ク
逋
ジ
難
キ 

-
一
苦
ム
コ
ト
鮮
カ
ラ
ズ
。
嗚
呼
先
生
旣
-
-

I

・
ヒ
シ
カ
」

ノ
ー
端
ヲ

開
ク
ト
雖
モ
、
天
コ
レ-
一
年
ヲ
假
サ
ズ
、
全
書
未
成
ノ
憾
ヲ
遺
ス 

-
ー至
ル
。

コ
ヽ
ヲ
以
テ
余
敢
テ
固
陋
ヲ
揣
ラ
ズ
、
二
三
ノ
西
書
ヲ

本

邦

に

於
け

る

窮

理

學

の

成

立(
3
(

矢
鳥
レ

譯
述
シ
、
以
テ
餘
義
ヲ
申
明
ス
。
抑
て
西
書
理
義
最
精
細
ー
ー
シ
テ
、
 

・
章
句
頗
ル
丁
寧
反
復
セ
リ
。
而
シ
テ
余
固
ヨ
リ
淺
劣
、
文
辭--
ffi 

*:
ス
。

コ
レ
ヲ
漢
文-
一
飜
セ
バ
、
或
ハ
其
義
ヲ
誤
ラ
ム
。
故
ー-

今 

國
語
ヲ
以
テ
コ
レ
ヲ
綴
リ
、
務
メ
テ
了
解
シ
易
カ
ラ
シ
厶
。
而
シ 

テ
コ
レ
ニ
題
ス
ル
ー
一
氣
海
需
廣
義
ヲ
以
テ
ス
ル
者
ハ
、
蓋
シ
先 

一
生
著
ス
所
ノ
餘
義
ヲ
擴
メ
、
且
其
遺
ヲ
補
フ
ヲ
以
テ
ナ
リ
。 

此
處
で

注
目
す
べ
き
こ

と
は

「
ヒ
シ
カ
」

と
い
ふ
語
の
用
ひ
ら 

れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。

本

文

中

に

「
費
西
加
」

と
も
あ
り
、
其 

の
意
義
も
說
明
し
て
あ
る
が
、
靑
地
に
於
て
は
單
に
理
科
と
し
か 

言
っ
て
な
か
っ
た
も
の
が
此
處
で
は
遙
か
に
明
確
に
此
の
學
の
如 

•

何
な
る
も
の
か
が
說
か
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
此
の
學
が
從 

來
餘
り
開
け
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
凡
例
中
に
續
い
て
言
ふ
。 

我
邦
偃
扌
以
來
昇
平
百
年
、
文
敎
弘
闡
シ
、
賢
哲
林
立
ス
。
吾
醫 

ノ
如
キ
モ
亦
其
人-
一
乏
シ
カ
ラ
ズ
、
而
シ
テ
西
學
モ亦

!
：E

 

一
一
隆
興 

シ
テ
譯
述
ス
ル
所
ノ
者
頗
多
シ
ト
雖
、
大
率
方
藥
治
療
ノ
書
ノ
ミ 

ニ
シ
テ
其
本
原
ヲ
說
ク
者
鮮
シ
。
故
-
一
余
今
コ
ヽ
ー
ー
其
ニ
ー
ヲ
述 

ヘ
ム
ト
ス
。
蓋
シ
人
身
譎
ク
體
外
ノ
諸
物-
一
感
シ
テ
、
以
テ
其 

運
營
ヲ
ナ
ス
。
其
生
機
ヲ
論
ス
ル
ー
ー
方
テ
ハ
必
體
外
ノ
諸
物
ヲ
併 

セ
說
カ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
。
而
シ
テ
又
人
身
生
活
ノ
理
ヲ
敎
フ
ル

「
ヒ
シ
カ
」
ノ
ー
派
ナ 

就
テ
萬
有
ノ
理
ヲ
窮

學

ヲ

「
ヒ
シ
ョ
匸
ギ
ー
」
ト
云
フ
。'

是
亦 

・
リ
。
醫
ヲ
ナ
ス
奢
ハ
先
ツ
此
「
ヒ
シ
カ
」
- 

ハ
七
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メ
、
次
-

ー
彼
ノ
「
ヒ
シ
コH

ギ
ー
」
ヲ
詳
二
シ
、
而
シ
テ
後
「.
ハ 

ト
ロ
ギ1
」
初

病­
一
入
ル
ベ
シ
。
此
諸
科
八
本
ナ
リ
。
治
療
ハ
末 

ナ
リ
。
若
シ
其
本
立
タ
ザ
レ
バ
、
審
ー
ー
病
理
藥
効
ヲ
識
ル
コ
ト
能 

ハ
ズ
。
醫
タ
ル
者
幸-
一
此
書
ヲ
讀
テ
、
人
身
生
存
ノ
本
源
ヲ
知
リ
 ゝ

而
シ
テ
後
病
理
藥
効
ノ
原
ヅ
ク
所
ヲ
了
セ
バ
、
濟
生
ノ
道
自
全
キ 

-
一
到
ル.
ヘ
シ
。:

：

卽
ち
醫
を
學
ぶ
者
も
其
の
根
本
と
し
て
理
學
を
學
ぶ
こ
と
の
必 

要
な
る
所
以
を
說

い
て
ゐ
る
。
當
時
未
だ
所
謂
理
科
の
學
を
專
門 

的
に
學
ぶ
者
の
殆
ん
ど
無
か
っ
た
峙
代
に
此
の
學
の
根
本
的
に
重 

要
な
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
注
目
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

次
に
此
の
書 

の
取
扱
っ
て
ゐ
る
問
題
の
範
圍
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
と
い 

ふ
と
、

其
の
內
容
は
大
體
左
の
や
う
で
あ
る
。

卷
一 

費

西

加

要

義

體

性

總

論

眞

性
(

定
形
、
碍
性
、
 

分
性)

卷
二 

眞
性
っ
づ
き(

氣
孔
、
動
靜
、
引
力)

假
性 

卷
三 

分

類
(

三
態
、

三
有)

卷
四 

天
體

卷
五 

動

游

動

直

落

斜

落

複

動

中

心

力

重

心
 

卷
六 

運

重

器

物

體

衝

突

卷
七 

流

體

總

論

水

水

壓

諸

體

本

重

A
A
 

卷
ハ 

大

氣­

卷
九 

大
氣
夾
雜
諸
氣
類 

餡

十

溫 

卷

十

一

越

歷

的

里

失

帝

多

瓦

爾

發

尼
斯
繆
斯 

卷

十

二

前

編

餘

義 

卷

十

三

磁

石
 

卷

十

四

光
(

光
線
屈
折) 

・
卷

十

五

視

學

諸

器

眼

目

視

法
• 

斯
樣
に
物
性
、
運
動
、
熱

、
光
、

電
氣
、
磁
氣
等
に
亙
っ
て
居 

り
、
物
理
學
の
體
裁
を
餘
程
整
へ
て
來

た
こ
と
が
見
ら
れ
る
。

先 

づ

「
費
西
加
要
義
」

と
題
し
て
斯
學
の
意
味
を
示
し
て
ゐ
る
。

日 

く

費
西
加
者
。
窮
物
理
之
學
也
。
其
要
先
知
其
物
。
而
後
察
其
用
也
。 

物

ト
ハ
體
ア
ル
者
ヲ
指
ス
。
人
獸
草
木
金
石
皆
物
ナ
リ
。
凡
我
力 

體
外
一-

在
テ
前
ク
吾
カ
五
讖
一
一
觸
ル

、
者
皆
物
一
ー
ア
ラ
ザ
ル
ハ
ナ 

シ
。
卽
チ
眼
ノ
見
ル
ベ
ク
。
耳
ノ
聞
ク.
ヘ
ク
。
鼻

ノ
嗅
グ
ベ
ク
。 

舌/

味
フ
ベ
ク
。
皮
膚
ノ
觸
知
ス
ベ
キ
者
是
ナ
リ
。

・•:
 

此
の
本
の
書
き
方
は
此
の
や
う
に
先
づ
漢
文
に
て
抄
出
し
、

次 

い
で
國
文
に
て
精
し
く
解
說
し
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。

氏
處

で

ヒ
シ 

力
は
窮
物
理
之
學
な
り
と
言
っ
て
ゐ
る
。

ヒ
シ
カ
は
言
ふ
ま
で
も

巧8



な
く p

h
y
s
i
c
a

で
あ
り
、
も
と
自
然
の
學
の
意
で
あ
る
。
前
に
引 

用
し
た
凡
例
の
中
に
ヒ
シ
カ
は
和
蘭
に
こ
れ
を
ナ
チ
・
 

—

ル
キ
ュ 

ン
デ
と
云
ひ
先
哲
譯
し
て
理
學
と
い
ふ
と
あ
る
。

ナ
チ=

1

ルキ
・
*  

ン
デ(

N
a
t
u
u
r
k
u
n
d
e
)

は
自
然
學
を
意
味
す
る
語
で
あ
り
、
今
日 

の
自
然
科
學
で
あ
る
。
本
邦
に
於
て
物
理
學
の
語
が
用
ひ
ら
れ
た 

の
は
明
治
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
が
、
「
費
西
加
者
窮
物
理
之
學 

也
」
と
い
ふ
中
に.
は
其
の
一
つ
の
源
流
が
潜
ん
で
ゐ
る
と
思
ふ
。 

物
理
と
い
ふ
熟
字
は
も
と
よ
り
古
い
も
の
で
あ
り
支̂

P

は
明
末 

に

『
物
理
小
識
』

の
如
き
書
物
も
あ
る
が
、

此
の
窮
物
理
之
學
の 

考
へ
方
が
窮
理
學
と
も
な
り
、

更
に
物
理
學
と
も
な
っ
た
の
で
あ 

る
。(

こ
れ
は
窮
理
學
と
い
ふ
も
の
が
川
本
の
此
の
語
か
ら
直
接
出 

た
と
い
ふ
意
味
で
は
な
い
。)

次

に

「
體
性
總
論
」

の
條
に
は
左
の
如
く
書
い
て
あ
る
。 

物
之
爲
體
。
各
有
其
大
也
。
長
短
厚
薄
廣
狹
是
也
。 

凡
ソ
物
ア
レ
バ
必
其
大
サ
ア
リ
。
若
シ
コ
レ
ナ
キ
ト
キ
ハ
空
處
ヲ 

損
塞
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
。

コ
レ--
觸
ル
ヽ
モ
復
知
覺
ス
ル
コ
ト
ヲ 

得
オ
。
故
一
一
砂
粒
ヨ
リ
小
ナ
ル
コ
ト
千
萬
倍
ナ
ル
モ
。
亦
尙
其
大 

サ
ト
抗
カ
ア
リ
。
此
二
性
ア
ル
者
ヲ
體
ト
云
フ
。
大
山
モ
體
ア
リ
。 

空
氣
花
香
モ
亦
體
ア
リ
。
若
シ
此
二
性
ナ
ケ
レ
バ
何
ヲ
以
テ
五
識 

一
一
感
セ
ム
ヤ
。
物
必
物
ト
感
ス
ル
ハ
自
然
ノ
理
ナ
リ
。
光
ト
溫
ト 

卒
邦
に
於
け
る
窮
理
學
の
成
立(

一
ニ
矢
島
〉

ノ
如
キ
。
微
細
シ-
一
テ
秤
量
ス.
へ
カ
ラ
ザ
ル
者
ト
雖
。
尙
能
ク
體 

ア
リ
テ
物-
一
感
久
。

コn  
-
一石
ア
リ
。
其
體
ア
ル!!

卜
固
ヨ
リ
知 

ル
ベ
シ
。

コ
レ
ヲ
細
末
ス
レ
バ
。
長
厚
廣
已-
一
見
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。 

然
レ
ト
モ
顯
鳖

ヲ
以
テn

レ
ヲ
照
セ
バ
。
長
厚
廣
亦
存
セ
リ
。 

n

レ
ヲ
推
シ
テn

レ
ヲ
考
フ
レ
バ
。
此
一
細
粉
末
。
亦

更-
一
千
萬 

分
ス
ル
モ
、
尙
其
大
サ
ア
リ
。
若
細
分
子
ハ
大
サ
ナ
シ
ト
謂
ハ
バ
。 

コ
レ
ヲ
積
ム
ト
雖
。
大
ヲ
ナ
ス
ノ
理
ナ
シ
。

こ
れ
を
見
る
と
記
述
が
だ
い
ぶ
科
學
的
に
な
っ
て
來
た
こ
と
が 

分
る
。
茫
漠
と
し
た
漢
文
を
用
ひ
ず
國
文
を
以
て
敍
述
し
て
ゐ
る 

の
は
賢
明
で
あ
る
。
右
の
末
段
に
細
分
子
の
語
が
あ
る
。
物
體
の 

性
質
に
つ
い
て
川
本
は
眞
性
と
假
性
と
い
ふ
區
別
を
設
け
・
て
ゐ
る
。 

眞
性
と
は
物
體
固
有
の
性
質
で
あ
っ
て
、

こ

れ

を

定
形•

碍

性
• 

分

性
•

氣

孔
•

動

靜
•

引

力

の

六

に

分

け

て

ゐ

る

。
假

性

と

は 

寒
•

溫
•

燥
•

濕
•

明
•

暗

・

凝•

流
•

硬
•

柔
•

張
•

撓
の
如 

き
も
の
で
、

物
の
必
然
に
非
ず
時
に
隨
っ
て
變
化
す
る
者.
な
り
と 

言
っ
て
ゐ
る
。
眞
性
に
つ
い
て
說
く
中
に
次
の
や
う
な
一
節
が
あ 

る
.°

凡
體
ヲ
論
ス
ル
ー-

ハ
其
性
ヲ
知
ラ
ム
コ
ト
ヲ
要
ス
。
體
性
各
異
ナ 

ル
コ
ト
。
猶
砂
糖
ハ
甘
ク
。
醋
八
酸
ク
。
氷
ハ
冷-

〇
火
ハ
溫
ナ 

ル
ガh
ト
シ
。
萬
物
具
有
ス
ル
性
ヲ
眞
性
ト
名
ッ
ク
。
幾
許
大
ナ 

ル
者
モ
。
幾
許
小
ナ
ル
者
モ
。
都.
ヘ
テ
長
短
厚
薄
廣
狹
ア
ル
ノ
外
。

A

九
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更
二
亦
六
眞
性
ア
リ
。

コ
レ
ヲ
知
ル
ニ
ニ
法
ア
リ
。

一
ハ
驗
。

ー
 

ハ
試
ナ
リ
。
蓋
シ
砂
糖
ノ
甘
ク
。
醋
ノ
酸
ク
。
水
ハ
冷
二
。
火
ハ 

溫
二
。
水
結
テ
氷
ト
ナ
ル
ガ
如
キ
ハ
。
自
然
二
發
見
ス
ル
性
ヲ
驗 

ス
ル
ナ
リ
。
陶
器
及
ヒ
砂
糖
ノ
破
碎
シ
易
キ
質
ヲ
知
ラ
ム
ガ
為
二
。 

コ
レ
ヲ
擊
チ
摧
ク
ハ
。
自
然
二
顯
レ
ザ
ル
性
ヲ
試
ム
ル
ナ
リ
。
云 

々

此
處
に
觀
察
及
び
實
驗
の
槪
念
が
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
注 

意
さ
れ
る
。

六
つ
の
眞
性
の
う
ち
碍
性•

氣

孔
•

引

力

は

『
氣
海 

觀
瀾
』

の
中
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
言
葉
で
あ
る
。

定

形
•

分
性
の
語
・ 

は
な
い
が
、

そ
れ
に
當
る
內
容
は
述
べ
ら
れ
て
あ
る
。
動
靜
と
い 

ふ
こ
と
は
靑
地
の
書
に
は
無
か
っ
た
。
動
靜
に
つ
い
て
は
次
の
や 

う
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

■

物
有
動
靜
。
其
一
靜
也
。
非
他
物
撼
之
。
則
不
搖
。
而
其
一
動
也
。 

非
他
物
鎭
。
則
不
定
。

物
體
自
動
ク
者
ナ
シ
。
其
動
ク
ヤ
必
他
物
ノ
コ
レ
ヲ
助
ヶ
動
カ
ス 

二
因
ル
。
其
コ
レ
ヲ
動
カ
ス
者
。

コ
レ
ヲ
見
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
キ
者 

ア
リ
。
手
ヲ
以
テ
球
ヲ
投
シ
。
火
藥
ヲ
以
テ
丸
ヲ
彈
ク
ガ
如
キ
者
。 

是
ナ
リ
或
ハ
見
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
カ
ラ
ザ
ル
者
ア
リ
。
意
識
ヲ
以
テ 

臂
ヲ
揚
ゲ
ム
ト
ス
ル
ト
キ
ニ
。
意
識
ヨ
リ
神
經
二
令
シ
。
神
經
ヨ 

リ
筋
二
傳
へ
テ
。

コ
レ
ヲ
揚
グ
ル
ガ
如
キ
者〇

是
ナ
リ
又
物
重
力 

ノ
為
二
墜
チ
。
或
ハ
大
氣
ノ
為
二
動
カ
サ
ル
、
モ
亦
同
ジ
。
此
機

九
〇

ヲ
ナ
ス
者
ヲ
動
カ
ト
名
ヅ
ク
。
諸
體
皆
此
カ
ア
リ
テ
。
其
靜

ナ
ル 

ユ
ヱ
ノ
物
ト
相
抗
シ
。
動
ヨ
ク
靜
二
勝
テ
バ
則
チ
動
ク
。
則
チ
此 

カ
ナ
キ
ト
キ
ハ
兩
間

ノ
萬
物
皆
死
塊
ト
ナ
リ
テ
生
活
セ
ズ
。
成
長 

セ
ズ
。
變
化
セ
ズ
。
然
ル
ニ
已

二
此
カ
ア
リ
テ
。
能
ク
運
動
ヲ
ナ 

ス
。

コ
レ
ヲ
靜
止
ス
ル
者
ナ
ケ
レ
バ
。
其
動
復
息
ム
コ
ト
ナ
シ
。 

譬
へ
バ
手
ニ
テ
球
ヲ
投
シ
。
銃

ニ
テ
丸
ヲ
彈
ク
ト
キ
ハ
。
重
力
及 

ビ
空
氣

ノ
抗
力
ア
リ
テ
。

コ
レ
ヲ
シ
テ
地

二
落
ト
サ
シ
ム
ル
ー
ー
非 

ザ
レ
バ
。
直
行
シ
テ
息
マ
ザ
ル
ガ
如
シ
。
云
 々

こ
れ
は
慣
性
の
法
則
を
述
べ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
引
力
及 

び
重
力
に
つ
い
て
は
靑
地
の
書
中
に
其
の
記
載
を
見
る
の
で
あ
る 

が
、

此
處
に
は

一
層
詳
し
く
述
べ
て
あ
る
。
且
つ
新
し
い
の
は
此 

の

條

に

「
引
力
最
接
近
者
。
舍
密
親
和
是
也
」

と
言

ひ
、
親
和
力 

に
つ
い
て
述
べ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。

川
本
は
舍
密
の
下
に
分
合 

術

と

い
ふ
註
を
入
れ
て
居
り
、

そ
れ
に
就
い
て
述
べ
て
ゐ
る
と
こ 

ろ
が
あ
る
。

日
く

・

此

學

ハ

「
ヒ
シ
カ
」

ヨ
リ
出
ヅ
。
故
ニ
コ
、
ニ
其
大
槪
ヲ
揭
グ
。 

-

セ
ー
ミ
」
ニ
於
テ
ハ
引
力
ヲ
親
和
カ
ト
名
ヅ
ク
。
親
和
カ
ト
ハ
物 

體

ノ
表
面
相
引
キ
接
ス
ル
ヲ
謂
フ
ニ
ア
ラ
ズ
。
諸
物
質
相
合
シ
テ 

更
ニ
ー
體
ヲ
成
ス
ヲ
謂
フ
ナ
リ
。
凡
萬
物
諸
異
成
分
椅 

ヨ
リ
成
ル 

者
多
シ
。

コ
レ
ヲ
合
體
又
複
體

ト
云
フ
。
又
一
同
成
分
ヨ
リ
成
テ 

異
類
ノ
物
ヲ
混
ゼ
ザ
ル
者
ア
リ
。

ゴ
レ
ヲ
單
體
ト
云

フ
。
諸
金
。

i6o



炭
素
。
氣
類

ノ
元
素
。
光
素
。
溫
素
等
。
是
ナ
リ
。 

以
下
十
頁
ば
か
り
セ
ー
ミ
の
說
明
が
あ
る
。

次
に
分

類

の

條

に

「
三
態
者
凝
流
彈
也
」

と
言
っ
て
ゐ
る
。
卽 

ち
今
日
言
ふ
と
こ
ろ
の
固
態
•

液
態
-

氣

態

を

凝•

流

，
彈
と
言 

っ
て
ゐ
る
。

な
ほ
凝
の
中
に
硬
•

柔
•

强
•

弱
•

靱
•

脆
•

可
剝 

な
ど
の
別
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
。

そ
の
中
で
例
へ
ば
次
の 

や
う
に
言
っ
て
ゐ
る
。

:
:

分
子
密
一
一
錯
綜
ス
ル
者
ヲ
靱
ト
云
ヒ
。
文
可
展
ト
云
フ
。
凝 

聚
力
强
ク
シ
テ
延
展
シ
易
キ
者
是
ナ
リ
。
然
ル
ー
一
可
展
性
八
啻
凝 

聚
カ
ノ
强
キ
ー
一
因
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
。
或

ハ
溫
素
ノ
助
ヶ
ヲ
藉
リ
。 

或
ハ
流
動
物
ノ
助
ヲ
藉
ル
。:

：

・
熱
に
關
し
て
溫
素
說
を

採

っ
て

ゐ

る
こ

と

は

『
氣
海
觀
瀾
』

と 

同
樣
で
あ
る
。

同
じ
く
分
類
の
條
に
三
有
と
い
ふ
の
が
あ
る
が
、
 

こ
れ
は
萬
物
を
二
つ
に
分
け
て
有
機
體
と
無
機
體
と
な
し
、
有
機 

體
を
更
に
二
つ
に
分
け
て
動
物
と
植
物
と
な
し
、

此
の
三
つ
を
三 

有
と
す
る
の
で
あ
る
。

此
處
に
有
機
體
と
無
機
體
と
い
ふ
言
葉
の 

用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

天
體
に
關
し
て
は
卷
四
全
部
を
當
て
て
ゐ
る
。
先
づ
天
體
を
分 

っ
て

恒
星•

游

星
•

衞

星
•

彗
星
の
四
と

な

し

、
游

星

に

は

水 

星
•

金

星
•

地

球•

火

星
•

木

星
•

土

星
•

穀

星
(

天
王
星)

を 

本
邦
に
於
け
る
窮
理
學
の
成

立(

一)
(

矢
島)

擧
げ
、
木
星
に
は
四
つ
の
衞
星
、
土
星
に
は
七
つ
の
衞
星
と
環
の 

あ
る
こ
と
を
記
し
て
ゐ
る
。

そ
れ
ら
の
大
さ
及
び
距
離
等
に
關
す 

る
數
量
的
な
記
載
も
あ
る
。
潮
汐
に
つ
い
て
も
靑
地
の
書
よ
り
も 

遙
か
に
詳
密
な
記
述
が
修
る
。

卷
五
卷
六
は
運
動
を
取
扱
っ
て
ゐ
る
。

先
づ
初
め
に
動
と
題
し 

て
次
の
や
う
に¢

1

い
て
ゐ
る
。

物
必
有
動
。
動
必
有
變
。
已
有
動
有
變
。
則
必
有
時
有
間
也
。
動 

有
遲
速
。
時
有
長
短
。
間
有
廣
独
。
由
此
以
知
動
之
强
弱
。 

卽
ち
物
に
は
必
ず
運
動
が
あ
る
。
運
動
に
は
必
ず
變
化
が
あ
る
。 

運
動
が
あ
り
變
化
が
あ
れ
ば
必
ず
峙
間
と
空
間
が
無
け
れ
ば
な
ら 

ぬ
と
い
ふ
ほ
ど
の
意
味
で
あ
ら
う
。

今
日
の
峙
間
と
空
間
が
時
と 

間
と
し
て
現
は
さ
れ
て
ゐ
る
の
も
興
味
が1
0

此
の
條
で
は
運 

動
量
の
考
へ
が
明
瞭
に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。

日
く

:
:

コ
ヽ
一
二
片
ノ
硝
子
ア
リ
。

コ
レ
ニ
向
テ
輕
ク
ー
球
ヲ
擲
ツ 

ト
キ
ハ
。
硝
子
破
碎
セ
ザ
ル
モ
。
更
二
十
倍
ノ
カ
ヲ
以
テ
ス
ル
ト 

キ
ハ
。
其
速
十
倍
シ
テ
硝
子
ヲ
破
碎
ス
。

コ
レ
ヲ
以
テ
動
力
ヲ
證 

ス
ベ
シ
。
夫
レ
ニ
物
ノ
動
ク
ニ
其
速
相
等
シ
キ
ト
キ
ハ
。
動
力
ハ 

淇
物
ノ
重
二
等
シ
ト
ス
。
又
物
ノ
量
相
等
シ
キ
ト
キ
ハ
。
其
力 

,

ハ
速
ト
相
同
シ
。
總
べ
テ
物
ノ
動
力
ハ
重
ヲ
乘
シ
タ
ル
速
一
一
同

シ
。

此
處
で
動
力
と
言
っ
て
ゐ
る
の
は
今
日
の
運
動
量
で
あ
る
。
運
動

九
一
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科

學

史

硯
%

第

七

號
 

の
效
果
が
速
度
に
比
例
す
る
か
速
度
の
二
乘
に
比
例
す
る
か
は
力 

學
の
歷
史
に
於
て
種
々
議
論
の
あ
っ
た
こ
と
人
の
知
る
通
り
で
あ 

る
が
、
右
に
直
ぐ
續
い
て
次
の
や
う
に
述
べ
て
ゐ
る
。 

然
レ
ト
モ
能
動
ノ
物
他
物
ヲ
衝
突
ス
ル
カ
ノ
發
見
ス
ル
〇
其
速 

ノ
髯
-
一
同
シ
。
速
ノ
震

ハ
速
ノ
數
ヲ
自
乘
シ
。
且
コ
レ-
一其
重
ヲ 

乘
ス
ル
者
ヲ
イ7
。

右
に
言
ふ
速
の
自
乘
に

其

重
を

乘
ず

る

者
と

い
ふ

の
は
ラ

イ

ブ 

ー
ー
・
ツ
流
の
活
力
で
あ
る
。

こ
れ
に
對
し
て
術
語
は
用
ひ
て
な
い 

が
、
鎚
を
以
て
釘
を
打
込
む
例
等
を
擧
げ
て
居
り
、
著
者
が
活
力 

の
問
題
に
注
意
し
て
ゐ
る
こ
と
が
分
る
の
で
あ
る
。

然
し
此
の
方 

は
傑
り
明
瞭
で
な
い
。

ま
た
日
く

物
ノ
速
一
一
同
ト
不
同
ト
ア
リ
。
卽
人
馬
等
ノ
走
ル
ー
一
始
ヨ
リ
緩
急 

ナ
キ
ハ
。
同
速
ナ
ル
ナ
リ
。
時

一
­

緩
時-­

急
ナ
ル
八
。
不
同
速
ナ 

リ
。
故
-
一
同
動
ア
リ
。
不
同
動
ア
リ
。
其
速
次
第
一
一
增
ス
者
ヲ
加 

速
動
ト
ン
。
次
第
一
一
減
・
ス
ル
者
ヲ
加
遲
動
ト
ス
。 

こ

れ

は

一
樣
な
運
動
と
加
速
度
を
持
っ
た
運
動
に
つ
い
て
述
べ
た 

も
の
で
あ
る
が
、
加
速
運
動
と
い
ふ
や
う
旅
今
日
普
通
の
用
語
も 

此
の
や
う
な
成
長
の
歷
史
を
持
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

加
速
動
に 

對
し
て
加
遲
動
と
言
っ
て
ゐ
る
の
は
面
白
い
。

次

の

「
游
動
直
落
斜
落
」

の
條
の
漢
文
の
要
約
は­-
=
!

ト
ン

九
二 

の
運
動
の
三
法
則
を
述
べ
た
も
の
で
特
に
興
味
が
あ
る
。

日
く 

知
動
之
方
有
三
。

一
日

警

則

不
能
自
動
。
必
由
能
動
而
行
動
。 

物
已
動
則
以
同
等
速
力
。
爲
一
直
路
。
然
由
能
障
而
靜
止
。
二
日 

物
動
之
力
常
同
於
能
動
之
力
。
而
見
於
所
向
之
直
路
。
三
日
物
動 

心
有
同
等
對
抗
之
カ
。

物
體
落
下
の
法
則
に
つ
い
て
旣
に

『
氣
海
觀
瀾
』

の
中
に
記
述 

を
見
た
の
で
あ
る
が
、

此
處
に
は
更
に
直
落•

斜
落
を
分
ち
、

ま 

た
ア
ト
ウ
ッ
ド
の
重
力
測
定
器
に
つ
い
て
も
簡
單
に
述
べ
て
ゐ
る
。 

地
球
は
正
圓
で
は
な
く
兩
極
邊
少
し
く
扁
平
で
あ
る
か
ら
兩
極
邊 

の
地
は
引
力
强
ぐ
物
の
落
っ
る
こ
と
急
な
り
と
もM

ひ
數
量
的
記 

載
も
あ
る
。

次
の
複
動
と
い
ふ
條
は
二
つ
以
上
の
力
が
は
た
ら
い
て
生
ず
る 

運
動
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
拋
射

體

の

運

動

は

一
つ
の 

複
動
で
あ
る
こ
と
を
言
ひ
、
此
處
に
圭
竇
線
と
い
ふ
語
が
用
ひ
ら 

れ
て
居
り
そ
の
圖
も
あ
る
。

次
に
中
心
为

の
條
で
は
今
日
用
ひ
ら
・ 

れ
て
ゐ
る
の
と
同
じ
形
で
求
心
力•

遠
心
力
な
ど
の
言
葉
が
使
は 

れ
て
ゐ
る
。

そ

れ

か

廳

體

の

重

心

に

關

す

る

一

條

が

あ
り
、

更 

に
運
重
器
と
い
ふ
の
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
初
等
物
理
學
に
い
ふ
簡 

單
な
機
械
で
あ
っ
て
、
單

器
と

し
て

桿

杆•

天

平
•

滑

車
•

輪
盤 

(

輪
軸
の
こ
と)
•

斜

面
•

鉞

鑿
(

楔

の

こ
と)

・
藤
線
(

螺
線
の
こ
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と)

の
七
つ
を
擧
げ
、

此
等
を
複
合
し
た
も
の
を
複
運
重
器
と
し 

て
其
の
二
三
の
例
を
擧
げ
て
ゐ
る
。

物
體
衝
突
の
條
で
は
先
づ
彈 

力
の
有
無
等
を
論
じ
、

次
に
二
物
體
の
衝
突
後
の
速
度
を
求
め
る 

方
法
等
に
づ
い
て
述
べ
て
ゐ
る
。

日
く 

蓋
物
體
相
抵
ル
後
。
其
速
力
ヲ
算
ス
レ
〇
一
體
ノ
重
ト
速
ト
ヲ 

乘
シ
。

コ
レ
ー
一
他
體
ノ
重
ト
速
ト
ノ
乘
數
ヲ
加
へ
。
二
體

ノ
總
量 

ヲ
以
テ
コ
レ
ヲ
除
ス
ベ
シ
。
譬
へ
バ
甲
體

ハ
重㈣

錢
ー
ー
シ
テ
速
九 

ナ
リ
。
乙
體

八
重
三
錢­
ー
シ
テ
速
ニ
ナ
ル
ト
キ
ハ
。
甲
ハ
速
九
一
一 

シ
テ
重
四
ヲ
乘
シ
テ
三
十
六
ナ
リ
。
乙
ハ
三
一
ー
二
ヲ
乘
シ
テ
六
ナ 

リ
。
合
シ
テ
四
十
二
ト
ナ
ル
。
二
體

ノ
總
量

翼

縞

か
以
テ9

 

コ
レ
ヲ
除
ン
。
其
速
六
ア
リ
ト
ス
ル
ガ
如
シ
。
此
時
ハ
甲
體
乙
體 

--
追
隨
ス
。
卽
甲
速
ノ
九
乙
速
ノ
ニ
ト
合
シ
。
互
­-

相
與
奪
シ
テ 

六
ノ
速
ト
ナ
ル
。コ

レ
ー-

反2

・ナ,
二
體
兩
方
ヨ
リ
來
リ
互--
相
遇 

フ
ト
キ
ハ
。
各

別--

コ
レ
ヲ
算
ス
ベ
シ
。
譬
へ
バ
ー
體
ハ
六
錢-- 

シ
テ
速
三
ナ
リ
。

一
體
ハ
三
錢-
ー
シ
テ
速
六
ア
リ
テ
相
抵
レ
バ
。 

其
後
ノ
速
ハ
零
ー
一
シ
テ
。
二
體
共
一
一
靜
止
ス
。
是
六
一
一
三
ヲ
乘
シ 

テ
十
八
ト
ナ
リ
。
三-
一
六
ヲ
乘
ス
ル
モ
亦
十
八
ト
ナ
リ
。
重
ノ
總 

量
九
針
笄
吓
ヲ
以
テ
除
シ
テ
。
英
速
零
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
ガ
如 

シ
。

續
い
て
彈
性
體
の
衝
突
が
述
べ
て
あ
る
が
、
旣
に
記
し
た
や
う
に 

活
力
の
考
へ
が
十
分
明
瞭
で
な
い
か
ら
此
の
問
題
を
完
全
に
取
扱 

本
邦
に
於
け
る
窮
理
學
の
成
立
(ヽ

一)
(

矢
鳥)

ふ
こ
と
は
出
來
な
か
っ
た
。

卷
七
は
流
體
に
關
す
る
も
の
で
あ
り
、
初

め

に

「
流
體
總
論
」 

と
い
ふ
條
が
あ
る
。
「
流
體
」
は

「
滴
流
體
」

と

「
氣
狀
態
」

に
分 

け
ら
れ
て
ゐ
る
。
「
水
」

の

條

で

は

「
往
古
ハ
水
ヲ
單

純

ノ
元
素
ト 

ナ
ス
ト
雖
。

近

世

ノ
發
明
ー
一
因
テ
。
酸

素

ト
水
素
ト
一
一
成
ル
者
ト 

ス
」

と

い

っ
て
ゐ
る
が
、

ま
た
靑
地
の
用
ひ
た
淸
氣
の
語
を
も
存 

し
こ
れ
に
酸
素
氣

と

い
ふ
註

を

加

へ

て
ゐ
る
。
酸

素

・
水
素
等
は 

勿
論
川
本
の
創
意
で
は

な

く

『
舍
密
開
宗
』
等
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ 

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
液
體
の
中
で
物
體
の
重
さ
を
測
り
比
重 

を
測
定
す
る
方
法
を
靑
地
は
稱

水
法
と
呼
ん
で
ゐ
る
が
、

川
本
は 

こ
れ
を
逆
に
し
て
水
稱
法
と
呼
ん
で
ゐ
る
。

槪
し
て
言
へ
ば
此
の 

卷
は
パ
ス
カ
ル
の
法
則
と
ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
法
則
を
述
べ
た
も
の 

と
言
っ
て
よ
い
。

卷
ハ
は
大
氣
、

卷
九
は
大
氣
夾
雜
諸
氣
類
で

あ
る
。

此
等
は
大 

體
に
於
て
『
氣
海
觀
瀾
』
を
補
說
し
た
と
い
ふ
に
止
ま
り
、
內
容
か 

ら
言
っ
て
新
し
い
も
の
は
餘
り
附

加

さ
れ
て
ゐ
な
い
。

卷
十
は
溫 

ー
で
あ
る
が
溫
素
を
說
く
こ
と
靑

地
の
書
と
同
じ
で
あ
る
。

此
の
書 

の
中
で
新
し
い
の
は
本

溫
•

感
溫
性
等
の
語
で
あ
り
、
前
者
は
比 

熱

、
後
者
は
熱
容
量
に
該
當
す
る
。

卷

十

一
は
電
氣
に
關
す
る
も 

ゐ
で

あ

る

。
「
越
歷
的
里
失
帝
多
」
な
る
題
下

に

「
從
來
越
歷
的
兒

九
三

曲



科

學

更

硏
究 

第

七

號 

ト
稱
ス
ル
者
ナ
リ
。

今
此
篇
略
シ
テ
越
歷
ト
ナ
シ
。

其

元

素2
1

 

い
:;
、

ヲ
越
素
ト
ナ
シ
。

其
機
力U

 
养
^

ヲ
越

カ

トK
。  

支
那
人
近
日
電
氣
ト
譯
ス
。

然

レ
ト
モ
越
歷
的
兒
ノ

名

ハ
。

我
邦 

ー
ー
行
ハ
ル
、
コ
ト
已-
一
久
シ6

故
一
ー
今
通
稱
-
一
從
フ
」
と
い
ふ
斷 

は
り
書
き
が
あ
る
。

此
處
に
は

增

越

歷•

減
越
歷
の
語
が
あ
る
。 

こ
れ
は
電
氣
の
正
負
の
狀
態
を
電
液
說
に
從
っ
て
敍
述
し
た
も
の 

で
あ
り
、

增
越
歷
は
卽
ち
玻
璃
性
越
歷
、
減
越
歷
は
卽
ち
華
爾
斯 

性
越
歷
で
あ
る
。

ま
た
導

體
•

不
導

體
•

絕
緣
等
の
語
が
あ
り
、
 

越

歷

計
(

電
氣
計

の

こ
と)

、
越

歷

機
(

起
電
機
の
こ
と)

、
他
默 

施»

(

レ
ー
デ
ンW

の
こ
と)

な
ど
も
あ
る
。

更

に

「
瓦
爾
發
尼 

斯
繆
斯
」

と
題
し
ガ

ル

バ

ー
ー
ズ
ム
の
說
明
が
あ
る
。 

卷
十
三
は
磁
石
で
あ
り
、

此
の
中
に
近
年
ウ
ー
ル
ス
テ
ッ
ド
に 

依
っ
て
越
歷
流
逋
す
る
導
子
の
上
文
は
下
に
磁
石
鉞
を
置
け
ば
方 

向
を
變
ず

る

こ
と
が
發
見
さ
れ
た
由
を
記
し
て
ゐ
る
。

此
の.
書
の 

書
か
れ
た
の
は
エ
ー
ル
ス
テ
ッ
ド
の
發
見
よ
り
も
凡

三
十
年
後
で 

あ
る
が
、

一
八
二
八
年
頃
出
版
の
書
物
に
よ
っ
て
此
等
の
記
述
を 

な
し
て
ゐ

る

の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
は.
止
む
を
得
な
い
。
因

に

工 

—
ル

ス
テ
ッ
ド
の
發
見
は
一
八
二
〇
年
に
發
表
さ
れ
た
も
の
で
あ 

る
。卷

十
四
は
光
で
あ
る
。

九6
1  

光
ハ
太
陽
及
ビ
恒
星
ヨ
リ
分
カ
レ
來
ル
元
素
ニ
シ
テ
至
微
至
細
ナ 

リ
。
譬
へ
バ
ー
鉞
尖
ヲ
以
テ
。
細
孔
ヲ
紙
片--
穿
チ
。
夜
間
此
孔 

ヨ
リ
天
上
ヲ
見
ル-
0
諸
星
ノ
光
。.
此
細
孔
ヲ
貫
通
シ
テ
。
共
-- 

眼
-
一
入
リ
來
ル
。

コ
レ
ヲ
以
テ
光
素
ノ
云
微
ナ
ル
ヲ
知
ル
ベ
シ
。 

と
い.
ふ
や
う
な
事
か
ら
說
き
起
し
、
更
に
そ
の
本
性
に
つ
い
て
は 

次
の
や
う
に
述
べ
て
ゐ
る
。

光
ノ
本
態
ト
原
因
八
。
尙
未
詳
ナ
ラ
ズ
。
ネ
ウ
ト
ン
氏
〇
光
素 

ナ
ル
者

ア
リ
。
光
體
ヨ
リ
流
出
シ
。
不
可
信
ノ
速
力
ヲ
以
テ
諸
方 

-
一散
佈
ス
。
其
質
精
微
輕
虛
ニ
シ
テ
。
重
力
ノ
法
一-

從
ハ.
ス
ト
イ 

フC
此
學
派
ヲ
洗
出
派
卜
名
ヅ
ク
。

コ
ウ
レ
ル
氏
ハ
。
覆
載
ノ
中 

-­

。
精
微
ノ
氣
ア
リ
。
其
重
秤
ス
ベ
カ
ラ
オ
。
彈
力
甚
强
ク
。
十 

分
明
朗
ナ
リ
。
「
ア
—
テ
ル
」
ト
名.
ッ
ク
。
此
物
ハ
百
萬
ノ
天
球
羅 

列
ス
ル
處
-
一
在
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
。
地
上
ノ
諸
體
-
一滲
透
シ
テ
。
其 

空
隙
ヲ
塡
塞
シ
。
光
ノ
爲
一
一
振
動
ス
ル
コ
ト
。»

大
氣
響
體
ノ
爲- 

-
一振
動
ス
ル
ガ
ゴ
ト
シ
。
此
動
眼
一­

感

シ
テ
。
以
テ
視
機
ヲ
起X 

ト
イ
フ
。
此
學
派
ヲ
振
動
派
ト
名
ヅ
ク
。
晚
年
一
一
至
リ
。
此
說
ヲ 

守

ル
者
最
多
ク
。
其
本
ヅ
ク
所
ヲ
窮
メ
。
近
年
已--
疑
ヲ
容
レ
ザ 

ル
ー
一
至
レ
リ
。

と
述
べ
て
ゐ
る
。

光
素
は
太
陽
か
ら
地
球
に
達

す

る

の
に
ハ
分+
 

三
秒
を
要
す
る
こ
と
を
も
述
べ
、

又
屈
折
現
象
に
つ
い
て
は
か
な 

り
多
く
の
敍
述
が
あ
る
。

卷
十
五
は
光
學
器
械
に
關
す
る
も
の
で
、
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凸
レ
ン
ズ
、

凹
レ
ン
ズ
、

平
面
鏡
、

凹
面
鏡
、
暗

室
(

暗
箱
の
こ 

と)

、
千
里
鏡
(

望
遠
鏡
の
こ
と)

等
に
つ
い
て
述
べ
て
あ
ー
る
。
望 

遠
鏡
は
凸
レ
ン
ズ
ニ
個
を
用
ひ
た
普
通
の
も
の
の
ほ
か
、
接
眼
鏡 

•

に
凹
レ
ン
ズ
を
用
ひ
た
嚼
蘭
鏡
、

反
射
望
遠
鏡
、

ま
た
嚼
蘭
鏡
を 

二
つ
竝
べ
た
雙
眼
鏡
を
も
說
い
て
ゐ
る
。

レ
ン
ズ
は
凸
球
、

凹
球 

と
い
っ
て
ゐ
る
。
ま

た

「
此
鏡
ノ
對
物
鏡
ハ
。
光
線
ヲ
屈
折
シ
テ
。 

色

彩
ヲ

生

シ
。

以
テ
視
瞻
ヲ
害
ス
。

故
-

ー
終-
一
コ
レ
ヲ
改

正

シ
テ
。 

二

異

性

玻

聲

フ

ひ

疔

台

軽

紀

「
コ
ノ
光
ヲ
折
ル
カ
最
多
ク
異 

ナ
ル
者
ヲ
襲
用
シ
。

コ
レ
ヲ
無
色
鏡
ト
イ
フ
。
其
ノ
明
ナ
ル
コ
ト 

遙
一
一
他
ノ
諸
鏡
ー
ー
勝
レ
リ
」

と
い
ふ
記
述
も
あ
る
か
ら
餘
程
進
步 

し
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
は
此
の
書
の
內
容
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。

こ
れ
に
依
っ
て 

本
書
の
構
造
と
內
容
の
大
槪
を
見
る
こ
と
が
出
來
る
と
思
ふ
。

大 

體

に

於

て

『
氣
海
觀
瀾
』
を
補
說
し
た
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
 

そ
の
說
述
が
詳
細
明
瞭
に
な
っ
た
點
が
多
く
、
著
し
く
進
ん
で
來 

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

此
の
書
に
依
っ
て
初
等
物
理
學
の
輪
郭
が 

出

來

上
っ
た
の
で
あ
り
、
物
理
學
の
敎
科
書
と
し
て
多
く
用
ひ
ら 

れ
る
や
う
に
な
っ
た
。

此
の
書
の
意
義
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
。 

此
の#

!

の
原
本
に
つ
い
て
は
旣
に
記
述
し
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
此 

處
に
繰

返

さ

な

い
。

原
本
と
比
較
し
て
み
る
と
此
の
飜
譯
は
い
は 

本
邦
に
於
け
る
窮
理
學
の
成
立(

こ
(

矢
鳥)

ゆ
る
直
譯
と
い
ふ
も
の
で
は
な
く
相
當
に
苦
心
を
重
ね
た
編
著
で 

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(

一
レ
「
蘭

人

ボ

イX
の
理
學
書
に
つ
い
て
」
、
帝
國
大
學
新
聞
、
第
三 

三

五

號C

昭
和
五
年㈣

月
十
四
日)

。
「
本
邦
に
於
け
る
物
理
學
の
發 

・
達
」
、R
本
學
術
協
會
報
吿
、
第
十
七
卷
第
一
號
、

二
九
頁(

昭
利
十 

七
年
十
月)

。

川
本
幸
民
の
其
他
の
著
述 

次
に
擧
ぐ
べ
き

も

の
は

『
遠
西
奇
器
述
』(

嘉
永
七
年
、

一
八
五 

四
、
刊)

で
あ
る
。
扉
に
嘉
永
甲
寅
仲
冬
新
彫
、
薩
摩
府
藏
版
と 

あ

る

一
册
本
で
あ
る
。
嘉
永
甲
寅
は
嘉
永
七
年
で
あ
り
此
年
十- 

月
安
政
と
改
元
に
な
っ
た
。

ま
た
薩
摩
府
藏
版,
と
あ
る
に
依
っ
て 

川
本
が
薩
摩
へ
招
聘
さ
れ
て
ゐ
た
時
代
の
產
物
で
あ
る
こ
と
が
分 

る
。
嘉
永
六
年
ア
メ
リ
カ
の
黑
船
が
浦
賀
へ
來
て
か
ら
蒸
汽
船
等 

に
對
す
る
人
々
の
關
心
が
高
ま
っ
た
の
で
、
川
本
は
そ
の
西
洋
學 

の
知
識
を
利
用
し
て
蒸
汽
船
や
奨
の
他
の
器
械
の
解
說
を
試
み
た 

の
で
あ
ら
う
。

此
の
書
は
序
文
も
凡
例
も
門
人
田
中
綱
紀
が
書
い 

て

居

り

「
裕

軒

川

本

先

生

口

授

H'
中
綱
紀
筆
記
」

と
な
っ
て
ゐ 

る
。

凡

例

の

初

め

の

一

節
に
次
の
や
う
に
書
い
て
お
る
。 

此
篇
ハ
朝
夕
講
習
ノ
餘
話
ヲ
集
錄
ス
故-
一
往
往
錯
雜
ヲ
免
レ.
ス
其

九
五

"5



科

學

史

硏

究
 

第

七

號 

說
多
ク
ハ
ー
千
八
百
五
十
二
年
疲
馨

撰
ス
ル
所
ノ
和
蘭
人
フ 

ン•

デ
ル•
.

ヘ
ル
グ
氏
ノ
理
學
原
始
ヨ
リ
出
ッ
直
寫
影
鏡
ハ
數
年 

前
我
師
旣
ー
ー
コ
レ
ヲ
實
驗

シ
蒸
氣

船

ハ
本
藩
已
-

ー
コ
レ
ヲ
模
製
ス 

他
ノ
諸
器
ハ
未
經
驗
セ
ズ
ト
雖
其
理
亦
疑
フ
ベ
キ
コ
ト
ナ
シ
然
レ 

ド
モ
其
製
ハ
動
學
器
學
ー
ー
關
涉
シ
テ
實
一
一
通
曉
シ
難
キ
ヲ
以
テ
覽 

者
早
々
看
過
シ
余
ヲ
以
テ
慣
慣
ノ
言
ヲ
爲
ス
ト
イ
フ
コ
ト
勿
レ 

此
の
內
容
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
へ
ば
次
の
通
り
で 

あ
る
。直

寫

影

鏡

ダ

ゲ

ウ

ロ

テ
ー
ビ
ー 

傳

信

機

テ
レ
ガ
ラ
ー
フ 

蒸

氣

機

X
ト
ー
ム
ウ
ェ
ル
キ
卜
イ
グ 

蒸

氣

船

X

卜
—
：

・
キ
ツ.
フ 

.
蒸

氣

車

'

此
等
の
器
械
に
つ
い
て
解
說
を
記
し
卷
外
末
に
圖
解
が
あ
る
。 

右
の
凡
例
の
中
に
も
記
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
に
川
本
は
寫
眞
に
つ
い 

て
は
書
物
の
上
で
硏
究
し
た
ば
か
り
で
な
く
自
ら
實
驗
を
行
っ
て 

ゐ
る
の
で
あ
る
。

川
本
の
仕
へ
た
島
津
齊
彬
公
は
理
化
學
に
興
味 

を
持
ち
寫
眞
等
も
試
み
て
居
り
、
傳
信
の
實
驗

も
此
の
・
藩
で
試
み

(

一) 

て
ゐ
る
こ
と
等
は
人
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

(

一) 

鹿
兒
島
市
編
『
薩
藩
の
文
化
』(

昭
和
十
年)

。

九
六 

な

ほ

『
遠
西
奇
器
述
』

に
は
第
二
輯
が
あ
る
。

こ
れ
に
は
扉
に 

安
政
巳
未
仲
秋
新
刻
と
あ
る
。
安

政

巳

未

は

安

政

六

年(

一
八
五 

九)

で
あ
る
。
序
文
は
安
政
巳
未
暮
春
の
日
附
を
以
て
三
岡
博
厚 

が
書
い
て
ゐ
る
。

凡
例
も
同
じ
人
が
書
い
て
居
り
、
內
題
の
次
に 

『
裕
軒
川
本
先
生
譯
述 

三
岡
友
藏
博
厚
編
集
」
と
あ
る
。

そ
の 

內
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

電
氣
摸
像
器

ガ
ル
ハ
ノ
プ
ラス

チ
—
キ

電
氣
鍍
金
方 

寫

眞

器

ヘ
ル
デ
ル
カ
—
メ
ル

S

相

リ
ュ
シ
ヘ
ル
ス 

氣 

球

リ
ュ
ク
ト
ボ
ル 

氣 

車

リ
ュ
ク
ト
ワ
—
ゲ
ン 

石
炭
坑
內
所

用
ノ
氣
難
燈
附
換
氣
方 

此
の
最
後
の
條
は
デ
ー
ヴ
ィ
の
安
全
燈
の
こ
と
で
あ
り
ヒ
ュ
ム 

プ
リ
ー
、

ダ
ー
ヒ
ー
と
し
て
そ
の
名
を
擧
げ

て
ゐ
る
。
第
一
輯
の 

凡
例
の
中
に
、
其
の
說
多

く

は

一
千
八
百
五
十
二
年
和
蘭
人
フ
ァ 

ン•

デ
ル
ベ 

ル
グ
著
す
と
こ
ろ
の
理
學
原
始
よ
り
出

づ
る
と
あ
る 

こ
と
は
旣
に
記
し
た
が
、

第
二
輯
の
凡
例
に
は

「
ハ
ン•

デ

ル
• 

ビ

ュ

ハ
グ
氏
の
理
科
書

ヨ
リ
出
ヅ
」

と
あ
る
。

此

の

フ

ァ

ン•

デ 

•

ル•

ベ

ル
グ
或
は
ハ
ン•

デ

ル•

ビ

乂
ル
グ

はp

・

v
a
n  d
e
r  B
u
r
g  

“
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料
霸*

十

一  
§

S
c
h
e
f
s

 

d
e
r

 N
a
f
U
E
l
l
l
n
l
d
e
*

で
あ
ら
う
と

い
ふ
こ
と
は
筆
者
の 

旣
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
筆
者
の
見

た

の
は
第
二
版
(

一
ハ 

五
五
年)

で
あ
る
が
、

此
の
初
版
が
右

に

言

ふ
・
一
千
八
百
五
十
二 

年
著
は
す
と
こ
ろ
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。

な
ほ
第
一
輯
の 

傳

信

機

の

條

に

「:

:

コ
レ
ヲ
知
ラ
ム
ト
欲
セ
バ
余

ガ
曾.
テ
譯

セ 

ル
所
ノ
理

學

原

始

ー
ー
就
テ
見

ヨ
」

と
あ
る
か
ら
川.
本

に
p

・van

 

d
e
r

 B
u
r
g

の
書
を
譯

し

た

『
理
學

原
始
』,

と

い
ふ
譯
述
の
あ
っ 

た
こ
ど
は
明
か
で
あ
り
、
其
の
譯
稿

十
六
册
が
川
本
の
手
澤
本
と 

共
に
東
京
帝
國
大
學
圖
書
館
の
舊
藏
書
中
に
あ
っ
た
が
大
正
十
二 

年
の
大
震
火
災
に
消
失
し
た
。
筆
者
は
そ
れ
以
外
の
傳
本
を
未
だ 

.
知
ら
な
い
。

此

等

の

ほ

か

に

『
近
世
名
醫
傳
』

に
よ
れ
ば
物
理
學
方
面
で
は 

『
地
球
理
說
』
、
『
暴
風
說
』
、
『
汽
船
說
』
、
物
化
學
方
面
で
は
『
舍
密
讀 

本
』
、
『
舍
密
眞
言
』
、
『
化
學
初
敎
』
、
『
化
學
通
』
、
『
硝
石
考
』
、
『
寫
眞 

方
』
等
が
あ
げ
て
あ
り
、
當
面
の
問
題
に
餘
り
關
係
の
深
く
な
い 

も

の

と

し

て

は

『
依

百
乙
人
身
窮
理
』
、
『
藥
治
溯
源
』
、
『
印
度
築
城 

砲
術
書
』
等
が
あ
る
。
右

の

う

ち

『
暴
風
說
』
と
・
い
ふ
の
は
未
だ

本

邦

に

於

け

る

窮

理

學

の

成

立(

一)
(

矢
島)

完

本

を

見

な

い

が

『
船
客
手
册
暴
風
說
』(

寫
本)

の
破
本
三
册
が 

島
津
公
爵
家
に
所
藏
さ
れ
て
ゐ
る
。•

川
本
の
名
を
記
じ
て
ゐ
な
い 

が
川
本
の
譯
に
相
違
な
い
。

そ
の
三
册
は
二
百
ハ
章
か
ら
二
百
四
・ 

十
一
章
ま
で
、

二
百
四
十
二
章
か
ら
二
百
八
十
四
章
ま
で
、

二
百 

ハ
十
五
章
か
ら
三
百
ハ
章
に
至
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
內
容
の
ー 

部
を
示
す
と
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

驗
氣
器
及
ヒ
親
比
曾
蔑
的
兒
、
其
動
ノ
原
因
〇
暴
風
前
驗
氣
器
ノ 

上
升
〇
驗
氣
器
ノ
振
動
〇
驗
氣
器
ヲ
以
テ
申
心
ノ
距
度
ヲ
測
ル
尺 

度
ト
ナ
ス
〇
海
洋
面
上
暴
風
ノ
高
サ
〇
雲
層
〇
腿
風
將
二
近
ツ
カ 

ム
ト
ス
ル
ト
キ
ノ
前
兆
〇
髯
需
起
來
ノ
時
令
〇
腿
風
ノ
成
形
及
ヒ 

1

0

!

ノ
諸
點
及
ヒ
實
驗
者
ノ
規
則 

因
に
こ
れ
は
第
五
部
と
し
て
擧
げ
て
ゐ
る
內
容
梗
槪
で
あ
っ
て
此 

處
か
ら
第
二
百
四
十
二
章
に
な
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
依
っ
て 

如
何
な
る
內
容
の
も
の
か
推
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
汽
船
說
』 

と
い
ふ
の
は
見
た
こ
と
が
な.
い
。

ま
だ
此
の
ほ
か
に
も
種
々
の
譯 

稿
が
あ
る
や
う
で
あ
る
。
物
化
學
に
關
す
る
も
の
は
別
に
記
す
っ 

も
り
で
あ
る
。

九
七

167



科

學

史

硏

究
 

第

七

號
 

九
八

藤

浪

先

生

を

憶

ふ

大

鳥

蘭

三

郞

恩
師
藤
浪
剛
一
先
生
が
逝
く
な
ら
れ
て
よ
り
早
く
も
ハ
ヶ
月
餘
り
も
經 

っ
た
今
日
こ
の
頃
先
生
を
憶
ふ
念
は
益*

切
な
る
も
の
が
あ
る
。
先
生
の 

死
に
直
面
し
た
頃
の
私
は
感
情
の
動
き
を
押-

兼
ね
、
先
生
が
遺
さ
れ
た 

功
績
を
と
っ
く
り
と
思
ひ
め
ぐ
ら
す
こ
と
が
出
來
な
か
っ
た
が
、
そ
の
感 

も
漸
く
鎭
ま
っ
た
今
、
先
生
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
そ
の
非
凡
な
る
に
改
め 

て
敬
意
を
表
せ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い
。

先
生
が
日
本
に
於
け
る
レ
ン
ト
ゲ
ン
醫
學
の
第
一
人
者
と
し
て
目
さ
れ 

て
ゐ
ら
れ
た
こ
と
は
こ'

に
述
べ
る
ま
で
も
な
い
が
、
歐
洲
に
て
斯
學
を 

專
攻
後
明
治
四
十
五
年
に®

朝
さ
れ
て
よ
り
我
國
レ
ン
ト
ゲ
ン
醫
學
の
興 

隆
に
盡
さ
れ
た
る
勳
功
は
先
生
の
數
多
い
貢
獻
の
う
ち
で
も
先
づ
第
一
に 

擧
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
線
と
並
ん
で
其
他
の
光 

線
が
治
療
上
盛
ん
に
應
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
も
先
生
に
負
ふ
と
こ 

ろ
が
極
め
て
大
き
か
っ
た
の
は
勿
論
で
あ
る
。
更
に
溫
泉
の
科
學
的
硏
究 

に
拂
は
れ
た
先
生
の
功
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
か
っ
た
。
我
國
が
溫
泉
國 

と
し
て
世
界
一
と
稱
せ
ら
れ
な
が
ら
溫
泉
を
科
學
的
に
取
扱
ふ
に
至
っ
た 

の
は
極
め
て
最
近
の
こ
と
で
、
其
間
に
於
け
る
先
生
の
貢
獻
が
文
著
し
か

っ
た
こ
と
も
こ
、
で
新
た
に
云
々
す
る
迄
も
な
い
。 

こ
れ
等
の
各
方
面
に
於
け
る
後
進
の
指
導
誘
掖
に
、
先
生
は
極
め
て
熱 

意
を
こ
め
て
當
ら
れ
た
。
然
し
そ
の
御
指
導
は
決
し
て
生
や
さ
し
い
も
の 

で
は
な
か
っ
た
。
獅
子
が
己
れ
の
子
を
九
叔
の
谷
底
へ
落
し
て
そ
の
力
倆 

を
た
め
す
と
い
ふ
越
の
如
く
、
先
生
は
己
れ
の
愛
弟
子
を
一
度
な
ら
ず
、
 

二
度
も
三
度
も
つ
き
は
な
し
、
こ
れ
で
も
か
こ
れ
で
も
か
と
い
ふ
具
合
に 

鍛
へ
ら
れ
た
。
心
な
ぎ
人
は
先
生
の
仕
業
を
無
慈
悲
な
も
の
と
し
て
先
生 

に
對
し
て
あ
ら
ぬ
感
情
を
抱
く
も
の
も
決
し
て
少
な
く
は
な
か
っ
た
。
中 

に
は
厶
度
先
生
の
門
下
に
列
な
っ
た
も
の
で
も
こ
の
試
錬
に
堪
へ
か
ね
先 

生
の
眞
意
を
洞
察
せ
ず
、
先
生
の
門
を
去
る
も
の
も
な
い
で
は
な
か
っ
た
。 

先
生
の
よ
く
い
は
れ
た
言
集
に
「
僕
が
叱
ら
な
く
な
っ
た
ら
そ
の
人
は
も 

う
駄
目
だ
よ
」
と
い
ふ
の
が
あ
っ
た
。
ま
こ
と
に
、

こ
い
つ
は
も
の
に
な 

る
ぞ
と
先
生
が
眼
を
つ
け
ら
れ
た
故
に
こ
そ
先
生
は
叱
ら
れ
た
の
で
あ
っ 

て
、
世
の
所
謂
甘
い
母
親
が
我
見
を
舐
る
如
く
に
し
て
育
て
る
の
と
は
趣 

き
を
大
い
に
異
に
し
て
ゐ
た
。
そ
の
一
ニ
の
例
を
擧
げ
れ
ば
、
先
生
は
或 

一
つ
の
テ
ー
マ
を
出
さ
れ
る
だ
け
で
、
そ
れ
に
關
す
る
そ
の
他
の
こ
と
に
・
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は
決
し
て
觸
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
テ
ー
マ
を
與
へ
ら
れ
た
者
は
嫌
で
も
自 

分
一
人
で
そ
れ
を
や
り
通
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た〇

漸
く
そ
の
硏
究 

が
す
ん
で
、
結
果
を
一
文
に
纏
め
て
先
生
に
校
閲
を
お
願
ひ
す
る
こ
と
兩 

三
度
に
し
て
始
め
て
そ
の
文
に
目
を
通
し
て
下
さ
る
。
そ
し
て
赤
イ
ン
キ 

で
眞
赤
に
筆
を
入
れ
ら
れ
る
。
そ
れ
を
淸
書
し
て
先
生
に
御
目
に
か
け
る 

と
ま
た
眞
赤
に
な
る
。
か
く
す
る
こ
と
再
三
に
し
て
漸
く
論
文
が
出
來
上 

る
。-
そ
の
間
に
於
け
る
先
生
と
校
閱
を
受
け
る
者
と
の
接
衝
は
眞
摯
な
氣 

魄
に
滿
ち
た
も
の
で
、
兩
者
の
交
は
す
聲
高
な
問
答
は
他
人
に
何
事
が
起 

っ
た
か
と
思
は
す
程
で
あ
っ
た
。

ボ
ン
ヤ
リ
と
し
て
ゐ
る
こ
と
を
先
生
は
ひ
ど
く
嫌
は
れ
た
。
そ
れ
で
あ 

る
か
ら
先
生
が
居
ら
れ
る
間
は
醫
局
の
者
達
は
絕
え
ず
緊
張
し
て
ゐ
な
け 

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
毗
頃
、
「常
在
戰
場
」
と
い
ふ
言
葉
が
よ
く
い
は
れ 

て
ゐ
る
が
、
先
生
の
下
に
於
け
る
每
日
の
醫
局
生
活
は
全
く
戰
場
に
於
け 

る
と
少
し
も
變
ら
な
い
と
思
は
れ
る
程
張
り
の
あ
る
、
ピ
リ
ピ
リ
し
た
も 

の
で
あ
っ
た
。
誰
か
が
少
し
で
も
隙
を
見
せ
や
う
も
の
な
ら
、
す
か
さ
ず 

先
生
は
切
り
込
ん
で
來
ら
れ
る
。
斯
學
の
興
隆
と
い
ふ
こ
と
は
四
六
時
中 

先
生
の
念
頭
を
離
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
う
い
ふ
先
生
に
も
時
に
は
學
問
を
離
れ
て
醫
局
の
者
達
を
te
も
て
な

藤

浪

先

生

を

憶

ふ(

大
鳥)

し
下
さ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
に
於
け
る
先
生
は
ま
こ
と
に
慈
父 

の
如
く
、
溫
顏
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ら
れ
て
あ
れ
こ
れ
と
譬
に
興
じ
ら
れ
た
。 

ま
た
い
は
ば
趣
味
と
し
て
、
諸
方
の
墓
を
訪
ね
廻
る
こ
と
を
先
生
は
好
ま 

れ
た
が
、
そ
の
會
で
の
先
生
は
又
頗
る
穩
和
で
あ
ら
れ
た
。
そ
の
會
の
或 

人

が

「藤
浪
先
生
で
も
怒
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
か
」
と
い
っ
た
程
で
あ 

る
。
結
局
先
生
は
一
度
び
學
問
に
接
し
ら
れ
る
時
は
あ
念
科
學
者
の
冷 

靜
な
る
寸
毫
も
假
借
し
な
い
態
度
で
終
始
一
貫
せ
ら
れ
た
の
で
fe
っ
た
。 

日
本
科
學
史
學
會
が
創
立
さ
れ
る
や
先
生
は
そ
の
顧
問
と
な
ら
れ
て
、
 

會
の
順
調
な
'%
發
展
を
心
か
ら
喜
ん
で
ゐ
ら
れ
た
。
每
月
の
例
會
に
も
時 

折
出
席
さ
れ
、
殊
に
こ
の
會
の
若
い
人
達
の
熱
心
な
る
こ
と
に
感
じ
入
っ 

て
ゐ
ら
れ
た
。
先
生
は
醫
史
學
に
造
詣
が
深
く
、
中
で
も
江
戶
時
代
の
科 

學
に
關
し
て
は
特
に
注
意
を
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
方
面
に
於
け
る
貴
重
な
資 

料
も
數
多
く
お
持
ち
で
あ
っ
た
。
江
戶
時
代
の
科
學
者
を
偲
ぶ
會
が
催
さ 

れ
た
度
每
に
先
生
の
所
藏
品
が
出
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
。
科
學
史
學
會 

が
本
來
の
使
命
を
次
第
に
發
揮
し
始
め
て
ゐ
る
今
、
會
に
有
力
な
る
支
援 

を
與
へ
、
そ
の
成
長
を
見
守
っ
て
下
さ
る
先
生
を
失
っ
た
こ
と
は
洵
に
痛 

惜
の
念
に
堪
へ
な
い
。 

(

一
八•

七
・
三
〇)

九
九
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科
」學

史

擀

究 

第

七

號

寄 

書

ケ
ー
ル
全
書
の
和
蘭
譯
本

に
就
て

・

藤

原

松

三

郎 

志
筑
忠
雄
の
曆
象
新
書
は
主
と
し
て
ヶ
ー
ル
全
書
のLE0

S-
の
和
蘭 

譯
本
に
據
っ
ま
と
さ
れ
て
ゐ
る
が-

•■
其
一
本
が
名
古
屋
市
眞
宗
專
門
學
校 

に
收
藏
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
、
私
は,

「
明
治
の
文
化
」
中
の
小
倉
博
士
の 

論
文
に
よ
っ
て
敎
へ
ら
れ
た
。
周
知
の
如
く
、
曆
象
新
書
は
我
邦
で
初
め 

て
楕
圓
の
焦
點
と
擺
線(

サ
イ
ク

13
イ
ド)

の
弧
長
と
を
論
じ
た
書
で
あ 

る
。
然
か
も
そ
こ
に
載
せ
ら
れ
た
證
明
は
ケ
ー
ル
の
ラ
テ
ン
語
の
原
本
に 

は
な
い
も
の
で
あ
る
の
で
、
或
は
和
蘭
譯
本
に
fe
り
は
し
な
い
か
と
考
へ
、
 

之
を
見
る
こ
と
を
希
望
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
林
博
士
の
和
算
硏
究
集
錄 

下
卷
頁
四
五
七
に
は
、
談
譯
本
を
獲
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
 

・
東
北
帝
國
大
學
に
現
に
保
管
を
托
さ
れ
て
ゐ
る
林
文
庫
に
は
見
當
ら
な
い 

の
で
あ
る
。
幸
に
私
は
去
る
五
月
初
め
名
大
を
訪
問
す
る
機
會
を
得
た
の 

で
、
黑
田
敎
授
を
煩
は
し
て
眞
宗
專
門
學
校
に
到
っ
て
待
望
の
書
を
披
見 

す
る
を
得
た
。
示
さ
れ
た
の
は
唯
一
册
、
物
理
篇N

a
t
a
u
r
k
u
n
d
e

の
み 

で
あ
る
。
管
理
の
方
と
話
し
て
ゐ
る
內
、
も
う
ー 
・
册
何
の
本
か
分
ら
ぬ
が 

和
蘭
語
の
書
が
あ
る
と
の
口
と
で
、
念
の
爲
め
披
見
を
乞
う
た
所
、
之
は

一
 0
0

ケ
ー
ル
全
書
の
三
角
法•

對

數•

求
心
力
を
收
め
た
附
錄
の
部
分
な
る
こ 

と
が
發
見
さ
れ
た
。
第
一
册
の
最
後
の
頁
の
右
下
端
に
は
當
時
の
印
刷
の 

慣
翟
で
あ
っ
た
次
頁
の
初
め
の
文
字Inoi
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
之
で
見 

る
と
其
次
に 

In
le

id
in

ge

 f
ob  d

e

 waare

 S
b
e
r
r
e
k
u
n
d
e

 

卽
ち
天
文 

篇
が
つ
づ
く
筈
で
あ
る
。
故

に

一
册
に
ま
と
ま
っ
て
ゐ
た
も
の
を
、
後
に 

三
册
に
分
け
た
も
の
で
、
其
第
一
册
と
第
三
册
と
が
同
校
に
あ
る
わ
け
で 

あ
る
。
第
二
册
の
天
文
篇
の
缺
け
て
ゐ
る
こ
と
は
殘
念
で
ち
る
。 

•

さ
て
此
和
蘭
譯
本
は
處
々
に
脚
註
を
つ
け
て
fe
る
以
外
は
、
ラ
テ
ン
原 

本
と
相
違
が
な
い
。
從
て
私
が
問
題
に
し
た
楕
圓
及
び
擺
線
に
關
す
る
證 

明
は
玆
に
も
見
出
さ
れ
な
い
の
で
fe
る
。
卽
ち
こ
れ
等
の
證
明
は
志
筑
が 

他
の
書
に
よ
っ
て
增
補
し
た
も
の
な
る
こ
と
が
明
に
な
っ
た
。
楕
圓
に
關 

し
て
は
、
曆
象
新
書
中
に
「
密
再
涅
の
楕
圓
解
」
の
こ
と
が
引
用
さ
れ
て 

ゐ
る
か
ら
、
そ
れ
に
據
っ
た
も
の.
か
と
思
は
れ
ゐ
が
、
此
書
に
つ
い
て
は 

何
等
知
ら
る\

所
が
な
い
。
和
蘭
譯
本
の
脚
註
にM

u
s
s
c
h
e
n
b
i
o
e
k

の 

B
e
g

s-z
e
l
e
n

 d
e
r

 N
a
b
u
u
r
k
t
w
d
e

 

の
第
二
版 

5
4
0
1
,
4
0
3

 

に
擺
線
の
こ 

と
が
あ
る
由
記
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
或
は
そ
れ
に
よ
っ
た
も
の
か
も
知
れ 

な
い
。
之
は
私
に
は
未
見
の
書
で
あ
る
か
ら
、
ど
な
た
か
之
に
つ
い
て
知 

ら
れ
る
方
の
御
注
意
を
得
た
い
も
の
で
fc
る
。

序
に
述
べ
て
お
く
。
脚
註
の
中
に
は
又w

o
l

ft
の
書
が
處
々
に
引
用
さ 

れ
て
ゐ
る
。
曆
象
新
書
の
內
に

「
屋
爾
夫
」
と
あ
る
が
こ
れ
で
fe
ら
う
。 

又
楕
圓
の
焦
點
の
こ
と
を
臍
と
譯
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
之
は
ラ

テ

ン

語
の 

f
o
c
i  

s
e
u

 

u
m
b
i
l
i
c
i

 

を 

B
r
a
n
d
p
u
n

s-n

 o
f  n

a
v
e
l
s

 

と
譯
さ
れ
て 

ゐ 

る
か
ら
、
後
の
方
のn

a
v
e
l
s

の
譯
で
あ
る0

又
其

中

に

「游
氣
寸
立
方

I/O



重
量
九
毛
二
弗
」
と
あ
る
。
分
厘
毛
絲
忽
の
絲
の
代
り
に
弗
を
用
ゐ
る
こ 

と
は
、
和
算
書
に
は
稀
に
見
當
る
も
の
で
あ
る
が
、
玆
に
其
一
例
を
追
加 

す
る
を
得
た
。 

(

昭
和
十
八
年
六
月
稿) 

關
孝
和
は
果
し
て
元
祿
庚
午
・
・
• 

曆
を
作
っ
た
か•

藤

原

松

三

郞
 

關
孝
和
が
元
祿
三
年
に
庚
午
曆
を
作
っ
た
こ
と
は
、
遠
藤
利
貞
氏
の
增 

修
日
本
數
學
史
、
頁
一
六
六
に
記
さ
れ
、
林
博
士
の
和
算
硏
究
集
錄
に
は 

之
を
踏
襲
し
て
元
祿
庚
午
曆
と
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
以
外
の
文
獻
に
は
見
當 

ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
之
と
何
等
か
の
關
聯
を
も
つ
も
の
と
見
ら
る\

は
、
 

算
話
拾S
集
の
曆
書
板
本
の
條
に
關
孝
和
の
著
と
し
て
庚
午
元
曆
が
擧
げ 

ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
他
に
孝
和
の
著
と
し
て
現
在
全
く
見
當
ら
な 

い
句
股
適
等
諺
解
ゝ
算
法
得
校
書
等
が
擧
げ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
遠
藤
氏
の 

書
に
も
同
一
の
事
が
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
或
は
此
の
算
話
拾B
集
を 

參
照
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
を
信
ぜ
し
め
る
。

依
て
想
像
を
た
く
ま
し
う
す
る
な
ら
ば
、
遠
藤
氏
は
此
書
の
庚
午
元
曆 

を
、
孝
和
時
代
の
庚
午
は
元
祿
三
年
以
外
に
な
い
か
ら
、
元
祿
三
年
庚
午 

曆
と
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

然
る
に
平
山
諦
君
は
近
頃
私
に
活
要
算
法
の
後
摺
の
或
る
も
の
の
卷
末 

•

に
京
都
の
水
玉
堂(

天
王
寺
屋
市
郞
兵
衞)

の
出
版
目
錄
を
示
さ
れ
た
。 

其
初
め
の
部
分
を
拔
く
と
次
の
如
し
。

算

學

啓

蒙

元

朱

世

傑

三

册

括
要
算
法 

發
微
算
法 

演
限
諺
解 

算
學
玄
訓

關
孝
和
先
生 

同 

右 

同 

右

三
册 

四
册

近
刻

(

以
下

略)

授

時

曆

經

元

史

曆

志

四

册

三解擾庚 
正發時午 
俗揮曆元 
會圖曆

同先中同 
生根

右圭

册册出

之
を
見
る
と
算
話
拾W
集
の
著
者
は
元
史
曆
志
中
に
あ
る
、
耶
律
楚
材
の 

庚
午
元
曆
を
其
上
段
に
あ
る
關
孝
和
の
著
と
速
斷
し
て
嗣
出
と
あ
る
を
旣 

に
上
木
さ
れ
た
も
の
と
誤
っ
て
之
を
曆
書
板
本
の
部
に
の
せ
た
の
で
は
あ 

る
ま
い
か
と
い
ふ
疑
が
生
ず
る
。

以
上
の
推
論
か
ら
私
自
身
は
、
關
孝
和
が
元
祿
庚
午
曆
を
作
っ
た
と
い 

ふ
事
實
に
は
疑
を
揷
む
も
の
で
あ
る\

曆
の
硏
究
家
の
方
々
か
ら
、
之
に 

關
す
る
何
等
か
の
文
獻
の
有
無
を
敎
示
願
へ
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。 

算
話
拾M
集
の
所
載
を
私
に
注
意
し
て
下
さ
っ
た
の
も
平
山
諦
君
で
あ 

る
。
玆
に
同
君
に
謝
意
を
表
す
る
。

序
に
記
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
右
の
出
版
目
錄
中
に
算
學
玄
訓
な
る 

孝
和
の
著
が
近
刻
と
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。•

明
和
六
年
の
數
學
端
記 

の
卷
末
に
あ
る
水
玉
堂
の
儂
目
錄
は
右
の
庚
午
元
曆
と
そ
の
算
學
玄
訓 

が
除
か
れ
て
他
の
も
の
に
な
っ
て
ゐ
る
。
其
外
は
殆
ん
ど
變
化
が
な
い
所 

か
ら
見
る
と
、
此
二
書
は
遂
に
上
本
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考 

へ
ら
れ
る
。
算
學
玄
訓
の
寫
本
は
東
京
帝
大
圖
書
館
に
存
在
し
、
寬
政
九 

年
松
雲
山
人
寫
と
な
っ
て
ゐ
る
。
之
は
孝
和
の
解
伏
題
之
法
の
前
半
と
松 

永
良
弼
の
剝
脫
正
論
と
を
輯
め
た
も
の
で
、
別
に
新
し
い
材
料
は
な
い
。

(

昭
和
十
八
年
六
月
稿)

ケ
ー
ル
全
書
の
和
圖
譯
本
に
就
て 

關
孝
和
は
果
し
て

元
祿
庚
午
曆
を

作
っ
た
か(

藤
原)
 

一
〇
ー

叨



科

學

史

硏

究
 

第

七

號 

r

解
體
約
圖
に
つ
い
て
』
の 

補

訂

「 

一

石

橋

榮

達
 

前
號
の
緖
方
君
の
寄
稿
に
就
て
補
訂
を
し
て
置
き
度
い
と
思
ふ
。
同
君 

は

『
そ
れ
を
知
る
も
の
は
き
ば
め
て
す
く
な
く
』
と
記
し
て
居
ら
れ
る
が 

(

二
頁
上
段)

、
大
正
十
四
年
に
東
京
で
開
催
せ
ら
れ
た
、
第
二
囘
極
東
熱 

帶
醫
學
會
の
附
帶
展
覽
會
と
し
て
日
本
醫
學
歷
史
資
料
の
展
觀
が
行
は
れ
、
 

•

其
出
品
目
錄
の
邦
文
の
方
を
見
る
と
、
第
十
二
頁
に
六
十
五
番
と
し
て 

・
杉
氏
赛

約
圖
五
張
岡
田
信
利
君
出
品 

と
あ
っ
て
、
數
行
の
解
說
が
つ
け
ら
れ
て
あ
り
、
英
文
目
錄
の
第
十
五
頁 

に
も
ほF
同
樣
の
記
事
が
あ
る
。
大
正
十
四
年
と
い
へ
ば.
ま
だ
二
十
年
に 

も
な
ら
ぬ
事
で
も
あ
る
し
、
國
際
的
の
相
當
大
が
か
り
の
學
會
だ
っ
た
ら 

し
い
か
ら
、
嚥
多
數
の®S

者
も
あ
り
、
筆
者
の
如
き
當
時
東
京
に
居
ら 

な
か
っ
た
の
で
見
る
機
會
を
得
な
か
っ
た
如
き
者
を
除
い
て
も
、
可
成
り 

多
數
の
方
々
が
目
睹
せ
ら
れ
、
今
尙
記
憶
せ
ら
れ
て
居
ら
れ
る
仁
も
あ
る 

の
で
は
な
い
か
と
考

へ
ら
れ
る
が
如
何
。
然
し
稀
觀
の
も
の
で
あ
る
ら
し 

い
の
は
、
其
後
の
此
種
の
展
覽
會
で
見
た
事
も
な
く
、
先
年
京
都
で
富
士 

川•

佐
伯
兩
氏
の
夥
し
き
藏
貯
の
展
觀
さ
れ
た
時
に
も
見
當
ら
な
か
っ
た
。 

兎
に
角
、
約
二
十
年
前
に
岡
田
信
利
氏
が

一
部
を
藏
せ
ら
れ
た
事
は
間
違 

な
い
。
同
氏
は
後
に
京
城
に
移
ら
れ
、
昭
和
七
年
二
月
に
同
所
で
逝
去
せ

ー
〇
二 

ら
れ
た
れ
の
で
、
該
約
圖
は
今
猶
同
家
に
藏
せ
ら
れ
る
の
か
と
も
思
ふ
が
、
 

同
氏
存
命
中
の
さ
る
年
、
狩
野
亨
吉
氏
か
ら
岡
田
氏
に
賭
る
と
い
ふ
識
語 

の
あ
る
本
を
筆
者
は
淺
倉
屋
か
で
手
に
入
れ
た
記
憶
も
あ
る
の
で
、
約
圖 

も
或
は
生
前
に
同
氏
の
手
を
離
れ
た
か
と
い
ふ
事
も
考
へ
ら
れ
る
。 

借
、
筆
者
も
數
年
前
、
解
駄
約
圖
を
一
部
藏
す
る
事
を
得
た
。
今
其
に 

よ
っ
て
前
號
に
紹
介
さ
れ
た
文
句
の
中
、
伏
字
に
な
っ
て
ゐ
る
箇
所
及
其 

他

一
ニ
を
補
訂
し
て
置
き
度
い
と
思
ふ
。

第
一
張
(

第
四
頁)

四
行
末
『
離
而
圖
焉
細
而
著
』
の
S

は

『
曲
』
の
誤
。 

第
五
行
初
『
至­
於
精
華
人
所
未
說
者-
』
は

『其
精
至
一
華
人
所
レ
未 

說
者
ー』

の
誤

第
五
行
伏

字

『其
圖
焉
鼬
在
ニ
新
書
一
』

の
七
字
な
り 

第
六
行
七
字
目
の
伏

字
は

『
於
二
』 

次
の
三
伏
字
は
『
之
部
—
位
ー』

寸 

, 

終

行

『透
視
昶
レ
之
』
は

『透
—
輙

之
』
の
誤

〔寸
は
時
の
略
〕
 

第
五
張
(

第
五
頁)

，
 

第
一
行

『
飮
食
之
謂
也
』
は

『飮
食
之
器
也
』
の
誤 

•

第
二
行

『
周
流
也
』.
は

『
周
洗
矣
』
の
誤 

終
よ
り
五
行
目
末
『
受
レ
之
』
は

『
受
レ
之
』 

同
し
く
四
行
目
沫

『
支
別
上
受
ー
ー
』
は

『
支
別
上
得
二
』
の
誤 

同
し
く
三
行
目

『
受
飮
食
』
は

『
名
飮
食
』
『
直
腸
』
は

『
直
腸
』 

最
終
行
『
市
兵
衞
』

の
下

に

『
板
』
字
あ
り
。 

(

以
上)
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物
理
學
的
科
學
に
關
す
る 

渡
來
外
國
書(
二) 

—
!

英
米
獨
佛
の
部!
—矢

島

祐

利
 

前
に
オ
ラ
ン
ダ
書
に
つ
い
て
記
し
た
が
、
此
處
に
其
他
の
も.
の
に
つ
い 

て
記
す
。
幕
末
に
な
る
と
蘭
學
は
衰
へ
て
來
た
の
で
自
然
科
學
の
書
物
も 

オ
ラ
ン
ダ
書
に
代
っ
て
英
米
獨
佛
等
の
も
の
が
用
ひ
ら
れ
る
や.
う
に
な
っ 

た
。
そ
れ
ら
の
書
物
は
非
常
に
澤
山
あ
る
が
、
幕
末
か
ら
明
治
の
初
め
に 

か
け
て
入
っ
て
來
も
の
で
よ
く
用
ひ
ら
れ
た
も
の
や
、
た
ま
た
ま
筆
者
の 

眼
に
觸
れ
た
も
の
若
干
を
次
に
記
し
て
み
る
。
年
代
が
降
れ
ば
此
の
種
の 

も
の
は
非
常
な
數
に
上
り
到
底
數
へ
き
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
る
が
、
此
處
で 

は
大
體
一
八
七
〇
年
頃
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
も
の
に
止
め
て
お
く
。
書
名 

だ
け
分
っ
て
ゐ
て
筆
者
未
見
の
も
の
は
多
數
あ
る
が
省
略
す
る
。
記
載
の. 

形
式
は
前
の
オ
ラ
ン
ダ
書
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

書 
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 l
o
r

 -
h
e

 u
s
e

 

〇
f  S

c
h
o
o
」8
2
,
1i
d  A

c
a
d
e
m
i
e
s

 

e
d
・

 f
r
o
m

 G
a
n
o
t
/
s

 F
o
p
u
p
r

 p
h
y
s
i
c
s

 1
86
9

ゝ
 N

e
w

 Y
o
r
k
,

 

(
p

 2
)  

p
e
l
e
z
®
G
x

 

L
a

 P
h
y
s
i
q
u
e

2-l
a
 C

h
i
m
i
e

 1
8
7

〇
“
 p

a
r
?

 

(
Q
"一

)Q
u
a
c
k
e
n
b
o
y

p

p

 •
:  

A

 

Na
t-

ur
al

 p
h
i
l
o
s
o
p
h
y
,
1
8
5
9
9

N
e
w

 Y
o
r
k
.

(
R

 
匚)

R
e
g
n
a
u
l
*
:  

K
u
r
z
e
s

 

L
e
h
r
b
u
c
b

 d
e
r

 c
h
e
m
i
?
1
8
6
9
,  

(
R

・
 2

)  

R
o
s
c
o
e

 
ハ
 K

u
r
z
e
s

 L
e
h
r
b
u
c
h

 d
e
KC

h
e
m
i
e

 v
o
n

 R
o
s
c
o
®

『
解
體
約
圖
に
っ
い
て
』

の

補

訂(

石
橋)

物
理
學
的
科
學
に
關
す
る
渡
來
外
國
書(

矢
島)
 

一
〇
三
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科

學

史

硏

究
 

第

七

號
 

b
e
a
r
b
e
i

s-
c+v

o
n

 s
c
h
o
r
l
e
m
m
e
r
,
1
8
7
円

 

(
の 一

)
S
c
h
r
o
e
d
e
r
、
F
r
i
e
d
r
i
c
h
"

 

B
u
c
h

 

d
e
r

 N
a
X
u
r

 

18
71

,

 

(S9  2)  sism
aru  

Principles  

of  

Physics  

or  

Natural  

philosophy,18669  Philadelphia-  

(S3  

3
)  

S
 

ナ8:k
h
a
.
r
&A

•:  

D
i
e

 S
c
h

 
巳 e

 d
e
r

 C
h
e
m
i

卩

1
8
7
0
,

 

(s  4)  

SEifb  M
・ A
•: Firsf  Lessons  on  Natural  philos­

ophy  for  childrep  New

 ed・
1866"  

(wl)  wip
Heinrich:  

Anleifun

JQzur  chem
ischen  Ana-

】
y
s
p

1869-  

(
w
・

2
)

 W

 
二 so

p

 G
e
o
r
g
e

【1110rga-nic  C  hem

 i
s--y Revised  

and  eD-arged  by  s
・ M

acadam
,1869"  

3
1
)
仆l

e
m
e
n

s-d
e

 

p
h
y
s
i
q
u
e
"

 

7
8
6
4
.

略

解

題

(
Q
I
)
小
幡
篤
次
郞
の
『
博

第

編

補

遺

』(

明
治
二
年)

は
此
の
書 

の
譯
で
あ
る
。

(
『

一
bo) 

フ
レ
ゼ
ニ
ウ
ス
の
ド
イ
ツ
書
か
ら
の
英
譯
。

フ
レ
ゼ
ニ
ウ
ス 

の
化
學
書
は
邦
譯
さ
れ
て
ゐ
る
。
獨
、
弗
列
攝
紐
斯
著•

三
崎 

嘯
輔

譯

『
試
驗
階
梯
』(

明
治
七
年)

が
そ
れ
で
あ
る
。 

(
G•
一

)

ガ
ノ
ー
の
敎
科
書
と
し
て
有
名
な
も
の
。
種
々
の
版
が
あ
る
。 

上
記
の
年
號
は
一
例
に
す
ぎ
な
い
0.

(
Q1)

此
の
本
は
活
耳
木
思
哲

『
博
物
通
論
』
と
題
し
て
慶
應
二
年 

江
戶
に
於
て
飜
刻
さ
れ
て
ゐ
る
。

ー
〇
四

(
Q

匚)

ク
ワ
ヅ
ケ
ン
ボ
ス
と
い
ふ
の
は
よ
く
使
は
れ
た
敎
科
書
で
あ
る
。 

格

賢

驀

氏

著•

藤
田
正
方
譯
『
理
學
新
論
』(

明
治
六
年)

と
い 

ふ
飜
譯
が
あ
る
。 

・

，

(
辺
と 

フ
ラ
ン
ス
の
レ
ー
一
ヨ
ー
の
ド
イ
ツ
譯
。

(
K

 

2
)  

ロ
ス
コ
ー
の
敎
科
書
。

ロ
ス
コ
ー
の
化
學
書
に
は
邦
譯
が
あ, 

る
。

ロ
ス
コ
ー
著•

市
川
盛
三
郞
譯
『
小

定

學

書

』(

明
治
七 

年)

が
そ
れ
で
あ
る
。

(
S・

一
)

此
の
書
の
オ
ラ
ン
ダ
譯
の
こ
と
は
前
に
記
し
た
。
此
の
本
か 

ら
採
っ
た E

l
e
m
e
n
t
s

 o
f  N

a
.  f

ur  
巴 p

h
i
l
o
s
o
p
h
y
"

 f
r
o
m

 t
h
e

 

B
o
o
J
c
o
f

 

N
a
t
u
r
e

 

o
f  

Friedrich

 

S
c
h
r
3
e
d
e
r
・

 

185円

 

I

f

は
一
八
六
三
年
『
萬
有
新
編
』
と
題
し
て
飜
刻 

さ
れ
開
成
所
の
敎
科
書
に
用
ひ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
曇
か
ら
英 

學
へ
移
る
時
代
の
極
く
初
期
に
屬
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
第

3
)  

此
の
書
を
グ
ン
ニ
ン
グ
が
オ
ラ
ン
ダ
語
に
譯
し
て
ゐ
る
こ
と 

は
前
に
記
し
た
。 

・

(
囚4

)

 

此
の
書
は
一
八
六
七
年
『
理
學
初
步
』
と
題
し
て
江
戶
に
於 

・
 

て
飜
刻
さ
れ
て
ゐ
る
。
極
め
て
通
俗
的
な
も
の
で
あ
る
。
鳥
山 

啓

譯

『
童
蒙
窮
理
問
答
』(

明
治
七
年)

は
此
の
書
の
飜
譯
で
あ 

る
。

3
1
)

著
者
名
を
逸
す
。
晶
萬
有
訓
蒙
』(

林
正
十
郞
閱
、
福
永
鎌
三
・
 

鈴
木
新
吾
同
校
ゝ
松
園
藏
版)

と
題
し
て
飜
刻
が
あ
る
。
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寬
永
五
年
版
ー
算
用
記
』
に 

つ
い
て

/
 

- 

大

矢

眞

一

，
 

東
京
大
岡
山
書
店
主
橫
山
重
氏
所
藏
の
此
の
書
物
の
こ
と
を
名
古
屋
の 

藤
園
堂
の
主
人
か
ら
伺
っ
た
の
で
、
橫
山
氏
宅
に
參
上
し
て
拜
見
さ
せ
て 

頂
い
た
。
見
る
前
は
或
は
毛
利
重
能
の
所
謂
『
歸
除
濫
觴
』
に
關
係
が
あ 

り
は
し
な
い
か
と
豫
期
し
た
の
で
あ
る
が
こ
れ
は
外
れ
た
。
し
か
し
種
 々

の
點
で
非
常
に
注
意
す
べ
き
書
物
で
あ
る
。
そ
れ
で
橫
山
氏
が
發
表
さ
れ 

る
ま
で
待
つ
の
が
本
當
で
あ
る
と
は
思
っ
た
が
、
御
承
諾
を
得
て
此
處
に 

紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。

同
書
は
縱
十
四®

、
橫
二
十S

の
橫
本
で
、
題
簽
は
な
い
が
a.
次
の>
 

に

『
算
用
記
』
と
見
え
る
。
橫
山
氏
は
木
活
字
本
で
あ
る
と
言
は
れ
る
が
、 

確

か

に

『
塵
刼
記
』
の
木
活
字
の
五
卷
本
そ
っ
く
り
の
字
體
で
あ
る
。 

目
次
は
二
枚
で 

算
用
記
卷
之
目
錄

一
 

八
算
同
發 

二

戟
一
同
發 

三

瞬

to
欽 

四

四

十

四

割 

丑

四

十

三

割寛

永

五
年

版

『
算
用
記
』

に

つ

い

て(

大
矢)

六

小

一

斤

の

聲

七

絲

割

八

掛
て

吉
分

九

絹

布

刻

十

舛

積

之

算 

十

一

金
銀
兩
替
之
算 

十

二

借

銀

か

し
米
の
算 

十

三

米

賣
買 

十

四

か

ん

米
出
目
を
知
算 

十

五

錢

之

賣
買 

十

六

醫

の

算 

十

七

囂

两

割 

・
 

十

八

町

見

樣 

十
九
立
木
の
長
さ
は
な
か
み
に
て
積 

二

十

開

立

法
• 

廿

一

開

平

圓
法 

廿

二

開

平

法 

廿
三
す
き
さ
ん 

廿
四
入
子
之
算 

廿
五
藏
に
俵
入
つ
も
り 

本
文
は
四
十
九
枚
で
ヽ
四
十
九
枚
目
の
表
が
跋
に
な
っ
て
ゐ
る
。
但
し
丁 

附
は
十
三
丁
が
重
複
し
て
ゐ
る
の
で
實
際
よ
り
一
つ
だ
け
少
い
。
且
つ
三 

十
七
丁
か
ら
四
十
四
丁
に
當
る
部
分
の
丁
附
が
目
茶
々
々
で
あ
り
、
そ
の 

ー
〇
五
」
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科

學

史

硏

究
 

第

七"

號 

上
全
體
に
亙
っ
て
所*
 
丁
數
を
入
れ
て
ゐ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

跋
に
は

右
之
莫
法
之
趣
世
見
に
雖
數
多
有
之
遠
廻
た
る
故
初
心
之
人
に
し
ら
し 

め
ん
た
め
也

寬
永
伍
曆
戊
辰
十
一
月
吉
日

と
あ
る
。

こ
の
跋
と
目
錄
と
を
毛
利
重
能
の
所
謂
『
割
算
書
』
に
比
べ
て
見
る
と
非 

常
に
似
て
居
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。
實
際
ま
た
そ
の
通
り
で 

目
錄
の
ー
か
ら
九
ま
で
の
分
は
『
割
算
書
』

の
ま
ゝ
で
あ
り
、
十
か
ら 

廿
五
ま
で
は
『
塵
刼
記
』
か
ら
の
拔
萃
で
あ
る
。
但
し
十
二
は
『割
算 

書
』
と

『
塵
刼
記
』

の
兩
方
の
材
料
を
混
ぜ
て
ゐ
る
。

但
し
木
活
字
本
の
『
塵
刼
記
』
は
此
の
書
に
取
ら
れ
て
ゐ
る
部
分
が
現
存 

し
て
ゐ
な
い
の
で
比
較
に
は
整
板
の
五
卷
本
を
用
ひ
た
。
こ
こ
で
木
活
字 

の

『
塵
刼
記
』
を
直
接
此
の
書
に
比
較
出
來
れ
ば
、
こ
の
版
の
『
塵
刼
記
』 

が
寬
永
五
年
に
は
旣
に
存
在
し
て
ゐ
た
こ
と
が
證
明
出
來
る
の
で
、
『塵
刼 

記
』

の
硏
究
の
上
に
大
き
な
光
明
を
與
へ
る
こ
と
に
な
る
。
勿
論
、
こ
の 

書
に
取
ら
れ
た
『塵
刼
記
』
が
木
活
字
の
そ
れ
で
あ
る
と
は
確
か
に
は
言 

へ
な
い
け
れ
ど
も
、
元
和
八
年
の
『
割
算
書
』
も
木
活
字
橫
本
で
、
こ
の 

木
活
字
の
『
塵
刼
記
』
も

耆
し
く

橫

本

、
大
き
さ
も
二
っ
と
も
大
體
『
算 

用
記
』
と
よ
く
似
て
ゐ
る
。
こ
れ
か
ら
哮
へ
て
、
こ
の
二
書
か
ら
『
算
用 

記
』
が
作
ら
れ
る
可
能
性
が
最
も
多
い
の
で
fe
る
。
さ
う
で
な
い
に
し
て 

も
、
こ
の
書
物
を
丁
寧
に
突
合
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
塵
刼
記
』
の
系
統 

の
一
番
困
難
な
部
分
が
或
程
度
ま
で
明
か
に
な
り
さ
う
で
あ
る
。
そ
の
點

ー
 

〇
六 

に
於
て
,',
こ
の
書
物
は
私
に
と
っ
て
特
に
有
難
か
っ
た
。
橫
山
氏
と
藤
園 

堂
主
に
厚
く
お
禮
を
申
上
げ
る
。

盤
珠
算
法
と
塵
劫
記

大

・

矢

眞

一 

こ
の
內
閣
文
庫
所
藏
の
盤
珠
算
法
は
藤
原
松
三
郞
博
士
が
「
支
那
數
學 

史
ノ
硏
究
、
其
ー
」(

東
北
數
學
雜
誌
、
第
四
六
卷
、
昭
和
十
五
年)

の
中 

で
は
じ
め
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
機
會
が
あ
っ
て
原
本
を 

閱
覽
し
て
見
る
と
塵
刼
記
と
の
關
係
に
於
て
相
當
面
白
い
點
が
あ
る
の
で 

一
應
こ
こ
に
記
し
て
置
き
た
い
。
同
書
は
閩
建(

福
建
省)

の
徐
心
魯
の 

訂
正
で
算
法
統
宗
に
先
立
つ
十
九
年
、
萬
曆
元
年
五
月
、
熊
台
南
の
刊
行
、
 

全
二
卷
が
册
に
合
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
詳
し
い
內
容
は
東
北
數
學
雜
誌 

に
讓
っ
て
、
以
下
は
其
處
に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
な
い
こ
と
だ
け
を
記
す
っ
も 

り
で
あ
る
。

こ
の
書
が
算
法
統
宗
と
違
っ
て
運
算
の
說
明
に
ソH

バ
ン
の
圖
を
用
ひ 

て
ゐ
る
こ
と
は
藤
原
博
士
も
旣
に
指
摘
し
て
居
ら
れ
る
が
、
實
は
こ
れ
と 

同
じ
程
度
に
特
徵
的
な
こ
と
は
、
そ
の
ソ
ロ
バ
ン
に
最
初
に
置
く
數
が
ー 

二
三
四
五
六
七
八
九
と
並
ん
だ
塵
劫
記
特
有
の
數
字
と
言
は
れ
て
ゐ
る
も 

の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
尤
も
斯
樣
に
並
べ
た
數
字
は
算
法
統
宗
に
こ
そ 

無
い
が
、
指
明
莫
法
に
は
旣
に
見
え
て
居
り
、
盤
珠
算
法
獨
特
の
も
の
と 

は
言
ひ
難
い
が
、
し
か
し
指
明
算
法
に
は
圖
解
が
な
い
。
こ
の
數
を
置
い
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た
ソ
ロ
バ
ン
の
圖
の
下
に
說
明
を
つ
け
た
形
式
が
、
盤
珠
算
法
と
塵
劫
記 

と
は
極
め
て
似
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
以
下
に
述
べ
る
事
柄
と
相 

俟
っ
て
、
此
の
書
が
直
接
に
か
間
接
に
か
塵
劫
記
と
關
係
が
あ
る
こ
と
を 

思
は
せ
る
の
で
あ
る
。

次
に
塵
劫
記
が
算
法
統
宗
と
異
っ
て
盤
珠
算
法
と
一
致
し
て
ゐ
る
點
は 

小
數
の
名
稱
で
あ
る
。
算
法
統
宗
に
於
け
る
小
數
の
最
も
下
の
單
位
は
塵 

で
あ
る
が
、
塵
劫
記
と
盤
珠
算
法
と
で
は
埃
が
最
下
で
あ
る
。
又
統
宗
で 

は
上
は
分
に
終
っ
て
ゐ
る
が
、
盤
珠
算
法
で
は
分
の
上
に
錢(

十
分)

、
兩 

(

十
錢)

、
斤
(

十
六
兩)

が
あ
り
、
塵
劫
記
で
は
分
の
上
に
文(

十
分7  

文
と
錢
と
は
元
來
同
一 y

兩
(

十
文)

が
あ
る
。
塵
劫
記
で
小
數
に
兩
、
 

文
の
單
位
が
あ
る
こ
と
は
當
時
の
錢
の
許
算
で
は
九
十
六
文
を
以
て
百
文 

に
通
用
さ
せ
た
の
で
そ
の
部
分
が
不
十
進
法
に
な
っ
て
居
り
、
從
っ
て
大 

‘ま
な
錢
の
計
算
で
は
百
文
以
下
は
百
文
を
單
位
と
し
た
小
數
で
表
し
た
方 

が
便
利
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
し
か
し
こ
れ
は
盤
珠
算
法
の
や 

う
な
手
本
が
な
く
て
は
思
ひ
っ
く
こ
と
で
は
な
さ
さ
う
で
あ
る
。
且
つ
こ 

の
小
數
の
單
位
と
し
て
の
兩•

文
が
間
も
な
く
消
え
て
し
ま
っ
た
の
も
、
 

こ
れ
が
模
倣
で
あ
っ
た
こ
と
の
一
つ
の
證
據
で
は
あ
る
ま
い
か
。
次
に
盤 

珠
算
法
の
最
後
に
は
「
算
升
斗
數
法
」
と
し
て

盤

珠

算

法

と

塵

劫

記(

大
矢)

の
弩

變

哥

石

錢

分

石

8
石 
算

一
兩
一
錢

一
石
算 

每
錢
、
ハ
升
九
合 

ま
で
約
九
十
個
の
割
算
の
表
が
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
塵
刼
記
の
銀 

と
錢
と
の
兩
替
の
表
に
相
當
す
る
も
の
で
、
斯
の
如
き
表
は
、
今
ま
で
知 

.,
ら
れ
て
ゐ
た
支
那
の
數
學
書
の
中
に
は
全
く
無
く
、
我
々
が
塵
刼
記
特
有 

の
も
の
と
话
へ 
て
ゐ
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
書
物
の
傳
來
が
不
明
な
の
で
、
こ
の
書
そ
の
も
の
が
塵
刼
記
の
作 

製
に
直
接
役
立
っ
た
と
斷
言
出
來
な
い
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
し
か
し
塵 

刼
記
の
成
立
に
は
少
く
と
も
、
本
書
か
或
は
本
書
に
類
似
し
た
も
の
が
用 

ひ
ら
れ
て
ゐ
る
に
相
違
な
い
と
い
ふ
こ
と
だ
け
は
言
ひ
得
ら
れ
る
や
う
に 

思
ふ
。

以
下
は
別
の
こ
と
で
fe
る
が
內
閣
文
庫
に
は
尙
ほ
程
大
位
の
新
編
直
指 

靈

K
耍
(

四
卷

一
册)

が
藏
せ
ら
れ
て
ゐ
る(

藤
原
博
士
は
之
に
就

い 

て
は
書
い
て
居
ら
れ
な
い)

。
同
じ
人
の
著
、

新
編
直
指
算
法
統
宗
を
簡 

,
單
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
卷
末
に
近
く
、
是
集
、
以
纂
要
名
、
但
只
纂 

其
切
要
、
便

於

超

者

、
若
九
章
雜
問
、
詳
見
統
宗
、
玆
不
具
載
と
見
え 

て
ゐ
る
か
ら
統
宗
よ
り
後
に
作
ら
れ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
私
は
今 

ま
で
所
謂
算
法
統
宗
の
名
に
つ
い
て
、
新
編
は
冠
稱
で
あ
ら
う
が
、
直
指 

を
も
冠
稱
と
云
へ
る
か
ど
う
か
.0

こ
れ
は
寧
ろ
直
指
算
法
骨
直
指
算
法 

統
宗
と
い
ふ
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か
と
い
ふ
疑
問
を
持
っ
て
來
た
。
そ
の 

卷
末
に
擧
げ
ら
れ
た
算
書
の
名
稱
も
多
く
之
に
類
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ 

る
。
今
こ
の
纂
要
が
出
る
に
及
ん
で
そ
の
疑
問
は
一
層
濃
く
な
っ
た
や
う 

に
思
ふ
。
識
者
の
御
高
敎
を
仰
ぎ
た
い
。

一
 2
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科

學

史

硏

究
 

第

七

號

會 

報

◊

こ
の
重
大
な
決
戰
下
に
本
會
が
硏
究
と
事
業
を
繼
續
し
得
る
と
い
ふ 

こ
と
に
對
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
な
ほ
一
層
の
國
家
的
自
覺
を
も
っ
て
、

科 

學

史

硏
究
を
遂
冇
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
新
し
い
民
族
的
礪
信
の
鼓
吹
や
、 

科
學
技
術
の
創
意
へ
の
示
唆
や
、

失
敗
を
繰
返
さ
ぬ
fc
め
の
反
省
は
、
今 

日
こ
の
領
域
に
お
け
る
主
要
な
責
務
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
今
後
い
よ
い 

よ
こ
れ
ら
の
意
圖
を
、

明
確
に
本
會
の
事
業
に
注
入
し
て
ゆ
き
た
い
。 

〇

「
科
學
史
辭
典
」
は
、

第

一
卷
組
込
み
豫
定
の
原
犒
が
す
で
に
殆
ど 

集0
、

目

下
編
輯
に
忙
殺
さ
れ
て
ゐ
る
。

ま
だ
滩
稿
さ
れ
ぬ
少
數
の
方

 々

は
一 H

も
早
く
完
成
さ
れ
ん
こ
と
を
新®

ひ
す
る
次
第
で
あ
る
。

◊

此
度
會
長
の
指
名
で
會
員
平
井
昌
夫
氏
を
新
た
に
幹
事
と
し
た
が
、 

同
氏
に
學
會
の
事
務
の
一
部
を
擔
當
し
て
頂
く
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
た 

め
、

本
誌
の
編
輯
や
例
會
の
事
務
を
取
る
部
室
と
し

て

「
日
本
橋
區
通
一
ー
ー 

の A
 
春
陽
堂
ビ
ル
內
、 

日
本
科
學
史
學
會
分
室
」(

電
話•

日
本
橋
〇
〇
五 

一・)

を
設

け

る
こ
と
と
な
っ
たa

こ
の
方
面
の
事
務
に
關
す
る
か
ぎ0
、 

同
分
室
內
平
井
幹
事
と
連
絡
し
て
頂
き
た
い
。

◊

去
る
六
月
一
日
—
，
十
日
に
わ

fc0
、

本
會
と
科
學
博
物
館
後
援
會
と 

の
共
同
主
催
の
も
と
に
、
「
川
本
幸
民
遺
品
展
覽
會
」
を
科
學
博
物
館
内K

-
O
A
 

-

開

催

し
た
。例 

會

◊

第
十
七
囘

例
會 

七
月
二

日
(

金)

午
後
六
時
よ0

日
本
醫
師
會
館
に 

て
、
出
膺
者
三
十
名

1

、
 

松
淼
胤
保
と
兩
羽
博
物
圖
譜.
.
.
.
.

江

崎

悌

三

氏

2
、
 

日
本
物
理
學
史Q

構

想

」.
.
.
.
.
.

矢

島

祐

利

氏 

◊

第

十

八

囘

例

會

十

月

二

十

日
(

水)

午

後

六
時

よ0

日
本
醫
師
會
餡

に
て
、
出
席
者
三
十
名 

-

1
、
 

近

世

フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
科
學
哲
學
及
び

科
學
史
硏
究
の
一
般.
.
.
.
.
.
.

桑

木

姿

雉

氏

2
、
 

士
御
門
家
所
藏
天
變
地
妖

記
及
び

家
秘
耍
錄
に
つ
い
て.
.
.
.
.
.
.

神

田
 

茂

氏
 

關

西

支

部

例

會

◊

第
五
囘

例
會 

五

月

十

八

日(

士)

午
後
二
時
よ
り
阪
大
理
學

部
に
て

1
、
 

デ
カ
ル
ト
と
數
學.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

近

藤

洋

逸

氏

2
、
 

酸
素
の
發
見.
.
.
.
.

.

.

.

.

.

.

.

原 

光

雄

氏
 

◊

第
六
囘

例

會

六

月

十

九

日(

土

」
午

後

二
時
よ
り
三
高
生
物
學
敎
室

に
て

1
、
 

宇
田
川
榕
菴
と
動
物
學.
.
.
.
.
.
.

上

野

益

三

氏

2
、
 

中
村
惕
齋
と

ケ

ム

フ
ェ
ル.
.
.
.
.
.

石

橋

榮

達

氏
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顧會委輔

問長員

日
本
科
學
史
學W

顧
問
及
役
員
氏
名(
五
十
音
順)

朝
比
奈
泰
彥 

板

澤

武

雄
 

桑

木

嚴

翼
 

柴

田

雄

次
 

田
中
館
愛
橘 

橋

田

邦

彥 

眞

島

利

行

安
藤
廣
太
郞 

岡

田

武

松
 

小

泉
 

新

村
 

田

邊
 

長
谷
部
言
人 

三

上

義

夫 丹 出 元

伊

東

忠

太
 

小
倉
金
之
助 

小

出

滿

二 

高

木

貞

治
 

中

村

淸

二
 

藤
原
松
三
郞 

村
上
直
次
郞

石

原

純
 

太

田

正

雄
 

柴

田

桂

太
 

竹
內
松
次
郞 

西
田
幾
多
郞 

松

原

行

一
 

山

崎

佐

第第 

裕條

桑

木

或

雄

彌

永

昌

吉
 

・
神

田

茂
 

・
菅

井

準

一

丘

英

通

三

枝

博

音

・

篠

遠

喜

人

下

村

寅

太

郎

玉

蟲

文

一 

ネ

野

口

彌

吉

・

早

坂

一

郞

江

崎

悌

三

・

緖

方

富

雄

都

築

洋

次

郞

富

成

喜

馬

平 

三

宅

剛

一
...
矢

島

祐

利
 

な

印

ハ

常

任

委

員)

事

天

野

淸
 

武

谷

三

男
 

古

川

晴

男
 

平

井

昌

夫

稻

沼

瑞

穗
 

田

中

實
 

茂

串

茂

奧

野

久

輝
 

長
谷
川 

湯
.
淺

淳 叨

大

矢

眞

一 

平

田

覽
 

湯

淺

光

朝

關
西
支
部
役
員
氏
名

支

部

長

上

田

、

镶

支

部

委

員

靑

木

一

郞

胡

田

忠

亮

原 

光

雄

伏
見
康
治

會

則

日 

本 

科 
學 

史 

學 

會 

国 

則

第

一

章

名

稱

及

事

務

所

本
會
ハ
日
本̂

學
史
學
會
ト
稱
ス 

本
會
ノ
事
務
所
ハ
之
ヲ
東
京
二
置
ク

鏡

二

章

目

的

及

事

業

第
三
條 

本
會
ハ
科
學
史
及
技
術
史
ヲ
硏
究
シ 

日
本
ニ
於
ケ
ル
科
學
及 

技
術
ノ
進
步
發
展
一-

箸
與
エ
ル
ヲ
以
テ
目
的
トX 

第㈣

條

本

會

ハ

前

條

ノ

目

的

ヲ

達X
ル
タ
メ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ 

ー
、

年

會
(

總
會
ヲ
兼
ヌ)

ヲ
開
ク

二
、
 

每
月
一
囘
例
會
ヲ
開
ク

三
、
 

特
殊
部
門
ニ
關
ス
ル
分
科
會
ノ
設
置 

ゝ

四
、
 

硏
究
機

關

雜

誌

「
科
學
史
硏
究
」
ノ
定
期(

年
四
囘)

發
行

五
、
 

公
開
講
演
會
及
史
料
展
覽
會
ノ
開
催

六
、
 

文
獻
目
錄
、
覆
刻
、
解
說
、

著
譯
ノ
編
纂
及
出
版

七
、
 

科
學
史
圖
書
館
ノ
設
立

八
、
 

科
學
史
硏
究
調
査
ノ
タ
メ
會
員
ノ
內
地
及
海
外
派
遣

九
、
 

其
他
必
要
ト
認
メ
タ
ル
諸
事
業

第

三

章

會

員

及

役

員 

第
五
條 

會
員
ハ
本
會
ノ
趣
旨
二
贊
同
ス
ル
者
ニ
シ
テ 

會
員
二
名
以
上 

ノ
推
薦
ニ
ョ
リ
役
員
會
ノ
承
認-7
經
タ
ル
モ
ノ
ト
ス 

、第

六

條

會

員

ハ

會

費

ト

シ

テ

年

額

金

六

圓
ヲ

納

厶 

第

七

條

本

會

二

次

ノ

役

員

ヲ

置

ク

會
一
長 

一
 

名 

委

員
 

若

干

名
 

第

八

條

會

長

八

總

會

ニ

於

テ

之

ヲ

選

擧

シ

委

員

ハ

會

長

之

ヲ

指

名

ス 

第

九

條

會

長

八

本

會

ヲ

代

表

シ

會

務

ヲ

總

理

ス 

第
十
條 

委
員
ハ
會
長
ノ
命
ヲ
受
ケ 

會
務
ヲ
處
理
ス 

第
十
一
條 

本
會
ニ
顧
間
若
干
名
ヲ
置
ク 

顧
問
ハ
會
長
之
ヲ
依
囑
ス 

第
十
二
條 

會
長
及
委
員
ノ
任
期
ハ
二
年
ト
ス 

但
シ
重
任
ヲ
妨
ゲ
ズ

第

四

章

附

則

第
十
三
條
本

會

ハ

適

當
ト

認
メ

タ

ル

地

方

二

支

部
ヲ

設
ク

ル
ヲ

得

〇
九
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編 

輯 

後 

記 

◊

印
刷
所
は
今
戰
場
の
や
う
な
忙
し
さ
に
加 

へ
て
、

あ
ら
ゆ
る
事
務
が
速
か
に
は
進
行
し
得 

な
い
と
い
ふ
種
々
の
惡
條
件
そQ

他
の
た
め
に 

學

界

〇,
雜
誌
は
定
期
的
な
發
行
に
益
・
困
難
を 

感
ず
る
や
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
會
報
に
も
あ 

る
通
り
、

こ
の
重
大
な
る
時
局
下
に
本
會
が
存 

續
し
得
る
こ
と
、

從
っ
て
本
誌
を
發
行
し
得
る 

と
い
ふ
こ
と
に
對
し
て
は
眞
の
國
家
的
自
覺
を 

も
た
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

◊

本
誌
の
編
輯
は
從
來
平
田
幹
事
及
び
稻
沼 

が
あ
た
っ
て
ゐ
た
が
、
今
囘
平
井
幹
事
を
も
加 

へ
て
事
務
的
處
理
を
行
ふ
と
共
に
、
今
後
更
に 

一
 

段
と
積
極
的
な
編
輯
を
行
は
う
と
す
る
こ
と 

に
な
っ
た
。
會
員
諸
賢
の
一
層
の
御
協
力
を
お 

願
ひ
す
る
次
第
で
あ
る
が
、

ど
う
か
御
遠
慮
な 

く
御
投
稿
願
ひ
た
い
も
の
で
あ
る
。
投
稿
規
定 

と
し.
て
別
に
や
か
ま
し
い
こ
と
は
申
上
げ
な
い 

し
、

原
稿
用
紙
な
ど
は
何
で
も
差
支
へ
な
い
が 

紙
面
の
都
合
や
發
行
の
時
期
等
も
あ
る
の
で
採 

否

は

當

方

にJ

任
願
ひ
た
い
。

ま
た
こ
ち
ら
か

ら
題
目
な
り
要
旨
な
り
を
定
め
て
ど
し
ど
し
御 

依
賴
す
る
つ
も
り
で
ゐ
る
の
で
、

ど
う
か
そ
の 

節
は
よ
ろ
し
く
お
願
ひ
す
る
。
揭
載
の
虫
稿
に 

對
し
て
は
原
稿
料
と
し
て
細
か
く
計
算
は
せ
ず 

に
、
謝

禮

を

お
送
り
す
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る 

が
、
今
後
出
來
る
だ
け
十
分
に
い
た
し
た
い
と 

考
へ
て
ゐ
る
。 

・

◊

會
員
外
で
講
讓
希
望
の
方
は
直
接
學
會

事 

務
所
や
岩
波
書
店
へ
申
込
ま
れ
て
も
現
在
の
配 

給
規
定
で
は
お
送
り
出
來
か
ね
る
。

し
か
し
全 

阈

の
小
賣
書
店
で
必
ず
申
込
は
受
け
っ
け
る
皆 

で
あ
り
、
東
京
附
近
の
方
は
岩
波
書
店
小
賣
部 

で

必

ず

買

へ

る

や

う

に

手

笞

し

て

あ

る

。

も 

し
そ
れ
ら
の
點
で
故
障
が
あ
れ
ば
岩
波
書

店
內 

の
編
輯
部
に
そ
の
旨
を
申
越
さ
れ
ゝ
ば
必
ず
手 

配
の
上
、

お
手.
に
入
る
や
う
努
力
す
る
つ
も
り 

で
あ
る
。

◊

次
號
に
は
會
員
住
所
錄
を
附
し
た
い
と
思 

ふ
の
で
、
前
の
住
所
そ
の
他
變
更
の
點
至
急
お 

知
ら
せ
い
た
ヾ
き
た
い
。

昭
和
十
八
年
十
一
月
二
十
五
日
印
刷 

昭
和
十
八
年
十

一

月

二
十
八

日

發

行

萼

暂

，
 

定
價

磔
壹
圓

合

計

壹

團

參

錢
 

仍

翳

為i

參
錢 

(

送
料
四
錢)

日

本

科

學

史

學

會 

銅

專
 

代

馨

桑

木

»

雄 

聚
京
都
神
田
區
美
土
代
町
一
六
番
地 

印

刷

者
(

東
更
ニ
五)

嶋 

冨

士

雄
 

, 

東
京
祁
神
田
區
美
土
代
町
一
六
番
地 

印
刷
所 

篠

三
 

秀 

舍

東
京
都
本
鄕
區

東
京
帝
國
大
舉
理
專
部
植
物
學
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